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第一章　混迷の日







１




　俺おれにとって一世一代の大仕事となった、婚こん儀ぎの祝しゆく宴えんの翌日――

　黄色く踏ふみ固められた森辺の道を、俺はアイ＝ファとともにてくてくと歩いていた。

　六日がかりの仕事を終えて、俺たちはルウの集落からファの家へと帰路を辿たどっているところであった。

「あーあ、俺も宴うたげの後始末までしっかりやりとげたかったなあ」

　歩きながら、ついついそのようなことをぼやいてしまう。

　今日は珍めずらしくも朝あさ寝ね坊ぼうをしてしまったので、後片付けの仕事に参加することができなかったのだ。

　太陽は、すでに中天に差しかかろうとしている。

　この異世界にやってくる前から早寝早起きを信条としていた俺も、さすがにくたびれ果てていたのだろう。かえすがえすも、残念だ。

　颯さつ爽そうとした足取りで道を進みながら、アイ＝ファは横目で俺の顔をにらみつけてくる。

「まだ言っているのか。お前の仕事は宴の料理を作りあげることであったのだから、べつだんそのようなことを気にかける必要はない」

「いや、仕事の責任がどうこうっていう話じゃなく、俺はみんなと最後まで苦楽を分かちあいたかったんだよ」

　朝――というか、今からほんの一時間ほど前に、俺がようやく目を覚ましてルウ家の仮宿を飛び出すと、そこにはもう宴の痕こん跡せきなど何一つ残されていなかった。

　石で組まれた簡易型のかまども、新しん郎ろう新婦が座していたやぐらも、松明たいまつを掲かかげるための照明台も、儀ぎ式しきの火の焼け跡あとも――何もかもが綺き麗れいに取り片付けられて、昨晩の宴などすべて一夜の夢であったのではないかと思えてしまうような、茫ぼう漠ばくたる情景が広がっていたのである。

　聞けば、みんなはきっちり日の出とともに目を覚まし、総出で宴の後始末に取りかかっていたらしい。

「ただでさえ、祭の後ってのは寂さびしいもんだからな。何だか胸にぽっかりと穴でも空いたような気分だよ」

　それに、俺にとっては六日間にも及およんだルウの集落における生活との別れの日でもあった。

　この六日間で、俺はさまざまな人々と親交を結ぶことがかなった。

　最初はどう扱あつかっていいかもわからなかった男衆たちに対しても、血ち抜ぬきや解体の手ほどきを経て、そこはかとない親愛と信しん頼らいの念を抱だくに至ったし、ともに調理の作業に励はげんだ女衆たちは言わずもがなだ。

　自然、寂せき寥りよう感もいや増すというものである。

「まあ、アイ＝ファさえいてくれれば、どうってことはないけどな！」

　思いのたけを大声で表明してみせると、歩きながら足を蹴けられた。

「いいかげんに気持ちを切り替かえろ。今日は今日で新たな厄やつ介かい事が私たちを待ちかまえているのだぞ」

「うん、わかってるよ」

　そうして一時間ばかりもかけて、六日ぶりの懐なつかしき我わが家やに帰りついてみると――そこにはすでに、金きん褐かつ色しよくの頭をした長マントの男が俺たちを待ち受けていた。

「やあ。元気そうで何よりだね、アイ＝ファにアスタ」

　カマキリのようにひょろりとした痩そう身しん。

　金褐色の蓬ほう髪はつに、同じ色をした無ぶ精しよう髭ひげ。

　細長い顔に、細長い鼻。目め尻じりが下がっていて、いつも笑っているように見える顔。

　子供のように無む邪じや気きで、老人のように落ち着いた、不思議な紫むらさき色いろの瞳ひとみ。

　いまだハッキリとした素す性じようも知れない謎なぞの風ふう来らい坊ぼう、カミュア＝ヨシュである。

「約束通り、立ち寄らせていただいたよ。よかったら少し話をさせていただけないものだろうか？」

「ええ。こちらもあなたとはきちんと言葉を交かわしてみたいと思っていましたので、ありがたいです」

　俺の言葉に、カミュア＝ヨシュはにんまり笑う。

「ありがたいと言ってもらえるのは、とてもありがたい。美しき女狩人かりうども、ご機き嫌げんうるわしゅう」

「…………」

「うちの家長のご機嫌を粉々にしないでください。……家の中で話すなら、刀を預かることになりますが」

「へえ。それは森辺の民たみの風習かい？　いいねいいね。今日だけで俺の好こう奇き心しんがどれほど満たされるのか、想像しただけで笑いが止まらないよ」

　とぼけた顔でとぼけたことを言いながら、カミュア＝ヨシュは何のためらいもなく腰こしの長刀を革かわ鞘ざやごと差し出してきた。

　森辺で使われている蛮刀よりもうんと長いが、そのぶん細くて薄うすいので、重量に大差はない。

　しかし――これは、何を切るための刀なのだろう。

「……それでは、こちらにどうぞ」

　アイ＝ファ、俺、客人の順で戸板をくぐる。

　ファの家に、まったく変わりはないようだった。

　アイ＝ファは履はき物ものを脱ぬぎ捨てると、毛皮のマントを壁かべに掛かけ、いつもの通りに上座に陣じん取どる。

　ただ、普ふ段だんは壁にたてかける腰の刀を、アイ＝ファは油断なく自分の手もとに置いていた。

　俺はその隣となりに腰を下ろして、客人の刀を同じように手もとに置く。

　カミュア＝ヨシュは、マントを脱ごうともしないまま、下座にふわりと座すわりこんだ。

（……本当に奇き妙みようなおっさんだよな）

　宿場町では窮きゆう地ちを救われ、ルウの集落では血を見る騒さわぎになりかけた。俺にとっては、これがカミュア＝ヨシュとの三度目の対面である。

　しかしどれだけ回数を重ねても、このすっとぼけた笑え顔がおから内心を推おし量ることなどはまったくできそうになかった。

「さて――まずは最初に、お詫わびの言葉を申し述べさせていただこうかな」

「お詫びの言葉？」

　首を傾かしげる俺に向かって、カミュア＝ヨシュはいっそうにこやかに笑いかけてくる。

「宿場町で初めて出会ったとき、俺は色々と余計な口を叩たたいて、アスタたちを混乱させてしまった。俺は別に、族長筋のスン家と積極的に敵対したいわけではないのだよ」

　いきなり核かく心しんをつくような話題である。

「なので、森辺の民に弓を引く人間として敵視するのは勘かん弁べん願いたい。俺はむしろ森辺の民と仲良くなりたいからこそ、こうして君たちを訪ねてきたのだ。信じていただけるだろうか？」

　威い厳げんたっぷりの片かた膝ひざあぐらの体勢で、アイ＝ファは無言だ。

　その無言をどうとってか、カミュア＝ヨシュはなめらかに言葉を重ねる。

「あのときの俺は話を急ぎすぎていた。以前から関心を持っていた森辺の民とついに交流を結ぶ機会を得て、しかもそれがアイ＝ファのように美しい女性であったものだから、ついつい先走ってしまったのだろう。どうか許していただきたい」

　それでもアイ＝ファは無言かつ無表情だった。

　アイ＝ファにとっても二度目の対面であり、しかも今回は事前から気持ちを整えておくこともできたので、少しぐらいの軽口なら受け流せるゆとりがあるのかもしれない。

　しかし、まずこの男と言葉を交わしてその内心を探さぐるのは、俺の役割だった。

「それではお尋たずねしますけど、あなたの目的は何なのですか、カミュア＝ヨシュ？」

「カミュアでいいよ。……目的とは？」

「仕事のついでとはいえ、わざわざ俺たちなんかに会いに来てくれた目的ですよ。まさか、ただ世間話をするためだけではないんでしょう？」

「いや、俺はただ世間話をするために来たつもりだったのだけれども」

　カミュア＝ヨシュは、きょとんと目を丸くする。

「俺は以前から森辺の民に仲間意識を抱いていた。しかしそれは俺の一方的な感情であり、君たちにとっては正体不明の余よ所そ者ものだ。そんな相手に森辺の規律がどうの族長筋の堕だ落らくがこうのと言われたところで、聞く耳を持てないのが当然だろう。だから、俺はまず君たちと交流を深めたいと思って、足をのばしてきたのだよ」

　そうしてカミュア＝ヨシュは長マントの内側から果実酒の土ど瓶びんを取り出した。

「こいつはほんの手て土産みやげだ。夜にでも飲んでくれ。……ああ毒見毒見」

　と、いつぞやと同じように果実酒を一口あおる。

「うーん。だけどやっぱり、俺の質問の答えにはなっていない気がしますね。森辺の民と交流を深めたいっていう、その理由や目的がまったくわかりません」

「ええ？　仲良くなりたいという気持ちに理由や目的なんて必要なのかなあ？　……あえて言うなら、崇あがめる神を乗り換かえる羽目になった境きよう遇ぐうに対する共感と、宿場町で見かける森辺の民の孤こ高こうな立ち居振ふる舞まいへの尊敬の念、あとはアスタとアイ＝ファに対する個人的な興味と好意。俺の行動の根っこにあるのはその三つだけだと思うよ？」

　どうにも舌のよく回る御ご仁じんである。

　そして、理路はきわめて整然としているのに、表情や口調が薄っぺらい。

「だけど、こうして家にまで迎むかえ入れるってことは、君たちも俺に興味を持ってくれているのだろう？　町の連中は無差別に畏おそれの感情を抱いてしまっているからねえ。俺のようにのこのこと森辺にまでやってくるような人間は、やっぱり黙もく殺さつし難がたかったということなのかな？」

「こちらの気持ちまで代弁していただき、ありがとうございます。……そういえば、例の仕事の件については、きちんとスン家のほうに話を通すことにしたわけですか」

「ああ、うん。さすがにスン家を飛び越こして他ほかの民に話を持っていってしまったら、彼かれらの面めん目ぼくを潰つぶすことになり、いらぬ騒そう乱らんを巻き起こす火種になってしまうのかなと反省してね」

　ジェノスから東の王国シムに向かう商団の警護というのが、この男の仕事であるのだ。

　で、その際に森辺の集落を通過したいので、道案内だか何だかの依い頼らいをスン家に申し込んだらしい。

「よく話がすんなり通りましたね。本家の人間とあんな関かかわり方をしてしまったというのに」

「うん。俺はしっかり自分の名を名乗ったのだけれども、何の問題も生じなかったよ。さすがは腐くさっても族長筋、懐ふところの深いことだ」

　と、にんまり笑うカミュア＝ヨシュである。

　こういう表情が、言っては悪いが信用しきれないのだ。

「ちなみにその仕事が敢かん行こうされるのは、まだまだ先の話だよ。かなり大きな商団なので準備にものすごく手間がかかるようだし、それに、縁えん起ぎをかつぐ人たちでもあるらしい。旅の吉きち日じつとされているのは月の十五日目だから、今日から数えてもまだ二十日以上も日があることになるね」

　そうは言われても、俺はまだこの世界の暦れき法ほうについてはきちんと学んでいなかったので、今日が何月の何日であるのかも把は握あくできていなかった。

　それを悟さとられてしまわぬよう、俺は「なるほど」と曖あい昧まいにうなずき返す。

「で、東の王国まで出向いてまた帰ってくるにはふた月ばかりもかかってしまう。だからこの二十日ばかりの間に君たちと可能な限り縁えんを深めておきたかったんだよ。俺みたいに胡う散さん臭くさい男を拒こばまずに受け入れてくれてありがとう、アイ＝ファにアスタ」

「まあまだ確固たる絆きずなが結ばれたわけではないですけどね」

「そんな簡単に結ばれる絆に価値などない。幾いく多たの困難を乗り越えて結ばれた絆にこそ、長きに耐たえうる強きよう靭じんさは与あたえられるのさ」

　言葉面だけ聞いていれば、とっても素す敵てきなお言葉なのかもしれないけれど、やっぱりどこか薄っぺらい。

　いったいどうしたものかなあと、ちょっと沈ちん思ししていたら、「ぐぎゅる」と腹が鳴ってしまった。

　じっとカミュア＝ヨシュを凝ぎよう視ししていたアイ＝ファの目が、冷ややかに俺を見る。

「空腹なのかい？　食事の刻限であるならば、何も俺にかまうことはないよ」

「いや、日中はそんなに食べないんですけどね。ちょっと昨晩は食事を食べ損そこなってしまいまして……」

「そいつは良くないね！　アスタはそんなに細いのだから、しっかり食べたほうがいいよ」

　あんたみたいにひょろ長い男に言われたくはないよと思ったが。この御仁が細く見えるのは、あまりに上背がありすぎるせいなのだろう。

　長マントのせいでよくはわからないのだが、そこからはみだした手首から先は骨格もしっかりしており、俺の目に間ま違ちがいがなければジザ＝ルウやダルム＝ルウにも負けないぐらい指が長く手の平も分厚い感じがした。

「今はまだ中天を過ぎたぐらいですよね。うーん……さすがに夕暮れ時まで干し肉だけで過ごすのは気分的にしんどいかなあ。アイ＝ファ、ちょっぴりだけ肉とアリアをいただいてもいいだろうか？」

「好きにしろ」と言われたので、俺は食しよく糧りよう庫こに向かうことにした。

　が、やたらと瞳を輝かがやかせた客人に「あの、ちょっと」と呼び止められてしまう。

「肉というのは、もしかしたらギバの肉なのかな？　もしもそうなら、ほんの少しだけでも俺に食べさせていただくことはできないだろうか？」

　その瞬しゆん間かん、それまで冷静に努めていたアイ＝ファの表情に亀き裂れつが走った。

「石の都の住人が――ギバの肉を、喰くらうというのか？」

「うん？　何かおかしいかな？　ギバや森辺の民に畏い怖ふ心を刷り込まれているのは、おもにジェノス土着の民だけだよ？」

　と、カミュア＝ヨシュは愉ゆ快かいそうに微び笑しようを浮うかべる。

「ジェノスどころか、もともとは西の王国の生まれですらない俺には、ギバなどただの害がい獣じゆうだし、森辺の民はそれを狩かる勇ゆう敢かんな狩人に過ぎない。宿場町をうろつく南や東からの旅人たちも、君たちに畏れの目を向けたりはしないだろう？　何も驚おどろくほどのことじゃないさ」

　そのように言われても、俺にはどれが東の民でどれが南の民なのかもわからない。

　ただ――アイ＝ファを恐おそれ、蔑べつ視しするのは、黄おう褐かつ色しよくの肌はだをした人々が多かったような印象はあった。

「それでも確かに、森辺の民の他にギバの肉を食した人間などは、これまでに存在しなかったのだろう。南や東はどうだかわからないが、少なくとも西の領土においてはモルガの森辺以外にギバという獣けものは生息していないようだからね。西の王国の民として初めてギバの肉を食するという栄えい誉よを賜たまわることができるなら、それだけで今日は足をのばしてきた甲か斐いもあったというものだよ！」

　何だか本当に子供みたいに瞳を輝かせてしまっている。

　いっぽうアイ＝ファのほうは、まだ困こん惑わくの表情を隠かくせずにいた。

　およそ八十年に渡わたって《ギバ喰い》として差別されてきた森辺の民にとって、これはやっぱり衝しよう撃げき的てきな展開ではあるのだろう。

「どうする、アイ＝ファ？　家長はお前だ。俺はお前の言いつけに従うよ」

　中ちゆう腰ごしになって問うてみると、いきなり胸むなぐらをわしづかみにされてしまった。

　危あやうく転びそうになりながら、ほとんど噛かみつかれるのではないかという勢いで耳もとに口を寄せられる。

「私には――私には判断できない。アスタ、お前はどう思う？」

　これだけ大接近しているのに、聞こえるか聞こえないかぐらいの、ひそやかな声だった。

　目の前にいる客人には絶対聞かれたくない、と思ったのだろう。

　俺は驚いて身を離はなし、そして、アイ＝ファの顔を見てさらに驚いた。表情だけは冷たくこわばらせたまま、その青い瞳がリミ＝ルウよりも幼げな感じで不安そうに俺を見つめていたのだ。

　そんなにも衝撃的であったのか。

　俺は自分の身体を盾たてにしてその顔を客人から隠しつつ、同じように耳もとに口を寄せてやる。

「森辺の禁きん忌きに触ふれないのなら、別にかまわないと思う。手土産の果実酒のお礼に肉とアリアをふるまってあげたらどうだ？」

　再び、ぐいっと胸ぐらを引き寄せられる。

「……アスタの判断にまかせる」

　耳たぶにアイ＝ファの唇くちびるが触れて、俺は思わずどぎまぎしてしまう。

　そんな内情はひた隠しにしつつ、俺は客人を振ふり返り、鷹おう揚ようにうなずき返してみせた。

「家長のお許しをいただけたので、軽い食事をふるまいたいと思います。果実酒のお礼もありますので、一口と言わずお好きな量をご用意しますよ」

「それでは、アスタと同じ量で！」

　何というか、図ずう体たいのでかい老犬が嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っているようなご様子であった。

　だけどこれは、いい機会かもしれない。胸きよう襟きんを開くのに、同じものを食べるというのは、やはり有効な手段であろう。これで少しでもこの胡散臭い男の内面がうかがえればいいのだが、とか考えながら、俺はあらためて食糧庫に向かった。

　その間、アイ＝ファは静かにまぶたを閉ざし、ぺらぺらと喋しやべりかけるカミュア＝ヨシュにも何一つ答えようとはしなかった。




２




「どうも、お待たせいたしました」

　こんな時間から、凝こった料理を作る気にはなれない。

　だから俺は、ギバのバラ肉を適当な薄さに切って、スライスしたアリアと一いつ緒しよに炒いため、岩塩とピコの葉で味付けをしたのちに果実酒をからめた、至し極ごくシンプルな肉野菜炒めをふるまうことにした。

「手て馴なれているねえ。君の前身は町の料理人か何かだったのかな、アスタ？」

「はあ、まあ、そんなところです」

　答えながら、木き匙さじを添そえた木皿を客人のもとに差し出す。

　量は、通常の食事の四分の一ていどだ。

　たとえお口に合わなくとも、これぐらいは完食していただきたい。

「いやあ、嬉しいなあ。西の領土をあちこち駆かけ巡めぐり、時には東や南の王国にまで足をのばす俺だけれども、ついぞギバに似た獣を見かけたことはなかったんだ。あんな勇ゆう猛もうな姿をした獣の肉はどんな味がするのかと、昔から興味をかきたてられていたんだよ」

　なるほど。俺の世界でもイノシシを除く野生の豚ぶたというやつは絶ぜつ滅めつしてしまったらしいが、この世界にもそれに類する動物は存在しないのだろうか。

　ともあれ、軽食をいただくことにする。

「賜ります」とカミュア＝ヨシュはうなずき、にこにこと笑いながら木皿を手に取った。

　そうして、木匙ですくったギバ肉とアリアを口の中に放ほうり込む。

　もぐもぐもぐ、と無精髭の生えた下した顎あごを大きく上下させて、咀そ嚼しやくした食べ物をごくりと嚥えん下かし――

　そして、カミュア＝ヨシュはいきなりその細長い顔からすべての表情を消し去った。

　うわ、と俺は木匙を取り落としそうになる。

　薄うす笑わらいを引っ込めたとたん、カミュア＝ヨシュのすっとぼけた顔が死神か殺し屋みたいに不ふ吉きつな面相に豹ひよう変へんしてしまったのだ。

　眉まゆが高くて目もとが落ち窪くぼんでおり、頬ほおの肉が削そげたようにこけている。今までは何の気にもならなかったそういう陰いん影えいが、とたんに恐ろしいものに感じられてしまう。

　調理中に落ち着きを取り戻もどしたアイ＝ファは、そんなカミュア＝ヨシュの変へん貌ぼうを何一つ見み逃のがすまいとばかりに、じっと見つめていた。

　そうしている間に、カミュア＝ヨシュはかつかつと木匙を動かして、木皿の中身を瞬またたく間にたいらげていった。

　おかげさまで、俺は一口食べた後から木匙を動かせずにいる。

　唇が薄く、横に大きいその口から、今まで聞いたこともないような低い声がこぼれ落ちた。

「……何だい、これは？」

「いや、だから、ギバの肉の料理です」

「そうなんだろうね。こんな肉は、初めて食べた」

　紫色の瞳が、俺を見る。

　鋭するどい、刺さすような眼光で。

「これは、無む茶ちや苦く茶ちやに美味いじゃないか？」

「ああ、そうですか。それは恐きよう縮しゆくです……」

「これが、ギバの肉なのか」

「はい……」

「こんな美味い肉を食べたのは、本当に初めてのことだ」

「あの！　お客人！　顔が怖こわいです！」

「え？　あれ？　嘘うそ？　ごめん！」

　と、カミュア＝ヨシュはいきなりその大きな手の平で細長い顔を左右から包み込んだ。

「いかんいかん！　驚いたあまりに裏の顔が飛び出してしまった！　表も裏もどっちも俺の本ほん性しようだから、誤解なきようにね！」

　誤解というか、理解すらしたくない心境だ。

　ともに食事をして理解を深めるどころか、胡散臭さも倍増である。

「いや、本当に美味かった！　感動した！　君たちはこんな美味い肉を一族だけで独どく占せんしていたのかい？　それはずるいよっ！」

　裏の顔とやらが引っ込んでも、胡散臭さが減じることもなかった。

　横目で見ると、アイ＝ファはふっと息をついていた。

　その指先が、足もとに置かれていた刀の柄つかから離れるのを見て、俺はギクリとする。

　やっぱり、それぐらいの不吉さを発散させていたのだ、この男は。

「こんな美味さを知ることもなく、ジェノスの民たちは森辺の民を《ギバ喰い》などと呼んでいるのか。何だか大間抜けな話だなあ！　もしかしたら、君たちはそんな彼らへの報復の気持ちもあって、この美味い肉を独占してしまっているのかい？」

「いえ。そんなことはありませんです」とか応じながら、俺はようやく二口目を口に運ぶことができた。

　すると、あぐらをかいた膝ひざの先を、アイ＝ファに拳こぶしで小こ突づかれる。

「アスタ。匂においを嗅かいでいたら、私も少し腹が減ってきた」

「ええ？　しょうがないなあ。だから作るときにお前はいらないのかって聞いたのに」

　言いながら、俺は木匙に肉にく片へんとアリアをすくい取ってやった。

「はい。あーん」

　脳天を、どつかれた。

　そうして木皿を奪うばい取られて、二口ばかり中身を強ごう奪だつされ、残りを突つき返される。

　ひどいです、家長。

「ふうむ。感心した！　だけど、これはやっぱりアスタの手しゆ腕わんもあっての美味さなのだろう。塩加減は絶ぜつ妙みようだし、果実酒の風味もたまらなかった。アスタ、君は名のある料理人のもとで修しゆ行ぎようでもしていた身なのかな？」

「いえいえ。実家は小さな料理屋でしたよ」

「どこの国の？　どうも俺の知るいずれの国とも似たところのない作法であるようだが」

　話が、そこに行き着いたか。

　まあ、相手が誰だれであれ、俺のスタンスは変わらない。

「話せば長くなるのですけどね。俺は日本っていう島国の生まれなんですよ。アムスホルンなんていう大陸の名前すら知らなかったのに、ある日気づいたらモルガの山さん麓ろくの森の中でぶっ倒たおれていたんです」

「……アムスホルンを、知らない？」

　カミュア＝ヨシュの目が、またきょとんと見開かれる。

　まあ、これはしかたがないだろう。俺だって、日本を知らない異国人が日本にいたら、同じようにびっくりしてしまうと思う。

「それはどういう意味なのかな？　君はその外見からして、東と西の混血なのかなと踏んでいたのだけれども」

「あ、東と西なら混血も珍しくはないのですか？」

「珍しくはあるけど、友好国だからね。どちらの国の民として生きるかを最初にきちんと定めておけば、別に迫はく害がいされたりはしない――って、そんなことすら知らないと言うつもりなのかな、アスタは？」

「すみません。知りませんでした」

　最近は多た忙ぼうに過ぎて、アイ＝ファのアムスホルン世界史講座もめっきり休講中なのである。晩ばん餐さんの後は、たわいもない世間話をしている間に俺が睡すい魔まへと引きずり込まれてしまっていたもので。

　というか――アイ＝ファ自身も森辺の集落という特とく殊しゆな閉へい鎖さ空間に身を置いているので、そこまで多様な知識は有していないのだ。外界についての話は、アイ＝ファが両親やジバ婆ばあさんなどから伝え聞いていた話をそのまま横流しにしてくれているだけなのである。

「ふうん。だからアスタはそうして異国人でありながら、森辺の民として生きていくことを決断できたのかな。西の民にとって森辺の民は災さい厄やくの象しよう徴ちようであり、南の民にとっては神を捨てた裏切りの一族、北の民はもともと不ふ倶ぐ戴たい天てんの間あいだ柄がら――ということで、アスタは東の王国の出自なのだろうと当たりをつけていたのだけれどね」

「俺の故郷は極東の島国とか呼ばれていましたよ。もしかして、東の民っていうのは俺みたいな外見の人間が多いんですか？」

「いや？　確かに黒くろ髪かみと黒い目が多いけれど、その代わりに肌も黒い人間が多い。宿場町でも大勢歩いていただろう？　あれが東の王国シムの民さ」

　なるほど。やっぱり俺の常識をあてはめるのは無意味であるようだ。

「まあ、自分でもさっぱりわけがわからないんです。頭を打っておかしな妄もう想そうを信じこんでいる大馬ば鹿かだとでも思っていただいてけっこうです」

「わかった。そうしよう」

　わお、と俺はのけぞりそうになる。

「いや、大馬鹿だとは思わないけどね？　うーん、それにしても驚きだなあ。まさかギバ肉がこんなにも美味いとは……ギバの肉など臭くさくて固くて食べられたものではない、という風説がジェノスには蔓まん延えんしているのだけれどもねえ」

「それはきっと、正しい手順で調理されていない肉を食べた誰かが広めた風説なんでしょう。ギバの肉は、美味いですよ」

「うん！　思い知らされた！　俺もね、旅人でもないのにアリアやポイタンを主食にしているなんて、きっと食への関心が薄い清貧の一族なのだろうと思い込んでいた部分があったんだよ。思い込みってのは怖いねえ。清貧どころか、これなら美食の一族を名乗ったって、おこがましいと言われることもないだろう。うーん、衝しよう撃げきだなあ」

「あ、ちょいとお待ちを。俺は異国の生まれなんですから、そこのところは考こう慮りよしておいてください。食への関心が薄い清貧の一族って印象は、そのまま当たっていると思いますよ」

「そうなのかい？　だけど、このギバ肉の美味さだけでも、清貧の名には値しない気がしてしまうねえ。これだけ美味い肉があるから、あとは安価なアリアとポイタンだけ食べていればいいやという面もあったのかなあ。うーむ、興味深い！」

　これは、どうしたものだろうか。

　まだこの胡散臭い御仁にすべてを明かす気持ちにはなれないのだが、かといって、ジェノスの侯こう爵しやく様とやらにまで通じているこの人物に間違った情報を伝えてしまうのも危険な気がする。

「カミュア＝ヨシュ、申し訳ないんですが、ちょっとお時間をいただいてもよろしいですか？」

「うん？　何かな？」

「俺は異国の生まれなもので、まだ森辺の禁忌やしきたりを十全にはわきまえていないのです。ざっくばらんに言わせていただくと、あなたに森辺の内情をどこまで話していいのかも、俺には判断がつかないのですね。そこのあたりを家長とこっそり相談したいのですよ」

「ああ、いいとも！　さっきから俺のおしゃべりにつきあってくれているのはアスタばかりだからねえ。これで君にまで口を閉ざされてしまったら、すべて俺の独り言になってしまう！　……それじゃあ良かったら、俺は数刻ばかり席を外そうか。実はまだ仕事の下調べも済んではいないので、もっと南のほうにも足をのばしてみたいのだよ」

「南……ルウの集落がある方向ですね」

「今日はあそこには近づかないよ。あんまり歓かん迎げいはされていないみたいだし、森辺の民との接せつ触しよくはもうちょっと慎しん重ちようにおこなったほうがいいのだなと学習できたからね」

　それならば、ダルム＝ルウに刀を向けられたことも無む駄だではなかったわけか。

　というか、刀を向けられる前に悟ってほしいという気もする。

「でも、南下するには、どうしたってルウの集落の前は通らないといけない地形ですよね。縦長の一本径でできあがっている集落なんですから」

「大だい丈じよう夫ぶ。身を隠すのは得意なんだ。昨日だって、上う手まいこと隠れおおせていただろう？」

「……はい？」

「昨日の宴は、森の陰かげからこっそり見物させていただいたよ。スン家の若わか衆しゆが現れたときには肝きもを冷やしたけど、荒あらっぽい事態にならずに済んだのは何よりだったねえ」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはまったく悪びれた様子もなく、大きな口でにっこり微ほほ笑えんだのだった。
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「なあ、本当にどう思うよ、あのおっさんのこと？」

　ぐつぐつとポイタンを煮に詰つめながら、俺はアイ＝ファに呼びかける。

「何だか話せば話すほど、俺にはつかみどころがなくなっていくんだけど。これ以上はもう関わらないほうが賢けん明めいなのかなあ？」

「……わからん」と応じるアイ＝ファの声も、少し元気がない。

「もとより私には石の都の住人と縁を結ぶ心づもりもないが、あの男はべつだん道理に反した発言はしていない。ただ、態度がこれ以上もなく不ふ真ま面じ目めなだけだ」

「そうなんだよな。あのおっさんを信用することができれば、どれほど楽かと思えるよ。……意見は合わないけど無茶苦茶に真面目そうなジザ＝ルウなんかとは対極の人間性かもな。二人とも、いっつも笑ってるような顔をしてるくせに」

「しかも、あの男は――ギバの肉を、口にした」

　と、アイ＝ファは暗い目つきでつぶやく。

「石の都の住人が、あのような真ま似ねをするとは思わなかった。私にはそれが一番の驚きであった」

「そうなのか。俺は森辺の生まれじゃないし、宿場町にも一回きりしか行ったことはないけど、でも、その件に関してもやっぱりあのおっさんの言葉で納なつ得とくできちまったな」

「……どういうことだ？」

「え？　だから、ギバやギバを狩る森辺の民を災厄の象徴と見なしているのは、ジェノスの生まれの人間だけって話さ。そりゃあ実際に田畑を襲おそわれていたジェノスの人間だったら、色んな誤解や思い込みが生まれちまう余地もあっただろうけど、よその土地からやってきた人間にしてみれば、畏怖心もへったくれもないだろう？　しかも、実際にギバが災厄の象徴と見なされていたのはもう何十年も前の話なんだからさ」

「…………」

「で、あそこで商あきないをしている人間の大半はジェノスの現地人なんだろうから、森辺の民は自分たちを恐れる人間としかほとんど接触してこなかったってことだ。あのおっさんみたいに森辺の民の迫はく力りよくやちょいと閉へい鎖さ的てきな気き性しようをものともしない他国の人間がもっとたくさんいたら、ここまで誤解が広まることもなかったのかもしれないな」

「……アスタ、お前の話は難しい」

　と、ついにアイ＝ファが弱音を吐はいた。

　あの、アイ＝ファがである。

「やっぱりお前は、ジェノスでなくとも石の都の生まれなのだな。お前の言葉は、あのカミュア＝ヨシュという男と同じぐらい、理解し難い」

「ああ。確かに俺の生まれ育った場所は、森辺よりも宿場町に近いお国くに柄がらだったよ。でも、理解し難いからって理解し合う努力を怠おこたるのは――」

「誰が努力を怠っているというのだ」

　その弱々しい声の響ひびきに、俺はハッとして振り返る。

　かまどの近くの壁にもたれて座りこんでいたアイ＝ファは、俺の想像よりも遥はるかに沈ちん痛つうな面おも持もちで目を伏ふせてしまっていた。

「理解し難い話ではあるが、理解しようとは努めている。その理解が遅おそいからといって、お前は私を責めるのか……？」

「い、いや、違ちがう！　ごめん！　俺が悪かった！　頼たのむから泣かないでくれ！」

「誰が泣くか！　お前は私を何だと思っているのだ！」

　まるで俺みたいな台詞せりふを吐きながら、アイ＝ファは少し赤い顔をした。

　泣きそうな顔をしているより、そっちのほうが万倍もいい。

「それじゃあとにかく、今の内に段取りを決めておこう。あのおっさんに何をどこまで打ち明けるべきか。知られてまずいことはないか。知ってもらうべきことはないか。そのあたりのことをきっちり決めておいたほうがいいと思う」

「わかった」と応じながら、何な故ぜかアイ＝ファはおもむろに立ち上がり、ポイタンを煮詰める俺の背後へと回りこんできた。

　何だ何だと思っている内に、両方の肩かたに手をそえられて「お前はどう思う、アスタ？」という囁ささやき声を耳の内側に注ぎ込まれる。

　俺のほうが少しばかり背が高いので、きっと背せ伸のびでもしているのだろう。両肩以外は触れられていないが、背中全体にうっすらとアイ＝ファの体温が感じ取れる。

「ちょ、ちょっと待て！　何であのおっさんを追い出したのに、そんな内ない緒しよ話ばなしモードなんだよ？」

「あの男が本当にこの家を離れたかもわからんではないか？　壁の外で聞き耳をたてていたら何とするつもりだ？」

　だからといって、これからの数時間をこんな密接状態で過ごすつもりなのだろうか。

「ま、待ってくれ！　どうやらポイタンが煮詰まったようだ。先にこいつを処理しちまおう」

　体温が、すうっと遠ざかっていく。

　まったくもって、ヴィナ＝ルウよりも心臓に悪い。

　俺はでろでろに溶とけたポイタンをゴムノキモドキのお船に移しつつ、額の汗あせをこっそり拭ぬぐった。

　六個分、三人前のポイタンである。

　カミュア＝ヨシュは、夕暮れ前には戻るので、晩餐をご一緒させてくれないかとか言い出したのだ。

「家に泊とめろとは言わないから！　森辺の民の食生活というものに俄が然ぜん興味がわいてしまったんだよ！　代価が必要なら、きちんと支し払はらう！」

　やたらと高級そうな果実酒を持参してくれた客人に代価を求める気にはなれない。アイ＝ファが複雑そうな面持ちながらも了りよう承しようの返事をしたので、俺はこうして三人前の食事を作る段と相成ったわけである。

「さて。密談の前に献こん立だてを決めないとな」

　焦こげて残ったポイタンの滓かすを木べらでこそぎ取りつつ、俺は後方に引き下がったアイ＝ファを振り返る。

「晩餐は何がいい？」「はんばーぐ」

　早い！

「あ」という顔をして、アイ＝ファは「…………はんばーぐ」と言い直した。

　いや、言い直されましても。

「そうか。よく考えたら、この献立を決めるのにも一考が必要かもしれないな」

　すうっと横合いから近づいてきたアイ＝ファが俺の首に手をかけて、頭の位置を自分と同じぐらいの高さに調節してから、「どういうことだ？」と囁きかけてきた。

　こいつ、本気なのだろうか。

「いや、ハンバーグを森辺の定番料理だと思われるのは、あんまりよくないことかもしれないだろ？　かといって、こまかい説明をするとルウやルティムとの関係性にまで話が広がっちまうし。そのあたりの情報もどれぐらい公開するのか、そういう話を事前に決めておいたほうがいいと思う」

　しかたないので、俺おれもアイ＝ファに囁きかけるしかないのだが、どんなに息をひそめても香かおりの微び粒りゆう子しが鼻び腔こうにもぐり込んでくるぐらいの超ちよう至し近きん距きよ離りである。間食したばかりなのに、アイ＝ファの香りに新たな食欲まで喚かん起きされてしまう。

　そんな俺の心情も知らぬげに、アイ＝ファはまた耳もとに唇を寄せてくる。

「……何故だ？」

「あのさあ！　相あい槌づちを打つだけなら囁き声じゃなくてもいいんじゃないのかな!?」

「それもそうだな」と応じつつ、また耳を向けてくる。

　やっぱり俺は囁かなくてはならないのか。

「えーっとな。あのおっさんは、ジェノスの領主とも繋つながってるような身分だろ？　そういう相手に間違った情報を吹ふき込むのは誤解のもとになるし、かといって、スン家に対してよからぬ気持ちを持っていそうなあの御仁に、ルウやルティムの内情を話しすぎるのもまずそうじゃないか？」

「……しかし、あの男はすでにドンダ＝ルウと出会ってしまっているし、私たちが宴うたげに関わっていたことまで知られてしまっているではないか？」

　囁き声。

　もう何だか右の耳たぶが溶けてしまいそうだ。

「そうだな。だから、重要なのは……ドンダ＝ルウが、機会さえあればスン家を叩き潰したがっているように見受けられるってことを、あのおっさんに隠すか打ち明けるかっていう部分かな」

　この質問には、しばしの黙もつ考こうが必要であった。

　だいぶん体力を消費してしまった俺は、床ゆかに腰を下ろして、出番待ちのアリアを指先でつついてみる。

「しかしやっぱり――」

「うひゃい！」

「何だ。驚かすな、馬ば鹿か者もの」

「お、驚いたのはこっちだ馬鹿！　いきなり背後から囁きかけんなよ！」

「……それぐらいのことは気配でわかるだろうが？」

「あいにく俺は狩人ほど優ゆう秀しゆうな知覚機能を持っていないんだ！　頼むから、接近するなら俺の視界の範はん囲い内ないから接近してくれ！」

「やかましい男だな……」と不満そうに言いながら、アイ＝ファは俺の目の前にぺたりとしゃがみこんだ。

　そして、俺の下顎をつかみとり、くいっと横に向けてから、顔を寄せてくる。

「しかしやっぱり、あの男自身が今後もドンダ＝ルウと接触する可能性がある以上、下手に隠しても詮せん無なきことであろう。……むろん、積極的に教えてやる義理もないがな」

　わかった。逃にげ場所なんて、どこにもないのだ。

　これはきっと神様だか何だかが俺の理性やら人間性やらに試練を与えてくれているのであろう。

　何とも迷めい惑わくな話である。

「わかった。要点をまとめよう。アイ＝ファ、お前があのカミュア＝ヨシュという男に伝えるべきではないと思う事こと柄がらは、何だ？」

　アイ＝ファは、再び黙考した。

　俺の鼻先十センチ、ちょっと身動きしたら膝がぶつかりそうな距きよ離りである。

　心の底から、落ち着かない。

　やがてアイ＝ファは面を上げ、慌あわてて横を向いた俺の耳に、最後の言葉を吹きかけてきた。

「……特にない」

「ないのかよ！」

　反射的に、その頭をひっぱたきそうになってしまった。

　アイ＝ファは、すねたように唇をとがらせる。こんな至近距離で。

「密談がどうとか言いだしたのはお前であろうが？　お前にはお前の考えがあるのではないのか？　あるなら、それを私に聞かせればいい」

　で、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

　何だろう。すでに昨日の大仕事と同じぐらい疲つかれてきた気がする。

「だからな。お前はお前自身がスン家を森辺の恥はじだと思っているけれど、それを都の人間に処断されるのは我が慢まんがならないっていう考え方なんだろ？　それじゃあ、たとえば――あのおっさんがドッド＝スンあたりに罪をかぶせて処しよ刑けいとかにまで追い込んじまったら、あのおっさんは森辺の民たみの仇かたき、みたいな存在になっちまうのか？」

　アイ＝ファは、けげんそうに眉をひそめた。

　で、囁き声でなく、普ふ通つうの声で応じてくる。

「スン家の人間が都の法や掟おきてによって裁かれるのならば、それは掟を破った側の罪だ。そのような話なら、仇もへったくれもない。……しかし、都の人間が森辺の規律を守る、などという名目を持ち出すのは我らにとっての侮ぶ辱じよくであるし、しかもその手段として森辺の人間を手て駒ごまにしようとしているならば、それは悪あく辣らつな謀ぼう略りやくだと感じられる」

　ふむ。ちょっと解かい釈しやくが難しいところだが、都の法を犯おかしたのなら都の人間が裁けばいいし、森辺の掟を破ったのなら森辺の人間が裁けばいい、ということなのだろうか。

「うーん……だけど実際、スン家は掟を破りまくってるじゃないか？　それでも現状では、森辺にそれを裁ける人間が存在しないんだろう？」

「何を言っている。私は一度としてスン家の暴ぼう虐ぎやくを見逃したことはないぞ」

「それは知ってる。すごいと思うよ。……だけど、森辺のみんながアイ＝ファみたいにふるまえるわけじゃないだろ？　昨日だって、ドンダ＝ルウやダン＝ルティムが動くまではみんな物もの凄すごい顔つきでスン家の横暴に耐えていたじゃないか？」

「家長の許しもなくスン家に敵意を向けられるはずもない。私は私自身が家長であるから、自由にふるまえるのだ」

「それじゃあ、嫌いやな質問だけど……ルウ家とは関係ない小さな氏族の人たちなんかは、スン家の暴虐にひたすら耐え続けているだけなのかなあ？」

　アイ＝ファはちょっと唇を噛み、俺の顔を上目づかいでにらみすえてから、言った。

「いかに族長筋といえども、表だって暴虐なふるまいに出れば、すべての民がルウの家を頼たよってしまいかねない。そんな事態にはならないよう、あの痴しれ者ものどももなけなしの自制心をはたらかせているはずだ」

「表だって悪さができないから、裏でこそこそ悪事をはたらいてるってわけか」

「…………」

「アイ＝ファ、お前は強い。だから、ディガ＝スンやドッド＝スンの悪事に粛しゆく正せいを与えることができた。だけど、お前のような強さを持たない人たちが、陰で涙なみだを飲んでいるとしたら――やっぱり、俺には許せないと思う」

「……私には、目の前の暴虐を止める力しかない」

　と、アイ＝ファがまた俺の胸ぐらをつかんできた。

　そんな乱暴な仕草ではなく、どちらかといえば、ちょっと取りすがるような感じで。

「私に負えるのは自分の身だけだ。だから……」

　だから、一人で生きてきたのだろうか。

　だから、俺の身み柄がらが負担になってしまったのだろうか。

　俺はうなずき、胸もとのアイ＝ファの手に手を重ねる。

「お前を責めてるように聞こえたんなら、ごめん。誰だって、そんな非道なことを許せるはずがないよな。だからルウやルティムの人たちだって、あれだけ怒いかり狂くるっていたんだろう。……ところでさ、スン家の力ってのはそんなに強大なのか？　ルウと同等ってことは百名近い眷けん族ぞくがいるんだろうけど、その眷族が全員スン家なんかの言いなりになってるのかなあ？」

「知らん。私とて、どの家がスンの眷族なのかをすべてわきまえているわけでもないからな」

「ああそう。……でもまさか、眷族の全員が堕だ落らくしきっているわけではないんだろう？」

「それも私には知るすべがない。……しかし、スン家の眷族百余名すべてがギバ狩がりのつとめを果たしていなかったら、とっくに森はギバであふれかえっているはずだ」

「そうだよな。五百名中の百名が堕落してたら、いくら何だって――」

　と、言いかけてから、俺は不吉な言葉を思い出してしまった。

「……そういえばちょっと前に、ルド＝ルウが『ギバの数が多すぎる』とか言ってたんだよな。普ふ段だんは群れをなさないギバが三頭ぐらいで突っ込んできて、それであのシン＝ルウの親おや父じさんは足をやられちまったんだ。で、ファの家のほうの森は最近どうなんだ、とか聞かれたんだけど……」

　俺の胸ぐらをつかんだまま、アイ＝ファは少し厳しい表情をした。

「そのような話は、お前と出会った翌日にはもうしているはずだ、アスタ」

「え？」

「森辺の民が毎日ギバを狩り続けて、ギバが絶滅したりはしないのか、とお前は問うてきた。その際に、ギバは減るどころか年々増え続けている、と私は答えたはずであろう」

「…………」

「ギバの数は、確実に増えている。今は確かに収しゆう穫かくの周期だが、それでも少し異常なぐらいの数だ。……正直に言ってしまえば、今回の収穫期においてはギバ寄せの実など必要ないぐらいに、数多くのギバが森にはあふれてしまっている」

「え？　それじゃあアイ＝ファは『贄にえ狩がり』をしていないのか？」

「ここ数日は、していない。それでも二日に一頭は仕留めている」

「そうなのか？　あれえ、おかしいなあ。それじゃあこの甘あまい匂いはギバ寄せの実の香りじゃなかったのか？」

　たちまちアイ＝ファは顔を真っ赤にして、胸ぐらをつかむ指先に力を込めてきた。

「ギバ寄せの実の匂いは髪かみなどにつくとなかなか消えないのだ！　そして、私の匂いがどうとかいうふざけた言葉は吐くなと以前から言っておいたはずだな、アスタ？」

「いや、あくまで褒ほめ言こと葉ばとして……」

「やかましい！　……とにかく、ギバの数は年々増え続けている」

「そうか。でもルド＝ルウはそこまでハッキリ断言してたわけじゃないんだよな。せいぜいそんな気がするってぐらいの感じだったぞ」

「……ルウの集落は、私の家よりも南にある。スンの集落は、私の家よりも北にある」

　まだちょっと頬には赤みを残しつつ、アイ＝ファは激情の火を瞳ひとみにちらつかせる。

「だから何だというわけではないが、仮にスン家が狩人かりうどとしての仕事を放ほう棄きし続ければ、その影えい響きようは北の側から強く出るのかもしれんな」

「……で、アイ＝ファの感覚としては、年々ギバの数は増え続けてるってのか」

　これはもしかしたら――俺が考えていた以上に、事態は切せつ迫ぱくしているのではないだろうか。

　俺のちっぽけな正義感や道徳心など脇わきに置いておいても、もしかしたらスン家の堕落を見過ごしているだけで、森辺の民の存在意義は崩ほう落らくしかねない――のか？

「……アイ＝ファ。こいつはもしかしたら、俺たちの手に負えるような話じゃないのかもしれないな。あのカミュアっておっさんは、俺たちなんかじゃなくルウとかルティムとかの人たちと親しん睦ぼくを深めるべきなんじゃないんだろうか？」

「それは、無意味であろう」

「え？　どうして？」

「ドンダ＝ルウの気性を考えてみろ。もしもスン家の堕落が一線を越こえたなら、あの男は迷わず刀を取るつもりだ。石の都の力などいらぬ、自分たちの手で森辺に秩ちつ序じよを取り戻してみせる、とな。――その気持ちは、私にもわからないではない」

　そうしてアイ＝ファは、アイ＝ファらしからぬ様子でふっと息をついた。

「その気持ちがわかるからこそ、私は自分がその争いの火種にはなりたくなかったのだ。ルウの眷族とスンの眷族が総出で争うことになれば、数多くの狩人が失われて、森辺の秩序は完全に崩落し果ててしまうだろうからな」

「だけどそれでも、石の都の力を頼りたくはないってのか……」

　俺も溜ため息いきをつくしかなかった。

　そんな切迫した状じよう況きようで、俺とアイ＝ファは、ジェノスの最高権力者とまで通じているような石の都の住人と邂かい逅こうを果たしてしまったのである。

　わずか二名しか家人の存在しないファの家に、神だか悪あく魔まだかはいったいどんな役割を負わせようとしているのだろう。

　とりあえずか弱きかまど番としては、主人と客人のために肉を挽ひくぐらいのことしかやれることは見当たらなかった。
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「やあやあ、遅くなってしまったよ」

　客人が飄ひよう々ひようと舞まい戻ってきたのは、ちょうど太陽が西側の森に触れる頃ころ合あいだった。

「わずか五百名の民しかいないというのに、この集落は広大だねえ。これで二回目の来訪となるのに、いまだに全ぜん貌ぼうがつかみきれないよ」

「全貌をつかむ必要があるんですか？」

「うん、いや、まあ、何せ大きな仕事だからさ」

　数時間が経過しても、カミュア＝ヨシュの胡う散さん臭くささに変わりはなかった。

「それにしても、いい匂いだ！　途と中ちゆうで干し肉をかじらずに腹を空すかせた甲か斐いがあったよ！　ああ、はいはい、刀をお預けします」

「こちらにどうぞ。ちょうど準備ができたところですので」

　別に俺たちも生活時間を狂わせるつもりはなかったので、カミュア＝ヨシュの来訪が遅ければ先に食べてしまおうと思っていたのだ。

　で、実に絶妙なタイミングでこの男は帰き還かんしてきたわけだが、まさか本当にずっと外で立ち聞きをしていたわけではなかろうなと心配になってしまう。

　会話を聞かれて困るというよりも、アイ＝ファの無自覚なスキンシップに四苦八苦していた光景を見られていたとは考えたくない。

「うわあ、すごいねこりゃ！　どうして肉がこんなに丸い形をしているのかな？」

「これは肉をこまかく刻んで、それから丸めなおしているんですよ」

「ふむ。どうしてそのような手間を？」

「美味おいしいからです」

　この世界に、ハンバーグに類るい似じした料理は存在しないのだろうか。

　まあ、この御ご仁じんが知らないだけなのかもしれない。

「とりあえず食べましょう。俺たちもすっかり腹が空いてしまいましたから」

「うん！　そうしようそうしよう」

　晩餐についてはもうあれこれ考えず、ファの家の定番料理を召めし上がっていただくことにした。

　ギバ肉のハンバーグ。アリアとティノの炒めもの。焼きポイタンの三点である。

　早く新しい鉄てつ鍋なべを購こう入にゆうして、ここにスープを付け加えたいものだ。

「んん？　これはフワノかい？　森辺の民はポイタンを主食にしていると聞いていたのだけれども」

「ポイタンですよ。フワノって何ですか？」

「あのターラが食べていた肉にく饅まん頭じゆうの皮さ。西ではあれを肉や野菜と一緒に食べるのが主流で――え？　これがポイタン？　どうして？　何で？」

　森辺以外でもポイタンをこうして食べる方法は発見されていないのだろうか。

　ちょっと好こう奇き心しんを刺し激げきされてしまい、俺は身を乗り出す。

「あの、ちなみに町ではポイタンをどのように食べているのですか？」

「町でポイタンを食べる人間なんていないよ。ポイタンは旅の常備食さ。フワノみたいに保存で困ることもないし、食べたいときはお湯で煮にればすぐに食べられる。しかも値段は格安なのだから、長旅にはもってこいの食材なんだよ。……ただし、美味うまくも何ともないのが唯ゆい一いつの難点だけれども」

「そいつは残念な難点ですねえ」とか相槌を打っていたら、アイ＝ファにＴシャツのすそをくいくい引っ張られた。空腹が臨界点に達しかけているらしい。

「では、どうぞ。できれば裏の顔は引っ込めておいてくださいね」

「善処するよ！　……賜たまわります」

「いただきます」

「…………」

　三者三様の挨あい拶さつを済まし、おのおの木皿を取る。

　昨日は山ほどこのハンバーグをこしらえることになったが、自分で食べるのはひさびさだ。作れば作るほど火加減が上達しているような気がするので、ちょっと嬉うれしい。

　大きさも五百グラム近いビッグサイズである。果実酒ソースをからめたパテにかじりつくと、熱い肉にく汁じゆうが噴ふきだして、口の中を心ここ地ちよく刺激してくれる。

　その後は、噛かめば噛むほどに肉と脂あぶらの旨うまみが広がって――ああ、やっぱりギバ肉はハンバーグにも合うなあと実感できる。

　焼けた表面とやわらかい内側の肉のバランスも心ここ地ち好よい。確かにこれを味わってしまったら、ミニサイズのハンバーグなど物足りなくなってしまうだろう。

　添え物の、タマネギのようなアリアやキャベツのようなティノも、実に肉とマッチしている。ティノはアリアやポイタンほど長持ちしない野菜であるらしいので、こうしてどんどん消費してしまおう。

　さて――

　お客人はいかがかな、と目線を上げてみると、幸いなことに死神のような顔はしていなかった。

　ただ、今度は弛し緩かんして泣き顔みたいになってしまっている。

　あんまり関かかわりたい感じではなかったが、いちおう義理として「いかがですか」と問うてみる。

「美味いよ」と、これまた泣きそうな声で応じられた。

「我を見失わないように努力してるんだけど。どうかな。大丈夫かな」

「大丈夫の基準はよくわかりませんが、とりあえず怖くはないです」

「そうか。良かった」と、カミュア＝ヨシュはポイタンに歯をたてる。

　とたんに、すとんと表情が抜ぬけ落ちて、俺は、うわーっと叫さけびそうになった。

「だから、怖いですって！　何ですか？　笑いを取ろうとしているんですか？」

「そんなつもりはない。俺を驚おどろかすのが悪い」

　だからこの場でお前を殺す、とかいう言葉でも続きそうな重々しい声こわ音ねである。

　このおっさん、本当に大丈夫なのだろうか。

　アイ＝ファはもうカミュア＝ヨシュの百面相につきあう気は失うせてしまったらしく、せっせとハンバーグを頬ほお張ばっている。

　森辺の民ならぬ人間が、ギバの肉を喰くらう。その点に関してもまだまだ心中は穏おだやかではなかろうに、そんな気配は微み塵じんも見せていない。――というか、もしかしたら本当にハンバーグに夢中になっているだけなのだろうか。

　ハンバーグを食べているときは、ステーキやスープを食べているときよりも、いつでも心なし幸せそうに見えるアイ＝ファなのである。俺が自分でしっかり献立を調整しないと、本当に毎日ハンバーグばかりをこしらえてしまいそうで怖くなる。

　だけど、しみじみと幸せだなあ――と感じてしまう。

　ルウやルティムの女衆も、こんな幸せを噛みしめているのだろうか。

　思うに、ルウ本家の男衆はルド＝ルウ以外、愛あい想そがなさすぎる。それでも家族なら、あのぶっきらぼうな男衆らの内心も察することができるのだろうか。

　そうだといいな、と俺は思う。

「いやあ、美味かった！　美味かったし、不思議な味だった！　アスタ、君はいったい何者なんだ？」

　完食後、ようやくいつもの飄然とした様子を取り戻もどしたカミュア＝ヨシュが、そのように述べてきた。

「こんな不思議な食べ物を食べたのは初めてだ！　肉を刻んで、また丸めなおしたって？　一体全体、どうやったらそんな愉ゆ快かいな食べ方を思いつくことができるのかね？」

「わかりません。俺の国では普通に流通していた食べ方なので」

　何百年も前に、モンゴルあたりで固い馬肉を食べやすくするために肉を刻んだのが発はつ祥しようだとか聞いたような気もするが、うろ覚えな上に、この世界で有効な情報とも思えない。

「うーん。これは美味い。衝しよう撃げき的てきだ。こんなに美味いものを食べたのは生まれて初めてかもしれない」
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「大げさですよ。あなたは石の都の侯爵さまと晩餐をご一いつ緒しよしてるんじゃなかったんですか？」

「だってあれは貴族の食べ物だもの。珍めずらしいし面おも白しろいけれど、正直、俺には善よし悪あしがわからないんだ。……しかし、アスタの作る料理は美味い」

　腕うでを組み、うんうんとうなずく《北の旋せん風ぷう》カミュア＝ヨシュである。

　ちょいと芝しば居いがかっている感は否いなめないが、まあ悪い気はしない。

「しかし、料理の美味さというのは、味だけで決まるものではないと思うのだよ、アスタ」

「え？　ああ、はい」

「臭くて固いと聞いていたギバ肉が、こんなにもやわらかくてこんなにも美味い。そしてあの泥どろ水みずみたいなポイタンがフワノみたいな形に化けてしまっている。で、後はアリアとティノしか使っていないのに、この美味さとは――といったさまざまな情報も、この料理の美味さを向上させる要因になっていると思うんだ」

「はあ」

「たとえばこれがお城で出された料理なら、なるほど珍しい料理もあるのですねえ、さぞかしお値段も張るのでしょうねえと、驚きが半減されてしまうだろう？　金をかければ凝こった料理を作れるのが当たり前だ。しかしこの料理は、ギバの肉と、世間的には安価で味の悪いものとされているアリアとポイタンでできている。それが俺には、衝撃的だった！」

「あ、アリアもそういう扱あつかいなんですか？」

「ん？　いや、アリアは町でも頻ひん繁ぱんに食べられているけどね。とにかく安いし栄養価は高いし、フワノと並んで主食と言ってもいいぐらいだろう。その代わり、たとえば城下町なんかではそれほど見かけない食材だ。こんな安価な野菜を使うのは貧びん乏ぼうたらしいという扱いになっている。だから、宿場町とか農村なんかでの主食だね」

「ふむ。貴族さまはあまり口にしない、庶しよ民みんの食べ物という位置づけなんですか」

「そうそう。しかし――どうなんだろうなあ。そういった驚きや衝撃を抜きにしても、これは十分に美味いと思える。これだけの腕を持っているからこそ、アスタはあんな大きな宴の料理番をまかされることになったわけなのだね？」

　期せずして、話が大事な方向へと転がってきた。

　この不可思議な男の料理論も少なからず興味深かったが、今は世間話に興じている場合でもない。

「あの、さっきは聞きそびれてしまいましたけど、どうして昨日は覗のぞき見なんてしていたんですか？　はっきり言って、悪あく趣しゆ味みですよ」

「ごめんごめん。好奇心を抑おさえきれなくてさ。ほら、あのルウの集落で顔を合わせたとき、あの広場はいかにも大きな宴を控ひかえているようなお膳ぜん立だてが施ほどこされていたじゃないか？　で、アスタが二日後まで仕事があるとか言っていたから、その日に宴があるんじゃないかと当たりをつけて、こっそり忍しのび込んでしまったんだよ」

「別に犯罪行こう為いではないかもしれませんけど。でも、いったいどこに隠かくれていたんですか？」

「広場の前に立っていた灌かん木ぼくの茂しげみの中さ。さすがに広場の中に足を踏ふみ入れるのはまずいかなと思ってね。……そうしたら、俺以上にずけずけと乱入していった無ぶ頼らい漢かんが現れたわけだけども」

「……ドッド＝スンがまざっていたから、あれがスン家の男衆だったこともわかったわけですね」

「うん。それに会話も聞こえていたよ。だから、アスタがあの宴の料理番だったことも知れたわけさ」

　俺は、内心で息を呑のむ。

　それならば――ダン＝ルティムやドンダ＝ルウの怒ど声せいもしっかり聞かれているわけだ。

　こいつは確かに、今さら隠し通せる情報は少ないかもしれない。

「それにつけても、あのときのアイ＝ファは美しかった！　今の格好にも不満はないけれど、やはり宴でもない限りあのような装束を纏まとうことはないのかねえ？」

　私は何か返事をする必要でもあるか？　とばかりにアイ＝ファはちょいと首を傾かしげただけだった。

　アイ＝ファのほうは、だいぶこの男の扱いにもなれてきたようだ。

　きっと内心では、美味い美味いとギバ肉をほめたたえるこの男に、不ふ審しんや困こん惑わくの念をかきたてられてもいるのだろうが、外見上は冷静そのものだ。

　いっぽう、俺といえば――まだまだ手て探さぐり状態である。

　どんなにしっかりつかんでやろうとしても、ウナギのようにぬるりと逃げられてしまう。この男の内面を探るには、相当に時間がかかりそうだった。

　しかし――

「それでは、俺はそろそろ、おいとまさせていただこうかな」と、カミュア＝ヨシュが腰こしを上げ始めたので、俺は座すわったままずっこけそうになってしまった。

「か、帰るんですか？」

「うん。だって食事をしたら早々に寝ねてしまうのが森辺の流りゆう儀ぎと言っていたじゃないか？　俺はけっこうな宵よいっ張りだけど、それにつきあわせてしまうのは申し訳ないよ」

「カミュア＝ヨシュ、あなたは……本当にいったい、何のためにこんなところまでやってきたんですか？」

「君たちと交流を深めるためさ。最初に言っただろう？」

　駄だ目めだ。

　やっぱり俺は、このおっさんにはついていけそうにない。

　スン家の堕落に掣せい肘ちゆうを与あたえるため、ひいては俺とアイ＝ファの保身のために、何かこの男の力や立場を借りたり利用したりすることはできないものかと思い悩なやんでいたのだが、ここまで何を考えているのかがわからないのでは――制せい御ぎよ不能に過ぎてしまう。

　この男の存在は、綺き麗れいさっぱり忘れてしまったほうがいいのかもしれない。

「ああ、最後に一つだけ。アスタに相談というか提案があるんだけど」

「はあ、何ですか？」と俺は気のない返事をした。

　どうせロクでもない話なのだろう。あまりにロクでもない話だったら、それをきっかけに縁えんを切ってやろうか――ぐらいに考えていたのだが、この男の素すっ頓とん狂きようっぷりは、俺の想像を遥かに凌りよう駕がしてしまっていた。

「君、宿場町で店を開いてみないかい？」

　と、最後の最後でこの男はそんな暴言をぶちかましてきたのである。







第二章　決断の日
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　カミュア＝ヨシュとの対面を果たした、その翌日。俺たちは、朝からルティムの集落を訪おとずれることになった。

　有り体ていに言って、俺とアイ＝ファだけではもうあの素っ頓狂なおっさんを扱いきれなくなってしまったのである。

　ルウの集落よりさらに南に下っていくと、五戸ばかりの大きめの家屋が密集した集落が見えてくる。祝しゆく宴えんの前に何度か意見を聞くために通ったことのある、そこがルティムの集落であった。

　その中でもひときわ大きな本家の家屋を訪ねると、幸いなことに、ガズラン＝ルティムはすでに起き床しようしていた。

「これはこれは、アイ＝ファにアスタ。いったいどうなさったのですか？」

　ガズラン＝ルティムは、笑え顔がおで俺たちを迎むかえ入れてくれた。

　家長のダン＝ルティムはまだ眠ねむりこけているそうだが、それで全然かまわない。俺たちが欲していたのは、森辺の民らしく誠実で純じゆん朴ぼくな気性でありながら、なおかつ柔じゆう軟なんで革新的な思考も持ち合わせていると思えるガズラン＝ルティムの意見であったのだ。

「すみません、このような時期に図ずう々ずうしく家を訪れてしまって」

「問題ありません。婚こん儀ぎの前後三日ずつは、夫も嫁よめも仕事を休んでもよいというのがルティムのしきたりなのですから。そんな折にアスタたちを客人として迎え入れることができたのは、私にとってもとても喜ばしいことです」

　そう言って、ガズラン＝ルティムは穏やかに微ほほ笑えんでくれていた。

　しかし、新しん婚こん生活二日目の新しん郎ろうを訪れるのには、やはり相応の罪悪感がともなった。

　それでも俺たちは完全に頭が混乱してしまっていたので、どうしても冷静なる第三者の意見を求めずにはいられなかったのだ。

「実は昨日、約束の通りにカミュア＝ヨシュという人物がファの家を訪れてきたのですが。どうにも、とんでもない方向に話が転がってしまったんです」

　ルウ家に劣おとらず広々とした広間に案内されるなり、俺はそのように口火を切った。

　昨晩の、カミュア＝ヨシュからもたさられた素っ頓狂な提案について、である。
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「どうして俺が宿場町で店を開かなくてはならないんですか!?」

　思わず取り乱し気味に俺がそう反問してみせても、カミュア＝ヨシュのとぼけた表情に変化はなかった。

「それはもちろん、森辺の民がさらなる力と豊かさを手に入れるためだよ」

　俺は溜息をつき、半ば無意識に頭をかきむしる。

「俺が店を開くとどうして森辺の民が力と豊かさを手に入れることになるんですか？　話の道筋がさっぱり見えません」

「どうしてだい？　アスタだって異国生まれとはいえ、立派な集落の一員じゃないか？　君が豊かになることは即すなわち森辺の豊かさに直結しているのではないのかな？」

「そんなことはないです。俺がいくら銅貨を稼かせいだって、それはファの家の富にしかなりません。そして、ファの家には俺たち以外に家族も眷族もないのですから、その富が他ほかの家に還かん元げんされることはないのですよ」

「うん？　それはどういう意味なのだろう？」

　俺は、森辺の民が血の繋がりによって絆きずなを深めている一族なのだということを説いて聞かせることになった。

　あと、どうせそのようなことは承知の上だろうが、森辺においては「商業」というものが事実上存在しないのだから、血族でもない人間同士の間で富が行き来することはほぼありえないのだ、と。

　しかし、カミュア＝ヨシュの微笑みは消え去らない。

「今ひとつ承服しかねるねえ。それでは、家人ならぬ人間が幸福になろうが不幸になろうがどうでもかまわない、ということなのかな？　君たちにとっては、家族以外の人間など取るに足らない存在なのだと、つまりはそういうことなのだろうか？」

「それは極論です。俺たちにだって、友人や知人ぐらいならいます。だけど、俺たちが豊かになったって、それらの人々の生活には関わりのないことでしょう？」

「君たちが富を独どく占せんするならね。どこかの族長筋の人たちみたいに、さ」

　このあたりになると、もうアイ＝ファはすっかり狩人の眼光になりかけてしまっていた。

　それはそうだろう。俺だって、怒りの感情でこそないものの、不審感で爆ばく発はつしそうである。

「ふうむ。俺は世間話の延長として、頭にふっと閃ひらめいた考えを提示したに過ぎないのだが、君たちはずいぶん過か剰じような拒きよ絶ぜつ反応を示すのだねえ」

「……それはそうでしょう。世間話の延長としては、話が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎますよ」

「そうかなあ。咄とつ嗟さに閃いたにしては、なかなかの妙みよう案あんだと思うのだけれども。宿場町に店を出すなんて、そんなに難しい話でもないことだしね」

　あくまで呑のん気きたらしく言いながら、カミュア＝ヨシュは上げかけていた腰を下ろし、無ぶ精しよう髭ひげの生えた下した顎あごを撫なでさすった。

「わかった。順序立てて説明しよう。俺がまず思ったのは、ギバの肉の価値についてなんだよ」

「……肉の価値？」

「君たちは、ギバの角や牙きばや毛皮を売って糧かてにしている。ならば何な故ぜその肉を売らないのか、ということだ」

「ギバの肉なんて、町では誰だれも食べないでしょう？　森辺の民は《ギバ喰い》として恐おそれられているぐらいなんですから」

「恐れているのはジェノスの民だけだよ。旅人や余よ所その地から移住してきた人間たちは、その印象に引きずられているに過ぎない」

「いや、だから――」

「では聞くが、森辺の民が《ギバ喰い》として恐れられているのは、正しいことなのかな？　嬉しいことなのかな？　誇ほこらしいことなのかな？　もしもそうであるというのなら、確かに町の人間にギバの肉の美味しさを知られたくないというのも理解はできる。俺の話は忘れてもらってもかまわない。……しかし、そうでないというのなら、肉を売らない理由がわからなくなってしまうね」

　ギバの肉がそういう対象に成りえたのはこのひと月ていどの出来事であるのだ――という反論は、この際、意味をなさなかっただろう。

　確かに、牙や角は売るのに肉を売ってはいけない、という法はないと思う。

「それで、俺に肉屋でも開業しろっていうんですか？　そんな商売が、本当に成立するとでも？」

「いきなり売っても売れないだろうね。まずはこの肉の素す晴ばらしさを知らしめる必要がある。だから、アスタに店を開けばいいと提案させていただいたのさ。……肉屋ではなく、料理屋をね」

「…………」

「それが成功すれば、ギバの肉は商品たりうる。君の料理の美味さが宿場町に知れ渡わたれば、ギバの肉が臭くさくて不味まずい、という間ま違ちがった情報を書き換かえることができるじゃないか？　それでギバ肉が銅貨と交こう換かんできる商品にまで成り上がれば、君の成功も森辺に還元されるだろう？」

　カミュア＝ヨシュは、ひたすら楽しそうな顔つきをしている。

　本当に、世間話にでも興じているような表情だ。

「ギバの牙や角なんて、一頭分でもせいぜい白銅貨一枚分ぐらいにしかならない。毛皮だって、そのていどだ。生命をかけて狩りをする報ほう酬しゆうとして、それはあまりに不当な額だよ。……俺はね、それが以前からずっと気に入らなかったのさ」

「だけど――森辺の民は、そうやって八十年もの間、森辺での生活を続けてきたんです。それを今さらぶち壊こわすような真ま似ねをしてしまうのは――」

「アスタ。失礼だが、君はもしかしてまだ森辺の民として迎え入れられてから、そんなに月日が経たっていないのではないだろうか？　宿場町の知り合いみんなに聞いてみたのだけれども、これまでに森辺の装束を纏った異国人などは一人として見かけたことはない、という答えだったのだよねえ」

「……だったら、どうだって言うんですか？」

「君はもしかしたら、俺おれ以上に森辺の生活について疎うといのかもしれない、という可能性を示し唆さしているだけさ」

　にんまりと笑いながら、カミュア＝ヨシュはそう言った。

「アイ＝ファの首には、狩人としての誇りがたんまりぶら下がっている。そして、ルウ家はあれほどの眷族を有する大きな氏族だ。そして、褒ほう賞しよう金きんをせしめているスン家は言わずもがな。……さて、アスタはそれ以外の氏族と交流を結んだことはあるのかな？」

　ない。

　しかし、それがどうしてこの男に察せられてしまうのだ？

「答えは簡単。森辺の民の一いつ般ぱん的てきな生活を知っていれば、豊かさを否定するような言葉が飛び出すはずはない、ということを俺は知ってしまっているからさ」

「一般的な――生活？　だけど、森辺の民ですらないあなたには、そんなことを知る手段なんて――」

「ないよ。だからこれは、憶おく測そくでしかない。もしも間違っていたのならば、是ぜ非ひともアイ＝ファに否定してもらいたいものだ」

　アイ＝ファは、答えない。

　ただ――その燃える瞳には、怒り以外の激情も宿っているように、俺には感じられてしまった。

「多くの森辺の民がアリアとポイタンしか食そうとしないのは、それだけの富しか有していないからだ。アイ＝ファのような蓄たくわえを有しているのはごく一部であり、民の多くは貧しさにあえいでいる。清貧ではなく、本当に貧しいのだ。だから、アリアやポイタンすら買うこともできず、ギバの肉ばかりを喰らって早死にする人間も少なくない――と、俺は推測している。これまでに宿場町で収集した情報と、実際に森辺に足を運んで目に収めてきた情報を統合して、俺はそういう結論に至ったんだ。この認にん識しきは間違っているのかな、アイ＝ファ？」

「……力を持つ氏族は豊かな暮らしをして、力を持たない氏族は貧しい生活をする。それは、当たり前のことだ」

「それはつまり、肉しか食べるものがなくて早死にする人間も、中にはその肉すら得られずに餓が死しする人間も森辺には存在する、という解釈でいいのかな？」

「……そうならないように強く生きろ、と私は育てられた」

「そうなる危険性があるから、そのように育てられたわけだね」

　何だろう。

　あまり他の家とは交流のないアイ＝ファよりも、森辺の民ですらないカミュア＝ヨシュのほうが、森辺の内情に通じているのではないか、と――そんな錯さつ覚かくすら覚えてしまう。

「外側にいたほうが見えやすい情景もある、ということだよ」

　カミュア＝ヨシュはまだ微び笑しようしていたが、その表情がまた変化していた。

　垂れ気味の目を少し細めて、ゆったりと笑っている。その紫むらさき色いろの瞳に浮うかぶのは、ひどく透すき通った、老いた哲てつ人じんのような光で――こいつはこんなに胡散臭い男なのに、まるでジバ婆ばあさんのように明哲な眼まな差ざしになってしまっていた。

「森辺の民は、清せい廉れんな一族だ。……ギバはあまりに飢うえると森を飛び出し、ジェノスの田畑を荒あらしてしまう。ゆえに、森辺の民はギバを飢えさせないよう、モルガの森の恵めぐみを収穫することを禁じられているのだろう？　そんな一方的な約定を守って自分たちが飢え死にしてしまう人間がいるなんて、卑ひ俗ぞくな俺には理解できないことだった。しかも、生命をかけてギバを狩かっても、その代価は白銅貨が一枚だか二枚。そんな生活が正しいとは、俺にはとうてい思えないよ。森辺の民は、もっと豊かな生活をするべきだ」

「だけど……身にあまる富は、人間を堕落させます。それこそ、スン家の人間みたいに……」

「それは、己おのれの力や生きる意志とは無関係な道筋から得た富だったからではないのかな。少なくとも、俺はアイ＝ファやドンダ＝ルウという人物が堕落しているようには見えない。たとえば、アイ＝ファの首くび飾かざりに百頭分の牙や角が増えたところで、彼かの女じよは狩人としての仕事を放棄してしまうだろうかね？」

　しないだろう――アイ＝ファならば。

　ドンダ＝ルウだって、しないと思う。

　特にルウ家の人々は、あれだけ毎日大量のギバを狩りながら、ちょっとした野菜を買い集めたり、ちょっとした装そう飾しよく品ひんを娘むすめたちに買い与えるばかりで、それ以外に富を浪ろう費ひしている気配がない。狩人としての仕事を怠おこたる気配もない。ただひたすらにギバを狩り続け、己の誇りを胸に掲かかげている。

　そして俺は、シン＝ルウのことを思い出していた。

　たった一人で五人もの家族を養っていかなければならない、あの少年のことを。

　もちろん、集落の同どう胞ほうを頼れば、飢えて死ぬことはないだろう。しかし、彼かれは危険な『贄狩り』に手を出してまで、家族を守ろうと考えたのだ。

　そして、もしも彼がルウの眷族ではなく、ファの家のように血けつ縁えんの薄うすい生まれであったのなら――五人もの家族を養うために、二日に一頭以上のペースでギバを狩らなくては、人数分のアリアやポイタンを得ることすらできなくなってしまうのだ。

「どうだろうね。森辺の民たみはもっと豊かになるべきだ、という俺の意見は、君たちにとって筋すじ違ちがいなものでしかないのだろうか？」

「……だけど、それでも俺の目に、森辺の民は不幸な生を送っているようには見えません」

　水場で見かける名も知れぬ女衆や、少人数で森に向かう勇ゆう壮そうな男衆。交流はなくとも、外を出歩けばそういった人々を見かける機会は少なくない。彼らはみんな、ルウ家の人々ほどではないにせよ、明るく、強く、澄すんだ眼差しを有していた。

　いかに貧しくとも、いかに町では差別されていようとも、俺には彼らが不幸な人間だとはとうてい思えなかったのだ。

「そこのところは、俺も同意見だ。森辺の民は、本当に誇り高い一族だと思う。……だからこそ、俺は彼らに豊かな暮らしを送ってもらいたいと思ったのさ」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはその不思議な眼差しをまぶたの裏に隠した。

　そうして次に目を開いたときには、もうその顔には最前までのすっとぼけた笑顔が復活してしまっていた。

「だけどまあ、俺もこの場の思いつきを口にしたに過ぎない。後の判断は君たちにおまかせするよ。森辺の行く末を決めるのは、森辺に住まう君たちだ。自分たちの正しいと思う道を突つき進んでくれたまえ」

「……本当にそれが、この場での思いつきだと言い張るつもりなんですか、あなたは？」

　得体の知れない激情にとらわれつつ、俺はカミュア＝ヨシュの飄々とした顔をにらみつけてしまった。

「あなたはもしかして、昨日の宴うたげで俺が料理人であるということを知って――それで、最初から俺の料理の腕を確かめる目的で、こんな風に晩ばん餐さんをねだってきたんじゃないんですか？」

「それは買いかぶりだよ。俺はそこまで機転のきく人間じゃない。……ただまあ、宴で幸福そうに顔を火ほ照てらせながらギバの肉を食べている人々の姿を見て、そんなに美味い肉なら爪つめや牙と一緒に売ってしまえばいいのじゃないかなあという着想を得たのは、否定しないよ」

　まったく悪びれた様子もなく、カミュア＝ヨシュはそう言った。

　俺は、混乱してしまっている。

　たぶんアイ＝ファも、混乱してしまっている。

　この男は――いったい、何なのだ？

「そして、君の料理を賜って、この味なら宿場町で戦えると確信したのもまた事実だ。だけど、俺の心情なんてこの際はどうでもいいのじゃないかなあ？　大事なのは、森辺の民にとって正しい道はどちらか、ということなのじゃないのかい？」

　長いマントをなびかせて、カミュア＝ヨシュはふわりと立ち上がる。

「何にせよ、どんな道を選ぶかは君たちの自由だ。もう少し詳くわしい話を聞いてみたいなと思ったときは、いつでも訪ねてきておくれよ。俺は来月の十五日まで、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》という宿に腰を落ち着けているからさ。また下見で森辺を訪れたときには、俺からもこちらに寄らせていただくことにするよ。――君たちが、俺を受け入れてくれるのならば」
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　ガズラン＝ルティムは終始落ち着いた面おも持もちで、途中で余計な意見や質問を差しはさんだりもせず、俺たちの話をただ静かに最後まで聞いてくれた。

　その末に、彼の口から放たれたのは――「実に驚くべき話です」という言葉だった。

「これまでに、そのような形で森辺に関わろうとした都の人間は存在しなかったでしょう。本当に、これは驚くべき話です」

　アマ・ミン＝ルティムは席を外してしまったので、広間には俺たち三人しかいない。

　俺は思わず身を乗り出しながら、「どう思いますか？」と問うた。

「あのカミュア＝ヨシュという男の言葉を、俺たちはどう受け止めればいいのでしょう？」

「どう受け止めるかは、あなたがた次し第だいです。ただ、私がどう受け止めるか、ということが知りたいのでしたら――」

　そんな馬ば鹿かげた話はありません。……とでも言ってもらえたなら、俺もアイ＝ファも楽になれたのかもしれない。

　しかし、現実は非情であった。

「――実に理にかなった話だと、私などには思えてしまいます」

　と、ガズラン＝ルティムはきっぱりそう言い切ってくれたのである。

「そうですか……」

「はい。ギバの肉を銅貨に換えてはいけないという法はありませんし、そのためにはギバの肉の味を宿場町の人間に知ってもらう必要があるでしょう。そして、森辺の民はもっと豊かな生活を手に入れるべきだ、という話についても――私は、まったくの同意見です」

　ガズラン＝ルティムの瞳に、迷いはなかった。

　カミュア＝ヨシュが、もしもこのような眼差しを持つ人間だったのなら、俺は一も二もなく彼の提案に飛びついていたかもしれない。

　だけどそれは、言ってもしかたのないことだ。もともとの個人の資質というだけでなく、ガズラン＝ルティムは森辺の民であり、カミュア＝ヨシュは石の都の住人であるのだから。

「ありあまる富は、人間を堕だ落らくさせるかもしれない――という俺の考えは、やっぱり森辺の民への侮ぶ辱じよくになってしまうのでしょうか？」

「いえ。スン家の堕落を知っている人間ならば、まずはそう考えるのが自然です。しかしそれは、はんばーぐと同じ話なのではないでしょうかね」

「ハ、ハンバーグですか？」

「はい。自分を律する気持ちがなければ、その味に溺おぼれて歯や顎あごを弱めてしまうかもしれない。薬も過ぎれば毒となる。はんばーぐもありあまる富も、私には同じ存在に感じられます」

　ガズラン＝ルティムが、静かに微笑む。

「たとえば、八十年前にこの森辺へと移り住んだ当時、民たちの多くは貧しさにあえいでいたはずです。ろくな武器もなく、ギバの習性も知らず、森での収しゆう穫かくを禁じられ――多くの人間がギバとの戦いと、そして飢えによって死んでいったのだと、私はジバ＝ルウから聞いています」

「……はい」

「しかし先人たちは誇りをもって森に生き、やがてギバを狩るすべを習得しました。その牙と角で鋼を買い、鍋なべを買い、食しよく糧りようを買い、布を買い、今のような暮らしを打ち立てることに成功したのです。ルウやルティムの家ならば、アリアやポイタンや日常の品だけでは使いきれない富を得て、もっとさまざまな食糧や、女衆の飾かざり物をも手にすることが許されるようになりました。ジバ＝ルウのような昔せき日じつの苦しい生活を知る御お方かたが、このような暮らしを幸福だと感じてくれているならば――豊かさが即ち堕落への道、ということにはならないと思います」

「はい」としか答えようがなかった。

　俺の気持ちは、ガズラン＝ルティムの言葉によってだんだんと明めい瞭りようさを増していく。

　隣となりで静かに彼の言葉を聞いているアイ＝ファは、どうなのだろう。

「……これは、たとえばの話ですが……」

　と、ガズラン＝ルティムがさらに考え深げな声をあげる。

「アスタが宿場町で成功をおさめ、ギバの肉までもが銅貨に換えられるようになったら――その肉を売ることができるのは、今のところはアスタから血ち抜ぬきと解体の業わざを習得したルウの眷けん族ぞくのみです」

「はい」

「その富が、今のスン家をも上回るほど膨ぼう大だいになりうれば、やはりギバを狩ることこそが豊かな生活への正しき道筋である、と示すことにはならないでしょうか？」

　俺は、愕がく然ぜんとすることになった。

　ガズラン＝ルティムは、ふっと微笑む。

「そのカミュア＝ヨシュという人物の思おも惑わくはわかりません。ただ、その人物はスン家の力を失しつ墜ついさせようと目もく論ろんでいる節がある、というお話でしたので。自分が彼なら、どう考えるか――肉を売るという行為はスンの家に何をもたらすのか、ということを考えてみただけです。ただしその考えに至るには、血抜きと解体の技術を学んだのはルウの眷族のみである、という真実を事前に知っておく必要がありますが」

　それぐらいのことは、すでにあの男も突き止めているのかもしれない。

　それよりも、俺にとってはガズラン＝ルティムがそのような考えに行き着いた、ということのほうがよっぽど驚きであり、衝撃的だった。

「あなたは……あなたはすごい人ですね、ガズラン＝ルティム。俺はそこまで考えを巡めぐらせることはできませんでした」

「すごくはありません。私にできるのは思いを巡らせることと、ギバを狩ることだけです」

　そうしてガズラン＝ルティムは、その真まっ直すぐな眼差しで俺を見つめ返してきた。

「ただ、私はそのカミュア＝ヨシュという人物を直接は知りません。顔を合わせたこともない人間を信しん頼らいすることはできません。私が信頼できるのはあなたがただけです、アスタにアイ＝ファ。……あなたたちは、この話をどのように受け止めているのでしょうか？」

　それに応じたのは、アイ＝ファであった。

　強く、激しい光をたたえた青い瞳ひとみが、ガズラン＝ルティムの実直そうな面を見すえる。

「私はガズラン＝ルティムのように大きな理想は語れない。どのような未来がやってきても、スン家の人間たちがそう簡単に志を取り戻せるとも思えない」

「はい」

「だが――もしも私とアスタが決断することによって、森辺に少しでも恵みをもたらすことができるのならば……そんなに誇らしいことはないと思っている」

「……そうですか」と、ガズラン＝ルティムは微笑んだ。

　そうして、俺を振ふり返る。

「俺もアイ＝ファと同意見ですが、だけどやっぱり、カミュア＝ヨシュという人間は得体が知れなさすぎます。彼の話にどこか落とし穴はないのか、それをしっかり確かく認にんできるまでは、うかうかと話に乗るわけにはいかないと思います」

「そうですね。それはもっともな話です」

　と、ガズラン＝ルティムは大きくうなずいた。

「アイ＝ファ。アスタ。あなたがたにとって正しい道筋が見つかり、その上でルティムの力が必要になったときは、またいつでもこの家を訪ねてください。あなたがたは眷族ではありませんが、信頼できる友として、ルティムの家はいつでも門戸を開くでしょう」

「はい。ありがとうございます。本当に――ありがとうございます」

　俺はほとんど無意識の内に右手を差し出してしまい、慌あわててそれを引っ込めた。

「すいません。俺の国では、友ゆう誼ぎを示すのにおたがいの手を握にぎり合う風習があるんですけど、この森辺にそんな習慣は存在しませんよね」

「手を握り合う、ですか？」

　けげんそうに首を傾げながら、ガズラン＝ルティムが右手を差しのべてくる。

　その、狩人かりうどとしての大きくて力強い手を、俺は渾こん身しんの力で握りしめた。

　同じぐらいの力が、ぐっと返ってくる。

「アスタ。あなたの力は、私が考えていたよりも遥はるかに強大であったのかもしれません。だけど私は、あなたの存在を薬にしたいと考えています」

　そんな言葉を最後に、俺たちはルティムの家を退去することになった。
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　俺たちは、その足で宿場町に向かうことにした。

　こんな突拍子もない話を先延ばしにはできないので、今日は新しい鉄てつ鍋なべを買うついでにカミュア＝ヨシュのもとを訪ねてしまおう、と朝から決めていたのである。

　ギバ二十頭分の首飾りは、ふだん野菜を入れている袋ふくろに入れて、アイ＝ファが小こ脇わきに抱かかえている。

　ルティム家から宿場町までの最短ルートをガズラン＝ルティムから教えていただき、勇ゆう躍やく――というほど力強い足取りではないが、とにかく俺たちは宿場町へと向かった。

「……しかし、考えれば考えるほど、突拍子のない話ではあるよなあ」

　道すがら、俺はアイ＝ファにそう語りかけた。

「しかも、アイ＝ファやガズラン＝ルティムみたいな生きつ粋すいの森辺の民が肯こう定てい的てきな考えでいるのが、また驚きだ。やっぱりそれは、森辺の民はもっと豊かな暮らしをするべき、という思いが強いからなのかな」

「それはもちろん、そうだろう。私とて、貧しさの苦しみはこの身に刻みつけられているのだからな」

　俺のほうは見ないまま、アイ＝ファは低い声で応じる。

「以前にも話したであろうが？　父ギルが足を痛めて狩人としての仕事がまっとうできなくなったとき、ファの家は一度滅ほろびかけているのだ。私たちには家族の他に眷族は存在しなかったので、誰を頼たよることもできなかった。私の仕し掛かけた拙つたない罠わなで、子供のギバを捕とらえることができなかったら――私たちは、飢えて死んでいた」

「ああ……そうだったな」

「そして、そこまで家族を追い込んでしまった父ギルが、どれほどの苦しみに苛さいなまれていたかも、私は目まの当たりにしている。人間があのような苦しみを抱え持つことが正しいとは、私には思えない」

「……うん」

「たとえこの話を持ち込んだのが石の都の住人だとしても、私たちが自らの力と意志で富をつかみ取るならば、たとえばドンダ＝ルウのような気き性しようの人間でも文句は言いたてまい。むしろこれは、石の都を相手取った戦いでもあるのだ」

　そこでアイ＝ファは、初めて俺のほうをちらりと見た。

　その深刻そうな声とは裏腹に、アイ＝ファの瞳はとても涼すずやかに澄みわたっていた。

「……そして、お前が私のかたわらにいてくれるのならば、決して分の悪い戦いではないと思うことができる」

「何だよ、おだてたって何にも出ないぞ？」

　心臓を握り潰つぶされそうなぐらいの誇らしさを得つつ、それをごまかすために、俺は陽気な表情を作ってみせる。

「だけど、それにはまずあのカミュア＝ヨシュっていうおっさんを何とかしなくちゃな。あのおっさんに何か裏の企たくらみでもあったら、えらいことだ。まずは宿場町で店を開くってのがどういうことなのか、そいつをきちんと問い質ただして、なおかつあのおっさんの心情を探れるだけ探ってみよう」

「……そうだな」と少し厳しい表情をして、アイ＝ファはまた正面に向きなおった。

　町の人間にギバ肉の価値を思い知らせるなんて、そいつは途と方ほうもない戦いだ。

　だけど、アイ＝ファやガズラン＝ルティムが、その戦いに強い意義を見み出いだしているならば――俺にだって、異存はなかった。

　だからまずは、あのカミュア＝ヨシュという得体の知れない男と対たい峙じしなくてはならない。

　あの男が、森辺の民にとって薬となるか毒となるか、そいつを見定めるのが、この戦いの第一歩なのだろう。
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　そんなこんなで、再びの宿場町だ。

　太陽は、すでに中天を過ぎている。前回の来訪時よりは少し遅おそい到とう着ちやくになってしまったが、その分、町にはよりいっそうの人々があふれかえっているようだった。

　十メートルはあろうかという石造りの太い街かい道どうと、その左右に並んだ大きな家屋。さまざまな装束、さまざまな髪かみや肌はだの色をした人間たち。荷を引く巨きよ大だいな恐鳥トトス。人いきれ。人のざわめき。人の熱気。

　そんな、頭のクラクラするような宿場町の雑ざつ踏とうに身を置きつつ、「さて」と俺はアイ＝ファを振り返る。

「まずは厄やつ介かい事から片付けないとな。鉄鍋を抱えて宿屋に突とつ撃げきするのも気が引けるし」

　しかし、カミュア＝ヨシュが常宿としている《キミュスの尻尾亭》とはどの建物のことなのだろう。

　よく見れば、そのあたりの家屋のほとんどにはでかでかと看板が掲げられていたのだが、そこに記されているのは、いずれも象形文字みたいな渦うず巻まき模様ばかりだった。

　アイ＝ファに聞いても、「読めるわけがあるか」とのこと。

　ならば、そのあたりを歩いている人たちに尋たずねてみる他あるまい。

　で――俺は、町の人々を改めて観察してみた。

　やっぱり、うろんな目つきをアイ＝ファに向けてくる人間の大半は、黄おう褐かつ色しよくの肌をした人々であるようだった。

　しかし、ほとんど同じぐらいの割合でいる象ぞう牙げ色いろの肌の人々も、さほど印象は変わらない。

　そして、それに比べれば数の少ない白い肌や黒い肌の人々は、確かにアイ＝ファを恐れる風でも蔑さげすむ風でもなかったが――かといって、友好的なわけでもない。無関心であったり、好こう奇きの目で見てきたり、色々だ。

　まずは自分と似たような風ふう体ていの相手に声をかけるのが無難かなと思い、俺は象牙色の肌をした若者に声をかけることにした。

「あの、すみません。ちょっとお尋ねしたいのですが。《キミュスの尻尾亭》という宿屋がどこにあるか、ご存じではありませんか？」

　褐かつ色しよくの短い髪をした若者はぎょっとした様子で立ち止まり、不審そうに俺とアイ＝ファの姿を見比べてくる。

　恐きよう怖ふ心しんは――それほど見受けられない。

　蔑みの念も、露ろ骨こつには感じられない。

　ただひたすらに迷めい惑わくそうで、なおかつ困惑しきった面持ちである。

「……《キミュスの尻尾亭》だったら、あの赤い屋根の建物だよ」

「そうですか。ありがとうございます」

　若者はそそくさと立ち去っていく。

　自分は森辺の民などとは無関係だ！　と精せい一いつ杯ぱいにアピールしているかのようなご様子である。

　まあ、こんなものかなと俺は頭をかく。

「よし、行こう」

　建物はだいたい木造で、ぱっと見た感じは丸太や割り板がむき出しになっていたが、屋根や壁かべの一部なんかが赤や緑の塗と料りようで塗ぬられているのも珍めずらしくはなかった。

　装そう飾しよくなのか、防ぼう腐ふ剤ざいなのか、その両方の役に立っているのか、もちろん俺などには判別ができない。

　ともあれ、第一の目的地に到着することができた。

　他の多くの家屋と同じように二階建ての、大きな建物だ。看板にはやはり渦巻き模様が描えがかれており、その一部は鳥の羽みたいに見えた。

「キミュス」と言えば、俺が食べた肉にく饅まん頭じゆうもカミュア＝ヨシュにそう呼ばれていた気もするのだが。ササミっぽい淡たん白ぱくな肉であったし、もしかしたら鳥類の名前なのかもしれない。

「……アイ＝ファ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「何がだ？」

「いや、宿場町の建物に足を踏ふみ入れるのは初めてなんだろうなと思ってさ」

　アイ＝ファは無言で肩かたをすくめた。

　森より危険な場所があるのか？　とでも言わんばかりの仕草である。

　俺にしてみれば、狩人にとっての本当の脅きよう威いとは、ギバの角ではなく人間の槍やりや刀であるように感じられてしまうのだが。まあ、ここで引き返しては話が始まらない。

　引き戸ではなく、金属製の蝶ちよう番つがいが用いられた扉とびらである。取っ手やドアノブらしきものは見当たらなかったので、俺は両開きの戸板に手を置いて、それをゆっくり押おし開いた。

「いらっしゃ……」という声が、途と中ちゆうで凍こおりつく。

　腰こしまでが隠かくれる受付台に座した親おや父じさんが、びっくりまなこで俺たちを見つめ返してきた。

　黄褐色の肌をした、小太りの親父さんである。

　座すわっているからわかりにくいが、そんなに大おお柄がらな感じではない。

　頭には筒つつ帽ぼう子しをかぶっており、薄うす墨ずみ色の布の服に、同じ色の布の前まえ掛かけを着けている。外でもよく見かけるこざっぱりとした装束だ。

「……食事かい？」

　まさか宿しゆく泊はくではあるまいな、とその大きな目玉が威い嚇かくしてくる。

　恐れよりは、蔑みの念がまさった目つきだった。

「いえあの、こちらに宿泊しているカミュア＝ヨシュという人物を訪ねてきたのですが」

「カミュアを？」と警けい戒かい心しんだけは眉まゆのあたりに残したまま、親父さんがまた目を丸くする。

　そうして、「あの瘋ふう癲てんが……」とか口の中でぼやきつつ、奥おくのほうへと太い首をねじ曲げた。

「カミュア！　客だぞ！　通していいのか!?」

　室の奥は、食堂になっているようだった。

　中天過ぎの現在は食事時ではないのだろうか、そんなに人ひと影かげはない。丸太と割り板で作られた横長のテーブルがどんと三卓たくほど並べられており、やっぱり丸太製の椅い子すも見られる。スキー場のロッジみたいな感じで、雰ふん囲い気きは悪くない。

　ただ――そこに居い座すわっている男たちの風体が、あんまりよろしくなかった。

　髪や肌の色はバラバラだが、いずれも腕うでっ節の強そうな強こわ面もてぞろいで、五名中の三名ぐらいが、革の胸あてや篭こ手てなどを纏まとっている。そしてその腰にはいずれも刀や手て斧おのや棍こん棒ぼうなどが下げられており――そして彼らは、酩めい酊ていしていた。

　別に自身の生活が守られているのならば、昼から酒を飲んでいてもいっこうにかまわないのだが。こちらを振り向いた男たちの目つきが、嫌いやな感じだった。

　好奇の目。

　蔑みの目。

　不ふ審しんの目。

　そして――好色の目。

　アイ＝ファを恐れるような素そ振ぶりは見せない。

　その代わりに、汚きたないものでも見るような目つきをしているやつや、ディガ＝スンのようにニタニタと笑っているやつがいる。

　本当に、嫌な感じだ。

「おおい、カミュア、いるんだろう？　寝ねてるのか!?」

　と、親父さんはさらに大声を張り上げる。

　すると、「はあい」という可か愛わいらしい声が返ってきた。

　長机のある室のさらに奥から、亜あ麻ま色いろの髪をした少年がてけてけと駆かけてくる。

　十歳さいぐらいの、利発そうな茶色い瞳をした、小さな男の子だった。

「ようこそ！　ファの家のアイ＝ファとアスタですね？　僕ぼくはカミュア＝ヨシュの弟で子しでレイトと申します。こちらにどうぞ」

　弟子？

　いったい、何の弟子なのだろう。

　亜麻色の髪を少し長めにのばした、いかにも優やさしげな面おも立だちをした少年である。

　袖そでなしの胴どう衣いに筒つつ型がたのズボン。腰には小さな布ぬの袋ぶくろと細身の短たん剣けんを下げており、足もとは革の短たん靴ぐつ。けっこう小こ綺ぎ麗れいな身なりをしているし、俺が家族なら、あんな胡う散さん臭くさいおっさんと関かかわってはいけません、と注意したくなるような容よう貌ぼうだ。

　しかし俺は家族でなく客人なので、この少年の案内でカミュア＝ヨシュのもとに向かう他なかった。

「おい、客なら注文を頼たのむよ」と、親父さんに呼び止められる。

「あ、そうですね。何がいいですか？」と、少年が俺たちを振り返る。

「うん？　いや、こういう店は初めてなんで、よくわからないんだけど――」と、俺は少年の耳もとに口を寄せた。

「それでもって、今は銅貨の持ち合わせもないんだ」

「そうですか。わかりました」

　少年は、にっこり笑って親父さんを振り返った。

「それでは、ゾゾ茶を二杯はいお願いします。料金は宿しゆく泊はく代だいに加算しておいてください。いつもの席にいますので」

「あいよ」と、親父さんは右手を振る。

　二階へと続く階段を右手に眺ながめながら、少年、俺、アイ＝ファの順で、室の奥へと足を進めた。
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　酒しゆ杯はいを酌くみ交かわす男たちの目が、それを追ってくる。

　しかし幸いその連中が陣じん取どっているテーブルの脇わきを通りすぎるときも、おかしなちょっかいをかけられることはなかった。

　突き当たりの壁には戸のない入り口があり、そこをくぐると、また同じぐらいの大きさをした客席が広がっている。テーブルの大きさが小さくなり、その数が倍ほどになっているだけで、造りのほうはほとんど変わらない。

　その、一番奥まった一席に、見覚えのある金きん褐かつ色しよくの頭が見えた。

　カミュア＝ヨシュである。

　しかし、カミュア＝ヨシュは眠ねむりこけてしまっていた。

　丸太の椅子にふんぞり返り、背後の壁に背をもたれ、ひょろ長い両足をお行ぎよう儀ぎ悪くテーブルの上に投げ出して、彼はすやすやと寝ね息いきをたてていたのだった。

　他に、客の姿はない。

「カミュア、お客さまですよ！　ご待望の、森辺よりの客人です。ほら、起きてください！」

　その隣の席に腰を下ろしつつ、少年が主人の鼻先でパンパンと手の平を打ち鳴らした。

　カミュア＝ヨシュは、「うにゃあ」と不満げな声をあげる。

　申し訳ないが、一ナノグラムも可愛くはない。

「ううん、何だよ。まだ寝ね足たりないよ……あれ？　アイ＝ファ？　アスタ？　なんだ、さっそく来てくれたのか！」

　垂れ気味の目がぱっちりと開き、細長い顔に楽しげな笑えみが浮かぶ。

「これはお恥はずかしいところを見せてしまった。さあ、どうぞ座ってくれたまえ！　レイト、お茶お茶」

「もう注文しましたよ。いいから足を下ろしてください」

「ああ、ごめんごめん」

　革の長ちよう靴かに包まれた足が消失し、少年がてきぱきと台ふきでテーブルを清める。

「さあ、どうぞ」

「ありがとう」と俺も腰を下ろしたが、アイ＝ファはほんの少しだけ迷う素振りを見せた。

　そういえば俺は、森辺で「椅子」の類たぐいを見かけたことがない。

　それでもアイ＝ファは颯さつ爽そうとマントのすそを払はらい、格好よく着席することに成功した。

「いやあ、昨日の今日でやってきてくれるとは夢にも思わなかった。俺は嬉うれしいよ、アイ＝ファにアスタ」

　とか言いながら、その直後に「ふわあ」と大あくびをする。

「ごめんごめん。今日は朝まで働いていたもので、ちょいとばっかり寝不足なんだ」

「へえ。あの後に何か仕事でもあったんですか？」

「うん？　いや、夜を徹てつして森辺を探たん索さくしていただけだけれども」

「……ギーズに足をかじられますよ？」

「ギバや狩人に比べれば、ギーズなど可愛いものさ」

　ちなみにギーズとはイタチぐらいの大きさをした大ネズミである。夜行性で、外見はけっこう愛くるしいが、ムントと一いつ緒しよで腐ふ肉にくをあさる習性があり、噛かまれると肉が腐くさり落ちるという。

「で、こうしてわざわざ足を運んできてくれたということは、俺からの提案を前向きに考えてくれたということなのかな？」

「前向きに考えるための材料が欲ほしくてやってきた、という感じです。まあ、買い物のついでもありましたしね」

　目には目を、軽口には軽口をだ。

　いつまでもこの男のペースに乗せられてはいられない。

「そら、ゾゾ茶だよ」

　と、そこでさっきの親父さんがやってきた。

　黄色い茶を注がれた陶とう磁じの杯が、俺とアイ＝ファの前に置かれる。

　灰色がかった色合いで、うねうねと波打った模様が刻み込まれている。円えん筒とう形けいで持ち手がついており、マグカップかジョッキとでも呼びたくなるような形状だ。

「おや、主人みずからが給きゆう仕じとは、ご苦労さまです」

「娘が怖こわがって顔を出そうとしないんだから、しかたないだろう」

　親父さんが、俺とアイ＝ファをじろりとねめつけてくる。

　やっぱりそんなに背は高くないが、いい感じに肥えていて力は強そうだ。

「注文を受けりゃあ客は客だけどな。騒さわぎを起こしたらお前にも出ていってもらうぞ、カミュア」

「俺が今まで騒ぎを起こしたことがありますか？　心配はご無用です」

「……どうでもいいがな、ここはいちおう食堂なんだ。寝るんだったら、自分の部屋で寝ろ。居座るんだったら、何か注文しろ」

「あ、そいつはもっともな話ですねえ。それでは、俺とレイトにもゾゾ茶を一杯ずつ――それに、キミュスの塩しお漬づけ肉でもいただけますかね。一人前でいいんですが」

「四人もいて一人前か」と言い捨てて、親父さんは立ち去っていく。

　この客商売にあるまじき態度は、森辺の民への反感から生じるものなのか、それともカミュア＝ヨシュに対する荒あらっぽい気安さから生じるものなのか……まあ、おそらくはその両方なのであろう。

　俺がそんなことを考えている間に、アイ＝ファは動物のように鼻を寄せて茶の匂においを嗅かいでいた。

「……何だこれは？」

「ゾゾ茶っていうからには、あの干した蛇へびの塊かたまりみたいな果実の成れの果てなんじゃないのかな」

　漢方薬のようなこの香かおりにも嗅ぎ覚えがある。もしかしたら、もともと鍋にぶちこむような食材ではなかったのかもしれない。

「森辺の民にお茶を飲む習慣はないのかな？　まあ異文化交流の一いつ環かんと思って、良かったら飲んでみてくれよ」

「……カミュア＝ヨシュ、あなたに施ほどこしを受けるいわれはない」

「嫌だなあ。俺は昨晩さんざんご馳ち走そうになったじゃないか？　そのお礼だよ」

「あれはあなたが持参した果実酒への代価だ。あなたとの間に貸しも借りもない」

「……アスタ、どうしよう？」と、カミュア＝ヨシュがこちらに向きなおる。

　俺は、「ふーむ」と考えこんだ。

「アイ＝ファ。それならまた代価を支し払はらえばいいんじゃないか？　銅貨の持ち合わせはないから、何か相応の品物で」

　アイ＝ファは少し首を傾かしげつつ、やがてマントの裏から手の平に乗るぐらいのゴムノキモドキの葉の包みを取り出した。

「ギバの干し肉だ。これでよければ」

「ギバの干し肉！　それは興味深い！　レイト、ギバの干し肉だぞ！」

「うわあ。あとで僕にも食べさせてくださいね？」

　そんな二人のやりとりを、アイ＝ファはじっと見つめている。

　とりあえず、ギバ肉を忌き避ひしない二人目の人間をこれで確認することができた、というわけだ。もちろんカミュア＝ヨシュの身内であるのであまり参考にはならないが、記き憶おくに留とどめておく必要はあるだろう。

　ちなみにゾゾ茶はすすってみると、香りが強いわりには飲み口が柔やわらかく、そんなに苦手な感じではなかった。

　椅子に座って、茶をすする。俺おれにとっては、ちょっとノスタルジックな行こう為いである。

「さて……それでは、本題に入ろうか」

　テーブルの上に肘ひじをつき、細長い顔でにんまりと笑いながら、カミュア＝ヨシュはそう言った。
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「宿場町に店を出すのは、そんなに難しいことじゃない。新しい建物を建てるにはややこしい手続きが必要になってしまうけれども、あの露ろ店てん区域で物を売るだけなら、ちょっとした場所代を払うだけで、誰だれでも参加することができるんだ」

「ちょっとした場所代、ですか」

「そう。十日でたったの白銅貨一枚だ。良心的な価格だろう？　……まあ、それでもおよそギバ一頭分の角と牙きばになってしまうけれどもね」

「ギバ一頭分、白い銅貨が一枚……ちょっと待ってくださいね。あの、白い銅貨ってのは赤い銅貨何枚分の価値があるんですか？」

　俺の質問に目を丸くしたのは、カミュア＝ヨシュの隣にちょこんと座ったレイト少年だった。

　まあ、しかたないだろう。百円玉は十円玉何枚分ですか？　と問うているようなものなのだろうから。

「赤が十枚で白一枚だよ。つまりあのときターラが食べていたキミュスの肉饅頭十個分で、元は取れてしまう。露店区域に店が増えれば増えるほど宿場町も栄えるわけだから、場所代なんかは本当に心づけていどのものなのさ」

「待ってください、えーとえーと……ギバ一頭分で十食分のアリアとポイタンが買えるわけだから……あれ？　そうか。それなら俺たちもおよそ赤銅貨一枚分で一食分の食事を作っていたことになるんだな」

「露店の軽食で昨日の量は多いだろうね。あの半分でも多いぐらいだし、値段は赤二枚ぐらいが妥だ当とうだろう。あまり安く売りすぎると、かえって他ほかの店の反感を買ってしまうからね」

「それじゃあ、材料費も昨日の献こん立だてだったら、赤一枚のおよそ半分で済んでしまうわけですか。ということは、単純計算で、一食を売れば赤一枚半の儲もうけになるわけだから――十日間で七食を売るだけで、必要経費はまかなえてしまうというわけなのですね」

「うん。だけど屋台が必要だったら、そちらの貸出料でも白銅貨一枚が必要になってしまうけどね」

　それでも、十日間で十四食を売るだけで元を取ることができる。なんて気楽な商売だろうか。

　……ただし、道行く人々にギバ肉を食べる勇気があれば、の話だが。

「普ふ通つうは野菜より肉のほうが高くつくからね。そして野菜もアリアやポイタンより上等なものを使っている。肉饅頭のおかみさんが利益を出そうと思ったら、一日に十個や二十個はさばかなくてはならないんだろうけども。これだけ栄えた町ならば、べつだん難しい量でもない」

　カミュア＝ヨシュが、愉ゆ快かいそうに笑う。

「どうだい？　俺がアスタに店を開くことを勧すすめた理由をわかってもらえたかな？　君の腕とギバ肉の力があれば、そうそう失敗する話だとも思えないだろう？」

「それで店が繁はん盛じようすれば、宿場町の民たみにギバ肉の価値を認めさせることも可能になり、さらには森辺の民への偏へん見けんも緩かん和わさせることができる、ということですか。なるほど、本当にいいこと尽づくしの商売ですね、それは」

　俺はカミュア＝ヨシュの真ま似ねをして、テーブルに肘をつき、身を乗り出してみせる。

「で――それであなたはどんな利益を得ることができるのですかね、カミュア＝ヨシュ？」

「うん？　そんなに俺が利益を得ないと納なつ得とくできないのかい？　それじゃあ、そうだなあ――場所代と材料費を差し引いた純利益の中から、その一割を謝礼として頂いておこうか」

「お金の問題じゃないですよ。俺たちは、あなたの目的が知りたいんです」

「だからそれは、俺の一方的な仲間意識を満たすためさ！　森辺の民が畏おそれの象しよう徴ちようとされてしまっていることや、狩人のつとめに対する代価が低すぎること。最終的にその二点を解消することができれば、俺は心から満足だねえ」

　と、そこで不思議な色合いをした瞳をアイ＝ファに向けなおす。

「もしかしたら、昨晩からの俺の言動は、森辺の民に憐あわれみをかけているようにも感じられるかもしれないけれど、そんなつもりはないんだよ、アイ＝ファ？　俺は本当に、森辺の民が好きなだけなんだ。それでも同どう胞ほうならぬ俺には、こうやって自分の思いついた妙みよう案あんを君たちに提示することしかできそうにない。その心情だけはわかってもらえないものかなあ？」

「……あなたに憐れみをかけられているような気はしない。どちらかというと、からかわれているような気分だ」

「それは良かった！　――のかな？　あれれ？」

「人に信用されないのはいつものことじゃありませんか。気にする必要はないと思いますよ、カミュア」

　と、少年がにこにこと笑いながら、ひどいことを言う。

　しかし言われた当人も「それもそうだね」とか笑い返しているので、もう余人には口のはさみようもなかった。

「ふーむ……なるほど……」

「まだ何か悩なやんでいるのかね？　何べんも言っている通り、森辺の民やギバに無条件の畏い怖ふ心を抱だいているのはジェノス土着の民だけだし、しかもギバの脅威が未み曾ぞ有うの災さい厄やくではなく、ありきたりの害がい獣じゆうていどの被ひ害がいにまで落ちて久しいのだから、その畏怖心にも、実は核かくがない。そして現在、もっとも畏れられているのはギバではなく、森辺の民そのものだ」

　またカミュア＝ヨシュの目がアイ＝ファから俺へと向けられる。

「こう言っては何だか、森辺の民が露店を出しても、そうそう近づく人間はいないかもしれない。しかし、アスタの風ふう貌ぼうはどう見ても都の人間、町の人間のものだ。そんなアスタがギバ肉の料理を売れば、人々は戸と惑まどいながらも興味を引かれるだろう。そして、南や東の人間なら、それほどの躊躇ためらいもなくギバの料理を手に取るに違ちがいない。そうすれば、味のほうはもう確かなんだから、いずれは口づてでジェノス土着の民にまで波は及きゆうしていくだろうと俺には思えるね」

「はあ……」

「もっと正直に言うならば、これぐらいのことで森辺の民への偏見がなくなるなどとは、俺自身も思っていないんだ」

　と、カミュア＝ヨシュは目を細めて笑った。

　そういう笑い方をするときだけ、この男はちょっとジバ婆ばあさんみたいな透徹しきった表情になる。

「獣けもののような瞳をして、常人にはありえない膂りよ力りよくを持ち、そして孤こ高こうで閉へい鎖さ的てきな森辺の民を、人々は畏れている。それは八十年もの歳さい月げつをかけて培つちかわれてきた畏怖心だし、実際に森辺の民はそういう一族なのだから、誤解ではない部分も多いだろう。それはそれで、俺は別にかまわないと思っている。俺は別に、森辺の民と町の人間が笑え顔がおで手を取り合っている姿を見たいわけではないんだよ」

「それは――どういう意味なのでしょう？」

「森辺の狩人は孤高でもかまわない。むしろ狩人に町の安あん寧ねいは似合わない。堕落した狩人なんて、俺は見たくない。……しかし、狩人が下げ賤せんな存在として見下されていることが、俺には腹立たしい。森辺の狩人が畏れられるなら、それは魔まなる存在ではなく聖なる存在として畏れられてほしいんだ、俺は」

「…………」

「だからまずは、《下賤なギバ喰くい》という誤った観念を打ち砕くだきたい。ジェノスの田畑をギバから守り、ひいてはジェノスの繁はん栄えいの一いち翼よくを担になっているのは誰なのか、それをもう一度きちんと思い知らせてやりたいんだよ」

「……あなたがいつもそんな顔つきで語ってくれる人なら、俺も迷わず信用することができるんですけどね」

　それでも慎しん重ちように、俺はそのように述べさせていただいた。

「根っこのところでは、あなたは嘘うそをついたりはしていないのだろうなと思います。ただ、俺にはやっぱりあなたがそこまで森辺の民に思い入れを抱く理由がピンとこないんですよね。……あの、途中で信しん仰こうする神を乗り換かえるっていうのは、この大陸の人たちにとってそこまで重大なことなのでしょうか？」

　俺の言葉に、またレイト少年が驚おどろいた顔をした。

　しかし、カミュア＝ヨシュの透すき通った眼まな差ざしに変化はない。

「重大だろうと思うよ。でもまあ、これは体験した人間にしか理解できない感覚なのだろう」

「そうですか。……でも、森辺の民が南の森を捨ててモルガの森に移り住んだのは、もう八十年も昔の話です。今の森辺の民には、あなたの心情なんて理解できないのではないですかね？」

「それはもちろんそうだろう。だから俺の森辺の民に対する仲間意識は、永遠に一方通行である、というわけさ。……何せ八十年だもんなあ。さすがに八十を越こえる齢よわいの森辺の民なんてのは、存在しないのかね？」

　それはたぶん、森辺でもジバ婆さん一人しか存在しない。

　しかし、この男を信用しきれない内にその名前を口にできるはずはなかった。

　だから俺は、「どうなんでしょうね」と言葉を濁にごしておく。

「……アスタはこの大陸の出自ではないと言い張っているのだから、もちろん四大神のどれにも信仰は捧ささげていない、ということなのだよね？」

「はあ、まあ、そうなりますね。いちおう森辺の家人なのですから、形式的には西の神の民、ということになるのでしょうけども」

「うん。そういう意味でも、君の存在は森辺に相応ふさわしいのだろう。森辺の民は、南方神ジャガルから西方神セルヴァに崇あがめる神を乗り換えたが、実のところ、最初から彼かれらは神を崇めてはいない。――彼らが崇めているのは、神ではなく、森だ。森こそが、彼らにとっては絶対的な存在なのだろう。その清せい廉れんにして壮そう烈れつなる生き様にこそ、俺は魅み了りようされているのかもしれないね」

　そうしてカミュア＝ヨシュは、不思議な光を放つ瞳をまぶたの裏に隠してしまった。

　何とも言い難がたい静せい寂じやくがその場にたちこめて――そして、第三者により、それは打ち破られた。

「そら、ゾゾ茶とキミュスの塩漬け肉だ」

　かたりと大きな木皿がテーブルに置かれる。

　親父さんが、注文の品を運んできてくれたのだ。

　そのまま、ぷいっと身をひるがえしてしまう親父さんを見送るカミュア＝ヨシュの顔には、もういつもの飄ひよう然ぜんとした笑顔が蘇よみがえってしまっていた。

「アスタ、良かったら味見をしてみておくれよ。この宿場町では、どのような料理が食べられているのか。料理人を生業なりわいにしていたなら、君にも興味がある事こと柄がらだろう？」

「……キミュスの肉饅頭だったら、俺も屋台でいただきましたよ」

「そうか。だけどこいつは、肉饅頭とはまた異なる味わいだと思うよ？」

　俺は、カミュア＝ヨシュの顔からテーブルの上へと視線を移した。

　大きな平皿に載のせられたそれは、肉と野菜の煮に付つけであるようだった。

　水分はほとんどなく、白っぽい肉と数種の野菜が、透とう明めいのとろりとしたペーストにまみれている。

　目で見た限りでは、アリアとプラの切れ端はしと、煮に崩くずれたチャッチの欠片かけらが確認できる。

　匂いは、リーロとよく似た香こう草そうの清せい涼りような香りがした。

　そして、皿のすみにはギョーザの皮のような白い生き地じが何枚か積み重ねられている。これにくるんで食べろ、ということなのだろう。

　見た目も匂いも、そんなに悪い感じではない。

「さあ、どうぞ？　食欲がないなら、一口でもいい。あんなに立派な干し肉とゾゾ茶ではつり合いが取れないから、是ぜ非ひとも食べてみてくれたまえ」

　それはまあ、単なる好こう奇き心しんだけでも食べてみたいところではある。

　俺はアイ＝ファに目で確認してから、小さな生地と木き匙さじをつかみ取った。

　煮付けの分量と生地の枚数を計算し、こんなものかと木匙で二杯分ほど具材を載せる。

　そいつを小さなクレープみたいに巻いて、かじりつくと――

　まあ、とにかく塩しお辛からかった。

　風味はほとんど、香草の香りである。

　クタクタになったアリアと、いささか火の通りの甘あまいチャッチと、苦みのあるプラと――そして、ササミのように淡白な、キミュスの肉。

　別に悪い取り合わせではない。

　何というか、実に素そ朴ぼくな味わいである。

　保存のために塩漬けにした肉を、野菜と一緒に煮込んだのだろう。もうちょっとじっくり煮込んだほうがチャッチの歯は触ざわりがよくなるのではないかなあというぐらいで、これといった問題点は見受けられない。

　ただ――お金を出してまで食べたいか、と言われると、ちょっと首をひねりたくなるところだ。

「一応そいつは、この宿で一番人気の献立なんだよ。塩辛いから、酒にもよく合う。値段は赤銅貨三枚だったかな。日中はみんな手軽な軽食を求めて外で済ませてしまうけど、夜なんかはこの店もなかなかの賑にぎわいを見せるのでね。みんなそれなりに満足そうな顔でそいつを食べている」

　カミュア＝ヨシュが、チェシャ猫ねこのように笑う。

「宿場町の料理なんてのは、そういう家庭料理の延長みたいなのが主流なのさ。実際、作っているのは宿屋のおかみさんや娘むすめさんなわけだし、料理人などというものを生業にしている人間は、このジェノスにおいては石いし塀べいの中にしか存在しないのだよ」

「……なるほど」

「どうだろうね。アスタには、この塩漬け肉の煮付けや肉饅頭に対たい抗こうできるような料理を作ることは可能かな？」

「煽あおってるんですか？　いくら何でも、そんな挑ちよう発はつに乗るほど馬ば鹿かではないつもりですよ」

　潮時かな、と俺はそのキミュスの塩漬け肉とやらを一枚分だけ完食してから、ゾゾ茶の残りを飲み干した。

　それからアイ＝ファに「何かまだ聞きたいことはあるか？」と耳打ちしてみたが、やはり無言で首を横に振ふるばかりである。

「とりあえず、家長と相談します。あとは森辺の友人にも相談して、それで問題がなかったら――そのとき初めて前向きに考えさせていただきますよ」

「慎重だね！　それはきっと、アスタの美点なのだろう」

　俺を慎重にさせているのはあんただよ、と俺は肩をすくめてみせる。

「カミュア。それでもしも、宿場町に露店を出す覚かく悟ごが決まったら、そのときはまたあなたに相談すればいいんでしょうか？」

「うん。もしくは俺を飛びこえて直接交こう渉しようしてもいい。露店区域を仕切っている責任者の一人が、この宿の親父さん、ミラノ＝マスだからね。とにかくこの《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》を訪ねてくれれば、それでばっちりさ」

「ありがとうございます。まだどう転ぶかはわかりませんけど、あなたのお話にはものすごく色々なことを考えさせられました。たとえ店を出す結果にはならなかったとしても、あなたと話ができて良かったと思っていますよ、俺は」

「そう言ってもらえるとありがたい。……もうお帰りかな？　じゃあ、レイト、後はよろしく頼むよ。俺は塩漬け肉をやっつけてから、もうひと眠りすることにしよう」

「はい。それでは行きましょう、アスタにアイ＝ファ」

　にこにこと笑う少年の顔を、俺はきょとんと見つめ返すことになった。

「行くってどこに？　俺たちはもう買い物を済ませて帰るつもりなんだけど」

「お時間は取らせません。ただ、ターラという女の子とその親おや御ごさんが、あなたたちにお礼を言いたいそうなのです。ターラの親御さんも露店区域に店を出しているので、そちらまでご案内させてください」

　ターラというのは、俺が宿場町に初めて足を踏み入れた際に顔を合わせた女の子の名前であるはずだった。

　酒を飲んで暴れていたドッド＝スンの乱らん闘とう騒さわぎに巻き込まれてしまった彼かの女じよの身み柄がらを、いちおう俺とアイ＝ファが救い出した、という格好にはなっている。

　しかしそれも、十日近く前の出来事だ。今さら親御さんにお礼の言葉だなんて、面おもはゆいばかりである。

「会ってあげなよ。ターラはいい子だよ。あと何年かすればきっと素す晴ばらしい美人に育つだろうから、今の内に縁えんを結んでおいて損はない」

　などと馬鹿げたことを言うのは、もちろん少年ではなく主人のほうである。

　そんな光源氏じゃあるまいし、と苦く笑しようしながら、いちおうアイ＝ファのほうを横目でうかがってみると……摩ま訶か不ふ思し議ぎなことに、その瞳ひとみは実に冷ややかに俺のことをにらみつけていたのだった。

　本当に、こいつは俺を何だと思っているのだろう。

「では、失礼します」

「うん、また会える日を楽しみにしているよ」

　けっきょく俺たちの他には客の増えなかった奥の室を出て、出口に向かう。

　そちら側の食堂では、まださっきの男たちが酒をかっくらっていた。

　その内の一人が、さきほどよりも酔よいの回った目で俺たちを見る。

「おおい、そこの黒くろ髪かみの小こ僧ぞう！　お前さんはどうやって《ギバ喰い》の女をものにすることができたんだ？　良かったら俺たちにもその手管をご教示してくれねえかあ？」

　おや、今度は素す通どおりさせてくれないようだ。

　とてもよくない傾けい向こうである。俺に対しての侮ぶ蔑べつならまだしも、そこにアイ＝ファの存在をからめられると――あまり理性が持ちそうにない。

「おおかたギバを狩かるより男を狩るほうが手っ取り早く銅貨を稼かせげるってことに気づいたんだろうよ！　おい、《ギバ喰い》、何なら銅貨二枚でお前を一晩買ってやろうか？」

　俺は男たちに向き直った。

　が、同時に起きた二つの現象によって、俺の怒ど声せいは咽喉のどの真ん中あたりで留まることになった。

　俺の後ろを歩いていたアイ＝ファが俺の腕を取り、俺の前を歩いていたレイト少年が「やめてください」と静かに声をあげたのである。

「この方たちは、僕の主人の客人です。客人への無礼は主人への無礼と見なさせていただきますが、それでよろしいですか？」

　そのまだ変声期を迎むかえていないボーイソプラノの声からは、感情らしい感情がすっぽり抜ぬけ落ちてしまっていた。

　少年は男たちのほうを見ていたので、俺にはその表情を確かく認にんすることはできなかったが、代わりに、男たちの表情を目にすることはできた。

　野や卑ひな声をあげていた二人が、酒さか瓶びんを掲かかげたまま、硬こう直ちよくしてしまっている。

　その顔は――森で猛もう獣じゆうに出くわしてしまった人間みたいに目を見開き、表情を凍りつかせてしまっていた。

「何だ、どうした？」と残りの連中が仲間の肩をゆさぶる。

　それを尻しり目めに、レイト少年は俺に向かってにこりと笑いかけてきた。

「失礼しました。では、行きましょう」

　主人が主人なら弟子も弟子ということか。

　溜ため息いきをつきながら足を踏み出すと、アイ＝ファに「おい」と背中を小こ突づかれた。

「以前にも言ったが、身を守る力もないくせに、いきりたつな。お前は時として短たん絡らく的てきに過ぎる」

「……アイ＝ファだって、ハンバーグがからむと短絡的になるくせに」

「それが今、関係あるか」

　と、さらに何発も背中を小突かれながら、俺は《キミュスの尻尾亭》を後にすることになった。
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　そうして表に出てみると、まだまだ日は高く、通りも人に満ちていた。

「買い物というのは、何を買われる予定なのですか？」

「うん、鉄てつ鍋なべが欲しいんだ。露店区域とやらに売ってたはずだから」

「鉄鍋ですか。大きいものですか？」

「まあ、それなりにね。これっくらいの大きさだよ」

　直径は六十センチ、深さは三十センチ、真円を真っ二つに断たち割ったような形状を俺は虚こ空くうに描いてみせる。

「それはなかなか重そうですね。それじゃあ先に、ターラの店にご案内してもよろしいですか？　けっこう露店区域の端っこですので」

「ああ、うん、えーと、アイ＝ファ、それでもかまわないかな？」

「好きにしろ」と応じるアイ＝ファの顔には、特別な表情は浮うかんでいなかった。

　ただ、いくぶん疲つかれがにじんでしまっているような感じはする。

　ちょっと心配だったので、俺は小声でアイ＝ファに「どうだった？」と聞いてみた。

「これといって、私の印象は変わらない。あの男が私たちを騙だまそうとしているようには思わないが、何というか――得体の知れない男だ、という印象がぬぐえない」

「なるほどね」と、俺は納得する。

　確かに俺も、カミュア＝ヨシュに騙されているような気はしない。

　あの男は、本当に森辺の民に、強い思い入れを抱いているのだろう。

　逆にこれは、その思い入れが強すぎるために生じる違い和わ感かんなのかもしれなかった。

（それに、問題はあのおっさんのことだけじゃないんだよな）

　レイト少年の案内で石の街かい道どうを歩きながら、俺は頭を悩ませる。

（本当にこの町でギバ肉の料理屋なんていう商売が成立するのか？）

　ひとたび足を踏み出しただけで、アイ＝ファに集中する視線。確かにそれらのすべてがはっきりと負の感情をあらわにしているわけではないが、森辺の民が町の異い端たん者しやである、という事実に変わりはない。

　最初はジェノスの地元民ならぬ旅人やら何やらをターゲットにすればいい、とカミュア＝ヨシュはお気楽に言っていたが。本当にそんな簡単な話なのだろうか？

　ただ商売で失敗するだけならば、失われるのは銅貨のみである。しかし、俺たちの軽けい率そつな行動によって、森辺と宿場町の間にさらなる溝みぞでもできあがってしまったら、えらいことだ。

　カミュア＝ヨシュ自身に俺たちを騙すつもりはなくとも、彼が現実を見誤っている、という可能性についても検証しておくべきであろう。

（できればこの宿場町の中立的な立場の人たちにも意見を聞きたいところだよなあ）

　そんなことを思い悩んでいる内に、いつのまにやら露店区域に到とう着ちやくしていた。

　見覚えのあるおっかさんが、屋台で子供たちに肉饅頭をこしらえている。

　確かにこの中天を過ぎたばかりの時間帯は、軽食で小腹を満たすひとときであるらしい。意識的に観察してみると、あちこちに点在している軽食の屋台は、どこも人で賑わっていた。

　茶色い肉と緑色の野菜を白い生地ではさんだものを、歩きながらかじっている若者がいる。

　道の端で鳥の足みたいなものを肴さかなに、酒をかっくらっている男たちもいる。

　何だか騒がしい声がするな、と思ってそちらを覗のぞき込んでみると、なかなか広々と屋根が張られた野外食堂のようなスペースがあり、丸太の椅子に座った人々が談だん笑しようしながら木の器うつわで鍋なべ物ものをすすっていた。

「……何をちょろちょろと動き回っているのだ、お前は？」

「んー、ちょっとな。市場調査だよ」

　まだこの話はどう転ぶかわからない。

　しかし、自分たちの意志で上う手まい位置に話を転がそうと思うなら、なるべく多くの情報をかき集めておくべきだろう。

　それに――森辺においてそのような真似ができるのは、たぶん俺一人しか存在しないのだろうから。

（カミュアだって、森辺に俺みたいな人間がいなかったら、宿場町で店を出すなんていう素すっ頓とん狂きようなアイディアをひねりだすこともなかったんだろうな）

　たとえばルウ家の女衆なら、ちょっと修練を積むだけで、さきほどいただいた塩漬け肉と同レベルの料理を作り上げることは可能だろう。

　しかし、森辺の民に「商あきない」ができるとは思えない。牙や角を銅貨に交こう換かんし、それをまた食しよく糧りように交換する。形式的にはそれも立派な商売なのだが、森辺の民にそれを商売だと認にん識しきしている者はいないと思う。

　そして、狩かりの収しゆう穫かく物ぶつを専門業者に売り渡わたす、という行為と、不特定多数の客を相手に商いをする、という行為は、根本的に別なものだ。

（もちろん、そんなところでも俺の存在がお役に立つっていうんなら、いくらでも力を使ってやるけどさ）

　アイ＝ファやガズラン＝ルティムに正しいと思える道ならば、俺も迷わず突つき進むことができる。

　だから俺は、彼らが誤った判断を下してしまわないように、彼らには見えにくい光景を見て、彼らには聞こえにくい音を聞き、それを彼らに正確に伝えるべきなのだろう、と思った。

「あ、あの店です。よかった。ターラもいるみたいですね」

　レイト少年のそんな声に「うん？」と顔を上げてみると、露店区域ももう終わり際に差しかかっていた。

　その先は、灌かん木ぼくにはさまれた街道が延々とのびていき、左手側には、遠くに城下町の石塀がうかがえる。

　たしか前回もこのあたりにまで足をのばしたよなあ、とか考えていると――「あっ！」という少女の声が左手のほうから聞こえてきた。

「アスタおにいちゃん！　レイト、ほんとに連れてきてくれたんだねっ！」

　ターラだ。

　今日も筒型のワンピースみたいなオレンジ色の服を着ており、とある露店の屋根の下から、俺たちに手を振ってくれている。

　とある露店。

　それは、地面の上に敷しいた大きな布の上に野菜を並べ、頼たよりない骨組みの屋根を立てただけの、実に簡素な野菜売りの露店であり――そして、去りし日に俺とアイ＝ファがアリアとポイタンを購こう入にゆうした店でもあった。

　少女のかたわらでは、大おお柄がらで少し腹の出た親おや父じさんが、引きつった笑顔を浮かべて俺たちを待ちかまえている。

　俺はアイ＝ファと目を見み交かわしてから、レイト少年とともに歩を進めた。

「アスタおにいちゃん、ひさしぶり！　あのときはどうもありがとうっ！」

「いやあ、お礼を言われるほどのことはしてないよ。その後は、君に助けられたりもしちゃったしね」

「ううん！　おにいちゃんがいなかったら、ターラは肉にく饅まん頭じゆうと一緒に踏ふみ潰つぶされてたもん！　だから、ありがとう！」

　ターラは、焦こげ茶ちや色いろの髪かみを肩かたまでのばし、同じ色をした瞳を明るく輝かがやかせる、八歳さいぐらいの元気な女の子である。

　で、その隣となりに控ひかえた親父さんも、確かにターラとよく似た色合いの髪と髭ひげをたくわえており、そして、二人ともに黄おう褐かつ色しよくの肌はだをしている。

　宿場町ではポピュラーなカラーリングであったので、そんな相そう似じは気にも留めていなかった。

　というか、ルウ家の人々などは見事にバラバラな髪や瞳の色をしていたから、この世界ではどこまでそういった色しき彩さいが遺伝されるのだろう、とか思っていたぐらいなので、よけいに気にしていなかった。

　何にせよ、二重の再会である。

　親父さんは立ち上がり、頭に巻いていた白い布を取り去ると、少し白しら髪がのまじったもしゃもしゃの頭を俺とアイ＝ファに下げてきた。

「あ、あ、あの、先日は、うちのターラを助けてくださったそうで……ほ、本当にありがとうございます。ど、ど、どうしても一言お礼が言いたかったので、その、こんなところにまで足を運んでいただいちまって……」

　ふくよかなお顔が、冷や汗あせでぐっしょりである。

　しかし――それほど森辺の民を恐おそれながらも、お礼を言いたいと思ってくれたのか。

「いいえ。俺たちも危あやうく衛兵に引っ張っていかれそうになったんですけど、ターラが証言してくれたこともあって、罪に問われずに済んだんです。こちらこそ、娘さんには大変お世話になってしまいました」

「い、い、いや、とんでもないことで……」

　さっきの宿屋の親父さんよりもうんと大柄で、顔つきなんかもけっこう豪ごう放ほうそうである。アリアを自分で作っているという話であったから、半商半農の暮らしなのだろう。

　こういう生きつ粋すいのジェノスの現地人こそ、もっとも森辺の民を恐れているということなのかもしれないが――こんな姿をいつまでも娘さんにさらさせてしまうのは、忍しのびなかった。

　ターラもさっきから不思議そうにきょとんとしてしまっている。

「……あなたの娘が危険な目に遭いそうになったのは……」

　と、いきなりアイ＝ファが口を開いた。

「ひっ！」と親父さんが、ターラの肩をつかんで後ずさる。

　ターラも、ちょっと不安そうにアイ＝ファのほうを見た。

「……私が分別なく、酔すい漢かんを叩たたきのめしてしまったのも原因なのだ。足もとに彼女がいるのはわかっていたのだが、刀を抜いた不ふ埒らち者ものを一刻も早く制圧するべきだと思い、殴なぐりつけてしまった。このアスタが駆かけつけていなければ、彼女は男の下した敷じきになり、怪け我がを負っていたかもしれない」

　そしてアイ＝ファは、静かに頭を下げた。

「私の配はい慮りよが足りていなかった。その点については謝罪させていただきたい」

「い、い、いや、その……」

「親父さん。そんなに警けい戒かいしなくても、こちらの方々はそんな粗そ暴ぼうな方たちではないですよ。さきほども酔っ払ぱらいに汚きたない言葉をかけられてしまったのですが、僕ぼくのほうが先に頭に血を上らせてしまったぐらいなんですから」

　と、にこにこ顔の少年が取りなすように言った。

　頭に血を上らせた――ようには、思えなかったのだが。

「そして、もしかしたらこちらのアスタという方はこの付近に露店を出すことになるかもしれません。そうなったらご近所さんなのですから、今の内にわだかまりは解いてしまっておいたほうがいいと思います」

「えっ！　アスタおにいちゃん、お店を出すの!?」

　親父さんではなく、ターラのほうが過か敏びんに反応した。

「いや、まだ決まったわけじゃないんだけど……出すとしたら、このあたりになるのかな？」

「はい。あちらの通りはもう一いつ杯ぱいですからね。新参なわけですから、まずはこの北の端からの開始となるでしょう」

「ふうん。親父さんも新参なんですか？」

「え？　い、いや、俺はもう二十年の昔からここに居い座すわってるよ。賑やかな中央に行くには、仕切り屋どもに心づけを渡さなくちゃならないから、俺は大人しく引っ込んでるだけさ」

　だいぶ目を白黒させていたが、それでも親父さんも懸けん命めいに気を張ろうとしている様子に見受けられた。

　やっぱり、根はそんなに悪い人間ではないのだろう。

「まだ本当に店を出すかはわかりませんが、もしも決定したら、よろしくお願いします。そのときは、こちらから食材を購入させていただきますね」

「な、何の店を開くんだい？」

　そうか。これはカミュア＝ヨシュと無関係なジェノスの住人から意見を聞く貴重なチャンスなのかもしれない。

　実はそのチャンスすらも、カミュア＝ヨシュのお膳ぜん立だてなのかもしれないが――とか考えるのは、あまりに人が悪いだろうか？

　とにかく、市場調査だ。

「実はですね。ギバの肉の料理を売りに出そうと考えているのです。……親父さんは、どう思われますか？」

　親父さんは、きょとんと目を丸くした。

「そ、そんなもの……売れないだろう？」

　ふむ。

　相当に驚いている、というか呆あきれているようなお顔だが、嫌けん悪お感などは感じられない。

　とりあえず、商店街のど真ん中で「タランチュラ料理の店を出します」みたいな行為には当たらないらしい。

「周りの人たちは気味悪がったりしませんかね？　自分の店の近くでそんなものを売るな！　とか思いませんか？」

「べ、別にそんなことは、俺たちが決めることじゃない。……ただ……」

「ただ？」

「く、臭くさいのは、困る」

「特別に臭くはないですよ。ギバの肉が臭いというのは、実際に食べたときに感じられる風味のことなのでしょうし、なおかつ、きちんと調理されたギバの肉は、食べても臭くはありません」

「ギバって、畑を荒あらす悪い動物でしょ？　そんなのが、美味おいしいの？」

　ターラのほうは、何だか興味しんしんのご様子だった。

「悪い」と感じるのは人間の都合であり、ギバ自身に罪はないのだよ……などという説法はこの際、無用であろう。

「どうだろうね。俺おれにとってはものすごく美味しいんだけど、こればっかりは個人の好みだからね。クセが強いのは確かだから、嫌いやがる人は嫌がるかも」

「ふうん。すごいなあ。ターラも食べてみたいなあ」

「ば、馬鹿、お前……」と言いかけて、親父さんがまた目を泳がせる。

「すみません。今さらですが、自己紹しよう介かいをしていませんでしたね。俺は森辺の集落のファの家でお世話になっているアスタという者で、こっちはファの家の家長アイ＝ファです。良かったら、親父さんのお名前も聞かせていただけませんか？」

「……お、俺はドーラだ」

　ターラにドーラか。覚えやすいようなそうでもないような、だけどその風貌には似合った名前であるように感じられた。

「ドーラの親父さん。俺たちはまだ店を出すかどうか迷っているんです。全然売れないで大赤字になるのも困ってしまうし、それより何より、それで宿場町のみなさんを混乱させてしまったら申し訳が立たないですからね。なので、もし良かったら、親父さんの正直なご意見を聞かせていただけませんか？　そんな店を出されるのは困る、とか、そんな料理は誰も食べるはずがない、とか。そういう意見も参考にして、俺たちは店を出すかどうか決めたいんです」

「み、店を出されて困ることはないよ。おかしな臭いとかがしなければそれでいい。……あ、あとは……もめごとは困るってぐらいで……」

　語ご尾びがごにょごにょと消えてしまう。

　だけど、きちんと答えてくれている。

　きっと普ふ段だんはあけっぴろげで豪放な性格をしていらっしゃるのだろう。「アリアが腐くさっている」と告げたときの怒いかりっぷりでも、それは察せられる。

「もめごとですか。俺が店を出したら、難なん癖くせをつけてくる町の人とかもいるのですかね？」

「も……森辺の民に、難癖なんて……」

　ごにょごにょ。

「どうなのでしょうね。実際さっき宿屋で難癖をつけられたばかりなので、ちょっとそっち方面も心配なんですよ、俺は」

「そ、そうなのか？　俺には考えられないな」

　親父さんは、たいそう森辺の民を恐れてしまっている。

　さっきの連中からは、蔑さげすみの感情しか見いだせなかった。

　同じ環かん境きよう下においても、やっぱり人の気持ちはさまざまということか。

　そして――ターラは「食べてみたい」と言ってくれている。

　さっきからアイ＝ファのことをチラチラ見ているし、この怖こわそうなお姉さんは本当はどんな人なのだろうと探さぐっている感じだ。

「では、料理に関してはどうでしょう。ギバの肉なんて死んでも食べたくない、とか思いますか？」

「か、金を出してまで食べたいとは思えないな。とにかく、ギバの肉は臭くて固いと言われているんだから。わざわざそれを確かめたいとは思わない」

「無料なら、食べていただけますか？」

「ど、どうしてもと言うのなら……」

「気持ちが悪い、汚けがらわしい、とかは思いません？」

「べ、別にギバはムントやギーズみたいに腐ふ肉にくをあさるわけではないんだろう？　ギバは、俺たちの畑を狙ねらう、憎にくい動物だ。ただそれだけだ」

　そして親父さんは、意を決したようにアイ＝ファを見た。

「お、俺はだから、身体を張ってギバを退治してくれているあんたたちに、感謝や尊敬の念も抱いている。だけど、あんたたちは……あ、あんたたちは……凶きよう悪あくなギバを喰らって、凶悪な力を手に入れた。そんな風に思っている年寄りは多いし、それに……」

　親父さんの目に、恐きよう怖ふとは違う感情の色がちらついていた。

　これはもしかして――怒りの感情なのではないだろうか？

「……それに、実際、森辺の民は非道な真似もしでかしている」

　アイ＝ファは、静かに親父さんを見る。

　親父さんの黄褐色の顔は、血の気が下がって、わなわなと震ふるえ始めていた。

「の、農作物を奪うばい、旅人を襲おそい、町の娘をかどわかす……森辺の住人のすべてがそうではないんだろうが、そういう輩やからがいるのも事実だ。実際、あんたが道みち端ばたでぶちのめしたっていうのも、そういう輩なんだろう？　そういう連中がいる限り……」

　あんたたちとは、わかりあえない。

　そういう言葉でも続けるつもりだったのかもしれないが、後は言葉にならなかった。

　アイ＝ファは、ゆっくりと首を横に振る。

「私の身に恥はずるところはない。……私に言えるのは、それだけだ」

　否定は、しないのか。

　農作物を奪い、旅人を襲い、町の娘をかどわかす――あいつらは、そこまでのことをしているというのか。

　俺はもう、怒おこるのを通りこして気が遠くなってしまいそうだった。

　どうして同じ森辺の民で、そこまでの格差が生まれてしまったのだろう。

　アイ＝ファやガズラン＝ルティムのような人間だっているのに、あいつらは――族長筋のスン家の人間は、どうしてそこまで落ちぶれることができたのだろう。

　本当に、真しん剣けんに、心の底から理解できない。

「町の人間でも、森辺の人間でも、けっきょく色々な人がいるということですね」

　その少年の声に、俺は愕がく然ぜんと振り返った。

　レイト少年は、この期に及およんでも、まだにこにこと笑っていたのだ。

　やっぱりこの少年はあのカミュア＝ヨシュの弟で子しなのだなと再さい認にん識しきさせられる。

「さて。僕はそろそろカミュアのもとに戻もどらなくてはならないのですが、お二人はどうされますか？」

「ああ、帰るよ。これ以上商売のお邪じや魔まをしちゃ悪いし。……ドーラの親父さん、どうもありがとうございました」

「いや……」

「それでは、失礼いたします。アスタにアイ＝ファ。僕もギバの料理はすごく楽しみにしているので、どうぞ頑がん張ばってくださいね！」

　けっきょく――最終的に、俺の心は千々に乱れるばかりであった。
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　それからおよそ一時間後、俺たちは再びルティム家の前に立っていた。

　馬鹿でかい鉄鍋を二人で掲げ持ちながら、である。

「おお、どうしたのだ、アイ＝ファにアスタ！　そんな鉄鍋をぶら下げて！　もしかしたら俺の家に料理をふるまいに来てくれたのか!?」

「ダン＝ルティム！　もう森から帰られていたのですか？」

　まだ中天を過ぎて三時間ばかりしか経過していない。が、ルティムの家長はすでにマントも刀も外した身軽な格好で俺たちを出で迎むかえてくれた。

「どうにも最近、ギバどもが多くてなあ。今日分の角と牙きばは得られたし、分家の若い衆しゆがちいとばっかり手傷を負ってしまったから、早々に引き返してきたのだ！　で、今日は何をふるまってくれるのだ？」

「いえあの、俺たちはガズラン＝ルティムにお話があって訪ねてきただけなのですけれども……」

「何だそうなのか」と家長殿どのは丸く張はり詰つめた肩をがっくりと落としてしまった。

　禿とく頭とうで、褐かつ色しよくの顎あご髭ひげをたくわえており、太たい鼓こ腹ばらがどどんと突き出ている。アラビアの魔ま神じんか布ほ袋てい様でも彷ほう彿ふつとさせるルティム本家の家長ダン＝ルティムは、本日もご壮そう健けんのご様子だった。

「ダン＝ルティムもいらしたのなら、一いつ緒しよにお話を聞いていただいたほうがいいかもしれません。実はちょっと、ご相談したいことがあるのです」

「それはまあ、お前さんたちの相談に乗るのはやぶさかではないが……」

　と、幼い子供のように唇くちびるをとがらせる。

　うちの家長の十八番おはこを奪うのはご遠えん慮りよ願いたいところである。

「ああ、アスタにアイ＝ファ。やっぱりいらっしゃいましたか。カミュア＝ヨシュとの話し合いはいかがでしたか？」

　その背後から、風ふう貌ぼうの似ていないご子息も現れる。

　俺は慌あわててそちらに頭を下げてみせた。

「一日に何度もすみません。あの、アマ・ミン＝ルティムは――？」

「他ほかの女衆とともに、ルウの家に行ってしまいました。一日も早く美味なる料理を作る技術を習得できるように、と。おかげで私はほったらかしです」

「はあ、それはまた……」

「ですから、気き兼がねはいりません。どうぞお上がりください。……問題はありませんよね、家長？」

「うん……」

　うんって。

　幼児化が止まらないルティムの家長殿である。

　そんなこんなで、俺とアイ＝ファは刀とついでに鉄鍋も預けて、再びルティムの客人となったのだった。




「――とまあ、だいたいそのような感じなのですが」

　今回の話も、長かった。

　ガズラン＝ルティムは「ふむ」と腕うでを組む。

「それではやはり、カミュア＝ヨシュの印象は変わらない、ということなのですね。ただし、そういった言動の裏には、森辺に対する強い愛着――あるいは執しゆう着ちやくしか感じられず、アスタたちを騙しているような気配はない、と」

「はい。それに加えて、宿場町の様子も念入りに調査してみました。これなら確かに、店を出しても大きな問題は生じないし、それなりに成功させることも可能なのだとは思います。……その果てに、ギバ肉そのものに商品価値を付ふ与よさせることができるかどうかまでは、やってみないとわからないことですが」

　俺たちは、レイト少年やドーラの親父さんと別れを告げた後、さまざまな屋台に立ち寄って、さらなる市場調査を敢かん行こうしたのである。

　その結果、どの店も軽食は赤銅貨一枚から三枚の値段に定めており、一日の販はん売ばい数すうは二十食から五十食、稼ぎは中天の前後に集中する、という情報を得ることができた。

　これなら、戦える――と、俺は思う。

　ガズラン＝ルティムは、もう一度「ふむ」と言った。

「それならば、私は何の問題もないと思いますが……家長は、どう思われますか？」

「どうも思わん。なんでそんな石の都の住人が、森辺の行く末だ何だとほざいておるのだ？　石の都の住人は、せっせと石を運んで地の果てまでも道をのばしておればいいのだ。……そのようなことより、アスタよ」

　と、ぶすっとした顔で言い、上目づかいで俺を見る。

　これまた、うちの家長を彷彿とさせるおねだりのお顔つきである。

「お前さんは都の連中に食事をふるまおうとしているのに、俺にはふるまってくれないのか？」

「いえあの、ですからその件でご意見がいただきたく……俺みたいな立場の人間が、そんな勝手に宿場町などで店を開いても問題はないのでしょうかね？」

「知らん。そのようなことを決めるのはファの家長であろうが？　どうして俺なんぞの意見を聞こうとするのだ？」

「はあ。もちろんそれはその通りなのですが、店を出すという行こう為い自体が、森辺の同どう胞ほうの反感を買ったりはしないのか、それを確認しておきたかったのです。……それに、都とのやりとりについては、すべてスン家が取り仕切っているのですよね？　そこを通さずに勝手なことをしてしまっていいのか、という疑問もありますし」

「……スン家だと？」と、ダン＝ルティムのどんぐりまなこがギラリと光る。

「あんな馬鹿どもは放っておくがいい！　何か文句でもつけてきたら、その時こそ俺たちルティムが目にもの見せてくれよう！　何だ、お前さんはスン家に刃やいばを向ける心づもりなのか、アスタよ？」

「そんな嬉うれしそうな顔をしないでください！　そういった騒そう乱らんの火種にはなりたくないから、こうしてご相談しているんです！」

「何だ、つまらん」と、ダン＝ルティムはまた無気力モードに突とつ入にゆうしてしまう。

　ガズラン＝ルティムは、何事もなかったかのように「その点については心配ありません」と言った。

「スン家が取り仕切っているのは、あくまでジェノスの城とのやりとりだけです。あの石塀の中で店を開くという話ならばスン家を通す必要がありますが、宿場町なら問題はないはずです」
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「そうですか。……しかし、本当にこんな素っ頓狂な話が、森辺の禁きん忌きやしきたりに反したりはしないのでしょうかね？」

「それも問題はありません。むしろ我々はモルガの山の恵めぐみを収しゆう穫かくすることも、自ら畑を耕すことも禁じられ、ただひたすらギバを狩ることに専念する、という約定のもとに、この森辺に住まうことを許された身なのですから。逆に言えば、我々はギバを売ることしか、石の都には許されていないのです」

「なるほど……」

「そして、アスタよ。直接関係はないのですが。ルティムは今、少しだけ困った状じよう況きように陥おちいってしまっているのです」

「え？　どうしたのですか？」

「肉が――減らないのです」

　その精せい悍かんな面に浮かんだ笑えみは、珍めずらしく苦笑であるようだった。

「ルウの集落はあの宴うたげで大量の肉を使うことができたのでしょうが、こちらではそういった機会もありませんでしたので。一日におよそ二頭ずつ血ち抜ぬきと解体をほどこしていたら、もう分家の貯肉室までそれらの肉で満たされる結果となってしまいました。これでは、明日以降はすべての肉を森に置いてきてもかまわないぐらいなのです」

「ああ……それはもちろん、そうなりますよね」

　ファの家にだって、アイ＝ファが仕留めたギバの肉がありあまっている。ピコの葉に漬つけても半月か、長くても二十日ていどしか保存はきかないので、最終的には大量の燻くん製せい肉を作ることになり、それらもまったく減る様子がない、というのが現状だ。

「この肉を銅貨に換かえることができれば、確かに暮らしは豊かになることでしょう。それに――きちんと加工すれば美味うまくなるとわかった肉をみすみすムントの餌えさにしてしまうのも、惜おしい話です。血抜きに失敗したギバの腐肉だけでも、ムントの腹は十分に満たされるでしょうから」

「明日からも血抜きはするぞ！　肉はあまってもあばら肉には限りがあるのだからな！」

　でろんと弛し緩かんしたまま、家長がわめく。

　その息子むすこは、まだちょっと苦笑気味の顔のままうなずいた。

「……となると、明日からはあばら肉以外をすべて森に捨てることになりますね。血抜きをして、内臓を抜いて、きちんと加工できた足や肩や背中の肉を」

「うわあ、それは勿もつ体たいないですね！」

「はい。ですがそれを、他の家の人間に配ることもできません。そのようなことをしたら、それこそ力のない氏族が牙や角をあきらめて、肉ばかりを食べるようになってしまうかもしれませんので」

　と、ガズラン＝ルティムが少し表情を引き締しめて、身を乗り出してくる。

「アスタ。私たちはあなたから学んだ技術を、これからミンやレイといった他の眷けん族ぞくにも伝えていく心づもりです。さらにその末には、森辺の民たみのすべてがこの知識を得るべきだと、私は考えています」

「え？　スンの家もですか？」

「無論です。それで彼かれらがギバ狩りの仕事に精を出すようになれば、それが最高の結果なのでしょうから」

　そうだった。どうにもまだ森辺の一員になりきれていない俺には、スン家を「許されざる敵」としてしか認識できないでいる。

「しかし、現状でそうしてしまうのは、危険です。スン家のように力のある氏族ならまだしも、スンにもルウにも属さない小さな氏族の者たちには、まだこの知識を与あたえるわけにはいかないでしょう」

「え？　何な故ぜですか？」

「それは、肉が美味すぎるからです。これまでは胴どう体たいの肉など食えたものではない、と打ち捨ててきた小さな家の民たちが、この胴体の味を知ってしまったら――ギバがなかなか狩れぬのなら、牙や角はあきらめて肉だけを食べていればいい、という己おのれの弱さに負けてしまう危険性があります」

　そんなことが、ありうるのだろうか？

　胴体の臭い肉を食べるのが嫌だから、必死になって多くのギバを狩ろうとする人々がいたとして。その、張り詰めた気持ちを、「美味い肉」の存在が断ち切ってしまう結果に――なりうるのだろうか？

　なりうるのかもしれない。

　このガズラン＝ルティムがそう言うからには、その可能性は、少なくともゼロではないのだろう。

　そして、狩人かりうどならぬ俺にそんな人々の弱さを責めることなどできようはずもない。

「私が思うに、それこそが知識の毒なのではないでしょうか」

「知識の毒、ですか――」

「はい。強い薬を使い過ぎれば毒となる。アスタの力が毒となりうるとすれば、それはこういう場合なのだと私は考えます」

　その言葉に、俺の心臓がはねあがる。

　俺の力が、毒に――

「だから私は、まだこの知識を眷族以外の小さな家には明かしてはならないと考えます。しかし、ギバの肉が宿場町で銅貨に換えられるようになれば、そういった人々も肉を売って、アリアやポイタンを得ることができます。そうして正しい食事をして、正しい生活に身を置けば、狩人としての力を高めることにもなりましょう」

「はい……」

「そうすれば、アスタの力はあまねく薬となすことができます」

　と、ガズラン＝ルティムは力強く笑った。

「ですから、もしもアスタとアイ＝ファが自分の道を見み出いだし、宿場町に店を出す決断をしたときは、私は誰だれよりもその成功を望むでしょう。そして、そのための協力を惜しむこともありません。――友として」

「ありがとう……ございます。今夜一晩考えて、結論を出したいと思います。結論が出たら、まずはあなたにお知らせします、ガズラン＝ルティム」

　こんな大人物に友などと呼ばれる資格が、俺なんかにあるのだろうか。

　その資格がないのだとしたら、その資格を得るために頑張りたい、と思う。

（それにしても、ガズラン＝ルティムの存在が自分の中でここまで大きくなるなんて――初めて顔を合わせたあの夜には想像もしていなかったことだよな）

　これもすべては、人の縁えん。アイ＝ファとの出会いがリミ＝ルウとの出会いをもたらし、さらにはルウ家の一族と、このガズラン＝ルティムやダン＝ルティムとの出会いをもたらした。

　そして、カミュア＝ヨシュもまた――

　あの男の存在を薬となすか、毒となすかは、まず俺とアイ＝ファの決断にかかっている。

　あとはアイ＝ファと話し合おう、と俺は肚はらをくくることができた。

「本当にありがとうございます。あなたに話を聞いてもらえて良かったです、ガズラン＝ルティム」

「あなたにそう言っていただけるのは誇ほこらしいことです、アスタ。……もうお帰りですか？」

「はい。一日に何度もお邪魔して申し訳ありませんでした」

「何だ、本当に帰ってしまうのか！」と、ダン＝ルティムが雄お叫たけびをあげる。

「もう日が落ちるまでそれほどの時間もないのだぞ？　ファの家は遠いのだろう？　いっそこのルティムの家で夜を明かしていけばよいではないか！」

「いえ、さすがにそこまでは……」と言いかけて、俺も少し我に返った。

　ここから家までは一時間以上もかかる。それでもまだ夕暮れまでに猶ゆう予よはあろうが、ポイタンを天日で乾かん燥そうさせる時間はとれないかもしれない。

　そして、ヤマイモのようなギーゴを使うか、あるいは時間をかけてシチューでもこさえない限り、俺はまだ液状ポイタンを食べやすく調理するすべを有していないのだ。

「アスタ。ルティムの女衆もまだルウの家から戻ってこないようです。そして、女衆はまだ昨日からルウ家に通い始めたばかりで、そこまでの技術は習得できていません。……もし良かったら、今こ宵よいのかまどの番をあなたに預かっていただくことはかないませんでしょうか？」

　俺と父親のどちらの顔色を見てとってか、ガズラン＝ルティムまでそのようなことを言い出した。

「……それではちょっと、家長と相談させてください」

　俺はなるべく厳げん粛しゆくな顔を作り、またアイ＝ファの耳もとに口を寄せる結果になった。

「アイ＝ファ。今日はこのまま家に帰ると、ひさびさに生粋のポイタン汁じるをすすることになるかもしれない」

　アイ＝ファもまた厳しい表情をしたまま一つうなずき、俺の耳に口を寄せてくる。

「やだ」

　こうして俺たちは、めでたくルティムの家のかまど番を預かることに相成ったのだった。




６




　意外なことに、ルティム本家はそれほどの大所帯ではなかった。

　本家に住まっているのは、ダン＝ルティム、ガズラン＝ルティム、アマ・ミン＝ルティムの三名を除くと、あとは先代家長のラー＝ルティムに、末妹のモルン＝ルティムの二名しか存在しなかったのである。

　ただし、ダン＝ルティムが子宝に恵まれなかったわけではない。ガズラン＝ルティムとモルン＝ルティムの他に一名の息子と二名の娘むすめがいたのだが、それらはいずれも伴はん侶りよをなして本家を出た後であったのだ。

　次じ兄けいはすぐ隣の家で妻と二名の子と暮らし、娘たちはそれぞれ分家とレイの家に嫁とついでいったらしい。アマ・ミン＝ルティムが嫁いでくるまでは、わずか四名の家人しかいなかったわけだ。

　で、ルティムの集落は全体的に女手が不足気味であるため、かまど番を始めとする日々の仕事は、本家も分家も隔へだたりなく手を取り合ってこなしているのだそうだ。

「ルティムの家人二十五名の内、女衆は十一名ですからね。普ふ通つうはわずかなりとも女衆の数がまさるものであるのですが」

「それだけルティムの男衆はしぶといということだわい！　そしてルウの本家は嫁よめ入いり嫁取りが遅おそすぎる！　七名も子がいていまだに嫁を取ったのが長ちよう兄けいのみとはどういうことだ！」

　ルティム家の食しよく卓たくは、賑にぎやかだった。

　まあ、おもに騒さわいでいたのは家長殿であったわけだが。

　先代家長ラー＝ルティムは、あの婚こん儀ぎの折に一族を率いていた長身痩そう躯くの老人で、これがルティムの最長老なのだという。年ねん齢れいは、七十に届かないぐらいだろう。禿頭で白い髭を長くのばしており、鷹たかのように鋭するどい眼まな差ざしを有している。――この人物が、かつてジバ婆ばあさんの娘を娶めとった人物である、ということだ。

　末妹のモルン＝ルティムは初顔で、年齢は十五歳。ちょっと丸っこい体格をして愛あい嬌きようのある顔立ちをしており、まあ、言っては何だが少し親父さん似かもしれない。十五歳にして、将来はいいおっかさんになりそうな風格がたっぷりだ。

　最長老は寡か黙もくであったが、その他の人々は気さくで接しやすく、そして家長がけたたましい。ルウ家のように張りつめたところのない、実に和なごやかな晩ばん餐さんだった。

「今日はポイタンの焼き方を学んできたのですけれども、家では焼く時間がなかったので助かりました。アスタ、アイ＝ファ、ありがとうございます」

　朝方にも挨あい拶さつだけは交かわしたアマ・ミン＝ルティムが、いつもの穏おだやかな感じで笑いかけてくる。

　もともと涼すずやかで清せい楚そな印象のアマ・ミン＝ルティムであったが、婚儀を終えて、何だか柔やわらかさを増した感じがする。ますます同世代という感じがしない。

　それに彼かの女じよは、頭の上で結ゆっていた黒こつ褐かつ色しよくの髪を、首の後ろですっぱりと切りそろえてしまっていた。ちょっと森辺では珍しいぐらいの大だい胆たんなショートヘアである。

　そして、その太くも細くもない健康的な肢し体たいを包みこんでいるのも、既き婚こんの証あかしである大きな一枚布だ。

「いやあ、美味かった！　あばら肉はいつでも美味いが、やっぱりこの焼いたポイタンというのは格別だな！　こいつを食べたらもうただ煮に込こんだだけのポイタン汁などは咽喉のどを通らんわ！」

　むろん、そうであるからこそ、俺とアイ＝ファもルティムのかまど番を預かる段と相成ったのである。

　ともあれ、あばら肉とモモのステーキ、焼きポイタン、ギバとアリアとプラのスープという晩餐を、無事に終しゆう了りようすることができた。

　その後は、少し世間話を続けた後、家人はおのおのの部屋に戻っていく。

「アイ＝ファ、アスタ、部屋は二つほど余っていますが、同じ部屋でよろしいのでしょうか？」

「はい。色々と話し合うこともありますので」

　と、ナチュラルに答えてしまった俺であるが、その部屋に案内されると、ちょっと、何かがひっかかってしまった。

　調度らしい調度もない、六畳じようていどの四角い部屋。

　足もとはやはり毛皮が敷きつめられているが、室の奥おくにある布の敷しき物ものが、その違い和わ感かんの正体であったのだろうか。

「あ、寝しん具ぐがもうひと組必要ですね。持って参ります」

　案内をしてくれたモルン＝ルティムがそう言うと、アイ＝ファは「べつだん、かまわない」と応じたものだ。

「普段から寝具は使っていないので、これで問題はない」

「そうですか。では、失礼いたします」

　にっこりと微ほほ笑えみ、モルン＝ルティムは去っていく。

　俺たちにあてがわれたのは右側の一番奥の部屋で、一つの空室をはさみ、手前側が新しん婚こん夫ふう婦ふの部屋である。

「あー……何だか、おかしな感じだな？」

「何がだ？」とアイ＝ファはさっさと入室し、広間から借りてきた燭しよく台だいを窓辺に置いた。

　で、寝具の上に腰こしを下ろす。

　寝具は窓まど際ぎわに敷かれていたので、至し極ごく自然な立ち居振ふる舞まいである。

　俺は後ろ手で戸板を閉め、アイ＝ファの正面、毛皮の敷きつめられた床ゆかに陣じん取どった。

　個室。

　寝具。

　人の家。

　何だろう。アイ＝ファとの距きよ離り感はいつもと同一であるはずなのに、妙みように心しん拍ぱく数すうがあがってしまう。

　とりあえず、「平常心」という言葉を手の平に書いて、飲み込んでおいた。

「何をしているのだ？」とアイ＝ファにいぶかられたが、まあ答えられるわけはない。

「さあ、二日がかりで色んな情報をためこむことになったわけだけれども、最終的に、アイ＝ファの気持ちはどんな感じだ？」

　アイ＝ファはちょっと考え深げな面おも持もちで、長い髪をほどき始める。

　その金きん褐かつ色しよくの髪をさらりと肩や胸の上まで流し落としてから、アイ＝ファは言った。

「私は……問題ないと思う」

「そうか」

「ああ。たとえ失敗したところで、失うのは銅貨だけだ。それぐらいの損失は、私がギバを狩かって補ってみせる。――幸い今は、呆れ返るぐらいにギバを狩れる時期でもあるしな」

「ふむ」

「唯ゆい一いつ、心にひっかかるのは、それを言い出したのがあのカミュア＝ヨシュという男である、ということだけだ」

「やっぱりあのおっさんは、信用ならないか」

「信用ならない、というよりは――理解できない。考えも気持ちも読み取れない。話せば話すほど頭が混乱してくるようだ」

　そしてアイ＝ファは、少し不安そうな目つきで、身を乗り出してきた。

　反射的に身を引きそうになり、あやういところで踏ふみとどまる。

　別にアイ＝ファは不自然なほど接近してきたわけではない。これで俺おれが身を引いたら、アイ＝ファは不ふ審しんがるか不ふ愉ゆ快かいな思いをするだろう。俺だったら、たぶん傷つく。

　しかし、いまだに胸の中が落ち着かない。

「あの男は、自らギバの肉を口にした。そのような都の住人は、初めて見た。私は非常に驚おどろくのと同時に、これでこの男に対する不審感も多少はやわらぐのではないかと思ったが――私の中の不審感は、やわらぐどころか増していくばかりだった」

「そうか。そのへんの感覚は、やっぱり俺にはよくわからないな。だけどまあ、理解できないっていうのは、よくわかる。信用できないんじゃなくて理解できないっていうのは、確かにぴったりの表現かもしれない」

「アスタもそのように思うのか？」

「ああ。そう思うな」

「そうか。……良かった」と、アイ＝ファはほっとしたように息をついた。

　あんまり普段は見せない表情である。

「お前がそのように考えていないとしたら、私はお前のこともわからなくなってしまっていたかもしれない。……だから、良かった」

「そ、そうだな。だけどまあ、ドーラの親おや父じさんやガズラン＝ルティムの話を聞く限り、店を開くという行為そのものに大きな問題はなさそうだ。あのカミュア＝ヨシュがどういう心情であれ、俺たちは自分の好きなようにふるまってもいい……ってことになるのかなあ？」

「それは別に、最初からそう決まっている。私たちが何をしたところで、すべての責任をかぶるのは私たちだけなのだから」

「ふむ。だけど、俺が店を開くことによってアイ＝ファに迷めい惑わくがかかるのは嫌だぞ、俺は？」

　すると、ひどく穏やかであったアイ＝ファの顔に、うっすらと不ふ機き嫌げんそうな色が浮うかんできた。

　このほうがアイ＝ファらしくはあるのだが。俺は何か失言をしてしまったのだろうか。

「アスタ。お前は私の狩ったギバの肉と、この牙や角で得た食しよく糧りようで作った料理を売るのではないのか？」

「ああ、今回ばかりは俺も出資するつもりだけど。もちろんアイ＝ファの力抜きではできない話だよ」

「それならば、何故お前と私の立場を分けて考えるのだ？」

　怒っているというよりは、何かをもどかしがっているような表情にも見えた。

　その青い瞳ひとみも、どの感情を発はつ露ろさせるべきか迷っているようにゆらめいている。

「婚儀のかまど番に関しては、お前がガズラン＝ルティムたちと個人として結んだ約定だった。しかし、このたびの話はファの家の家人として取り組む心づもりではないのか？　お前は今回も、一人ですべてを背負い込むつもりなのか？　ならば何故――お前はファの家人の名を標ひよう榜ぼうしているのだ？」

「ご、ごめん。何か他人行ぎよう儀ぎっぽく聞こえてしまったかな？　ほら、俺は異国の生まれだから、家族ってものに対する接し方が、きっと森辺の民とは少しずれてるんだよ。アイ＝ファの存在を軽かろんじているつもりは、全然ないんだ」

　さきほどまでの気き恥はずかしさなどはかなぐり捨てて、俺も思わず身を乗りだしてしまった。

　三十センチばかりの空間を隔てて、アイ＝ファがじっと、探るように俺の瞳を覗のぞき込んでくる。

「……お前の喜びは、私の喜びだ」

「ああ」

「お前の苦しみは、私の苦しみだ」

「うん」

「そうでなければ、何のための家人なのだ？」

　そう言って、アイ＝ファはすっと目をそらした。

　普段の気安い感じだったら、ここで唇でもとがらせるところなのだが――その桜色の唇は、静かに言葉をつむぐばかりだった。

「それが分かちあえないのならば、家人である意味がない。お前はいったい何のために、ルティムの家に移らずファの家に居残ったのだ？」

「それは、お前と一緒にいたいからだよ。……ごめん。家族に迷惑をかけたくないっていうのは、俺の故郷じゃわりと当たり前の感覚なんだ。それがアイ＝ファを嫌な気持ちにさせるとは思ってなかった」

　何とかその悲しげな表情をやわらげたくて、俺はアイ＝ファの手を取ってしまった。

　柔らかくはないがなめらかさは失っていない指先が、ほんの少しだけ俺の手を握にぎり返してくる。

「俺だって、アイ＝ファが喜べば嬉しいし、アイ＝ファが苦しめば悲しい。根っこのところではズレていないはずだから、勘かん弁べんしてくれ。俺もアイ＝ファを嫌な気持ちにさせないよう、気をつける」

「…………」

「時間をかければ、わかりあえるだろ？　異国の生まれだろうが異世界の生まれだろうが、俺はお前ときちんと理解しあいたいんだよ、アイ＝ファ」

「……私たちに、時間などあるのか？」と、アイ＝ファは静かに言った。

「私はいつ森に朽くちるかもわからない。お前はいつこの世界から消えてなくなるかもわからない。……そんな私たちに、時間などあるのか？」

「ある。死んだり消え失うせたりするその瞬しゆん間かんまでが、俺たちの時間だ。その瞬間が訪おとずれるまで、頑張り続ければいいだけのことだろ？」

　俺が指先に力を込めると、それに呼ばれたように、アイ＝ファがこちらを見てくれた。

　まだ少し感情の定まらない目が、俺を見る。

「そんなことを気に病やんでたら、明日の心配をすることすら馬ば鹿からしくなっちまうじゃないか？　そんな生き方は、俺は嫌だ。一番大事なのが今この瞬間だとしても、明日や将来のことを二の次にしたくはない」

「そんなことは……わかっている」と、アイ＝ファが少しおかしな感じに口もとを動かした。

　笑っているような、泣いているような――自分でもまるで感情を制せい御ぎよできていないような、とても複雑で曖あい昧まいな表情だった。

「お前などに今さら諭さとされるまでもない。それがわからぬ者に狩人などつとまるか、うつけ者め」

　そしてアイ＝ファは、予想外の動きに出た。

　こつんと、俺の右みぎ肩かたに額を押おしあててきたのだ。

「お、おい、アイ＝ファ……？」

「しばらく私の顔を見るな。すぐに、戻る」

　べつだん、いつぞやのように涙なみだを流しているわけでもない。

　ただアイ＝ファは、俺の右みぎ肩かたに額を押しあてたまま、すべての動きを止めてしまった。

　その肩と、指先から、アイ＝ファのぬくもりが伝わってくる。

　長い髪かみが、あぐらをかいた俺の足もとにまで流れ落ちている。

　しばらく『贄にえ狩がり』はしていないという話であったのに、その髪の匂においは、やはり甘あまい。

　数秒後――アイ＝ファはやおら面を上げ、俺の指先もちょっと乱暴な感じで振ふりほどいてきた。

「……それでお前は、どのように考えているのだ、アスタ？」

　ずっとうつむいていたので、その長い髪が目もとを隠かくしてしまっている。

　だけど、その口もとに浮かんでいるのは、いつも通りの凛り々りしい表情だった。

「私の意見はさきほど述べた通りだ。宿場町に店を出すべきか出さざるべきか、お前はどのように考えているのだ？」

「ああ。俺は……やってみたい、と思っているよ」

　まだちょっとアイ＝ファの様子を心配しつつ、俺は正直に答えてみせる。

「アイ＝ファが言う通り、あのカミュアっておっさんのことは理解しきれない。それに、貧しい生活の苦しさっていうのも、自分で見たり体験したりしたわけじゃないから、本当の意味では理解できてないんだと思う。でも……都の連中が森辺の民を《ギバ喰くい》として見下しているのはカミュアと出会う前から腹立たしく感じていたし、ギバ肉の美味さを思い知らせてやりたいっていう気持ちもある」

「うむ」

「それに、宿場町にはターラやドーラの親父さんみたいな人たちもいる。笑え顔がおで手を取り合うような関係にはなれなくても、おたがいに歩み寄る余地はまだあると思うんだ。そういう部分でも、今回の一件がいいきっかけになればなと思っている」

　言いながら、俺はちょっと頭をかいてみせた。

「まあ、俺みたいな余よ所そ者ものが、そこまで森辺の行く末に関かかわってしまっていいのか、という疑問はあるけれど――関わるなら、いい形で関わりたい。アイ＝ファやガズラン＝ルティムみたいな人たちの賛同が得られるなら、ぜひ取り組んでみたいと思ってるよ」

「なるほど。お前はいまだに余所者気取りでいるのか。それが時として、私を死ぬほど苛いら立だたせる原因になっているのであろうな」

　そっけない口調で言って、アイ＝ファはぷいっとそっぽを向いた。

　口調や素そ振ぶりはいつも通りだが、まだ目もとが隠れているために今一つ心情がつかめない。

「お前はファの家の家人だ。森辺で暮らし、森辺に生きる、森辺の人間として、語れ」

「うん。それでも俺は、やってみたいと思っているよ。どんな結果になるかはわからないけど、自分の力がどこまで通用するか、挑ちよう戦せんしたいと思っている」

「……ならば、決まりだな」と、そっぽを向いたまま、アイ＝ファは静かに言った。

「私は今まで通りギバを狩り、肉と銅貨を準備する。お前はそれを使って、お前の仕事を果たせ」

「わかった。……死に物狂ぐるいで、頑張るよ」

「ふん。ただし、町の人間にふるまう料理のために、かまど番の仕事をおろそかにするような真ま似ねは許さぬからな？」

「ふるまうんじゃなくて、売りつけるんだけどな」

　アイ＝ファが普ふ段だん通りに立ちふるまおうとしているなら、俺おれもそうしよう。

　そう思って、俺もことさら明るい口調で答えてみせた。

「それに、いざ挑戦するとなったら、考えることが山積みだよ。どんな料理にするかはもちろん、食材費の計算とかもきちんとしなくちゃならないし、料理や鉄てつ鍋なべなんかをどうやって宿場町まで運べばいいのかってのも難題だ。言うほど簡単な話じゃないぞ、これは」

「何だ、すでにそのようなことにまで考えを巡めぐらせていたのか。最初からお前は誰に何を言われようと店を出す心づもりでいたのではないのか、アスタ？」

「そんなことはないよ。でも、あれこれ空想を広げるのは楽しかった。明日はまた色々とガズラン＝ルティムに相談することになりそうだな」

「現金なやつだ」と言い捨てて、アイ＝ファは寝具の上でごろりと横になった。

　けっきょく寝具の上で寝ねるのかと、俺は苦く笑しようする。

「まあ俺もちょっと考えをまとめておくよ。挑戦するからには、絶対成功させてやりたいしな」

　俺も敷しき布ふの上で身体をのばそうとしたら、真上を向いたまま、アイ＝ファが「アスタ」と呼びかけてきた。

「何だ？」と応じると、半身を起こして寝具に肘ひじをつき、少しばかり壁かべぎわに引き下がる。

「案外、この寝具というやつは柔らかくて寝ね心ごこ地ちがいい。お前もこちらに来て、休め」

「……はい？」と俺は首を傾かしげてみせる。

　アイ＝ファは、またごろりと横になり、うーんと両りよう腕うでをのばす。

「寝心地がいいのだ。せっかく用意されているものなのだから、使っても罰ばちは当たるまい」

「い、いや、アイ＝ファは存分に使わせてもらえばいいさ。俺は毛皮さえ敷しいてあれば、それで十分だ」

「……私の言葉を信用しないのか？」

「いやいや、俺の国ではみんな寝具を使っていたよ。その寝心地の良さはよーく知ってるとも」

「だったら、来い」

「いやいやいや。二人でその寝具は小さいだろ。どうぞおかまいなく。おやすみなさいませ」

「……どうしてそのように頑かたくなに拒きよ絶ぜつするのだ？」

　と、上を向いたまま、アイ＝ファが静かにつぶやいた。

「私は何か、お前の気分を害するようなことをしてしまったか？」

「そんなことはないよ！　ただ、俺の国では親子や夫ふう婦ふでもない限り、一つの寝具で二人の家族が眠ねむることはなかったってだけのことさ」

「……ここはお前の国ではなく、森辺だが」

　あうう、と俺は口ごもる。

　わざとなのか何なのか、相変わらずアイ＝ファの目もとは長い髪で隠されてしまっており、その心情を読み取ることが非常に困難なのだった。

　もしもその瞳が、実はまだ全然平静さを取り戻もどしておらず、不安そうにゆらめいていたらと想像すると――胸が苦しくなってしまう。

　これもやっぱり、何者かが与えたもうた試練なのだろうか。

　こういう試練は間に合っているのだ、本当に！

「……それほどまでに嫌いやならば、好きにするがいい」

　アイ＝ファは身体ごと壁のほうを向いて、完全にその顔を隠してしまった。

　これは、決断の時である。

　しかし――何をどう考えたって、アイ＝ファにその、俺を婿むこにしたいとかそういう気持ちがないことはわかりきっていることなので、間ま違ちがいなどは起きようがない。

　そもそも床にこのようなものが敷かれているから意識してしまうが、普段からそこそこの至近距離で雑ざ魚こ寝ねをしている間あいだ柄がらなのである。そう思えば、普段よりも数十センチばかり距離が近づくだけのことだ。

　たったそのていどの差異をこらえることで、アイ＝ファに安心や安息を与えることができるのならば、何を迷う必要があろうか。

　俺は呼吸を整えて、可能な限り心拍数を抑おさえてから、「お邪じや魔まします」と寝具の上に這はい寄った。

　アイ＝ファは、動かない。

　あんまりその優美な後ろ姿は見ないように気をつけながら、俺はそっと寝具の上に身体を横たえた。

　確かにまあ、ほどほどに柔らかくて心ここ地ち好よい。どちらかといえば枕まくらのほうが恋こいしい俺であるが、贅ぜい沢たくなどは言っていられない。宿場町に店を出すスケジューリングに思考を飛ばしつつ、今日は早々に眠ってしまおうと、俺はまぶたを閉ざそうとした。

　その瞬間、アイ＝ファが、ぐるりと身体ごとこちらに向きなおってきた。

「……何だ、けっきょく来たのか、アスタ」

「あ、ああ。せっかくのお誘さそいだったからな」

　自分の右みぎ腕うでを枕にして横向きに寝そべったアイ＝ファが、じいっと俺の顔を見つめてくる。

　その瞳は、ちっとも悲しそうでも不安そうでもなく、ただひたすらに嬉しそうな光を浮かべていた。

「……最初から素す直なおに言うことを聞いておればよいのだ」

　とっさに軽口を返すことも難しいぐらい、アイ＝ファの顔にも素直な喜びの表情が浮かんでしまっている。

　怒おこったりすねたりふてくされたり、という部分では非常に豊かな表情を持つアイ＝ファだが、こんな顔を見せるのは珍しい――というか、出会って初めてのことかもしれない。

　俺の気持ちを大いに惑わく乱らんさせながら、アイ＝ファは静かに語り始める。

「アスタ。料理を作るという行為に関して、お前の力は計り知れない。それでも、このたびの行いが本当にガズラン＝ルティムの語るような成功を結ぶかは、誰にもわからないことであろう」

「ああ……それはもちろん、その通りだろうな」

「しかし、どのような形で終わろうとも、私の心に悔くいはない。お前はただ、今まで通りに己の力を振り絞しぼればよいのだ」

「ああ、俺だってそのつもりだよ」

「……お前の存在は、誇らしい。お前のような人間と出会い、ファの家に迎むかえ入れられたことを、私はとても嬉しく思っている」

　そしてアイ＝ファは、まぶたを閉ざした。

　ものすごく幸福そうな微び笑しようをその口もとに漂ただよわせながら。

「では、私は眠る。後の話は、明日になってから……」

　と、至極すみやかに語ご尾びが寝ね息いきへと変わっていってしまう。

　その顔は、まるで小さな子供のように幼げで、安心しきっているように見えた。

（……それは、俺の台詞せりふだってんだよ）

　そんなことを考えながら、俺はどうしてもその愛くるしくてたまらない寝顔から目をそらすことも、まぶたを閉ざすこともできず、いつまでも眠れない夜を過ごす羽目になったのだった。







第三章　思索の日
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　宿場町に店を出すことが、ファの家においては決定された。

　決定されたはいいが、まずは考えることが山積みであった。あまりに山積みすぎて、どこから手をつけていいかもわからなくなるような状態である。

　しかしそれも突つき詰つめてみると、およそ三点の問題に集約されるようだった。

　すなわち――

　一、家の仕事と両立できるのか？

　一、物資の運うん搬ぱんの手段はどうするべきか？

　一、どのていどの売り上げを目指すべきか？

　その三点である。

　まずはそれだけのことを決めないと、献こん立だてすら定められない。

　しかし実のところ、献立についてはすでにあるていどの目め処どが立っていたので、あとは逆算的にそれを実現させるための計略を立てていけばいいのかなとも思われた。




　まず、家の仕事と両立はできるのか？

　すっかり不規則な生活が続いてしまっているが、もともと俺が受け持っていた仕事は、朝方と夕暮れ前に集中している。今まで料理の勉強にあてていた中天前後の時間をそのまま営業時間と移動時間にあてれば、まあ何とかなるだろう。

　ただし、商品の下ごしらえにあまり時間を割さいてしまうと、その分、営業時間が削さく減げんされてしまうのは自明の理である。

　そこらへんは、スムーズに作業を進めるための綿密な計画が必要だ。




　次は、物資の運搬の手段。

　これが難問である。

　温かい料理を売るつもりならば、鉄鍋や薪まきを宿場町まで持ち込む必要が生じてくる。それには人手が必ひつ須すとなるが、そこでアイ＝ファを頼たよるわけにはいかないのだ。

　何せアイ＝ファには狩人としての仕事があるのだから、宿場町に常じよう駐ちゆうすることがかなわない。すると、片道で一時間もかかる宿場町への道のりを二往復もさせる羽目になってしまう。たかだか荷物持ちの仕事で、そこまで狩人としての仕事を犠ぎ牲せいにさせるわけにはいかなかった。

　となると、これは――きわめて愉ゆ快かいなことに、「アルバイト」でも頼たのむしかないだろう。

　どの道、店番が俺一人というのも頼りない話である。小用で席を外したくなることもあるだろうし、アウェイの宿場町で屋台を空にするのは危険にも感じられる。どこに森辺の民を敵視する無ぶ頼らい漢かんが潜ひそんでいるとも限らないのだから。

　ということで、最低でも一名は協力者が必要だ。




　そして、どれぐらいの売り上げを目指すべきか？

　これもなかなかの難問である。

　俺としては、赤字にならなければそれでいいのだが、ただ、のちのちの展開を考えれば、あまり安売りすることもできない。

「ギバ肉の価値を認めさせてやりたい」というのが主題の一つであるのだから、最低でも宿場町で流通している他ほかの肉と同等の価値はつけたいところだ。

　それに、そうしないと市場の相場を乱すことになる。

　あまりにギバ肉が低価格で購こう入にゆうできるようになってしまうと、他の肉屋が首をくくることにもなりかねない。

　だから、売り上げどうこうでなく、あの「キミュスの肉にく饅まん頭じゆう」と同じような価格で、同じようなサイズの、同じような商品を売ればいいのかな、という結論に達した。

　あとは採算がとれるように材料費を計算するばかりである。




　以上の考案をたずさえて、俺は朝一番でご意見をうかがうためにガズラン＝ルティムの部屋を訪れたのだが、その結果として彼かれを大いに困こん惑わくさせることになってしまったのだった。

「申し訳ありません、アスタ。私には、あなたが何の話をしているのかも完全には理解しきれないのですが……」

「え？　何がでしょう？」

「いや、言葉の意味は理解しているつもりであるのですが、採算や価格や拘こう束そく時間などと言われましても――私がそれをどうしたらいいのか、何をもってしてアスタに協力をすればよいのかがわからないのです」

　どうも、いらぬ説明が長すぎたようだ。

　確かに、営業時間や価格設定の話をガズラン＝ルティムに持ち込んでもしかたがない。それは俺が頭を悩なやませればいいだけのことである。

「すみません。そうですね。えーと、ご相談したいのはですね、店を開くには人手が必要だ、という点なのです。料理を詰めた鉄鍋を一人で運ぶのは困難ですし、店番にも協力をしてほしい。これには森辺の女衆に協力を頼むしかないと思うのですが、その時間と労力を牙きばと角の代価で買うことは可能だと思われますか？」

　すると今度は、ガズラン＝ルティムの実直そうな面に不審げな表情が浮かびあがってしまった。

　この表情も、ガズラン＝ルティムにはとても珍めずらしい。

「それはもちろん可能ではあると思いますが。しかし、宿場町に店を出すにあたっては、アイ＝ファも行動をともにするのではないのですか？」

「え？　いえ、アイ＝ファには狩人かりうどとしての仕事がありますので、それは無理なのです。アイ＝ファにギバを狩ってもらわないと、俺たちのほうこそが一文無しになってしまいますし」

「しかし、宿場町で銅貨を得れば、それでアリアやポイタンは買うことも可能ではありませんか？」

「商売に成功すればそうなりますが、失敗したら一文無しです。というか、そもそもギバを狩らないと商売で使う肉そのものも得られないわけですから……」

「それは、ルティムから提供することも可能です。昨日もお話しした通り、ルティムには使い道のない肉がありあまっているのです」

「はい。もしも商売が成功したあかつきには、それはお頼みしようと思っていました。しかし現段階で必要なのは、料理に必要な野菜を買うための銅貨なのです」

　今一つガズラン＝ルティムの真意は読み取れないまま、俺はさらに言葉を重ねた。

「宿場町でギバ肉の料理を売るというのは、とてつもなく難しい話です。十日間で一個も売れないという最悪の事態も想定しておくべきでしょう。そうしたら、アイ＝ファがこれまでに稼かせいだ角や牙もすべて失ってしまう可能性があります。ですから、アイ＝ファには狩人の仕事を続けてもらう他ない、と思っておりますし――そもそも、アイ＝ファ自身に狩人の仕事を放ほう棄きする気持ちは一いつ切さいないのです」

　俺の隣となりで、アイ＝ファもうなずいている。

　ガズラン＝ルティムは、小さく息をついてから、言った。

「そうですね。それはアスタの言う通りだと思います。あなたがたは、すべての牙や角を失うことすら覚かく悟ごして、宿場町に店を出す決意を固めたのですね。私の考えが浅はかでした。……しかし残念ながら、ルティムには他の家にお貸しできるほど、女衆の人手にゆとりはないのです。昨日もお話しした通り、ルティムは女衆の数が少ないので……」

「そうですか。ならば後はルウ家ぐらいしか相談できる家はありませんが――でも、ドンダ＝ルウの気き性しようを考えると、それもちょっと難しいですね。まあ、いざとなったら俺一人でも運搬が可能な献立を考案するしかありません」

「それは駄だ目めだ」「それは駄目です」と、二人の声がシンクロした。

「な、何が駄目？」

　まずはかたわらのアイ＝ファが怒った顔をして詰め寄ってくる。

「仮にその商売が成功したときのことを考えてみよ。お前はその身に銅貨を携えて、宿場町をうろつくことになるのであろうが？　お前には、宿場町のならず者から身を守る手段があるまい」

「え……そりゃまあそうだけど、でも、宿場町への買い出しは女衆の仕事なんだろ？　それが大だい丈じよう夫ぶなら、俺だって……」

「……お前は自分が森辺の女衆よりも強い力を有しているとでも思っているのか？」

　ガーン！　という書き文字が頭から飛び出した気がした。

　それはもちろん、ミーア・レイ母さんより重いものを持てる自信はないけれども、レイナ＝ルウやララ＝ルウに腕わん力りよくで負けるはずはない。――と、切実に信じたい。

「それは、アイ＝ファの言う通りです。というよりも、アスタが森辺の女衆より強い力を有していたとしても、危険なことに変わりはないのです」

「ど、どうしてですか、ガズラン＝ルティム？」

「森辺の民たみに対して自分から刃やいばを向ける人間など、宿場町には存在しないということです。たとえ非力な幼子であろうと老人であろうと、それが森辺の民である限り、町の人間が害をなせばどのような結末が訪れるか――それはもう、何十年も前に証し立てられていることなのです」

　ガズラン＝ルティムの口調は穏やかであったが、その内容は壮絶の一言に過ぎた。

　何か――壮絶な事件が、数十年前に起きたのだろう。

「……しかし、アスタは森辺の装束を身に纏まとっているだけで、その風ふう貌ぼうは町の人間と同一です。もしも宿場町のならず者に、あれは見せかけだけの森辺の民だと判断されてしまうと、非常に危険なことになるでしょう」

「はあ……」

「それに加えて、宿場町ではスン家の人間と遭遇する可能性もあります。私には、そちらのほうが、より心配です」

　ガズラン＝ルティムの言葉に、アイ＝ファも大きくうなずいている。

「それはもちろん、俺も考えていましたが――だけど、いくらスン家の人間でも、そんな白昼に堂々と悪逆な真似ができるものでしょうか？」

「……ドッド＝スンという本家の次兄は、その白昼の宿場町で刀を抜いたのではないのですか？　そして彼は、私の婚儀の宴うたげでも、やはり刀を抜いていました」

「それはまあ……そうなんですけれども……でも、それで本当に人間を斬ったりするのは、許されないことですよね？」

「当然です。そのような真似は、都の法においても、森辺の掟おきてにおいても許されません。必ずや己おのれの生命でもって罪を償わされることになるでしょう」

　言いながら、ガズラン＝ルティムはほとんど無意識の様子で身を乗り出してきた。

「しかし、アスタを失ってしまった後で罪人が処断されても、何一つ報われません。そのような無法者の生命とアスタの安全を引き換えにすることなど、できるわけがないではないですか？」

　ガズラン＝ルティムの苦悩に満ちた眼差しと、アイ＝ファの苛立ちに満ちた眼差しによって、俺は自分の浅はかさを思い知ることができた。

　どうやら俺は、危機感がまったく足りていなかったらしい。

「むろん、どのような無法者であれ、そう簡単に人前で取り返しのつかぬ罪は犯さないでしょう。そのようなことをすれば、自らも破滅することが目に見えているのですから。……しかし、考えてもみてください。アスタが毎日宿場町に通っていれば、どこかで人目を離はなれる瞬間が訪れます。森辺から宿場町までの道のりで、スン家の無法者が待ち伏せをすることも容易ではないですか？　もしもそのようなことになってしまったら――」

「ま、待ってください。それじゃあ仮にルウやルティムの女衆が同伴していても、危険なことに変わりはないじゃないですか？」

「いえ。今のスン家にそのような気概はありません。ルウの眷けん族ぞくに傷一つでもつけようものなら、ドンダ＝ルウはこれまでに溜ため込んだ怒いかりをすべて残らず解き放つことになるでしょうから」

　そんな風に語るガズラン＝ルティムの瞳には、今までに見たことがないほどの厳しい光が浮かんでいるような気がした。

「そのとき、スン家は確実に滅ほろびます。そしてルウの眷族も多くの血を流すことになり――遅おそからず、森辺の集落そのものが滅びることになりかねません」

「……はい」

「スン家の家長は、ドンダ＝ルウのそういった気性をよくわきまえています。だから本当は、自分の息子むすこたちがルウ家にちょっかいをかけることを忌々しく感じているはずなのです。スン家の家長が何よりも重んじているのは、現在の安楽な生活を守ることなのでしょうから」

「……それなのに、あんな風に祝しゆく宴えんに乗り込んできたんですか、あいつらは？」

「はい。家長の命めいすらおろそかにしてしまうほど、愚鈍なのでありましょう」

　この実直そうな若者がそこまではっきりと他人を罵る言葉を、俺は初めて耳にすることになった。

　何だかもう、初めてづくしの朝である。

「ですが、そんな彼らでも、森辺を破滅に導く覚悟はない、と私は見ています。次じ兄けいドッド＝スンが祝宴で刀を抜いたのも、あくまでアスタに対する威い嚇かくの行こう為いであったのでしょう。以前にもお話しした通り、ルウの眷族でないファの人間に対しては、彼らもいっそう自制を失うのだと思います」

「はい……」

「それでもアイ＝ファなら、アスタを守ることができる。ですから私は、スン家に対しても何ら脅きよう威いは感じていなかったのですが、アイ＝ファが行動をともにできないということならば――やはり、ドンダ＝ルウを頼る他ないでしょうね。ルウ家の女衆を代価で雇うことがかなえば、それだけで自然とアスタの安全は守られます」

「ええ。……ですが、本当にそれで危険はないのですか？　いや、俺のことじゃなく、ルウの女衆を危険にさらすようなことにはならないのでしょうかね？」

「なりません。――そのような事態が生じて、森辺に破滅を導くことこそを私は一番恐おそれていますので、その言葉は私の身命に懸けても誓えます」

　ガズラン＝ルティムの眼まな差ざしに迷いはなかった。

　この俺みたいな唐変木ではなく、この大人物がスン家の連中に足をすくわれることはないだろう。そう信じることができる、強い眼差しだった。

　それで俺は心を固めることができたが、俺のかたわらでアイ＝ファはまだ苛立たしげに瞳を燃やしていた。

「アスタ。どうしてお前は自分の身を守ることに、そう無頓着なのだ。お前のように非力な男を一人で宿場町に向かわせることなど、許せるはずがないであろうが？」

「あんまりそこを強調しないでくれよ。自分の非力さを痛切に思い知らされてるところなんだから……」

「それはしかたのないことです。狩人には狩人の仕事があり、かまど番にはかまど番の仕事がある。そしてルウにはルウの、ルティムにはルティムの、ファにはファの役割というものもあるのです。スン家の暴ぼう虐ぎやくを掣せい肘ちゆうするのはルウやルティムの役割であり、宿場町で店を開くのはファの役割――たとえ眷族ではなくとも、そうしてお互いに足りないものを補い合い、より充足した生を目指すのは、私にとって正しい姿だと思えます」

　そうしてガズラン＝ルティムは、ひさかたぶりに微笑した。

「そして、アイ＝ファよ。他の家を頼らず何でも自分たちだけで抱かかえ込もうとするのは、ファの家の家風なのではないですか？　自身の安全をかえりみず目的に邁まい進しんしようとする、という意味において、アイ＝ファとアスタはとてもよく似ているように感じられてしまいます」

　やっぱりガズラン＝ルティムというのは、相当な大人物なのだろう。

　何な故ぜならば――そんな言葉をかけられたアイ＝ファが、ものすごく不本意そうな表情で唇くちびるをとがらせてしまったからである。

　アイ＝ファがそんな顔を俺以外の相手にさらしてしまったのは、たぶんこれが初めてだったと思う。

　俺はガズラン＝ルティムの大物っぷりに感心するのと同時に――何というか、無む茶ちや苦く茶ちやに、その、嫉妬心みたいなものまでかきたてられてしまっていた。

　いったい自分の器うつわはどこまで小さいのかと、俺は溜ため息いきをつくばかりである。




２




　ドンダ＝ルウが目覚めるであろう中天の少し前ぐらいの時間を狙って、俺たちはルティムの家を出立した。

　新品の鉄鍋を掲かかげつつ、ガズラン夫妻との四人連れである。

「コタ＝ルウの顔が見たいので」という理由で、アマ・ミン＝ルティムが同伴を願い出てきたのだ。

「しかし、昨日だってルウの集落にはおもむいたじゃないか？」

「あれは料理の勉強で出向いたのです。コタ＝ルウの顔は見られていません」

「でも、今日だってこの後はまた料理の手ほどきをしてもらう予定なのだろう？」

「そうですよ。他の女衆は通っているのにわたしだけ通っていなかったら、わたしはルティムで一番料理の下手な女衆になってしまいます。ガズランはそれでもかまわないのですか？」

「しかし……」

「それに、こうして一いつ緒しよにルティムの家を出ていなければ、もうガズランとは晩ばん餐さんまで顔を合わせる機会もなくなってしまいます。それでもよろしければ、今からでもルティムの家に引き返しますけれど」

「別に、引き返せとは言っていないさ」

　という、彼らの貴重な新しん婚こんトークを聞きながらの三十分間である。

　ごちそうさまでしたとしか言い様がない。

　そんなこんなで、ルウの集落に到とう着ちやくした。

　まだ宴からは三日しか経過していないのに、ずいぶんひさびさな気がしてしまう。

　分家では女衆らがさまざまな仕事に励はげんでおり、俺たちの姿に気づくと、みんな手を振ったりおじぎをしたりしてくれた。

　何せ六日間もこの集落で過ごさせていただいた俺なので、気分は第二の故郷である。

「おやおやまあまあ、どうしたんだい、おそろいで！　しかも鉄鍋なんて抱えちゃってさ！　宴はもうとっくに終わってるんだよ、あんたたち？」

　本家にて、そんな風に出で迎むかえてくれたのは、ミーア・レイ母さんだった。

　驚おどろき、なおかつ呆あきれているが、その後、とても嬉うれしそうに破顔してくれる。その笑顔も、何だかすごく懐なつかしく感じられてしまった。

「ちょっとご相談があって来たんです。ドンダ＝ルウはもうお目覚めですか？」

「ああ。広間で干し肉をかじってるね。ジザやルドも一緒だよ。……それじゃあ、鋼を預かるね。鉄鍋はそのへんに置いておいてもらえるかい？」

「はい」

　アイ＝ファとガズラン＝ルティムの刀と、俺の三徳包丁がミーア・レイ母さんのたくましい腕に預けられる。

「ほい。ルウの家にようこそ。……家長、客人だよ！」

　引き戸をくぐって足を踏み込むと、家長とその息子たちは広間の真ん中で何やら顔を突き合わせていた。

「あれ？　アスタじゃん！　何だよ、どうしたんだよ！」

　ルド＝ルウが気づいて、ぴょんっと立ち上がる。

　そして、うっそりと振り返る家長と跡取り息子である。

　ご機き嫌げんは――あんまりよろしくないようだ。

「何だ、またロクでもねえ顔がそろっていやがるな。厄やつ介かい事の匂いしかしねえぞ、おい？」

　仏頂面というか野や獣じゆう面のドンダ＝ルウに、ガズラン＝ルティムが一礼する。

「恐きよう縮しゆくです。しばしお時間をいただいてもよろしいですか、ルウの家長ドンダ＝ルウよ」

「……ふん」と低く言い捨てて、ドンダ＝ルウは上座に座りなおした。

　ジザ＝ルウとルド＝ルウも、俺たちと向き合う格好で腰こしを下ろす。

「ミーア・レイ＝ルウ。わたしはサティ・レイ＝ルウとコタ＝ルウを訪ねてきたのですが、こちらにいらっしゃいますか？」

「部屋にいるよ。そうだね、小難しい話は男どもにまかせておこう」

　俺たちの刀を家長のかたわらにそろえてから、ミーア・レイ母さんとアマ・ミン＝ルティムは右側の通路に消えていった。

「まもなく森に向かう刻限でありましょうから、さっそく説明させていただきます。……実は、ファの家からルティムの家に仕事の依い頼らいがあったのですが、我わが家ではそれに応じられないため、ルウの家を頼ってきたという次し第だいなのです」

「……仕事だと？」

「そうです。――アスタ、その説明はあなたから」

「はい。実はですね、俺は宿場町で店を開こうかと思っているのです」

「はあ!?」と大声をあげたのは、ルド＝ルウだった。

「どういうこったよ！　おい、アスタ！　あんた、森辺を出ていくつもりなのか!?」

「いや、あくまで森辺の民として、ギバ肉の料理を露ろ店てんで売りに出そうと思っているんだ。……荒唐無稽な話に聞こえるかもしれませんが、そういうことなのです。それで、その仕事を手伝ってくれる女衆を一名、貸していただけないかと……そういうご相談に来たのですが」

　ドンダ＝ルウはもともと不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたので、あまり変化は見られなかった。

　ジザ＝ルウは、そうでなくても心情が読み取れない。

　そして、ルド＝ルウは――腹を抱えて笑い始めた。

「何だそりゃ？　町の人間にギバを食わせようってのか？　俺たちを《ギバ喰い》とか呼んでるあいつらに？　ほんっと面白えな、あんたって男は！　何をどうしたら、そんな突とつ拍ぴよう子しもないことが思いつけるんだよ？」

「いやまあ、話せば長くなるんだけどね。……ドンダ＝ルウは、どう思われますか？」

「……それは、貴様が考えついたことなのか？」

　ドンダ＝ルウは、いきなり核かく心しんをついてきた。

　自然、俺の背は伸びてしまう。

「考えついたのは、俺ではありません。それを勧めてくれたのは、あのカミュア＝ヨシュという石の都の住人です」

「そんなこったろうと思ったぜ。あのすっとぼけた男は宣言通り、ファの家に姿を現したってことか」

「はい。ですが、俺も彼と共謀するつもりはありません。彼がどういう思おも惑わくでそんな話を勧めてきたのかはわかりませんが、話を聞くと、それなりに現実味のある内容だと思えてきたので、それなら挑戦してみようかと思い至ったわけです」

　ドンダ＝ルウは、思ったほど激烈な反応を見せなかった。

　どちらかというと――静かに座しているだけのジザ＝ルウのほうが、ちょっとばかり不穏な圧力を発し始めたように感じられる。

「俺は彼に、ファの家で料理をふるまったのですね。そうしたら、こんなに美味うまい肉を売らないのはもったいない。この肉を銅貨に換えれば、森辺の民はもっと豊かになれるだろう。この肉の美味さを町の人間に知らしめるために、料理の露店を出してみたらいいんじゃないか――という、そんな風に話が進んだ結果なのです。それで、そんな素すっ頓とん狂きような話が可能であるかどうか、俺たちも実際に宿場町に下りて色々調査してみました」

　そうして俺は、ガズラン＝ルティムに対したときと同じように、この二日間で考えたこと、感じたことを正直に述べてみせた。

　宿場町の人々からは、それほど大きな反感は買わずに済みそうだ、ということ。

　うまくやればギバ肉の料理を売ることは可能なのではないか、ということ。

　そして、カミュア＝ヨシュの心情は理解しきれない部分が多いが、その根底にあるのは森辺の民に対する愛着や執しゆう着ちやくであり、自分たちを騙だまそうとしている気配は感じられなかった、ということ。

「何だかよくわかんねーおっさんだな。でもまあアスタの料理が馬ばっ鹿かみてーに美味いってことは確かなんだからさ！　町の連中がギバを食ってどんな顔をするのか、俺も見てみたいもんだぜ！」

「うるせえぞ、ルド」と、ドンダ＝ルウが不機嫌そうな声をあげる。

　不機嫌そうだが、やはりその表情は落ち着いたままだ。

　これは何とかなりそうかな――と、思ったとき、ジザ＝ルウが「アスタ」と低く呼びかけてきた。

「貴方あなたが町で商売をするのは自然なことだ。貴方はどう見ても町の人間なのだからな。……しかし、それならいっそのこと宿場町の人間になってしまえば、話は早いのではなかろうか？」

「はあ。ジザ＝ルウにしてみればそのように思えるのかもしれませんが、以前にもお答えした通り、俺はこの森辺が好きなんです。森辺に住むことと、町で店を開くこと、どちらかをあきらめろと言われれば、もちろん俺は店をあきらめます」

「へへ」とおかしな声が聞こえたので目線を動かすと、ルド＝ルウがあさっての方向を向きながら、笑っていた。

　何だか、無茶苦茶に楽しそうな笑顔だ。

「……俺には、茶番だとしか思えねえな」と、ドンダ＝ルウがつぶやいた。

「石の都の連中が大喜びでギバを食うとは思えねえし、ギバの肉が銅貨に換かえられるなんて馬鹿げた夢物語が実現するとも思えねえ」

「はい。俺もどれだけの成果があげられるかまでは、わかりません。それでも、挑戦してみたいと思ったんです」

　俺はちょっとだけ身を乗り出して、ドンダ＝ルウの魁かい偉いな顔を正面から見つめた。

「だけど、挑戦するには、俺とアイ＝ファの力だけでは不可能なんです。店を出すこと自体にも人手は必要ですし、それに、俺一人で宿場町まで行き来するのは危険だともたしなめられました。どこでスン家の人間に遭遇するかもわからない以上、ルウの眷族に助力を頼むべきだ、と――そこまで踏まえた上で、考えてみてくれませんか？」

「ふん……」

「俺おれの成功を信じてほしい、とまでは言いません。当たり前の話ですが、成功しようと失敗しようと、代価はきちんとお支し払はらいします。ガズラン＝ルティムと話し合い、その代価は一日に赤銅貨を六枚――大きめのギバの牙と角を一本ずつ、と定めました」

　女衆が毛皮をなめすのには、二人がかりで半日はかかるという話だった。それで得られるのは、牙と角を二本ずつと同程度の代価――赤銅貨八枚から十二枚ていどである。

　カミュア＝ヨシュはおよそ赤銅貨十枚と言っていたが、アイ＝ファたちに確認したところ、やはり牙も角も毛皮も総じてその大きさにより売り値が変わるらしいのだ。

　ということで、一人の女衆を半日借りるならば、前述の額が相場であろう、という結論に至ったのだった。

「ただし、スン家と確執のあるファの家ですから、そこだけは十分に考こう慮りよしてください。ガズラン＝ルティムは、ただルウの眷族がかたわらにあるだけで、スン家も悪逆な真似はできなくなる、と仰おつしやっていましたが、ドッド＝スンなどは酔よいにまかせて何をするかもわからない無法者です」

「そんなことは貴様に諭さとされるまでもない。……ルウの女衆をなめるなよ、小こ僧ぞう」

「家長」と、ジザ＝ルウが声をあげかけた。

　ドンダ＝ルウは、それを手で制する。

「女衆を半日貸して、牙と角を一本ずつか。それは悪い話じゃねえ。今のルウには、女衆の手もありあまっていることだしな」

「はい」

「ただし、一つだけ条件がある」

「条件――ですか？」

「あのすっとぼけた金きん髪ぱつの男と手を組んで、貴様が何か企たくらみごとをしていたら、その右腕を、もらう」

　ぞくっと背筋に寒気が走った。

　そちらを見てもいないのに、一瞬アイ＝ファのほうからまで殺気を感じてしまう。

「その約定が交わせるなら、女衆を貸してやろう」

「……俺自身には、何も企みごとなどありません。ただ、あのカミュア＝ヨシュという人物が何を企んでいるかまでは、俺にもわからないのですが」

「あの男が何か企んでいたのなら、あの男の首を刎はねるだけだ。そして、貴様がその片棒をかつごうとしていたなら、その右腕をいただく」

　重苦しい静せい寂じやくがたちこめた。

　俺は、ごくりと生唾を飲みくだす。

「俺自身には、さきほど述べた以上の考えや気持ちがないことは、何を懸けてでも誓えます。ただ――万が一にも、カミュア＝ヨシュに何か裏の考えがあって、それが明るみに出たとき、俺には身の潔白を証明する手段がないかもしれません」

「そんな小こ賢ざかしいもんを求めちゃいねえ。貴様も一緒に騙されていただけなら、愚かな小僧と嘲あざ笑わらうだけだ。……ガズラン＝ルティム、それに、ファの家の家長」

「はい」とガズラン＝ルティムは静かに応じたが、アイ＝ファは無言のまま、ドンダ＝ルウをにらみつけるばかりであった。

　その瞳ひとみは、やはり深甚な怒りに燃えさかってしまっている。

「貴様たちは、この小僧の言葉を信用しているのか？」

「もちろんです。信用していなければ、このような場に姿は現しません」

「貴様はどうなんだ、ファの家の家長よ」

「……答えるまでもない。家人を信じることができずして、何が家長か」

　その声もまた、怒りに震ふるえてしまっている。

　しかし、それと相対するドンダ＝ルウは、冷静だった。

「ならば、貴様を信じるというこの二人が、貴様の潔白を最後まで信じぬくことがかなったならば、それでいいということにしてやろう。この二人までもがそろって貴様を裏切り者だと断じたときは、その右腕をいただく」

「それでいいのなら、俺も約定を交わすことができます」

　額の冷や汗あせをぬぐいながら、俺はそう応じた。

「俺は絶対に森辺の民を裏切らないと誓います」

「右腕を懸けるか？」

「右腕を、懸けます」

　その瞬しゆん間かん、アイ＝ファが「待たれよ」と鋭するどい声をあげた。

「このたびの一件は、アスタ個人ではなくファの家の総意として行われる所作だ。そこに不始末が生じたときは、その責は家長が負うべきであろう」

　アイ＝ファの目は、いよいよ野生の山やま猫ねこのように燃えていた。

　ドンダ＝ルウは、無言でそれを見つめ返す。

「我らの身に恥はずべき所作があったなら、アスタではなく私の右腕を捧げよう」

「おい、アイ＝ファ――」

「貴様の腕などに用はないのだ、ファの家の家長よ」

　ドンダ＝ルウは、重々しく俺の言葉を断たち切った。

「貴様のような人間が石の都の住人と企みごとを謀るわけがない。しかし、その小僧は異国の生まれだ。俺が知りたいのは、その小僧の真意と覚悟だけだ」

「しかし……」

「答えは、すでに出ているのだろうが？　俺が問うているのは、今この瞬間にこの小僧が俺や貴様らをたばかっていないかどうか、ということだけだ。そうでないというのなら、小僧の右腕が生き別れになることもない」

　ドンダ＝ルウの瞳が、少しだけ光を強めながら、怒れるアイ＝ファの顔を見すえる。

「貴様はこの小僧の覚悟を踏みにじる気か？　……それとも、内心ではやはりこの小僧の真情を疑っているのか？」

　アイ＝ファが、腰を浮かせかけた。

　その腕を、俺は慌あわてて引っつかむ。

「落ち着けよ、アイ＝ファ。俺はお前たちを裏切っていない。だったら何もおかしなことにはならないさ」

　たぶんこれは、必要な措置なのだ。

　森辺の行く末を担うルウ本家の家長として、軽々しく俺を信用することはできないのだろうと思う。

　だけどそれでも、ドンダ＝ルウはその審判を、アイ＝ファとガズラン＝ルティムに託した。

　俺のことは信用できなくとも、森辺の同どう胞ほうであるアイ＝ファやガズラン＝ルティムのことは信じることができる、という――その判断や決断には、むしろある種の潔さや心地好ささえ感じられる気がした。

　ただ……ことさら凶きよう悪あくな言葉を使ってそれを実行しようとするのが、この御ご仁じんの悪いところなのだろう。

　だけど俺は、納なつ得とくすることができた。

　そんな俺の顔をしばらく無言でにらみつけてから、やがてアイ＝ファは浮かせかけていた腰を下ろした。

　まだ激情の渦巻いている目を伏ふせて、きゅっと唇を噛かみしめている。

「……約定は、成立だな」

　ドンダ＝ルウが、低くつぶやいた。

「それじゃあ、誰だれを貸すか、だが――」

「あ、手伝ってもらいたい仕事というのは、料理や鉄てつ鍋なべの運搬と、店番の補助です。重い荷物を持って山道を歩ける体力がないと、つとまらない仕事でしょうね」

「ふん……」

「本家でも分家でもかまいません。人選は、おまかせいたします」

　そう言いながらも、俺の胸中には新たなる暗雲がたれこめ始めていた。

　レイナ＝ルウともヴィナ＝ルウとも、俺はあの宴以来、いっさい顔を合わせていないのだ。

　自分をどこか遠い世界に連れ去ってほしい、と願うヴィナ＝ルウ。

　ファの家を出て、ルウ家の家人になってほしい、と願うレイナ＝ルウ。

　俺には、そのどちらの願いもかなえてやることはできない。

　それでも、彼かの女じよたちを忌き避ひしながら生きるような真ま似ねはしたくないので、何とか穏便な関係性を再構築したい、とは思うのだが。今のところは、まだその筋道が見つからない。

　いったい誰が選出されるのか。いくぶん心しん拍ぱく数すうを上昇させながら待ちかまえていると――やがて、ドンダ＝ルウはぽつりとつぶやいた。

「ヴィナだな」と。
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　そうして紆う余よ曲きよく折せつを経て、俺は三たび宿場町に立っていた。

　ルウの本家でドンダ＝ルウらと言葉を交かわした、そののちのことである。

　昨日の朝方にファの家を出てから、ルティムの家を訪ね、宿場町に下り、またルティムの家に立ち寄って、一夜を明かしたのちにルウの家を訪れ、また宿場町に――という、きわめて慌ただしい二日間だった。

　ともあれ、二日連続の宿場町である。

　だんだんとこの雑然とした町並みも目に馴な染じんできた。

　ただし、俺のかたわらにアイ＝ファはいない。

　ルティムの婚礼から数えて、今日で四日目。さすがにこれ以上、狩人としての仕事をおろそかにはできぬと、アイ＝ファは一人で鉄鍋を抱えてファの家に帰ることになったのだ。

　その代わりに、俺のかたわらに控ひかえているのは――なんと、ヴィナ＝ルウとルド＝ルウの二名であった。

　なんとも摩ま訶か不ふ思し議ぎなトリオである。

「へっへー！　町に下りたのはひさびさだぜ！　相変わらず息苦しいところだなあ、まったくよ！」

　ルド＝ルウがはしゃいだ声をあげている。

「わたしは好きよぉ、宿場町……ただ、じろじろと見られて落ち着かないのだけが、嫌いやなのよねぇ……」

　ヴィナ＝ルウのほうもなかなかご機嫌のご様子である。

　祝宴の夜、シン＝ルウの家のかまどの間で、レイナ＝ルウとだけは結ばれないでほしい、と瞳に涙なみだをにじませていたあの姿が、今でも俺の脳裏にはくっきりと残っていたのだが――弟と肩かたを並べて石の街かい道どうを歩むヴィナ＝ルウの横顔には、普ふ段だんよりも明るくて屈託のない微び笑しようが浮うかんでいるぐらいであった。

　一方で、俺は少々疲労感を感じてしまっている。

　頭の中の計画に血肉をもたせるため、宿場町に下りることは必須であり、また、同行できぬアイ＝ファに代わって二名もの家人を貸し出してくれたドンダ＝ルウにはひたすら感謝するしかないのだが。しかしドンダ＝ルウは、このルド＝ルウたちをカミュア＝ヨシュに引き合わすべし、という条件をつけてきたのだ。

　ドンダ＝ルウにしてみれば、少しでもカミュア＝ヨシュという不可解な人間を見極めたいがための措置であったのだろう。

　しかし、このようなメンバーでカミュア＝ヨシュと対面して何事もなく終わるのか、俺としてはそのあたりのことが大きな心労になってしまったのだった。

「し、しかし、ルド＝ルウには狩人のつとめがあるのではないですか？」と問うてみたら、なんと、本日ルウ家は森に入るのを取りやめた、という話であったのだ。

　理由は簡単――ギバが、多すぎるからだ。

　あまりにギバが多いため、昨日だけで二日分以上の収しゆう穫かくを得ることができ、なおかつ、分家の男衆が数名と、そしてダルム＝ルウが手傷を負ってしまったのだという。

　リャダ＝ルウを失ってしまった今、これ以上の無理をして狩人を失ってしまうわけにはいかない。ということで、今日一日は休養のためにギバ狩がりの仕事を見合わせる――という話し合いがなされているところに、俺たちが訪問してきたという顛てん末まつであったらしいのだ。

　ルティム家をしのぐ、切せつ迫ぱくした状じよう況きようである。

　俺は、これから森に入るというアイ＝ファの身が心配でならなかったのだが、むろん勇ゆう猛もうなる女狩人は「大事ない」と応じてきた。

「むしろそれは、ギバの群れがどんどん南下を始めている、という状況を表しているのかもしれない。私の家の周囲には小さな家しかないのでギバを狩りきることができず、そのあたりの食しよく糧りようを喰らい尽つくしたギバどもが、南側に移動し始めたのではないのかな」

「なるほど……」

「そして、さらに南側の食糧をも喰らい尽くせば、やつらは人里に下りて、田畑を食い荒あらす。今回は、普段以上の被ひ害がいが出るやもしれんな」

　アイ＝ファは淡々としていたが、やはりその青い瞳の奥おくには怒りの火がちらついていた。

「それでも私にできるのは、自分の刀が届く場所にいるギバを狩ることだけだ。私は私の仕事を果たす。……だからアスタよ、お前はお前の仕事を果たせ」

「わかった」

　そうして俺は、アイ＝ファと行動を別にした。

　で、ルウ家の長姉と末弟とともに、宿場町へと下りたわけだが――

「お、トトスだぜトトス！　相変わらず間抜けな顔してんなあ！　な、あいつはどんな味がするんだろうな、アスタ？」

「あ、あの、ルド＝ルウ、もうちょっと声はひかえめに――」

「アスタと十日間も一緒に仕事ができるなんて夢みたいだわぁ……素す敵てきな仕事をありがとう、アスタ……」

「し、仕事ですからね？　しっかり働いてもらいますよ？　あと、公私はきっちり分けてください！」

　まだ宿場町に到着したばかりなのに、この騒さわぎである。

　視線の集中具合も、これまでとは段違いだ。

　ちなみにルド＝ルウは当然のごとく毛皮のマントまで着込んだ狩人の装束であるが、ヴィナ＝ルウのほうは、ちょっと違った。少し透け気味のヴェールみたいなものを頭からかぶり、肩からもショールのようなものを巻きつけて、腰から足首までは渦うず巻まき模様の一枚布を纏いつけていたのである。

「女衆の、たしなみよぉ。同胞でもない人間に肌はだをさらすわけにはいかないからねぇ……」

　それはけっこうな心がけだが、しかし、残念ながらその薄物ではヴィナ＝ルウの卓たく越えつしたボディラインを隠蔽することはかなわなかった。

　その上、前合わせの布地からのぞく胸の谷間や、一枚布のスリットめいた隙間からのぞく脚線美なんかは、なまじ露出が多いよりも余計に扇情的であり――まあ、蔑さげすみや恐きよう怖ふの視線と同等かそれ以上の割合で、煩悩を直撃された男どもの視線を集めてしまっていた。

「スン家のボンクラどもと出くわさねえかなあ。もしもあいつらが刀でも抜ぬいたら、俺が両りよう腕うでをへし折ってやんよ！」

「やめてやめて！　頼たのむから騒ぎは起こさないでくれ、ルド＝ルウ！」

「あん？　俺が自分から騒ぎを起こすような大馬鹿にでも見えんのかよ？」

　大馬鹿には見えないが、騒ぎを誘発する資質には満ちあふれているように見えてしまう。

　声も動作も大きいルド＝ルウに対する注目度といったら、それはもうヴィナ＝ルウにも負けていないぐらいだった。

　しかし――ルド＝ルウに関しては、ちょっと別の感慨も存在する。

　ルド＝ルウは、森辺にあってはこれが常態であったのだ。俺としても、騒がしい人間だとか、危なっかしい人間だとか、そういう悪印象は欠片かけらもなく、むしろそれは元気の良さだとか、屈託のなさだとか、美点に感じられていたぐらいなのである。

　人間も建物も密集したこの町は、ルド＝ルウにとって窮屈すぎるのかもしれない。

　きっと、その手足をのびのびと振り回せる空間が必要なのだ、この少年には。

「お、シム人だシム人！　相変わらず真っ黒だなー。あいつも魔ま法ほうとか使えんのかなー」

　しかし！　見知らぬ人を指差して大声をあげるのは勘かん弁べんしていただきたい！

「も、もう行こう！　とにかくまずは、カミュアと面会だ！」

　俺はほとんど二人を引っ張るような格好で、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》へと足を急がせた。

「もう……ルドが騒ぐから、よけいに目立っちゃうじゃなぁい……？」

「なーに言ってんだよ！　ヴィナ姉がこんなでっけー尻をふりふりさせてっからだろ！」

「やめてよぉ、アスタも聞いてるんだからぁ……」

　そういえば、このおふた方がまともに口をきいている姿を拝見するのは、これが初めてなのかもしれない。

　それはそれで心がなごまないではないのだが、できればやっぱり森辺で満喫したい姿である。

「いらっしゃ……何だ、またお前さんか」

　と、《キミュスの尻尾亭》の主人、たしかミラノ＝マスとかいう親おや父じさんが、再び仏頂面で俺たちを出迎えてくれた。

「へー、これが宿屋ってやつかあ」と物珍しげに視線を巡めぐらせるルド＝ルウにひやひやしつつ、「あの、カミュア＝ヨシュはいらっしゃいますか？」と俺は問うてみる。

「今日はいないよ。仕事だか遊びだか知らないが、朝から出かけたっきりだ」

　そうなのか。

　ほっとした反面、これではドンダ＝ルウとの約定が果たせないので困ってしまう。

　すると、昨日と同じように食堂の奥からレイト少年がてけてけと出てきてくれた。

「アスタ、またいらしてくれたのですね！　……そちらの方々は？」

「森辺の民、ルウ家のヴィナ＝ルウとルド＝ルウだよ」

「へえ、ルウ家のみなさんですか」と、レイトはにっこり微ほほ笑えむ。

　すでにその名は、カミュアから聞いているらしい。

「……何だお前？」と、ルド＝ルウが少し目を細めた。

「あ、僕ぼくはカミュアの弟で子しで、レイトという者です。どうぞよろしくお願いいたします」

「弟子って、なんの弟子だよ？」

「それはもちろん、《守護人》です」

　俺にはまだその仕事の全容がわからないのだが、旅人の安全を守護するとかいうお仕事なのだったら、けっこうな荒事なのではないだろうか。

「カミュアは来月の仕事の打ち合わせで出かけてしまいました。朝早くに出かけたので、帰りはそんなに遅くはならないと思いますけれど」

「そうか。それじゃあ買い出しを済ませた後に、また寄らせていただくよ」

　そんな風に答えてから、俺はそっぽを向いているミラノ＝マスのほうを振ふり返った。

　本日は、この親父さんにも用事があったのだ。

「あの、このお店では露店の取り仕切りと屋台の貸し出しを行っているとカミュアから聞いているのですが、俺みたいな者にでも屋台を貸していただけるものなのでしょうか？」

「あん？」とミラノ＝マスが振り返る。

「そりゃあ料金を支し払はらうなら誰にでも貸し出すけどな。しかし、いったい何を売りに出そうってつもりなんだ？」

「はあ。実は、ギバ肉の料理を少々」

　とたんに、親父さんは「はん！」と不ふ愉ゆ快かいそうに鼻息をふいた。

「何を売ろうが勝手だが、屋台におかしな臭においでもつけられたらかなわないね。そのときは屋台を買い取ってもらうことになるけど、それでもいいのかい？」

「肉の料理ですから臭いがつかないとは言いきれませんが、そういうものは禁止されているのですか？」

「キミュスやカロンだったら問題ないさ。しかしギバなんざの臭いがしみこんじまったら、その後は使い物にならなくなっちまうじゃないか？」

　またわからない固有名詞が飛び出してきた。

　カロンとは、いったい如い何かなる動物なのだろう。

「何だよ、うだうだうっせーおっさんだなあ。ギバ肉の美味さも知らねーのに何をぎゃーすかわめいてんだよ？　文句があるなら、いっぺん食ってみろっての」

　ルド＝ルウの言葉に、親父さんは太い眉まゆを吊り上げる。

「だったらお前さんはカロンやキミュスを食ったことがあるのか？　ないからギバの臭い肉なんぞをありがたがってるんだろうが？　うだうだ言われたくなかったら、そんなもんを町に持ち込むな！」

　ルド＝ルウは涼しい顔をしていたが、やっぱりここは俺も口をはさむべきだろう。

「あのですね、人の好みはそれぞれでしょうけども、おたがいに食べたことのないもので言い争うのは不毛じゃないですか？　俺はキミュスの肉を何度か食べたことがありますが、ギバ肉がそれに劣るとは思えませんでしたよ？」

「……お前さんは、もともと町の人間じゃないのか？」

「ええ。ジェノスの生まれではありませんけれども」

「そんなもんはその生白い顔を見りゃわかる。そんなお前さんまで、ギバの肉を美味いなんぞと抜かしやがるのか？」

「美味いと思わなければ店を出そうとは考えられなかったでしょうね。俺も故郷では色んな肉を食べてきましたけど、ギバの美味さはその中でも一、二を争うと思います」

「……くだらんな。ギバの前にはムントやギーズの肉でも食ってたのか、お前さんは？」

　こいつはどうも難航しそうだ。

　とか考えていたら、レイト少年が「あの」と口をはさんできた。

「僕はカミュアからギバの干し肉を預かっています。昨日それを食べてみましたけど、カロンとはまた違ちがう独特の美味おいしさでしたよ？」

　もちろんその干し肉もきちんと血ち抜ぬきをした肉で作られているので、お気に召したのなら幸いだ。

　親父さんは、疑わしそうに眉をひそめている。

　が、やがて何かをあきらめたように、首を横に振った。

「……とにかく、おかしな臭いさえつけなければ、こっちも商売だ。屋台ぐらい、いくらでも貸してやるさ。屋台の貸し出し料と場所代で、お代は白銅貨二枚だな」

「それで十日間、商売ができるようになるわけですね。ちなみに屋台はどれぐらいの大きさなんですか？」

「露店区域に行きゃあ、ここから貸してる屋台がいくつも出てるよ。看板にうちの店の名前が彫りこんである」

「わかりました。それじゃあ近日中にまたお話をうかがいに寄らせていただきます」

　ここはもう撤退したほうがいいだろう。

「カミュアが帰ってきたらよろしくね」とレイト少年に言い置いて、俺は二名の連れとともに《キミュスの尻尾亭》を後にした。

「すごいなぁ……アスタって、やっぱり町の人間なのねぇ……」

　と、ヴィナ＝ルウがさりげなくすりよってくる。

「わたしには、ああいう人間をあしらうことなんてできそうにないもの……ルドじゃないけど、思わずひっぱたきたくなっちゃうわぁ……」

「あのですね。ヴィナ＝ルウには店番も手伝ってもらう予定なのですが」

「うん……アスタのためなら、どんな恥辱にでも耐たえてみせるわよぉ……？」

　恥辱って。

　本当にこのお人と十日間も仕事をこなすことができるのか。今から先行きが不安である。

「じゃあ、とりあえず買い出しを済ませてしまいましょう。……ん？　ルド＝ルウ、どうかしたのかい？」

「いや……さっきの餓鬼さあ……」

「ああ、レイトかい？　彼かれもちょっと変わってるよね」

「変わってるっていうか――何か、気の毒だな」

「気の毒？　何が？」

　あんな得体の知れない人物の弟子であるという境きよう遇ぐうは気の毒だが、ルド＝ルウはまだカミュアの人となりをそこまでは知らないはずだ。

「別にいーよ。俺には関係ねーこったし。さ、とっとと行こうぜ。俺もひさびさに刀とか見てーんだよ」

　そういうわけで、珍道中が再開された。

　このお二人と宿場町を闊かつ歩ぽするなんて、本当におかしな気分である。

「まずは、銅貨の交こう換かん屋だな。アスタもついに、俺たちから強ごう奪だつした祝福に手をつけんのか？」

「強奪って！　……うん、俺はそのつもりだったんだけど、実はこれは、ルド＝ルウたちからもらった牙きばや角ではないんだよね」

　俺の首には、十本の牙や角を連ねた首くび飾かざりがかかっている。

　が、これはルウの集落で行動を別にしたときに、アイ＝ファから受け渡わたされた牙と角なのだった。

　店で使う最初の食材を購こう入にゆうするにあたって、俺は自分で得た角や牙を使いたい、と思ったのだが、アイ＝ファにはとても嫌な顔をされてしまったのだ。

「……やっぱりお前は、何もかもを自分で背負うつもりなのか？」

「そんなつもりはないよ！　どっちにしろ、この十本だけじゃあ初期費用だってまかなえないだろ？　それでも、今回ばかりはすべての費用をアイ＝ファにまかせきりにしたくないんだ」

「……私は、家長だ」

「それはわかってる……けど……逆に、俺が一本の代価も払わないんじゃあ、こっちがすべてをアイ＝ファにまかせきりにしているような気持ちになってしまうんだよ」

　それでアイ＝ファは、考えこんでしまった。

　そののちに、マントの裏から取り出した首飾りの数を十本に調節して、俺に差し出してきたのである。

「この首飾りの代わりに、お前の首飾りを私によこせ」

「うん……それで、どうするつもりなんだ？」

「宿場町で料理を売ることに失敗して、銅貨を得るのではなく失う羽目になったのなら、この、お前から預かった牙と角で、アリアとポイタンを買う」

　言いながら、アイ＝ファは俺から受け取った首飾りを大事そうにしまいこんだ。

「しかし、商売で成功して多くの代価を得ることができたときは、再びこの首飾りをお前の首にかけろ」

「ああ……うん、俺はそれでもかまわないよ。でも、お前は――」

「すべてを相手にまかせきりにしているような心ここ地ち、というのがどれほど不快なものかは、すでに昨晩お前から教えられている」

　と、アイ＝ファは怖こわい顔で言った。

「だったらこれで、文句はあるまい。……それにお前は、ジバ婆ばあたちから授かった祝福を、本当は銅貨に換えたりはしたくない、などと思っているのだろう？」

「あ、ああ。よくわかったな？　そんなこと、お前には話した覚えがないんだけど」

「それぐらい、見ていればわかる。どうしてそのような考えに至るのかは、さっぱりわからんが――別に、誰の迷めい惑わくになるわけでもないのなら、無理に自分の気持ちを殺す必要はない」

　と、最後は少し穏おだやかな目つきになって、アイ＝ファはそのように言ってくれたのだった




「……何を考えているのぉ……？」と、いきなり右みぎ腕うでを温かい物質に包みこまれる。

「まさか、愛しい女主人と離ればなれになってしまったのが、さびしいのかしらぁ……？」

　宿場町を歩きながら、ヴィナ＝ルウが全身で俺の右腕にからみついていた。

　俺は慌ててその腕を引き抜こうとしたが、さすがは森辺の民たみである。びくともしない。

「あのですね！　さっきも言いましたけど、仕事は仕事できちんと気持ちを切り替えてもらわないと――」

「そんなことは、わかってるわよぉ……だけど、今日のこれは仕事じゃないでしょお……？　わたしたちは、自分たちの買い物のついでで、町に下りてきただけなんだからぁ……」

　そう、ゆえに本日は代価も不要と、あらかじめドンダ＝ルウには言い渡されている。

「だ、だけどルド＝ルウがいるんですよ？　大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　そんな風に耳打ちしたら、毎度おなじみ色っぽい流し目で見つめられてしまう。

「ルドはむしろ、あなたに婿むこ入りしてほしいって考えているぐらいなんだから、大丈夫よぉ……ねえ、わたしの舞は、どうだったぁ……？」

「舞？」

「宴うたげの舞よぉ……アスタのために、一生懸けん命めい、踊ったんだからぁ……」

　はて。何のことだろうか。

　あの宴でそんな華やかな催しが繰り広げられていた記き憶おくはないのだが。

「すべての肉を食べ尽くした後、未婚の女衆で祝福の舞を踊ったでしょぉ……？　あれをやると色んな男衆の目をひいちゃうから、ふだんは絶対踊らないんだけど、アスタのために頑がん張ばったのよぉ……？」

　すべての肉を食べ尽くした後……

　その頃はたぶん、アイ＝ファとともにガズラン＝ルティムと語らっていたはずである。

　そうして報ほう酬しゆうの首飾りを受け取った後は、ぽつぽつ言葉を交わしている内に寝ね入いってしまい、アイ＝ファの手によって空き家の中に運び込まれたのだ。

　だからたぶん、その祝福の舞とは――俺が寝入ってしまった後にお披露目されたのではないだろうか。
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「まさか……見てくれなかったのぉ……？」

「え、いや、あの、俺もその日は大忙しだったもので、仕事を終えた後は早々に寝入ってしまったんですよね」

　ヴィナ＝ルウは一瞬きょとんとしてから目を伏せて、そして俺の右腕を力まかせに抱きすくめてきた。

　まさしくマダラマの大だい蛇じやのごとき怪力である。

　ただし、筆舌に尽くし難がたいほど、柔やわらかい感触だ。

「ひどすぎる……アスタって、本当にひどい人なのねぇ……」

「あいたたたっ！　痛いです！　折れちゃいますってば！　ちょっと、ヴィナ＝ルウ！」

　痛いし、それに、ふれてはいけない箇所がふれまくっている。

　白昼の往来で、これはまずい。

「……その話、レイナには絶対にしないほうがいいわよぉ……？」

「いててててっ！　……え？　レイナ＝ルウが何ですって？」

「まるで、炎みたいな舞だったわぁ……あんなに大人しいレイナの中に、あんなに烈はげしい気持ちが秘められているとは思ってなかった……あの娘こも、本当にアスタに心を奪われてしまったのねぇ……」

　しゅるりと俺の腕から離れて、ヴィナ＝ルウが小さく息をつく。

「アスタがわたしを遠くに連れていってくれないなら、もうアスタを婿に取るのでもいいかと思っていたのだけれど……でも、駄だ目めねぇ……そうしたら、今度はわたしがレイナに憎まれてしまうわ、きっと……」

　そして、切なげな流し目で俺を見る。

「……罪な男ねぇ……」

　何の罪も犯おかした覚えはない。

　とはいえ、レイナ＝ルウが俺に何か特別な感情を抱だいてしまっているのは、確かなのである。

　ルウの家に入ってほしい、と望むレイナ＝ルウの気持ちに応じられなかった俺は、この先どのようなかたちでレイナ＝ルウと接して、どのような関係性を構築していけばいいのだろうか。

　晴れわたった青空に目線を持ち上げてみたが、もちろんそんな場所に模範解答が記されていることはなかった。




４




　答えの見えない難問を心の底に抱かかえつつ、それでも仕事は果たさなけれならない。

　まずは例のヒキガエルみたいな笑い方をする老人の店におもむき、牙と角を銅貨に換えることになった。

「何だよ、アスタはそれっぽっちかよ？」

「うん。アリアとポイタンは買ったばかりだから。そうすると、今のところはこれだけで十分なんだ」

　俺の手には、赤の銅貨が六枚あった。

　なるべく大きめの牙と角を一本ずつ差し出して、本日の軍資金を調達したのである。

「そっちはすごいねえ。さすがは十二人家族だ」

　ルウ家の二人は、ギバ五頭分の牙と角を銅貨に換えていた。

　枚数は六枚で同じだが、赤い銅貨の十倍の価値を有する白い銅貨である。

「うふふ……これでも三日分の食糧にしかならないんだけどねぇ……」

「え。それじゃあ三日に一度は町に下りてるっていうことですか？」

　答えは、イエスであった。

　あるいは人手に余裕があれば、三人で来て五日分の食糧を買い込むのだ、という。

　ファの家は二人しか家人がいないので二十日分もの食糧を買い込むことも可能であったが、その六倍もの人数ともなると、それぐらいが限界となってしまうのだ。

　計算したら、三日分でもアリアが百八個、ポイタンが七十二個であった。

　ファの家の二十日分、アリア百二十個、ポイタン八十個と大差ない数字だ。

「そんで、親父が飲む果実酒も買っていかなきゃなんねーしな。あんなもん、何が美味うまいんだか、わかんねーよな」

「残るのは赤が五枚分ねぇ……今日は何の野菜を買っていこうかしらぁ……？」

　アイ＝ファのときにも思ったことだが、やはり森辺の民と町中で買い物の相談に興じるというのは、つくづく新鮮な感覚である。

　それにやっぱり、身長のあまり変わらない長姉と末弟が楽しげに会話している姿が微笑ましい。けっこう笑え顔がおの多いコンビでもあるので、宿場町の人々が恐おそれや蔑みの視線を向けつつ通りすぎていくのが、なおさら違い和わ感かんをつのらせてくれた。

（ルド＝ルウは、スイッチを切り替えない限りは他ほかの男衆みたいに物騒な雰ふん囲い気きをかもし出してもいないし、よく見ればけっこう可か愛わいらしい顔立ちもしてるし、全然おっかない感じはしないと思うんだけどなあ）

　最初はルド＝ルウの言動にひやひやしていた俺であるが、何となく、そんなことを気にするのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきてしまった。

　アイ＝ファはアイ＝ファだし、ルド＝ルウはルド＝ルウだ。俺は彼らがどれほど魅力的な人間であるかも知っているし、他の人間がどう思おうとも俺の気持ちは変わらない。

　もう、ことさら人々の視線を気にするのはやめよう、と俺は思った。

「それじゃあ、野菜を見に行きますか。北の端はしっこのほうで店を出している親父さんがいるので……」

「あっ！　ちょっと待て！　武器屋だ武器屋！　何か面おも白しろいもんがあるかもしれねーから見ていこうぜ！」

　と、ルド＝ルウが人波をかきわけて、屋台の一つに駆かけていってしまう。

　まあ正確には、かきわけるまでもなく、さーっと人間の波は引いていってしまっているのだが。

「……ごめんねぇ。もう十五歳さいなのに、まだまだ子供で……まあ、二十にもなって嫁よめ入いりしていないわたしに言われたくはないだろうけどぉ……」

　そんな風に言って微笑むヴィナ＝ルウは、ある意味、これまで見てきた中で一番魅力的な表情であるような気さえした。

　そんなに家族とともに在るのが幸福だと感じられるならば、外の世界なんかに憧れなくてもいいんじゃないか――などと心中でこっそり考えながら屋台のほうに近づいていくと、ルド＝ルウは、何やら一本の刃物を手に取りつつ、「へー」と子供のような声をあげていた。

「これ、鉈なたかよ？　何か、人殺しの武器みたいだなあ」

「……ははは。戦では森を切り開いて進軍したりもするからね。その途と中ちゆうで敵軍と出くわしたりしたら、そいつで戦闘に突とつ入にゆうすることもあるんじゃないかなあ」

　象ぞう牙げ色いろの肌をした親父さんが、少し引きつった顔で応対をしている。

　ルド＝ルウは「武器屋」などと呼んでいたが、敵対国である北のマヒュドラと遠く離はなれたこのジェノスにおいて、戦らしい戦が起こることなどまずありえない。だからそこで売られていたのは、鉈だとか斧おのだとか小刀だとかの、日常生活にて使用する刃物がほとんどだった。

「あ、これって調理刀ですか？」

　俺が横から声をかけると、親父さんの顔には困こん惑わくの色が加わった。

「何でこの生白い小僧は森辺の装束なんぞに身を包んでいやがるんだ？」とでも言わんばかりのお顔である。

「ああ。そいつは野菜用だね」

　親父の三徳包丁よりもひとまわりは細くて小さい、それでもなかなかに切れ味のよさそうな刀だった。

　ルウやルティムのかまどの間でもさんざん目にはしていたが、こうして売り場で見てみると、少なからず楽しい気分になってきてしまう。

（親父の包丁も二十年物だもんな。次に大きく欠けたりしたら、たぶんもう使い物にならないだろうし。肉を切るならアイ＝ファから借りたこの刀でも十分だけど、いずれは野菜用の刀が欲ほしいところだな）

「……そいつは、白四枚に赤五枚だよ」

　ちょっとひかえめに、親父さんが声をかけてくる。

（ふむ。ざっとギバ四頭分ぐらいか）

　いつか豊かな暮らしとやらを実現できた際は、是ぜ非ひとも購入したいところだ。

「ありがとうございます。ルド＝ルウ、そろそろ野菜を見に行かないかい？」

「んー？　ちょっと待っとけ」と、ルド＝ルウが屋台から離れ始めた。

　その手に厚刃の鉈を握にぎりしめたまま、である。

「お、おい、ちょっと！」と声をあげる親父さんにはかまわず、往来で仁王立ちになる。

「悪い！　ちょっと近づかないでくれっ！」

　と、大声を張り上げたが、もとより森辺の男衆に近寄ろうとする通行人はいない。人々は迷惑そうに顔をしかめながら、ルド＝ルウを迂う回かいして道を歩いていた。

「アスタもヴィナ姉も近づくなよ？」

　そんな風に言い捨てるなり、ルド＝ルウは、びゅんっとその鉈を振り下ろした。

　さらに下からすくいあげるようにして虚こ空くうを薙なぎ、びゅうんっ、びゅうんっと振り回す。

　空気に焦げ目がつきそうなほどの斬撃だった。

　刃物屋のご主人は、真っ青になってしまっている。

　道行く人々も、それは同様である。

　中には、思わず立ち止まり、そのままＵターンしてしまう人たちもいる。

　そんな恐怖と困惑の目線などどこ吹く風で、ルド＝ルウはさらにびゅんびゅんと鉈をふるい、そうして最後に「気に入った！」と大声をあげた。

「これなら一発でギバの頭を砕けそうだ！　親父、こいつはいくらだよ？」

「し、白が八枚だよ」

　大物の牙と角でも、およそ六頭分強か。それはなかなかのお値段である。

　アリアとポイタンおよそ六十食分と考えると、いかにあれらの食材がリーズナブルかということが察せられる。

「わかった！　アスタ、他のやつに買われないように持っといてくれ！　すぐに戻もどってくるからさ！」

　と、俺おれの手にその鉈を押し付けて、ルド＝ルウは風のように走り去ってしまった。

　モーゼの十戒のごとく、また人波が割れていく。

「……ほんとに子供ねぇ……」とヴィナ＝ルウは微笑していたが、しかし子供がこんな鉄の塊かたまりを振り回したりはできないと思う。

　厚みは一センチ、身幅は十センチ、刀身は三十センチはあろうかという肉厚の鉈で、刃先は少し湾曲している。重さはキロ単位だろう。確かにこれなら――ギバの頭蓋でも砕けそうだ。

（……どうして俺よりちっちゃいくせに、こんなもんが振り回せるんだよ）

　つくづく恐ろしい狩人かりうどの膂りよ力りよくである。

　そうして駆け戻ってきたルド＝ルウが鉈を買い、それを腰こしに下げるのを待ち、ようやく俺たちは野菜売りの露ろ店てんに向かうことができた。

　もちろん、ドーラの親父さんの店だ。

「や、やあ、いらっしゃい！」

　アイ＝ファとはまた異なる森辺の狩人の登場にここの親父さんも笑顔を引きつらせたが、それでも元気よく迎むかえ入れてくれた。

「ああ、やっぱりここだったのねぇ……アリアやポイタンを袋ふくろで売ってくれる店は少ないから、そうだろうとは思ったわぁ……」

　どうやら初見ではないらしいヴィナ＝ルウが、親父さんの前に立つ。

「アリアとポイタンを百個ずつもらえるかしらぁ……」

「あいよ。アリアは白二枚で、ポイタンは白二枚と赤五枚だね」

「あれ？　ずいぶんポイタンを多めに買うんだね？」

　不思議に思ってルド＝ルウに耳打ちすると、「そりゃあ親父やダルム兄がよく食うからなあ」と応じられた。

　そう、一日にアリア三個とポイタン二個というのは、アイ＝ファ言うところの「健やかに生きるための最低限の数」であり、ルウ家の男衆はポイタンを三、四人前も食べる御仁がそろいぶみしているのだった。

「ほい、アリアとポイタンが百個ずつ。確かく認にんしておくれ」

　どさりと置かれた袋の中身を、仲良し姉弟が勘定していく。

　その間に、俺も目的を果たすことにした。

「ドーラの親父さん。ちょっとお聞きしたいことがあるのですが」

「お、おう、何だい？」

「このティノっていうのは、生でも食べられるのですか？」

　ティノは、レタスで作られたバラのような野菜である。

　大きさもレタスぐらいで、味や食感はややキャベツに近い。

「そりゃあもちろん食べられるよ。俺は煮に込こんだほうが好きだがね」

「なるほど。このタラパってのも、煮て食べるのが主流ですか？」

　タラパは、カボチャのような大きさと形状を有した、真っ赤な果実である。

　中身もカボチャのようにみっしり詰まっているが、酸味が強くて、煮込んで溶かせばトマトそっくりの味になる。

「そうだね。生で食べる人もいるけど、やっぱり他の野菜と一いつ緒しよに煮込まないと酸っぱすぎるだろう？　俺はアリアと煮込むのが好きだね」

「アリアは甘みが強いですもんね。アリアをこまかく刻んで炒いためてから一緒に煮込むと、さらに甘みが引きたちますよ」

　親父さんは、不思議そうに目を丸くした。

「あ、あんた、ずいぶん野菜に詳くわしいんだな？」

「いえいえ、全然です。どの野菜が生で食べられるかも知らないぐらいですから。……あ、ちなみにアリアも生でいけますか？」

「ああ、もちろん」

「あとは……ギーゴか。ギーゴはこのお店では扱あつかっていないんですか？」

「ギーゴはないね。うちの土には合わないんだ。……ギーゴなら、ミシル婆ばあさんとこのが太くて甘くて人気があるよ」

「え、それはどこのお店なんですか？」

「ちゅ、中央の、革細工と布屋の間にある店だ。ちっちゃな婆さんが一人でやってる店だから、見ればわかると思う」

「わかりました！　ありがとうございます！」

　たぶん俺は、無意識の内に笑顔になってしまっていたと思う。

　それと相対する親父さんも、にへらっと今までで一番やわらかい笑顔を見せてくれていた。

「おーし、数は合ってんな。アスタは買わないのかよ？」

「あ、そうだね。親父さん、俺はティノを二つとタラパを三つ下さい」

「え？　タラパを三つもかい？」

「はい。店で出す料理に使おうと思って。……あ、ちなみにタラパって、煮込んだらその日の内に食べてしまったほうがいいんでしょうかね？　あと、生のやつを半分とかに切ったら、残った分はどれぐらい持つものなんでしょう？」

「うーん、煮込んじまったら、せいぜい二日しかもたないね。切ったやつは放っておくと水分が抜けちまうけど、煮込むときに水を足してやれば味は変わらないよ」

「そうですか。すごく助かりました。ありがとうございます」

　タラパもティノもかさばるので、合計五個でも袋はパンパンだった。

　ちなみに、タラパは一個で赤一枚。ティノは二個で赤一枚である。

　軍資金は、残り二枚。

　あとはギーゴと果実酒を買ったら、もうおしまいだ。

「うーん……わたしたちはどうしようかしらぁ……またティノでも買っていくぅ……？」

「ティノとか、無む駄だにでっけーじゃん！　もっとちっちぇーやつにしようぜ」

「……それじゃあ、プラとかぁ……？」

「プラはいらねー」

「じゃあ、何よぉ……？　わたしはティノが好きだけどなぁ……」

「チャッチにしようぜ、チャッチ！　しちゅーでめちゃくちゃ美味かったじゃん！」

「あれはでも、長ぁく煮込まないと、ああいう風にやわらかくはならないんでしょぉ……？」

　チャッチというのは、ジャガイモによく似た食感の野菜である。

　今までの彼らのギバ鍋なべの作り方だと、強火で短時間煮るだけだったから、表面はぐずぐず中身はざくざくという仕上がりで、あんまり甘みも引きだせなかったらしい。

「大丈夫ですよ。今の弱火でじっくり煮込むスープの作り方だったら、この前のシチューと同じ感じの仕上がりになると思います。で、沸騰してから入れるんじゃなく、水の状態から煮込んでみてください」

　俺が口をはさむと、ルド＝ルウが勝ち誇った様子でヴィナ＝ルウの丸い肩をゆさぶった。

「ほら、アスタもこう言ってんじゃん！　チャッチだよチャッチ！」

「わかったわよぉ。美味しく作れるんなら、文句はないわぁ。……ええと、煮立ててから入れるんじゃなく、火をつける前から入れておくのねぇ……？」

「はい」

「にっひっひ」と、ルド＝ルウが姉の首をヘッドロックした。

「痛いわよぉ……」と、ヴィナ＝ルウは色っぽく身体をよじる。

　本当に、予想以上の仲良し姉弟である。

「……あれ？　だけどチャッチがねーじゃん？　ここじゃあ売ってねーの？」

「チャ、チャッチなら、ミシル婆さんのところで売ってるよ」

　そんな風に応じながら、親父さんは上目遣いでルド＝ルウとヴィナ＝ルウの姿を見比べた。

「あ、あんたたち、変わってるな？　そんな風に野菜を選より好みする森辺の民なんて、俺は初めて見たよ」

「んー？　俺はプラとか嫌きらいなんだよ！　プラなんて売らないで、あんたもチャッチを売ってくれよ！」

「あ、あれは木になるものだから、一から育てるのは難しいんだよ」

「ふーん。野菜にも色々あるんだな」

　ルド＝ルウたちはいつも通りの感じだったが、親父さんの表情は明らかに変わっていた。

　驚おどろいている。

　困惑している。

　そして――喜んでいる？

　森辺の狩人に対してはけっこうな恐きよう怖ふ心しんを誘発されている様子であったのに、それでも何な故ぜか、くいいるようにルド＝ルウの顔を見つめている。

　もしかしたら、森辺の民が野菜の好き嫌いを述べていることが、そんなにも嬉うれしかったのだろうか。

「食事に美味いも不味まずいもない」という言葉は、俺にとって心外だった。

　それと同じような心情を、この親父さんもずっと抱え持っていたのかもしれない。

　そんなことを考えていたら、背後から「あっ！　アスタおにいちゃんだ！」という女の子の声が響ひびきわたった。

　ターラである。

　その手にキミュスの肉にく饅まん頭じゆうを握りしめたちっちゃなターラが、とことこと俺たちに走り寄ってきた。

　そして、ルド＝ルウたちの姿に気づいて、びくりと立ちすくむ。

「んー？　何だこのちびっこいの？」

「あ、この親父さんの娘さんで、ターラだよ。この前、話したろ？」

「あー、アスタが助けたり助けられたりしたっていう餓鬼んちょかあ」

　ルド＝ルウは、立ちすくむ少女のもとへと軽けい妙みような足取りで歩み寄っていった。

　成犬になりかけのシェパードか何かが子こ猫ねこに近づいていくような、ちょっと緊張感をそそられる光景である。

　気の毒な親父さんは、さきほどまでの不可思議な表情を消失させて、真っ青になってしまっていた。

「ちびっちぇー！　ちょうどちびリミとおんなじぐらいだな。お前、何歳？」

「は……はっさい……」

「ちびリミと一緒か。だけど細っけーから、よけいにちびっこく見えんな」

　ルド＝ルウはその場にしゃがみこみ、少女の顔と肉饅頭を見比べた。

「何かいい匂においだな。それ、美味いのか？」

「……うん」

「ふーん」

「た……食べてみる？」

　なんとターラは、大事そうに両手で持っていた肉饅頭を、おずおずとルド＝ルウのほうに差し出してきた。

　ルド＝ルウは、不思議そうに小首を傾かしげる。

「食っていいのか？」

「ひ、ひとくちなら！」

「あっそ。じゃあ、もらう」

　言い捨てざま、ルド＝ルウは手も使わずに、がぶりと肉饅頭に喰くらいついた。

　ターラの指ごと喰いちぎりそうな勢いである。

　親父さんが、声にならない悲鳴をあげている。

　ルド＝ルウはあまり咀そ嚼しやくもせずに肉饅頭を飲み込むと、黄おう褐かつ色しよくの髪かみをぼりぼりとかきながら、立ち上がった。

「何だよ、美味くねーじゃん」

「そ、そうかな？」

「美味くねー。アスタのほうが、もっとずっと美味い料理を作れるぞ？」

「そ、そうなんだ？」

　笑っているような泣いているような顔で、ターラがこちらを振り返る。

　俺は一つ息をついてから、そちらに歩み寄っていった。

「まあ、好みは人それぞれだからね。町のみんなの口に合うかはまだわからないけど、たぶん近々このあたりに店を出せると思うから」

「そうなんだ！　そしたら、ターラにも食べさせてね！」

「お店ですので、お代を頂戴いたします。……でも、ターラと親父さんには食べてもらって、ぜひ感想を聞かせてほしいなあ」

「うん！」

　本当に可愛い女の子だ。

　アイ＝ファがいないから、こうして交流を温めても、おかしな目で見られることもない。

　そんな風に思って背後を振り返ると、露店の前に立ちつくしたヴィナ＝ルウが、じとっとした目で俺とルド＝ルウを見つめていた。

　女心は、謎なぞである。

「そんじゃ、後は果実酒とチャッチだな。アスタは？」

「うん。俺も果実酒とギーゴでおしまいだね」

「あ、ギーゴ！　ヴィナ姉、ギーゴも買わねーと！　あれがなくっちゃ焼きポイタンがあの味にならねーんだろ？」

「大丈夫よぉ……果実酒を十本買ったって、銅貨は五枚もあまるんだから……」

　と、ヴィナ＝ルウが答えかけたとき、最後のキャストが、ふわりと現れた。

「やあ、アスタ。三日連続で会えるなんて嬉うれしい限りだ。ついに心を決めてくれたのかな？」

　カミュア＝ヨシュである。

　人混みの隙間から音もなく現れたカミュア＝ヨシュが、長マントをたなびかせながら、俺たちに近づいてきた。

「レイトに聞いて、捜しに来たんだよ。やっぱりドーラの親おや父じさんのところだったんだねえ」

「はい。俺の用事は済んでしまったんですけど、お会いできて良かったですよ、カミュア」

　俺は、横目でルド＝ルウをうかがってみた。

　ルド＝ルウは、いつも通りの表情だった。

　ただ――腰に吊るした鉈の柄つかを、とん、とん、と指先でリズミカルに叩たたいている。

　そして、ヴィナ＝ルウがすうっと近づいてきて、弟のななめ後ろで足を止めた。

「ああ、こちらのお二人は――」

「ルウの家の、ヴィナ＝ルウとルド＝ルウ。レイトから聞いているよ。入れ違いになるとまずいから、レイトは宿屋に置いてきたんだ」

　相変わらずの、すっとぼけた表情である。

　老人のような幼子のような紫むらさき色いろの目が、楽しそうにルド＝ルウたちを見比べている。

「ルド＝ルウとはたぶんルウの集落でも一度顔を合わせたと思うけど、もう一度名乗らせていただこう。旅人の安全を守る《守護人》を生業なりわいにしているカミュア＝ヨシュという者だ。これといって家は持たないが、まああちこちの宿場町なんかを根城にしている、風ふう来らい坊ぼうの西の民だよ」

「ふーん」と関心なさそうにルド＝ルウは応じた。

　その指先は、まだ鉈の柄を叩いている。

「ミラノ＝マスからも話は聞いているよ。屋台を借り受ける件も問題なかったようだね」

「はい。あとは献こん立だてを完成させたら、店を出す話を進めてみようと思っています」

「ついに決心してくれたんだねえ。俺は嬉しいよ！　アスタの料理が食べられるなら、毎日だって通わせていただくよ、俺は」

「それぐらいの魅力がある料理を準備できるように頑張ります」

　俺としては、これでもうカミュア＝ヨシュへの用事は済んでいた。

　そうと見て取って、ルド＝ルウが何の気もなさそうな声で発言する。

「カミュア＝ヨシュ。俺の親父、ルウ本家の家長ドンダ＝ルウから伝言がある。聞いてもらえるか？」

「もちろん！　承りましょう」

「……森辺の恥はじは、森辺ですすぐ。余計な手出しをしたら、貴様の首を刎はねる。――以上だ」

「了解しました。つつしみます」と、カミュア＝ヨシュは気取った様子で一礼した。

　ルド＝ルウはやはり表情を動かさぬまま、ちらりと俺を見る。

「それじゃあ、チャッチとギーゴを買いにいこうぜ。うかうかしてっと夕暮れになっちまうからな」

「そうだね。……それじゃあ、カミュア、せっかく捜しに来てくれたのに申し訳ないですけど、俺たちもまだ買い出しの仕事が残っているので……」

「いいともいいとも！　どうせ店を開けば、少なくとも十日間は毎日会えるのだからね。商売が成功するように祈っているよ、アスタ」

「ありがとうございます」

　そうしてカミュアは、現れたときと同様に、ふわりといなくなった。

　何だか――今日のカミュアは、ちょっと幽霊みたいに存在が薄かった気がする。

「……腹の立つ男だな」と、ふいにルド＝ルウが言い捨てた。

「え？」

「俺の刀はギバを斬る刀だ。別にこいつで人間を斬るつもりはねーけど……斬りたくても斬れねー人間ってのは、腹が立つ。それが町の人間なら、なおさらな」

「ル、ルド＝ルウ？　それは――？」

「俺やダルム兄じゃ相手になんねーな。ジザ兄でも駄目かもしんねー。あのひょろ長い首を刎ねられるのは、たぶん親父ぐらいだ」

　そう言って、ルド＝ルウは黄褐色の髪をかき回し、小さな子供みたいに「ちぇっ」と舌を鳴らしたのだった。
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　それからおよそ一時間後、俺はようやくファの家に帰りつくことができた。

　実に、二十四時間以上ぶりの帰宅である。

　俺の左右には、仲良し姉弟もそろっている。宿場町における仕事に備えて、ヴィナ＝ルウには家の場所を把は握あくしておいてもらう必要があったし、それより何より、彼らもスン家の動向を気にかけてくれていたのだろうと思う。

「ふん。昼間っから酔っぱらってるようなボンクラはいねーみたいだな」

　三人の中で一番大きな荷物を背負ったルド＝ルウが、周囲に鋭するどい視線を巡めぐらせながらそのように言った。

「……にしても、ファの家から宿場町に行くには、あんなでっけー谷を越えていかなきゃならねーんだな。あれなら人手が必要ってのも納なつ得とくだよ」

「うん。ルウ家からだったら、ここまでの苦労はないんだけどねえ」

　森辺の集落から宿場町に向かうには、いくつかのルートがある。ルウやルティムからの最短ルートだと、吊り橋はないし所要時間も四、五十分だしで、非常に快適な道のりなのである。

　が、ファの家を起点とすると、まずルウの集落までで一時間近くもかかってしまうので、そちらのルートを使用するのもためらわれた。それならば、荷物を負ってでも吊り橋ルートを辿たどったほうが、まだしも労力は軽減されるだろう。

　本日のこの帰り道で、野菜の袋を鉄てつ鍋なべに見立てて、搬送のシミュレーションを実施することもできた。俺さえ勇気を絞りつくせば、二人で吊り橋を踏破することは可能であった。

　ただし初挑ちよう戦せんの本日は、その勇気やら覚かく悟ごやらをかき集めるのに相応な時間がかかってしまったので――ヴィナ＝ルウに愛あい想そでもつかされれば気楽だと思う反面、店主としての尊厳を保てるかどうかがすこぶる心配になってしまった俺である。

　まあ幸いというか何というか、恐きよう怖ふに駆られた俺がどれほどあられもない姿をさらしてしまっても、ヴィナ＝ルウの色っぽい流し目にそれほどの変化は見られないようだった。

「それじゃあ、またねぇ……仕事が始まる日を楽しみにしているわぁ……」

「アイ＝ファにもよろしくな。……なあ、町の人間ばっかりじゃなく、たまには俺たちにもアスタの料理を食べさせてくれよ？」

　そんな言葉を残して、仲良し姉弟は帰っていった。

　荷物の七割ぐらいはルド＝ルウが受け持っているが、ヴィナ＝ルウの背にも百個のアリアが詰まった袋が負われている。それでもその軽妙な足取りに乱れが見られないのは、さすがである。

　やっぱりアイ＝ファが言っていた通り、女衆といえども森辺の民の地力は侮れない。きっと筋肉の質やら骨の密度からして、出来が違ちがうのだろう。ヴィナ＝ルウぐらい上背のある女衆であるならば、俺よりも腕力でまさっているようなのだ。

　生活環かん境きようがここまで違っているのだから、それはしかたがない、とは思うのだが――やっぱり、溜ため息いきは止まらない。

（こうやって毎日ギバを食べてたら、俺でも少しは体質改善できるのかなあ）

　などと無む為いなる想念を抱え込みつつ、俺はファの家へと足を向けた。

　太陽は、まだ中天と日没の真ん中ぐらいである。

　これなら、ぞんぶんにポイタンを焼くこともできる。

　森でギバを追っているアイ＝ファのために、美味い晩ばん餐さんをこしらえてやろう。そんな風に気持ちを切り替えて、俺はタラパやティノの詰まった袋と、売り場で一メートルぐらいに切ってもらった巨きよ大だいゴボウ・ギーゴを抱えなおし、戸板を開けた。

　すると――壁かべにアイ＝ファのマントが掛かっているのが見えた。

「あれ？」

　こんな時間に、もう帰ってきているのだろうか。

　まあ、早々にギバを仕留めることができたのならそんなにおかしな話ではないが、当人はどこに行ってしまったのだろう。

「アイ＝ファ、いるのか？」と声をかけながら、俺は食しよく糧りよう庫こに向かった。

　戸板を開く――アイ＝ファは、いない。

　俺は本日の戦利品をそこに置き、隣となりの物置部屋を二つとも確認してみた。

　やっぱり、いない。

「んー？」

　かまどの横には、新品の鉄鍋もきっちり置かれている。

　それ以外に、いつもと違うところは発見できない。

　いや――

　よく見ると、マントは掛かっているのに、刀がない。

　小刀は寝るときしか外さないアイ＝ファであるが、家に戻った際はマントとともに大刀も外して、壁にたてかけるなり何なりするはずだ。

　これは、どういう状じよう況きようなのだろう？

　マントはつけずに、刀だけ持ち歩く。アイ＝ファがそんな姿でうろつくのは、朝方の水場での洗い物のときぐらいだった。

　それじゃあ、水場か？

　いや、鍋も水瓶も室内に置かれたままである。朝方以外に、水場に用事などない。

　俺はだんだん不安になってきて、家を飛び出した。

　日当たりのいい場所で、ピコの葉でも乾かしているのか？

　いや、そんな香かおりは感じられない。

　その代わりに、なまぐさい異臭がふっと俺の鼻び腔こうを撫なでていった。

　なまぐさいのに、どこか酸化した鉄のような臭においもまじった――血臭だ、これは。

　たちまち、背筋に悪寒が走った。

（……どこだ？）

　この臭いの発信源は、どこだ。

　家の裏だ。

　俺はがくがくと震ふるえそうになる膝ひざに二、三発拳こぶしを入れてから、家の裏へと足を向けた。

　大丈夫だ――そんな、不ふ吉きつな想像をしてはいけない。いくらスン家の連中が無法だからって、こんな日も高い内から、そんな馬ば鹿かな真ま似ねをするはずがない。

　馬鹿な真似――

　嫌だ。そんなことは、想像すらしたくない。

　気づけば心臓はガンガンと胸郭を叩いており、呼吸が荒くなっていた。

　大丈夫だ。

　何もおかしなことは起きていない。

　そんなことが、あっていいはずはない。

　くどいぐらいに自分に言いきかせて、俺は壁ぞいに歩を進め――

　思いきって、家の裏手に踏み込んだ。

　すると――

　そこには、真っ白に剥かれたギバの身体がだらりと吊り下げられていた。

　…………

「ああ、帰ったのか、アスタ」

　アイ＝ファは、その吊るされたギバを眺める格好で、家の壁にもたれて座り込んでいた。

　俺はずかずかと足を進め、アイ＝ファの前で立ち止まり、膝を折り、そのなめらかな肩かたをわしづかみにする。

「お前――お前、びっくりさせんなよっ！」

　アイ＝ファは、きょとんと目を丸くした。

「……アスタ。泣いているのか？」

「誰だれが泣くかっ！」

　俺は、ごつんと頭突きをかましてやった。

「痛い」と不満そうに言うのにはかまわず、ぐりぐりぐりと頭を押しつけてやる。

「何だ。何なのだ。何を取り乱しているのだ、アスタ？」

「うるさい！　死ぬほど心配させやがって……何でお前が皮剥ぎなんてやってるんだよ！　血の臭いがしたからびっくりしたじゃないか！」

「……皮剥ぎは、狩人の仕事なのだろうが？」

　ぶすっとした声で、アイ＝ファが答える。

　至近距きよ離りすぎて、その表情はわからない。

「ルウやルティムの男衆がその仕事をこなしているのに、私がそれに手をつけぬのは腑ふに落ちん。だから、仕留めたギバで練習してみたのだ。お前が皮を剥ぐ姿はもう何度となく見物していたからな」

「だったら……最初に一言、言っておいてくれよ……心臓が爆ばく発はつするかと思ったじゃないか……」

「だから、何をそのように取り乱しているのだ？」

「……刀がなくて、血の臭いがしたから、何かおかしなことでも起きたんじゃないかと不吉な想像をしちまったんだよ」

　アイ＝ファの額に額をおしつけながら、俺は深々と嘆息してみせた。

「刀は、ここにある。お前などに心配されるまでもなく、いつなんどき不ふ埒らち者ものが現れるかもわからんのだからな。それぐらいの用心は、当たり前であろうが」

　不ふ機き嫌げんの極みにあるようなアイ＝ファの声。

「で、スン家の男衆が斬り刻まれている姿でも想像したのか？　あのような下衆どもに遅おくれを取る私ではないぞ？」

「そんなことはわかってるけど……」

「……少しは私の心情が理解できたか」

　俺は、ハッとして頭を引き離した。

　アイ＝ファは目をそらし、唇くちびるをとがらせる。

「お前のように非力な男を家人に迎えた私の心労はそんなものではないのだぞ？　理解できたのなら、お前も少しは短慮をつつしめ」

「……ああ」

「そして、そのような見当違いの心配をされたあげく、どうして私が怒鳴りつけられなくてはならないのだ。このように手間のかかる仕事を受け持ってやった家長に感謝の言葉もないのか、お前は」

「いや、あの……俺が悪かったよ」

「謝罪の言葉など求めてはいない」

「……ありがとう？」

「ふん」と言い捨てて、アイ＝ファは立ち上がった。

　とがらせていた口をへの字に結び、尊大な感じで腕うでを組む。

　もしかしたら――俺が目を輝かがやかせて、「どうしたんだ？　すごいじゃないか！」とか言いながら飛び上がる姿でも想像していたのだろうか？　そんな妄もう想そうをかきたてられるぐらい、アイ＝ファは子供っぽい表情でふてくされてしまっていた。

　俺はもう一回息をついてから、意を決して立ち上がる。

　そしてその金きん褐かつ色しよくの頭を「いいこいいこ」と撫でてやると、強い力で、みぞおちをどつかれた。

「ここから先は、こまかい手順がわからん。腹を裂いたら、次はどうするのだ？」

　呼吸のすべを失った俺の後頭部に、アイ＝ファの声が降ってくる。

　数秒間の酸欠状態に耐たえてから、俺は改めて身を起こした。

「あいててて……ここから先って、解体までやるつもりなのかよ？」

「ルウの男衆は、そこまでやっているのだろうが？」

　こわい顔で、鼻の頭にしわを寄せる。ちょっとひさびさの山猫フェイスである。

「わかったよ。それじゃあ、教えるけど……でも、そこまでやってもらったら、どんどん俺の仕事が減っていかないか？　何か、アイ＝ファの負担ばっかりが増えていく気がするぞ？」

「何を言うか。それでは、お前が宿場町に下りている間はどうするのだ？　お前が家に戻ってきて、ギバの始末をした上でポイタンを焼く時間を取れるのか？　私はもう何の工夫もないポイタン汁じるをすするのは御免だぞ」

　ふむ、と俺も考えなおす。

　実は晩餐用のポイタンは、朝方、店に出すものと一緒に焼きあげる予定ではあったのだが。そうだとしても、俺が一人でギバを解体するには軽く三、四時間はかかってしまう。多かれ少なかれ、それでは晩餐の仕度に支障が出てしまうだろう。

　俺よりも、アイ＝ファの考えのほうが先を行っている。

　というか、アイ＝ファは本当に「店を出す」という行こう為いを、俺たち二人の仕事と考えて、行動しているのだ。

　俺の中にはまだ、「アイ＝ファを頼たよりすぎてはいけない」という気持ちが強く残っているのかもしれない。俺の価値観として、それは間ま違ちがっていないはずなのだが――ここは俺の世界ではなく、森辺だ。

　俺の価値観だけを押し通すのは、間違っている。

　甘えてはいけないが、頼らなくてはいけないのだ。

　そうしないと、正しく喜びをわかちあうことはできないのだろう、きっと。

「わかった。アイ＝ファの言うことのほうが理にかなってるな。お前が皮剥ぎや解体まで受け持ってくれるなら、そのぶん俺は他ほかの仕事を頑がん張ばるよ」

「ふん」

「まったく頼りになりすぎる家長だな。……お前に見捨てられないように、俺も死に物狂ぐるいで頑張るよ」

「たわけたことを言うな。私がやっているのは、どこの狩人でもこなせる仕事ばかりだ」

　まだちょっとふてくされ気味の顔で言いながら、アイ＝ファは小刀を抜ぬき放った。

「しかし、お前の仕事はお前にしかつとまらぬのだ。懸けん命めいにつとめて、美味うまい料理を作れ」

「わかってるよ。だけど――」

　やっぱりアイ＝ファだって、アイ＝ファにしかできないことをやっていると思う。

　中天の前には女衆の仕事をこなし、中天を過ぎれば狩人の仕事をつとめる。そんな人間は、たぶんこの森辺にもアイ＝ファしか存在しないのだろうから。




６




「……でな、色々計算してみたんだよ」

　晩餐の後、俺は脳内で組み立てたプランをアイ＝ファに説明してみせた。

「使う食材は、アリアとポイタン、ティノとタラパ、それにポイタンに混ぜるギーゴだ。儲もうけを考えるなら値段の安いアリアとポイタンのみに絞るべきかもしれないけど、それだと町の人間が手を出しにくいかも、と思ってな。そこはあえて、町側の感覚に寄せることにした」

「うむ」

「で、カミュアも言っていた通り、これは晩餐じゃなく、日中に食べる軽食なんだから、アリアやポイタンの必要摂取量とかを考える必要もないと思うんだ。だから、アリアはほとんど香味野菜としてしか使わないし、ポイタンも一個ずつしか使わない。その代わりにタラパとティノを使うから、まあ栄養価としては俺が食べた肉饅頭とそんなに変わらないんじゃないかなと思ってる」

「うむ」

「で、一個あたりの食材費をざっくり計算してみたら、だいたい○・六五赤銅貨ってところだった。アリアとポイタン半日分だと○・五五赤銅貨だったから、それほど極きよく端たんに数字がはねあがるわけでもない。だったらやっぱり色々な食材を使って味と見栄えの向上を目指したほうがいいと思う」

「……うむ」

「なおかつ、これは一日十食分だけ作った時の食材費で、これだとけっこうタラパなんかは無駄に余っちまうんだよ。一日に二十食分を作るとしても、タラパの量は一・五倍で済むと思う。となるとだな、やっぱり一番値の高いのがタラパだから、一日に二十食分作れば、単価は○・六赤銅貨以下まで抑おさえられるんだ。これが一日に三十食、四十食と増えるたんびに、食材費はじんわり下がっていくことになる」

「…………うむ」

「で、それ以外の諸経費なんだけど。場所代と屋台の貸し出し賃が十日で白銅貨二枚、赤に換算すると二十枚かかるのに加えて、ヴィナ＝ルウに支し払はらう代価の分もある。この代価が意外と馬鹿にならなくてな。一日に牙きばと角を一本ずつってことは銅貨に換算すると赤六枚だから、十日分だと赤六十枚。初期経費と合わせれば赤八十枚。この時点で、最低四十食はさばかないと赤字になる計算になる」

「うむ」

「で、食材費を一番高めの○・六五赤銅貨に設定して計算するとだな、十日間で六十個をさばけば、赤字にはならない計算になるんだよ。一日に六個って考えれば、実にささやかな目標だ。……だけど、それっぽっちしかさばけないんじゃ、ギバ肉の味を宿場町に浸透させるなんて不可能だし、それに、何て言ったって町の人間が忌き避ひするギバの肉なんだからな。最初の数日はまともに売れなくてもじっと耐えて、口づてで評判が広がるのを待つしかないだろう」

「……アスタ」

「仮に初日や二日目には一個や二個しか売れなくても、最後の三日間で二十食ずつ完売を目指せれば黒字なわけだから、そこまで分が悪い勝負ではないと思う。この前調査した通り、あそこで軽食を売ってる人たちはみんな一日に二十食から五十食をさばいてるって話なんだからな。その最低個数ぐらいは達成したいところだ」

「アスタ。アスタ」

「ただ、分は悪くないとしても、博ばく打ちの要素はどうしても否いなめない。こいつはただの味の勝負じゃなくて、ギバや森辺の民たみに対する偏へん見けんをどこまで覆せるかってところが焦点だから、そこで失敗したら最後まで一個も売れない危険性もあるわけだよ。だから最初の数日はひかえめに十食分だけ用意して、なるべく材料費を抑えてだな――」

「アスタ！」

「うん？　どうした？」

　気づくと、アイ＝ファは壁に取りすがるような格好をしつつ、首をねじ曲げて、俺のほうをにらみつけていた。

　何だろう。足もとがあぐらではなく女の子座りみたいになっていて、とても可か愛わいらしい。

「……お前は何か、明確な意図をもって私を苦しめようとでもしているのか？」

「んん？　何の話だよ？」と応じつつ、俺は「あれ？」と首を傾げた。

　暗いのでよくわからないのだが、アイ＝ファがちょっと涙なみだ目めになっている気がする。

「お前が何を言っているのか、さっぱりわからん！　だんだん頭が痛くなってきた！」

「は、話がわかりづらかったかな？　ごめんごめん。だから、噛かみ砕いて言うとだな……」

「もういい！　全部お前にまかせる！　頭が痛い！」

　まるでララ＝ルウあたりを思わせるカンシャクの大爆発だった。

　感情豊かなアイ＝ファでも、これは珍めずらしい。

「だ、だって、お前が説明しろって言ったんじゃないか？　確かにこれは俺おれたち二人の仕事なんだから、お前もこまかい内容を把握しておいたほうがいいとも思うし……」

「もういいったら！　私は、頭が痛いのだ！」

　たら!?

　たらと言ったか、今!?

　どどどどうしたんだろう。ダン＝ルティムの幼児化が伝染してしまったのだろうか？

　慌てふためく俺の目の前で、アイ＝ファは壁に額を押しつけて、そのままずるずると崩れ落ちてしまった。

「……頭が痛い……」

「うわあ、大だい丈じよう夫ぶかよ！　おい、アイ＝ファ！」

　ぐんにゃりと横たわってしまったアイ＝ファの身体を抱き起こす。

　額に手をあてると、ほんの少しだが熱っぽい感じがした。

「ち、知恵熱か？　おい、苦しいのか？　水でも持ってきてやろうか？」

「いい。……大きな声を出すな……」

　アイ＝ファは苦しげに眉まゆをひそめて、ぎゅっと目をつぶってしまっていた。

「そのまま動かすな……頭が痛いのだ……」

「わ、わかった」

　膝の上にアイ＝ファの身体を抱きかかえた格好で、俺はじっとその復活を待つ。

　もちろんこんな状況でよからぬ気持ちはかきたてられないが、こんなに身体を寄せたことはついぞなかったので、アイ＝ファの体温が俺を落ち着かない心ここ地ちにさせる。

「……大丈夫か？」

「……もう少し」と応じつつ、俺のＴシャツをぐっとつかんでくる。

　森辺の装束に包まれた胸が、大きく上下している。

　本当に、苦しそうだ。

「ごめんな。さすがにこまかい部分まで説明しすぎた。……別にアイ＝ファが金勘定の心配をする必要はないよ。俺だってギバの狩かり方なんてわからないんだから、アイ＝ファも金勘定は俺にまかせておいてくれ」

　アイ＝ファは答えず、俺の胸むなもとに頭をこすりつけてきた。

　まだ頭が痛いのだろうか。

「失敗しても、なるべく傷口が広がらないように対処する。アイ＝ファが生命をかけて狩ったギバの収しゆう穫かくを一本でも無駄にしないように」

「……失敗したら、どれほどの牙と角を失うのだ？」

　だいぶ落ち着きを取り戻もどしてきたアイ＝ファの声が問うてくる。

　俺は少しほっとしながら、「最後の最後まで一個も売れなかったら、最低でもギバ十二頭分だ。なかなかとんでもないだろ？」と答えた。

「とんでもないな」

「ああ、とんでもない。だけどその内、場所代と屋台の代金は二頭分足らずで、後は材料費とヴィナ＝ルウへの代価が半分ずつだ。だから、削るとしたら材料費ぐらいしかない」

「……うむ」

「だけどあの宿場町では、肉のみの単品料理なんてのはほとんど見かけなかったからな。鳥の足とちょっとした野菜だけを焼いて売っている店もあったけど、あれはどうやら酒の肴さかなであるらしいし。勝負するなら、きちんとした軽食らしい献立で勝負するべきだと思う。……ただ目先の銅貨を稼かせぎたいだけなら、それこそ焼肉や干し肉でも売りに出せばいいんだろうけどさ」

「それでは意味がない。私とお前が生きていくだけなら、銅貨に困ってなどはいないのだからな」

　と、アイ＝ファは空いているほうの手で、首くび飾かざりをじゃらりと鳴らした。

　それとマントの隠かくしポケットに収めている分を合わせれば、ギバ十二頭分ぐらいは余裕であるのだろう。たった二名の家人しかいないのに、二日に一頭のペースでギバを狩り続けていれば、これが当然の結果なのだ。

　だけどそれは、森にギバが増え始めた証あかしであり、そして、その分アイ＝ファが今まで以上に己おのれの身を危険にさらしている、という証しでもある。その、生命をかけて集めた牙と角を賭け金にして、アイ＝ファは宿場町を相手に戦いを挑もうとしているのだ。

　森辺に、豊かさをもたらすために――かつてのファの家のように苦しんでいる、名も知れぬ同どう胞ほうたちのために、である。

「私には、ガズラン＝ルティムのように高い志を語る言葉はない。……だが、これで多くの牙や角を失っても悔くいはしない。だからお前は、ドンダ＝ルウと対たい峙じしたときのように、婚こん儀ぎの宴うたげを引き受けたときのように、己の力を振ふり絞しぼればよいのだ、アスタ」

「ああ。ファの家の名誉にかけて、死力を尽くすよ。……頭が痛いのはもう大丈夫か？　楽になったんなら、今日は早く寝ねちまおうな？」

「……うむ」と応じつつ、アイ＝ファは動こうとしない。

「えーと……床ゆかに下ろそうか？」

「重いなら、下ろせばよい」

　いや、重いとしても、それは無む茶ちや苦く茶ちやに心ここ地ち好よい重さであるのだが。

　下りなくていいなら下ろしてあげないよという心境である。

「……店は、いつ開くのだ？」

「四日後だ。三日後にルウ家でまた買い出しがあるっていうから、それに便乗させていただいて、店を出す手続きをしてくる。それまでは、今日作ってみせた献立に改良できる点がないか試行錯誤してみるよ。……そういえば、また『美味い』っていう感想しかいただけなかったけど、何か気になる点とかはなかったか？」

「ない」

「そうですか。……普ふ通つうのハンバーグと、どっちが美味かった？」

「……どちらも美味い」

「絶対にどちらかを選ばなきゃいけないとしたら？」

「……お前はまた私の頭を痛めつけるつもりなのか？」

　怒おこった声で言いながら、アイ＝ファは俺の膝の上で寝返りを打った。

　ただし、外側ではなく内側を向く格好で。

「あれを不味いと抜かすようなら、町の人間は全員舌が腐くさっているのだ。そのときは店などあきらめて、私のためだけに料理を作れ」

「それはそれで幸福な人生なんだけどな。……だけど、まずは成功できるように力を振り絞るよ」

「うむ」とうなずき、アイ＝ファはそのまま俺の胸に頭を押おしあててくる。

「お前の喜びは私の喜びだ、アスタ」

「ああ」

「そして、お前の成功は――私の誇ほこりだ」

　まるで、俺の心臓に囁ささやきかけるかのような体勢で、アイ＝ファは低くそのようにつぶやいた。

（……大丈夫だ）

　たぶん、店を開いたのちも、数々の問題が噴出するのだろう。

　それぐらい、俺たちは無謀な戦いに打って出ようとしているのだ。

　八十年も続いてきた、森辺の民とギバに対する偏見の目、差別感情を相手取り、どこまで宿場町の常識をひっくり返すことができるのか――

　やれる限りのことを、やってみよう。

　今の自分にとっては一番大事な人たちと、その故郷のために。

　俺もその一員なのだと、胸を張って言えるように。

　そうして気づくと、アイ＝ファは俺の腕の中で眠ねむってしまっていた。

（……お前がいてくれれば、きっと大丈夫だ）

　その心地好い重みと熱を身体中で感じながら、俺はそんな風に思うことができた。
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　出陣の準備は、整った。

　料理の詰まった鉄鍋には、大きな布の裏に防水用のゴムノキモドキの葉を縫いつけた蓋がかぶせられ、フィバッハの蔓つる草くさで厳重に封印が施ほどこされている。

　焼きポイタンとティノとアリアはそれぞれを清潔な布でくるんで、野菜用の袋ふくろの中。

　攪かく拌はん用の大きな木べらと、取り分け用の小さな木べら、グリギの木で作ったまな板と、木皿が二枚、それに三徳包丁も同じ袋に封入している。

　もう一方の袋には、たっぷりの薪まきと、小さめの鉈なた、あとは火付け用のラナの葉だ。

　お釣り用の赤銅貨や、ミラノ＝マスに支払う白銅貨も、すでに腰こしの布ぬの袋ぶくろに吊るしている。

　完璧だ。

　晩餐の後片付けや薪および香こう草そうの採取といった朝の仕事もきっちり片付けて、時刻はちょうど夜明けと中天のど真ん中。

　あとは、ヴィナ＝ルウの到とう着ちやくを待つばかりである。

「いよいよだな」と、アイ＝ファが言った。

「ああ、いよいよだ」と、俺は応じる。

「まずはこの十日間を切り抜けることだ」

「ああ。死に物狂いで頑張るよ」

「十日間も、この生活が続くのだな」

「十日間で終わっちゃったら、あんまり意味がないけどな」

「十日間、あのルウ家の長姉と半日を過ごすわけだ」

「ん？」

「まあ、頑張れ」

「おう、頑張る！」

「契の約束もあることだしな」

「ないよ！　そんなもんは一いつ切さいない！」

　俺は、愕がく然ぜんとアイ＝ファを振り返った。

「な、なんで今さらそんな話をほじくり返すんだよ？　お前、お手伝いがヴィナ＝ルウって決定したときも顔色一つ変えてなかったじゃないか！」

　アイ＝ファはすました表情のまま、ぽんっと俺の肩に手を置いた。

「取り乱すな。冗談だ」

「あうう……」

「お前はお前の仕事を果たせ。私は私の仕事を果たす」

　そしてアイ＝ファは、すました顔のまま、その瞳ひとみにとても柔やわらかい光をたたえた。

「……そうして、お前の無事な帰りを、待っている」
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　刻限通りに現れたヴィナ＝ルウとともに、グリギの棒を使って鉄てつ鍋なべを運うん搬ぱんし、恐怖の渓谷をも越こえて、俺たちは宿場町に到着した。

　まずは《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》だ。

　店の主人ミラノ＝マスの案内で宿屋の裏手に回り込み、これから十日間の苦楽をともにする屋台と対面する。

　車のついた、移動式の屋台である。

　高さは二メートル、横幅は一・五メートル。奥おく行ゆきは八十センチほど。骨組みはもちろん木製で、頭の上には革の雨よけが張られている。正面と側面は、腹の高さぐらいにまで割り板で壁が作られており、裏側の壁だけは、引き開け式の戸になっている。

　戸を開けると、中は空洞で、壁の裏側にはびっしりと粘土が塗りたくられていた。

　そして、その中に鎮座ましますのは、七輪のような形状をした底の深い鉢である。

　この鉢の中で火を焚たいて、鉄鍋を温めるのだ。

　丸く穴の空いた天板に鍋をセットすると、上部の隙間はぴったりと埋まる。

　煙は、右側の足もとに通気口が空いており、そこから逃がす造りになっている。

　非常にシンプルな構造である。

　まあ、シンプルで困ることはない。

「……くれぐれも、汚したり壊したりしないようにな」

　朝から仏頂面のミラノ＝マスに、俺は「はい」と愛想よく応じてみせた。

　ヴィナ＝ルウは、素知らぬ顔でそっぽを向いている。

「よし。それじゃあ付いてきな」

　ミラノ＝マスの先導のもと、通りに出る。

　中天の前に宿場町を訪おとずれたのは初めてであるが、賑にぎわい具合は、昼下がりの三割減といったところだった。

　それでも、俺とヴィナ＝ルウがゴロゴロと屋台を押していくと、ものすごい量の視線が飛んでくる。何な故ぜに森辺の民が屋台などを押しているのか、という、それらはすべて困こん惑わくと驚おどろきと不ふ審しんの視線ばかりであった。

　黄おう褐かつ色しよくの肌はだの人々。

　象ぞう牙げ色いろの肌の人々。

　黒い肌の人々。

　白い肌の人々。

　実にさまざまな色合いをした人々が、みな一様に俺たちを見つめている。

　森辺の装束を纏まとった異国人の俺と、森辺の民でありなおかつ色気の権化であるヴィナ＝ルウの黄金コンビである。そんな二人がよいしょこらしょと屋台などを押しているのだから、それを無視できる者などは一人として存在しなかったかもしれない。

「嫌いやねぇ……何だか、いつも以上に注目されてるみたい……」

「いいんですよ。宣伝効果もばっちりじゃないですか」

　これで少なくとも、「森辺の民が何か出店をするらしい」という評判が、宿場町の隅から隅まで伝達されることだろう。冷やかし半分でもいい、怖こわいもの見たさでもいいから、一人でも多くの人間が集まってくれることを祈るばかりである。

　宿屋のエリアを抜けて、露ろ店てん区域に達すると、もうほとんどの店が商あきないを始めていた。

　それらの人々も、通行人と一いつ緒しよになって視線を飛ばしてくる。

　涼しい顔をして通りすぎていくのは、恐鳥トトスぐらいのものである。

「やあ。本当に始めるんだな」

　途と中ちゆうで声をかけられた。野菜売りの、ドーラの親おや父じさんだ。

「はい。とりあえずは十日間、よろしくお願いします」

　ミラノ＝マスが足を止めてくれなかったので、俺は屋台を押しながら頭を下げてみせた。

　親父さんの、だいぶ引きつり具合の緩かん和わされてきた笑え顔がおに見送られながら、さらに北へ。

　そうして案内されたのは、まさしく露店区域のどん詰まりだった。

　露店のために、街かい道どうの左右の林が切り開かれている、そのスペースの最北端である。

　位置は、北向きに立って、右手側だ。

　あと二つか三つも露店を出したら、雑木林に行き当たってしまう。まあそうなったらどんどん林を切り開いていくのだろうが、何にせよ、現段階においては露店区域の端も端である。

　人通りは、だいぶん少ない。

　通りをはさんだ正面のスペースは、無人。

　お隣さんは、何やらあやしげな装そう飾しよく品ひんを布の上に広げている老人で、俺たちの姿を見ると、子供みたいにぽかんとしていた。

「決まりごとは、昨日説明した通りだ。声を張り上げて客を呼び込まないってのと、その鉢の外で火は焚かないってことは、特に厳重に守ってくれ。……そして、そんなことをしているやつを他に見かけたら、必ず俺に報告すること」

「了解です。色々とありがとうございました」

「ふん。……あとは、看板だな。おい、看板には何て書けばいいんだ？」

「え？　看板ですか？」

　確かに屋台には看板が掛かっていたが、右下の隅に《キミュスの尻尾亭》の記号だか象形文字だかが刻みこまれているばかりで、後は無地である。

「看板に何も書いてなかったら、何を売ってるかもわからないだろうが？　何と書けばいいんだ？」

　言いながら、ミラノ＝マスは腰から下げていた小さな革袋を手に取って、口の紐ひもをゆるめ始めた。

　中身は緑色のどろりとした液体で、小さな筆らしき棒が突っ込まれている。ちょっと鼻につんとくる匂においだが、少し青くさい気もする。植物由来の塗と料りようなのかもしれない。

「それじゃあやっぱり……『ギバ』ですかねえ？」

「……それしかないだろうな」と息をつき、ミラノ＝マスはその筆と塗料ででかでかと大きな記号を書き始めた。

　楕だ円えん形けいと曲線を組み合わせた記号であり、なんとなく、上の方にのびた四本の線の丸まり具合が、ギバの角と牙に見えなくもない。

「ああ、ギバっぽくていい感じですねえ」

「……屋台は必ず毎日店に戻してくれ。どこか傷んでないか確かく認にんをするからな」

「はい。夕暮れよりもっと早くには引き上げる予定ですので」

　最後にまた「ふん」と言い捨ててから、ミラノ＝マスは立ち去っていった。

　お隣さんのご老人は、まだぽかんとした目で俺たちを眺めている。

「さて。それでは準備に取りかかりましょうか」

　俺はヴィナ＝ルウの手を借りて、まずは鉄てつ鍋なべを封印していた蔓草を解除することにした。

　そうして布とゴムノキモドキの蓋が取りのけられると、ヴィナ＝ルウは「うわぁ……」と楽しそうな声をあげる。

「タラパの匂いがするとは思ってたけどぉ……これは、しちゅーなのぉ……？」

「いえいえ。そんなに時間も食材費もかけられませんので、これはタラパのソースに過ぎませんよ」

　それでもタラパを丸ごと二個も使用しているので、巨大な鉄鍋の六分目ぐらいにまで真っ赤なソースが揺れている。

　トマトのように酸っぱいタラパを、みじん切りにしたアリアや果実酒とともに煮に込こみ、塩とピコの葉で味を整えた、特製タラパソースである。

「じゃあ、火をつけます。ヴィナ＝ルウは、そっちの袋を開けておいてもらえますか？」

「はぁい」と応じるヴィナ＝ルウを横目に、俺はラナの葉で鉢の中に火を灯ともす。

　鍋はすっかり冷えてしまっていたので、まずはガンガンに燃やさせていただいた。

　この鉢の大きさと、口から鍋までの距離を考えるに、あの宴で使用した簡易型かまどより火力はさらに落ちるであろうから、鍋全体に熱が回るまでは、とにかく強火で攻めるしかない。

　持てるだけの薪を持ち込んできたが、たぶんこれでは最後までもたないだろう。その場合は、背後の雑木林から薪を調達することになる。そのための、鉈だ。

　営業時間は、およそ五時間強ほどを予定していた。

　家を出発したのが夜明けと中天の真ん中で、家に帰るのは中天と日没の真ん中あたり。そこから移動に要する二時間を差し引いた数字である。

　俺の体内時計によると夜明けが六時で、中天が十二時、日没が七時であるからして、開店は午前の十時、閉店は午後の三時半、という感覚だ。

「ううん……今さらだけど、何だか不思議な感じねぇ……まさか自分が宿場町でものを売る側になるだなんて、わたしは夢にも思ってなかったわぁ……」

「それは俺も同感ですけど、まあ、森辺で過ごしてきた歳さい月げつが違ちがうんだから、ヴィナ＝ルウは余計にそう思うでしょうね」

　もしかしたら、ドンダ＝ルウはヴィナ＝ルウが森辺の外の生活に憧憬を抱だいていることを知っていて、それで彼かの女じよを俺の手伝いに任命したのだろうか？

　いや、そんな心情を知っていたら、逆に外には出したくなくなってしまうか。

　だけどとにかく、本日もヴィナ＝ルウの表情は明るく、以前に宿場町への同行をお頼たのみしたときよりもいっそう無む邪じや気きにはしゃいでいるように見えた。

「だけど、本当に売れるのかしらぁ……こっちはずいぶん人が少ないじゃなぁい……？」

「そりゃあまあ、宿場町の端っこなわけですからね」

　北からやってきて宿場町に入ってくる者、そして宿場町を出て北の果てへと向かう者。そういった人々のちらほらと行き来する姿が見受けられるぐらいで、買い物目的の人間などはほとんど見当たらない。

「ま、初日ですから気負いすぎずに頑張りましょう。今日と明日ぐらいは顔見せみたいなものですよ」

　森辺の民がギバ肉の料理などを売り出しているのだから、噂うわさにならないはずがない。その内の何人が好こう奇き心しんに負けて店を覗のぞきに来てくれるか。まずはそこが最初の生命線だ。

　ぷすぷすとタラパのソースが可愛らしい音をたて始めたので、俺はヴィナ＝ルウから受け取った木べらで中身を攪拌することにした。

「ヴィナ＝ルウ。あとでこの攪拌を代わってもらいたいんですけど、鍋の中にはたくさんのハンバーグが沈んでいるので、潰したりしないように気をつけてくださいね」

「わかったわぁ。……それにしても、いい匂いねぇ……こんな時間なのに、お腹なかが空すいてきちゃいそう……」

「あ、もしも食べられそうだったら、あとで一つ試食してみてください」

　俺の言葉に、ヴィナ＝ルウが瞳を輝かせる。

「いいのぉ？　……だってこれは、売り物なんでしょう……？」

「いやあ、自分で売るものの味ぐらいは知っておいてもらわないとまずいので。きちんとその分は多めに作ってきましたよ」

　屋台のかたわらにしゃがみこんで袋の中身をあさっていたヴィナ＝ルウが立ちあがり、つつつと俺に忍しのび寄ってくる。

　とてもいやーな予感がしたのだが、ヴィナ＝ルウは俺の腰あての余った布をきゅっとつかんでくるばかりだった。

「うれしいわぁ……ありがとう、アスタ……」

「い、いえ。これも仕事の内なので」

　宴の準備のときもそうであったが、やはりこのヴィナ＝ルウも、自分の仕事の最中には不埒な真ま似ねに及ぶ気はないらしい。そこはやっぱり、森辺の民なのだ。

　それならば――仕事のパートナーとして、上手うまくやっていけるかもしれない。

「よし。ぼちぼち温まってきたかな。それじゃあ、攪拌をお願いします」

　鍋の右側に設しつらえられた作業台の上に、黒いグリギのまな板を敷しいて、ティノとアリアと、そして木皿と三徳包丁も置く。

　ティノは、バラのようにふわりと葉っぱの重なった、レタスのごとき野菜である。

　ただし食感はキャベツに近いので、俺はその大きな葉を一枚むしると、そいつを千切りに刻んでやった。

　タマネギのごときアリアは、丁寧に薄うすくスライスする。

　その両方を切り終えたら木皿に移して、ざっくりとまぜておく。

　そして、布の包みから出した焼きポイタンも作業台の上に広げれば、もう準備は万端だ。

「まったく難しいことはないですけど、ヴィナ＝ルウも作り方を覚えておいてくださいね」

「あらぁ……ずいぶん小さいポイタンねぇ……」

「はい。一枚にポイタンを半分ずつぐらいしか使っていませんからね」

　普ふ段だんはルウの家でも二個ずつポイタンを焼いているから、直径は三十センチぐらいになっていたはずだ。

　で、その四分の一ていどの量しか使われていないこの焼きポイタンは、せいぜい直径十四、五センチといったぐらいである。

　ギーゴを混ぜているので、以前よりはふんわりと焼きあがっており、厚さは一・五センチほど。クリーム色をしたイングリッシュマフィンのように愛くるしいお姿である。

「この小さなポイタンの上に、ティノとアリアをどっさり敷きつめます。目安は、ポイタンよりやや薄めなぐらいですかね。で、さらにその上にハンバーグを載のせるわけです」

　言いながら、俺が平べらで鍋の中のハンバーグをすくいあげると、ヴィナ＝ルウはまた「あらぁ……」と驚きの声をあげた。

　いつもは楕円形をしたハンバーグが、綺き麗れいなまん丸の形をしていたからだろう。

　重量は、目算で百八十グラム。

　大きさは直径十二センチていど、厚みは三センチていど。

　真っ赤なタラパソースにまみれたそいつを千切りティノの上に載せ、さらに新たなポイタンを上にかぶせる。

　これにて我が店の商品『ギバ・バーガー』の完成である。

「簡単でしょう？　さあ、どうぞ」

　ヴィナ＝ルウから撹拌用の木べらを受け取り、代わりに『ギバ・バーガー』を差し出してみせる。

「……なんだか……」

「はい？」

「なんだか、すごく美味おいしそう……」

「美味しいですよ。俺は大好きです」

「……晩ばん餐さんじゃないから、祈りの言葉は捧げなくてもいいのかしらぁ……？」

「いいんじゃないですか？　俺にはよくわかりませんけど」

　何だかヴィナ＝ルウは、食べるのがもったいないとばかりに、しばらくまごまごと立ちつくしていた。

　が、やがて意を決したように、肉感的な唇くちびるを開き――ぱくりと、『ギバ・バーガー』にかじりついた。

「こぼさないように気をつけてくださいね？　横向きにして持ったほうがいいですよ」

　うなずきながら、ぱくぱくと食べていく。

　これはもうアイ＝ファとの試食会で判明していたことなのだが、森辺の女衆が両手でハンバーガーを握にぎりしめて美味しそうに頬ほお張ばっている姿は、実にその、愛くるしいものなのだった。

　普段はクールぶっているアイ＝ファの愛くるしさもとてつもなかったが、アダルティな魅力の塊かたまりであるヴィナ＝ルウも、まあ、何というか、とてつもなさでは引けを取らないようである。

　やがて試食を終えたヴィナ＝ルウは、またちょっとうつむきながら、俺の腰あてをきゅっとつかんできた。

「……美味しいわぁ……」

「そ、そうですか。それは良かった！」

　もしかしたらヴィナ＝ルウは、流し目をくれたり身体をくねらせたりするよりも、ちょっと幼げに振る舞ったほうが魅力も倍増するのではないだろうか。

　まあ、俺がそのようなことを分析しても、誰だれも得はしない。

「どうでしょうかね。売れそうですかね」

「それはわからないけどぉ……これが美味しくないっていうんだったら、町の人間にギバの肉を食べる資格はないでしょうねぇ……」

　アイ＝ファと同じような感想だ。

　だけど俺は、そこまでは思っていない。

「臭くさくて固い」というギバ肉の悪いイメージを払拭するためにこの『ギバ・バーガー』を最初の武器として選択した俺ではあるが、これはいわゆる変化球である。

　ハンバーガーに類する料理がこの町に存在しないならば、それは驚きもされるだろうが、ギバ肉の本当の美味しさを知ってもらうためには、やはりステーキや焼肉などのシンプルな料理の力も必要だと思う。

　それに、ハンバーグはパテ作りに時間がかかる上、この鉄鍋のサイズではせいぜい二十個ぐらいしか持ち込めない。焼いたパテを別の容器で運搬し、減ったソースは現地で調理してしまえば、まあ何とか四十個までは対応可能であるという計算は立っているが、あくまでこれは宿場町を攻略するための第一投目であるに過ぎないのだ。

　軽食といえばハンバーガー、というのは極めて安易な発想かもしれないが、キミュスの肉にく饅まん頭じゆうを筆頭に、この宿場町における軽食というのは肉と野菜と炭水化物の生き地じを組み合わせたものが主流であるようなので、その気風には沿っていると思う。

　また、肉饅頭や塩しお漬づけ肉の煮込みなどといった料理から察するに、宿場町の人々がドンダ＝ルウのようにやわらかい肉を忌避する恐おそれもなさそうであったし、手づかみで食べられるという点も軽食には適している。

　そして、タラパはかなり香かおりが強い。強引な呼び込みが禁止されているというのなら、この「香り」というやつは通常以上に重要になってくる。香味野菜のアリアと果実酒とともに煮込んだタラパソースのこの香りは、道ゆく人々の食欲中枢を大いに刺し激げきしてくれるだろう。

　この『ギバ・バーガー』であるていどの評判を呼び込むことがかなったら、俺はメニューをステップアップ――というか、逆にシンプルなメニューへと切り替えていき、段階を踏ふんでギバ肉の味を伝えていく目もく論ろ見みなのだった。

　まずはこの十日間で、どのステップにまで進めるか、である。

　個人的には、最終日までに一日二十食から三十食ぐらいをさばけるようになり、次の十日間で新メニューをお披露目できたら上出来かな、と考えている。

　本日は、食材費の節約のためにわずか十食分しか準備していないが、初日でこれが売り切れるような事態になったらもう万ばん々ばん歳ざいである。

「よし、それじゃあそろそろ戦闘開始といきますかね！」

　と、俺が宣言した、その瞬しゆん間かん。

　トン、と何かが革の屋根を叩く音がした。

　そして突如として訪れた、天が割れたかのような、雨。

「きゃあ」と緊迫感のない声をあげつつも、ヴィナ＝ルウが素早く物入れの袋を屋根の下にかっさらってくれた。

　森辺でもお馴な染じみの、スコールじみた強雨である。

　それはまあ、徒歩で一時間ていどの距きよ離りしか離れていないのだから、このあたりだって同じ気象条件ではあるのだろう。

　しかし――

　降りだしたときと同様に、ぴたりと唐突にスコールが止やんだその後は、ちらほらと通りを歩いていた人々すらも、俺たちの目の前からはきれいさっぱり跡形もなく消失してしまっていたのだった。




２




「ふむ！　なるほどね！」としか言い様がなかった。

　もちろんこういったゲリラ的な大雨は、町の住人にとってもお馴染みの現象であったのだろう。雨が降りだしたその瞬間に、人々は大急ぎで通りを走り抜けるか、あるいは手近な木こ陰かげにでも潜りこんで、被ひ害がいを最小限に留とどめたのであろうと思われる。

　隣となりで飾かざり物を売っていたご老人が、すかさず布ごと商品をかつぎあげて背後の林の中に逃げ込む手て際ぎわなどは、実にお見事なものだった。

　で、止んでしまえば、みんなやれやれとばかりにまた通りへと姿を現したようなのだが――この最さい北ほく端たんでは、めっきり人通りが絶えてしまっていた。

　屋台から見て左側、南の通りに目をやれば、最前までと大差のない賑わいが復活している。

　が、買い物目当ての人間が少なかったこのあたりは、みんなどこかに走り去ってしまい、ひたすら閑古鳥が鳴くばかりだった。

「……完全に人がいなくなっちゃったわねぇ……？」

「これはまあ文字通りの天災ですから、しかたがないですね。もともと勝負時は中天からその後だったので、今はのんびり英気を養いましょう」

　ヴィナ＝ルウの咄とつ嗟さの働きにより、薪を湿らせてしまうこともなかった。鍋にも雨水は混入していない。何か致命的なアクシデントが生じたわけでもないので、ここは開き直りの一手であろう。

「……中天を過ぎて人が増えるまで、ずっと立ってるだけなのぉ……？」

「そうですよ。待つのも仕事です」

「……何かこれだけで代価をもらっちゃうなんて、悪い気がするわぁ……」

「そんなことはないですよ。荷物持ちの仕事はもちろん、鍋の攪拌やら薪の補充やら、どうあがいたって一人ではこなしようがない仕事なんです。これからですよ、これから」

　とはいえ、太陽が中天に昇るまでにはまだ二時間ばかりもかかるだろう。

　その間、火の番しかやることがないというのも、なかなかの虚無感をかきたてられるものだ。

　今のうちに薪を確保しておくというのもありかもしれないが、雨の直後ではいまいちそういう心持ちにもなれない。あと一、二時間もすれば湿った落ち枝も乾くであろうから、採取はその後でいいかなという気分になってしまう。

　つまりは、やることがない。

「えーと……世間話でもしましょうか？」

「そうねぇ……」

「ヴィナ＝ルウって、家族では誰と仲がいいんですか？」

「……その話、面おも白しろい……？」

「俺にとっては、面白いですけど」

　ヴィナ＝ルウは小さく息をつき、栗色の髪かみの毛先をいじり始める。

「一番話がはずむのは、やっぱりリミとルドかしらぁ……あとは、一緒にいて楽しいのは、ダルムねぇ……」

「あ、ダルム＝ルウですか」

「うん……無口で、怒おこりっぽいところもあるけれど……怒ったら怒ったで、それも可愛いしねぇ……」

「ちょ、ちょっと待ってくださいね。そういえば、ヴィナ＝ルウのほうが年長なんでしたっけ？」

「そうよぉ。一歳しか変わらないけどねぇ……」

　そういえば、俺おれは男衆と女衆でくっきり分けて考えていたので、男女の中ではあまり誰が年長とか年少とかを考えたことがなかったのだった。

　だけどまあ、曖あい昧まいであったのはヴィナ＝ルウとダルム＝ルウの順番ぐらいか。

　ダルム＝ルウはヴィナ＝ルウより一歳年少の十九歳、と脳内にインプットしておく。

「ちなみにジザ＝ルウって何歳なんですか？」

「ジザ兄は、二十三になったところねぇ……」

「おお、意外に若い！　で、リミ＝ルウは八歳でしたっけ？　そうすると……十五歳差か！　これはなかなかの年ねん齢れい差ですね！」

「そうかしらぁ？　……まあ、十五歳で親になる人間もいるから、そういう意味では親と子ぐらいの年齢差だけどぉ……」

　そしてヴィナ＝ルウは、あんまり覇気のない流し目で俺を見つめてきた。

「ねぇ……本当にこの話、面白いのぉ……？」

　俺にとっては、けっこう面白い。

　もしかしたら、一日の大半を仕事に追われている森辺の民たみにとっては、退屈をもてあますというのがけっこうな苦行になってしまうのだろうか。

「……わたしは、アスタの話が聞きたいなぁ……」

「ええ？　俺のほうこそ、面白い話の種なんてありませんよ？」

「……アスタの生まれた国の話が聞きたいのぉ……」

　俺はちょっと口をつぐみ、タラパソースの赤い色しき彩さいを見つめてから、言った。

「すいません。俺はあんまり生まれ故郷のことは話したくないんですよね。……ちょっと、気分が重くなってしまうので」

「あらぁ、どうしてぇ……？」

「……俺が突然いなくなってしまって、親父が無事にやれているかどうかが心配なんです」

　しばしの沈黙の後、ヴィナ＝ルウは「ごめんなさい……」と小声でつぶやいた。

　これはなかなか、思いの外暗鬱な空気である。

　すると――

「アスタおにいちゃん！」という元気いっぱいの声とともに、小さな救世主が街道の水たまりを撥はね飛ばしながら、駆け寄ってきてくれた。

　ターラである。

「本当にお店を出したんだねっ！　すごーい！」と、屋台の台に手をついて、俺の顔を見上げてくる。

　それから、かたわらに控ひかえたヴィナ＝ルウにも、ターラはちょっとおずおずとした様子で笑いかけた。

　ヴィナ＝ルウも、つられたように口もとをほころばせる。

「タラパのいい匂い！　それ、ギバのお肉の料理なの？」

「そうだよ。ターラのお口に合うかなあ？」

「食べてみたい！　一つください！」

「あ、でもこれは大人用の大きさだから、一つで銅貨が赤二枚なんだよね」

「そうなんだ？　じゃあじゃあ父さんに銅貨をもらってくるね！」

「あ、ちょっと待って！　口に合わないとまずいから、ちょっと味見をしてみてよ。……ヴィナ＝ルウ、そっちの袋に木皿がもう一枚入っているので、それを取ってもらえますか？」

　そう呼びかけながら、俺は鍋の中身を探たん索さくした。

　試食のための、ミニバーグである。

　商品のパテより一回り小さいそいつを鍋の中で半分に切り、その片方だけを木皿に取り分ける。

　で、さらにそいつを三分割にして、秘密兵器、グリギの小枝を削って干して作製した爪つま楊よう枝じを、一本だけ刺さす。

「はい、どうぞ」

　その木皿を差し出してみせると、ターラはきょとんとしてしまった。

「……だって、銅貨は？」

「俺の国では、買う前にこうやって味見をさせる売り方があったんだよ。露店区域の責任者である宿屋の親父さんにも了解はもらってるから、遠えん慮りよなく食べていいよ」

「そうなんだ。……ありがとう！　賜たまわります！」

　そうしてターラは何の恐れ気もなく爪楊枝をつまんで、小さなハンバーグの欠片かけらを口の中に放ほうりこんだ。

「……どうかな？」

　俺としては、緊張の一瞬である。

　森辺の民は、そのほとんが俺の料理の味付けを大絶賛してくれていた。

　しかし、調理の概念がそれなりに行き渡わたっているであろうこの石の都の宿場町において、俺の味付けと調理技術は通用するや否や――今一つ素す性じようの知れないカミュア＝ヨシュを除けば、これが最初の判決の刻ときなのだ。

　ターラは――

　爪楊枝をくわえたまま、硬こう直ちよくしてしまっていた。

　驚きに見開かれた目が、じっと俺の顔を見つめ返してくる。

「何これ……」

　その口が、呆ぼう然ぜんとした声を絞り出した。

　そして。

　黄褐色の小さな顔が、喜色を爆ばく発はつさせる。

「美味しい！　すごく美味しいよ、アスタおにいちゃんっ！」

　俺はそのまま、へなへなと崩れ落ちそうになってしまった。

　心臓に悪い。

　だけどまあ……これでようやく、第一関門突破だ。

「すごいすごい！　もっと食べたい！　父さんに銅貨をもらってくるね！」

「あ、ちょっと待って！　良かったら、ドーラの親父さんにも味見をしてもらえるかな。そのほうが、安心して銅貨を出してもらえるだろうから。……えーと、その木の針はあんまり数がないんで、またそいつを使ってもらってもいいかな？」

「うん！」と大きくうなずくと、ターラは新たな欠片にぷすりと爪楊枝を突き刺して、そいつを聖火みたいに掲かかげながら、ぱしゃぱしゃと父親のもとに走り去っていった。

　ドーラの親父さんの店は、ここから何とか革張りの屋根が見えるぐらいの位置である。

「……良かったわねぇ、アスタ……？」

「はい！　本当に良かったですよ！　……あああ、これで希望の光がずいぶん明るくなってきた！　この味で戦えるんだったら、後はいかにして食べてもらうかだけです！」

「それが一番、難しそうだけどぉ……？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　そのための試食品なんですから！　人通りが増えてきたら、南や東の人たちを中心に、こいつを配りまくりましょう！」

　とはいえ、試食用のミニバーグは二個しか焼いていない。小分けにするのは六つが限度だから、しめて十二名分だ。

　しかし、あんまり売れ行きが芳しくないようだったら、商品分のパテも試食に回す心づもりである。とにかく今は、ギバ肉の味を一人でも多くの人間に知らしめる、というのが肝かん要ようなのだから。何だったら、今日は試食の提供だけで終わっても悔くいはないぐらいの心境だ。

「アスタ……わたしはあんまり、自分から町の人間に話しかけたりはしたくないんだけどぉ……」

「うん？　ああ、そこらへんは俺が引き受けますから！　ヴィナ＝ルウはその間、火の番をしていてくれればいいですよ」

「ううん。それも代価の内だから……でも、最初の内は上手くやれなくても、怒らないでねぇ……？」

　やっぱり自分の仕事に対しては真ま面じ目めな森辺の民である。

　相変わらず通りに人ひと影かげはなかったが、俺はどんどん気持ちが昂こう揚ようしていくのを感じた。

　そうこうしている内に、またターラがぱしゃぱしゃと駆かけてくる。

「父さんも美味しいって！　なんだこりゃあって、すっごく驚いてたよっ！」

　そして、銅貨が差し出される。

　茶色くくすんだ赤の銅貨が――四枚？

「二つください！　ターラの分と、父さんの分！」

　正直に言うと、ちょっと泣きそうになってしまった。

　確かに俺は祝しゆく宴えんの仕事でたいそうな代価を手に入れることができたが、お客さんが目の前で俺の料理を美味しいと言ってくれて、そして代価を支払おうとしてくれている――これで涙るい腺せんを刺激されないはずがないではないか。

　しかし、ここで泣いていてはさすがに男がすたるので、俺は「毎度あり！」と応じながら、ティノとアリアを切り刻んでやることにした。

　ポイタンの上にそいつを載せて、タラパソースをたっぷりからめたパテを重ねて、最後にまたポイタンをかぶせる。

「はい、お待ち！　……こぼれやすいから、こうやって横にして食べてね？」

「うん！　ありがとう！　ものすごく美味しそうだね！」

　ありがとうは、こちらの台詞せりふだ。

　俺はターラに商品を引き渡し、そして、銅貨をいただいた。

　赤の銅貨が、四枚。

　我が店の、初めての売り上げだ。

「……わたしへの代価の分を稼ぐだけでも、もう一個は売れないと駄だ目めってことよねぇ？　これで本当に、商売になるのぉ……？」

「なりますとも！　まあ、顔見知りだから買ってくれたっていうのもあるんでしょうけど、最初のお客がジェノスの現地の人たちだっていうのは、ものすごく希望が持てますよ」

「そうかしらぁ。……あ、アスタ……」と、また腰あての布を引っ張られる。

　見ると、北のほうから歩いてきた旅装束の人物が、駆けていくターラの背中と俺たちの屋台を怪け訝げんそうに見比べていた。

　革のマントについたフードを深くかぶっているが、わずかに覗いている顔の皮膚が黒い。

　東の王国シムの人間だ。

　これは売り込みのチャンスかな、と俺は木皿に手をのばしかけた。

　が、それよりも早く、その人物はすたすたと屋台に近づいてきた。

　近づきながら、少し雨粒のついた革のフードを背中にはねのける。

　黒い髪かみに黒い瞳、肌の色までもが闇のように黒い、シム人だ。

　ただし、俺が知る世界の人々とは、少々趣が異なる。その目は切れ長でキッと吊り上がっており、鼻は細く、唇は薄い。どちらかといえば東洋人に近い面おも立だちで、なかなかの長身だが、骨格もけっこう華きや奢しやである。

　長い黒髪を首の後ろで束ねており、首や手首には綺き麗れいな色合いの石を連ねた飾り物を巻きつけている。年齢の見当はつけにくいが、まあ若者といっていい年頃だろう。

　その、東の王国の若者が、屋台の手前で立ち止まり、また怪訝そうな目で看板の文字を見やった。

　そして、鍋の中身を指差して、「ギバ？」と問うてくる。

「はい。ギバの肉の料理です。良かったら、試しにこちらで味を確かめてみてください」

　そう言って、俺は木皿に残った最後の欠片に新しい爪楊枝を刺したのだが、若者はいぶかしそうに首をひねるばかりだった。

　で、「アスタ……」とヴィナ＝ルウに囁ささやきかけられる。

「このシム人、もしかしたら、あんまり西の言葉をわかっていないんじゃないかしらぁ……？」

「え！　四大王国って、国ごとに言葉が違うんですか？」

「言葉が違うのは、東と北だけよぉ……アスタは、そんなことも知らなかったのぉ……？」

　まったくもって、知らなかった。

　それじゃあ俺が東や北の王国で覚醒していたら、まったく言葉が通じていなかったのだろうか？　それとも、神の見えざる何とやらで、そんな不都合も補正されていたのだろうか？

　まあ、そのようなことを思い悩なやんでいる場合でもないし、思い悩んだところで結論など得られない。今はとにかく、せっかく興味を抱いてくれたこの御ご仁じんに、如い何かにして試食品を食べていただくかだ。

「アスタ、木皿に新しい肉を載せてくれるぅ……？　あと、その木の針も、一本ちょうだい……？」

「え？　ああ、はい」

　俺は鍋の底に沈んでいたミニバーグの半身をすくいあげて、それを木皿の上でまた三等分にしてみせた。

　ヴィナ＝ルウがうなずいて、屋台の裏から若者のかたわらに回り込む。

　ちょっと警けい戒かいした顔つきで引き下がる若者に微ほほ笑えみかけてから、ヴィナ＝ルウは優雅な手つきで試食品の一つを口に入れた。

　そして、木皿を若者の側にちょいと動かす。

　若者は、木皿の上に手をかざした。

　そうして、探さぐるようにヴィナ＝ルウを見る。

　ヴィナ＝ルウがもう一度微笑みかけると、小さくうなずき、若者は爪楊枝を手に取った。

　で――ひょいっひょいっひょいっと、残っていたハンバーグの欠片をすべて口の中に収めてしまった。

　もぐもぐもぐと咀そ嚼しやくして、満足そうに大きくうなずき、奇き妙みような形に指先を組んで、俺とヴィナ＝ルウに頭を下げる。そうして革のフードをかぶりなおすと、若者は軽けい妙みような足取りでその場から立ち去ってしまった。

　数秒間の沈黙ののち、蚊の鳴くような声でヴィナ＝ルウが「……ごめんなさい……」と告げてきた。

「いや！　食べさせるまでは成功したんだから、見事なものです！　試食品なんて今までこの宿場町には存在しなかったんでしょうから、これぐらいの事態は想定して然しかるべきですよ！」

　自分自身を励ますためにも俺は大きな声でそう応じたのだが、ヴィナ＝ルウはよよよと屋台の柱に取りすがってしまった。

「……死にたい……」

　意外とメンタルの弱いヴィナ姐ねえさんである。

　とか、面白がっている場合でもない。

「大丈夫ですってば！　試食品はもう一個残ってますから！　勝負は中天からです！　頑がん張ばりましょうよ、ね!?」

「……アスタおにいちゃん、どうしたの？」と、いつのまにやらターラがまた屋台の前に立っていた。

「いや、なんでもないんだよ。『ギバ・バーガー』はどうだった？」

「ぎばばーがーっていうの？　すごく美味しかった！　ね、これから毎日、お店を出すの？」

「うん、いちおう十日間の契約だからね。それ以降は、今後の売れ行き次し第だいだけど」

「やったあ！　それじゃあ毎日、買いに来るね！　父さんも毎日食べたいって！　すっごくすっごくびっくりしてたよ！」

「ありがとう。そんなに喜んでもらえたなら、俺も嬉うれしいよ」

　本当にターラと親父さんが一日に二個ずつ購こう入にゆうしてくれれば、それだけで二十食をさばくことができる。十日間を通しての最低ノルマが六十食なのだから、これはかなり力を得られる声援だ。

「アスタ……」と、そこでまたヴィナ＝ルウが呼びかけてきた。

　ちょっといつもと異なる響ひびきの声である。

「どうしたんですか？」と振ふり返ると、もうその答えを待つまでもなく、俺にも異変の到来が見て取れた。

「わ……」と弱々しい声をあげて、ターラが屋台の陰に引っ込む。

　賑にぎやかな南側から姿を現した正体不明の一団が、早足で真っ直すぐ俺たちの屋台に向かってきたのである。

「な、何ですか、あなたたちは？」

　革マントの一団に、屋台を取り囲まれてしまった。

　ターラがちょっと震ふるえながら、俺の足に取りすがっている。

　そして、ヴィナ＝ルウは――俺のかたわらに寄り添いながら、腰こしの小刀の柄つかにそっと指をからめていた。

　ざっと見て七名ほどの男たちである。

　全員背が高く、フードつきのマントで顔や姿を隠かくしている。

　ただし――そこから覗く顔の下半面は、いずれも漆黒の色合いをしていた。

「ギバ」と真ん中あたりにいたやつが、仲間の身体を押しのけて前のほうに進み出てくる。

　そうしてその人物がフードをはねのけると、そこから現れたのはほんの今さっき試食のハンバーグをすべてたいらげてしまった、あのシム人の細長い顔だった。

「ど、どうしたんですか？　俺たちの商売に、何か問題でも？」

　無む駄だとは知りつつ、俺は思わずそんな風に呼びかけてしまう。

　すると若者は、さきほどと同じように鉄鍋の中身を指し示して、また「ギバ」とつぶやいた。

「そうですよ、ギバですよ。それがどうかしましたか？」

「ギバ。赤。一。二。三？」

「……はい？」

　俺が首を傾かしげると、若者はちょっと困こん惑わくした様子でマントの内側に手を差し込んだ。

　すかさずヴィナ＝ルウが俺の腕うでを引き寄せようとしたが――そこから取り出されたのは、茶色くくすんだ赤色の銅貨だった。

「ギバ。赤。一。二。三？」

　それでも俺が答えられずにいると、若者はちょっと悲しそうな目つきをした。

「……白？」

「いえ！　赤です！　赤！　二！」

　若者はうなずき、さらにもう一枚の銅貨を出して、台の上にかちゃりと置く。

　そして、俺の顔を、じっと見た。

「……ヴィナ＝ルウ、攪拌をお願いしますね」

　うっかり攪拌の手が止まってしまっていた。

　俺はヴィナ＝ルウに木べらを託し、大急ぎでティノを千切りにする。

　そうして新たな『ギバ・バーガー』を作製し、若者に「どうぞ」と差し出してみせた。

　若者は大きくうなずいて、商品を受け取る。

　その様子を観察しながら、おそるおそる銅貨に手をのばしたが――幸いなことに、それをとがめる者はいなかった。

　やっぱり、ただのお客さんだったのだ。

　そいつは実に、ありがたいことだ。
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　しかし、屋台を取り囲んだままぴくりとも動かないこの連中は、いったい何なのだろう。

「アスタおにいちゃん……」

「だ、大丈夫だよ。ただのお客さん……だと、思うから」

　若者はまぐまぐと『ギバ・バーガー』を頬張っている。

　最初は片手で食べていたが、反対側からタラパのソースがこぼれ落ちそうになっていることに気づき、両手で、横向きに持ちなおす。

　で、また、まぐまぐまぐ、だ。

　何だろう。冷たい感じはしないのに、ちっとも表情が動かない。

　不気味である……というほどではないのだが、やっぱり不安感をそそられてしまう。

　そうしてすみやかに『ギバ・バーガー』を食べ終えた若者は、また指先を奇妙な形に組み合わせて、静かに頭を下げてきた。

　そして、周囲の仲間たちにもうなずきかける。

　いずれも長身のその男たちは、一斉にうなずき返すと、一斉にマントの内側へと指先を潜り込ませた。

　かちゃり、かちゃり、かちゃり――と、赤い銅貨が台の上に並べられていく。

　六名分、合計十二枚の赤い銅貨が。

　俺は無言でティノを刻み、次から次へと『ギバ・バーガー』を仕上げていくことになった。

　完成品を差し出せば、近い順に黒い指先がのばされて、それをすっと引き取っていく。

　無言。

　俺も無言。客も無言。ヴィナ＝ルウもターラも無言。

　そうして数分後には六個の『ギバ・バーガー』が全員の胃い袋ぶくろに消え、俺の手には最初の若者の分も合わせて十四枚の銅貨が残った。

　フードをかぶったままの六名が最初の若者と同じように指先を組み合わせて、頭を下げ、そして一斉に立ち去っていく。

「いやあ、大人気じゃないか、アスタの料理は！」

「うわあ、びっくりしたっ!!」

　いつのまにやら、金きん褐かつ色しよくの頭をしたひょろ長い人影が、屋台の横合いに飄ひよう然ぜんと立ちつくしていた。

　言うまでもない。カミュア＝ヨシュである。

「ど、ど、どこから現れたんですか？　心臓に悪い登場の仕方をしないでください！」

「商売の邪じや魔まをしないように、そっと見守っていたんだよ。ずっとあの木の陰にいたんだけど、気づかなかった？」

　本当に、ぶん殴ってやりたいほど、すっとぼけたおっさんである。

　ヴィナ＝ルウも、色気のひかえめな横目でカミュア＝ヨシュの笑え顔がおをねめつけている。

　嬉しそうにしているのは、ターラだけだ。

「カミュアのおじちゃんだあ！　おじちゃん、アスタおにいちゃんのぎばばーがー、すっごく美味しかったよ！」

「うんうん、こいつは美味うまそうだねえ。タラパまで使っているのか。アリアとティノだけでもあの美味さだったのに、こいつはよだれが止まらないよ」

　相変わらず、愛あい嬌きようはたっぷりなのに薄っぺらい口調である。

「……今の人たちは、何だったんですか？」

「うん？　そりゃあ東の王国シムからの旅人だろう。なかなかの大人数だったから、何か大がかりな商団の関係者なんじゃないのかな」

「まさか、あなたの差し金ではないでしょうね？」

「差し金？　どういう意味？　アスタの店の評判を高めるために、俺が人を雇ったとでも？」

　カミュア＝ヨシュはにんまりと笑いながら、長マントの下で肩かたをすくめた。

「俺がそんな作戦を立てるとしたら、もっと効果的な演出を試みるよ！　こんな人通りの少ない時間帯にそんな作戦を決行しても、ちっとも評判はあがらなそうじゃないか。ほら、見てごらん。君の料理がいっぺんに七食も売れたことなんて、だーれも気づいちゃいないから」

　確かに。南の賑やかなほうからこちらをうかがっていた人間がいたとしても、この距きよ離りでは革マントの集団が屋台を取り囲み、そしてすみやかにその場を離れていく姿しか見て取ることはできなかっただろう。

　ただ、隣のスペースで飾り物を売っていた老人が、やっぱりぽかんとした顔つきで俺たちのほうを眺めているばかりである。

「東の民っていうのは、ああいう人たちが多いんだよ。閉へい鎖さ的てきっていうのとは違ちがうんだけど、周りの目は気にせず自分たちの道を突つき進んでいるっていうか……それでもって、感情の動きを他者にさらすのはお行ぎよう儀ぎが悪い、という風にも考えている。話せばなかなか愉ゆ快かいな人たちなんだけど、いかんせん、あちらはロクに西の言葉を覚える気がないんだよねえ」

「はあ……」

「まあ、東の民って言っても色々さ。もうちょっと西の流りゆう儀ぎをわきまえた人たちも少なくはないし。この宿場町で店を出していれば、おのずとそのあたりのこともわかってくるだろう」

　そう言って、カミュアはマントの中でもぞもぞと腕を動かした。

「さて。そんなわけで、俺にもアスタの料理を売っていただけるかな？　レイトの分と、二つ頼たのむよ」

「いや、それがですね……実は、残り一個で品切れになってしまうのです」

「ええ？　ターラが二つと、東の民が七つで、まだ九つしか売っていないはずだろう？　どうしてそれで品切れなのさ？」

　このおっさん、いったいいつから盗み見をしていたのだろう。

　交流が深まれば深まるほど胡う散さん臭くささが増していく、こんな人間は初めてだ。

「初日はそんなに売れ行きは望めないだろうという見込みで、十食分しか用意していなかったんです。材料費も馬ば鹿かにならないですし」

「困るなあ！　アスタの料理がたったの十食分でおさまるわけがないじゃないか！　こんなに大きな鉄てつ鍋なべにたったの十食分！　俺もレイトもアスタの料理を楽しみにしていたのに、がっかりだよっ！」

「申し訳ありませんね。試食用のが余っているから、それもおつけしましょうか？　いちおうポイタンだけは余分に焼いてきたので」

「うん！　とにかく売ってくれ！　他のお客に横取りされては、たまらない！」

　そのちょっと焦り気味の表情だけは、あんまり胡散臭くはなかった。

　こういう表情を織り交ぜられてしまうから、いっこうにこの男の印象が定まらないのだ。

　とにもかくにも最後の一個と試食用のミニバーグで『ギバ・バーガー』を作り上げ、二枚の銅貨と引き換えにカミュアへと差し出してやる。ミニバーグ分は、サービスだ。

「ありがとう！　こいつはレイトと一いつ緒しよにいただかせてもらうよ！　《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》にいるから、感想はまたのちほど！」

　そうしてカミュアもすみやかにいなくなってしまった。

　俺は何だかそこはかとない虚脱感を噛かみしめつつ、ヴィナ＝ルウと顔を見合わせる。

「えーと……今日の仕事は、終しゆう了りようしてしまいました」

「うん。……火はもう消してしまっていいのねぇ……？」

「はい。お願いします」

　これがいわゆる、狐きつねにつままれた気分というやつなのだろうか。

　宿場町における勝負の第一日目は、中天を迎えるどころか、わずか一時間足らずで終了してしまったのだった。
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「……ただいま帰りましたあ」と戸板を引き開けると、壁かべにもたれて座り込んでいたアイ＝ファに、ぎょっとした顔で迎えられてしまった。

「何だ、どうしたのだ？　宿場町で、何かあったのか？」

「いや。無事に完売のはこびとなったので帰き還かんしたまでにございまする」

「それは……ずいぶん早かったな。まだ中天にもなっていないはずであろう？」

「うん。これでも存分に寄り道してきたんだけどねえ」

　明日用の食材を購入がてら、ドーラの親おや父じさんとの立ち話に興じ、屋台の返却がてら《キミュスの尻尾亭》のカミュアたちからも感想を得て、森辺に到とう着ちやくしてからは水場で鉄鍋を洗い、その末に、いま帰還したのである。

　まったく煮に詰つまる時間さえ与えられなかったタラパソースの残り分は、ヴィナ＝ルウがその場で購入した革袋に詰め、ほくほく顔で持ち帰っていった。

　余った薪まきは返却した屋台と一緒に置いてきたので、明日のための食材と調理器具だけを携えた、身軽な格好の俺である。

　とにかく鉄鍋をかまどに戻し、タラパやギーゴなどを食しよく糧りよう庫こに片付けてから、俺はアイ＝ファの正面に腰を下ろした。

「用意した十食分は完売できた。諸経費を差し引いたら、ざっと赤銅貨五枚ていどの売り上げだな。まあ、初日としては、大成功なんだけど……」

　しかし、何だか腑ふに落ちない。

　この腑に落ちなさを共感してもらうべく、俺は本日の出来事をすべてアイ＝ファに語ってみせた。

「ふむ……しかしまあ、アスタの腕前が認められたからこそ売れた、という事実に違いはあるまい。素す直なおに成功を喜んでもいいのではないか？」

「それはそうかもしれないけれど、あの東の民の集団がいつまで宿場町に留まっているかもわからないから、明日以降をどうするかが難しいんだよなあ」

　端的に言うと、「顔見せ」や「話題作り」に大失敗した、という心境なのである。

　屋台を出して一時間足らずでまたゴロゴロと引き返してきた俺たちの姿に、町の人々はどのような感慨を抱だいたであろうか？　何か問題を起こして撤収させられたのだ、とか思われていないだろうか？

　被ひ害がい妄もう想そうが過ぎるかもしれないが、しかし、視線が痛かったのは事実だ。

　なおかつ、あの集団はロクに西の言葉があやつれないようだったから、口づてで評判が広がるという期待もあまり見込めない。

「……商売とは、ややこしいものなのだな」

　と、金褐色の頭をかきながら、アイ＝ファが顔を寄せてくる。

「それでも、お前は仕事を果たしたのだ。少しは喜べ」

「うん……」

「喜べ、と言っている」

　と、アイ＝ファはいきなり手をのばしてきて、俺の左ひだり頬ほおをしたたかにひねりあげてきた。

「痛い痛い痛い！　ホホ肉がちぎれる！　いきなり何をするんだよお前は！」

「喜べと言っているのに、言うことをきかぬからだ」

　と――アイ＝ファの顔に、ふわっと微び笑しようが浮かびあがる。

「私は、喜んでいるぞ？」

「アイ＝ファ、お前――」

「うむ？」

「最近けっこう、笑顔が多くなってきたな？　……痛い痛い痛い！」

「ふん！」と、せっかくの笑顔を霧散させつつ立ち上がったアイ＝ファは、そのまま壁から毛皮のマントを取り上げた。

「あいててて……あ、もう森に向かう時間か？」

「うむ。お前はこれからどうするのだ、アスタ？」

「そうだなあ。仕込みをするにもまだ早いし。ちょっと色々今後のことも考えながら、大人しく薪でも割っているよ」

「薪なら、私も割っておいたがな。まあ、割れる内に割れるだけ割っておくのもいいだろう」

　などと言いながら、あぐらをかいた俺のほうにまた顔を寄せてくる。

「では、行ってくる。……今日も決して、油断するのではないぞ？」

「ああ。おかしな酔よっ払ぱらいが近づいてきたら、全速力で走って逃げるよ」

「うむ」とうなずくアイ＝ファの瞳ひとみには、とても強い光が灯っていた。

　俺を残して森に向かうとき、アイ＝ファはこういう目つきをするようになった――あの、ルティムの祝宴を終えた日以降から。

　そうしてアイ＝ファは森に向かい、俺は家に取り残された。

（中天、か……）

　本当ならば、今こそ人通りの増えた宿場町で人々に試食品を配っていた頃ころ合あいであるはずなのに、一人でぽつんと家の中で座り込んでいる俺である。

　やはり、達成感よりも虚脱感が上回ってしまっている。

「まあ、くよくよしててもしかたがないか。勝負は明日からだ、明日から！」

　ちょっと冒険になってしまうが、明日は二十食分のパテを焼いていこう。

　それで大惨敗してしまったら、また十食に戻せばいいのだ。

　あるいは、それでもあっさり売り切れてしまうようなら、日ごとに追加していけばいい。食材費を無駄にしないよう切りつめつつ、臨機応変に対応していくしかないだろう。

（焦ることはない。大赤字にさえならなければ、十日でも二十日でも店は出し続けられるんだからな。少しずつでも成果をあげることができればいいんだ）

　アイ＝ファが素直に喜んでくれたおかげで、俺も少しは前向きな気持ちを得ることができた。

　ちょっと予想外の展開ではあったものの、まともに売れるとも思っていなかった初日に完売することができたのだから、その部分は素直に喜んでもいいのだろう。

　それに、すべて顔見知りとはいえ、ターラもその親父さんもカミュア＝ヨシュもレイト少年も、全員が『ギバ・バーガー』を大絶賛してくれたのだ。

　不安よりも、希望をもって明日からの仕事に従事するべきだ。

「よし！　……薪でも割るか」

　俺は物置小屋から鉈なたと薪の束を引っ張りだして、家の外に出ようとした。

　しかし、戸板に手をかけようとした、その瞬しゆん間かんに――トン、トン、と外側から戸板を叩たたかれた。

（――客人？）

　ファの家に客人なんて、俺が住みついてからのひと月あまりで、リミ＝ルウとガズラン夫妻しか迎えたことはない。

　しかも今は、中天を過ぎた頃合いだ。狩人かりうどであるアイ＝ファが家を出ているということは、誰だれにとっても明らかなはずである。

　そんなことを考えている間に、また戸板を二回、叩かれた。

　俺は、鉈と薪の束を足もとに置き、胸に手を置いて呼吸を整える。

「……どなたですか？」

　沈黙。

　俺はそろそろと、壁にたてかけてあるかんぬきに手をのばした。

　籠城するか、走って逃げるか。選択肢は多いほうがいいだろう。

　だが――その指先がかんぬきに触ふれる寸前に、戸板の向こうから声があがった。

「わたしは……フォウの家の、サリス・ラン＝フォウです」

　まったく聞き覚えのない名前である。

　しかしその声は、あんまり力強さのない女性のものだった。

　俺は数秒迷ってから、そっと戸板を引き開ける。

　ちょっと痩せ気味の、若い女性がそこには立っていた。

　一枚布を胸から膝ひざにまで巻きつけて、その手には、コタ＝ルウよりも小さな赤ん坊を抱いている。

　それでようやく、俺も警戒レベルを引き下げることができた。

「俺はファの家の家人アスタです。家長アイ＝ファに何かご用事でしたか？」

「はい……いえ……ア、アイ＝ファはもう森に入られてしまいましたか？」

「ええ。ついさっき出かけたところです。何か伝言でもあれば伝えておきますが」

「はあ……あの、ファの家にこれを……」

　と、その女性は足もとに置いてあった野菜を入れるための袋を持ち上げた。

　袋は大きいがぺしゃんこに潰れており、ずいぶんと軽そうだ。

「何ですか、これは？」

「はい……あの……ピコの葉です……」

　何だか俺よりも、この女性のほうがよほど警けい戒かい心しんをあらわにしているようだ。

　まあ、このあたりに住んでいる人々には相当うさんくさい人間だと思われているだろうから、それはしかたがない。

「ピコの葉ですか。でも、それをどうしてファの家に？」

「はあ……実は……アイ＝ファには、もう何枚もの毛皮をいただいてしまっているのです……」

「毛皮？」

　どうにも意味がわからない。

「毛皮って、ギバの毛皮のことですか？」

「はい……ひと月ほど前から、もう数えきれないぐらい、何枚も……わ、わたしの家、フォウの家は男衆が少なくて、なかなか満足にギバを狩かることができないのです。でも、アイ＝ファがそうして毛皮を分けてくれたので、何とかこの子を飢うえさせずに済みました……」

「そうでしたか――いや、それは初耳です。うちの家長にも、そんなご近所づきあいがあったんですね」

　すると、サリス・ラン＝フォウはちょっと思いつめた目つきをして、その手の我が子をきゅっと抱きしめた。

「いえ……つきあいはありません……家長の言葉により、ファの家とのつきあいは禁じられているのです……」

「え？」

「ファの家は、族長筋と悪い縁えんがある。ファの家と関かかわりを持てば、その悪縁がフォウの家にも及ぶかもしれない、と言って……二年前から、ファの家とのつきあいは禁じられていました……」

「はあ。そのあたりのことは、一応わきまえておりますが」

　だからアイ＝ファも、意識的に余よ所その家とのつきあいは絶っていたはずなのである。

　それでは、毛皮がどうのという話は何なのだろうか。

「……アイ＝ファはいつも、何も言わずに、わたしたちの家の前に毛皮を置いてくれていたのです」

　サリス・ラン＝フォウの目が、俺を見る。

　その色の薄うすい碧へき眼がんには、少しだけ涙がにじんでいた。

「初めはいったい誰がこのようなことをしてくれているのか、それがわからなかったので、ちょっと薄気味が悪いとも思っていましたが……背に腹はかえられません。わたしたちはその毛皮をなめし、銅貨に換かえて、それでアリアとポイタンを得ました……それで何とか、この子にも乳をやることができたのです……」

「……はい」

「だけど数日前、森から帰った男衆が見てしまったのです。アイ＝ファが剥いだばかりの毛皮を、フォウの家の前に置く姿を。……それでようやく、わたしたちは誰に救われていたかを知ることができました。家長はそれでも、ファの家と縁を結ぶことはならぬと申していましたが……女衆の全員で、懇願したのです。せめて、毛皮のお礼だけはしたいと……」

　そう言って、サリス・ラン＝フォウは目を伏せた。

「といっても、自分たちでは満足に銅貨を得ることもできないフォウの家ですから、大したお礼など用意するすべはありません。でも、ピコの葉であったら、いくらあっても邪魔にはならないだろうと……女衆で、摘んでまいりました」

「そうでしたか……」

「このようなものでは、アイ＝ファの恩義に報いることなどできないのはわかっていますが、でも、一言お礼が言いたかったのです。スン家を恐おそれてつきあいを絶ったフォウの家に、ここまでのことをしていただいて……わたしたちは、恥はずかしいです……」

「いえ。どうせ俺おれたちの家では毛皮をなめす人手がありませんでしたから、お気になさらないでください。家長にしてみれば、たぶん正体が知れてしまったことのほうが不本意なぐらいでありましょうし」

「ですが……」

「はい。あなたがたのお気持ちはありがたくいただきます。あとは、機会があればアイ＝ファ本人と話してあげてください。事情を知らなかった俺では、これ以上アイ＝ファの気持ちを代弁することもできませんし」

「……はい。ありがとうございます」

　そうしてサリス・ラン＝フォウは、ぺしゃんこに潰れた袋を俺の手に残して帰っていった。

　袋の中身を覗のぞいてみると、ちょうど俺とアイ＝ファが一日に採取しているぐらいの量が、底のほうにひっそりと重なっていた。

　それでも、自分たちの家の分まで確保した上で、これだけの量を集めるのは、それなりの苦労であったはずである。

（……肉を配るんじゃなく毛皮を配るんだったら、まあ民たみの堕だ落らくを増長させることにはならないよな）

　というか、そんなことで文句をつけてくる人間がいたら、俺が全力で擁護してやる。

　ひと月前――それはちょうど、俺がアイ＝ファに拾われた頃合いだ。

　俺が初めてさばいたギバの毛皮も、きっとフォウの家に届けられたのだろう。さばいた後の毛皮や内臓を始末するのは、一番初めから現在に至るまで、ずっとアイ＝ファの仕事であった。

（豊かな暮らし、か……）

　凡俗なる俺には、ガズラン＝ルティムの志など理解しきれていないと思う。

　そして、カミュア＝ヨシュには志など存在するかどうかすらわからない。

　ただ――飢えて、子供に乳をやることさえできない生活が正しい、とは思えない。

　その裏で、一族に分配すべき富でもって安楽な生活を営んでいる人間などがいるなら、なおさらに。

（それでも、俺にできることなんて限られてるけどな）

　俺はピコの葉を食糧庫に片付けてから、明日のかまどの火を焚たく薪を割るために、鉈をふるうことにした。
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　ファの家直営ギバ肉料理屋ジェノス宿場町本店、第二日目の営業日である。

　初日に全品完売を成し遂げながらも、達成感より多くの虚脱感を得ることになってしまった俺は、その反動で朝から昂揚しまくっていた。

「今日は二十個準備してきましたからね！　二日目でこれが完売できたら、すごいことです！　気合いを入れていきましょう、ヴィナ＝ルウ！」

「うん。……だけどアスタは、これを一人で作っているのよねぇ……？　他ほかの仕事は、大丈夫なのぉ……？」

「はい。二十個でも全然苦にならないなってことも、昨日から今日にかけて実感できました。別にこれが毎日でもへっちゃらですよ、俺は」

　強がりでも何でもなく、俺はそのように答えることができた。

　タラパのソースも、ハンバーグのパテ作りも、俺は前日に前倒しで作業してしまっているのである。

　晩ばん餐さんの作製と同時進行で作業を進め、それで終わらない分は晩餐の後に片付ける。普ふ段だんはまったりアイ＝ファと語り合う夜間の時間帯が、調理しながら語り合うスタイルに変更されただけのことだ。

　これならば、当日の朝はポイタンとパテの焼き作業だけで済む。

　大量生産の修練はルウ家の晩餐やルティム家の祝宴で積んでいたので、このていどの数は何ほどのものでもなかった。最初に想定していた上限の四十食分でも、睡眠時間や営業時間を削らずに作製することができるだろう。

「だから、全然大だい丈じよう夫ぶです！　張り切っていきましょう！」

「……だけどやっぱり、この時間は人が少ないわねぇ……」

　昨日のような突発的な雨には見舞われなかったが、それでもやっぱり人通りはたかが知れている。

　俺たちが陣じん取どっているのは宿場町の最さい北ほく端たんであり、ここから先はジェノスのお城と、あとはどこまでものびていく石の街かい道どうと雑木林しかうかがえないので、生きつ粋すいの旅行者ぐらいしか通りかかることはないようなのである。

　宿場町の南側には農園が広がっているという話であったから、当然そちらには農村があるのであろうし、露ろ店てんを開いている人々の家などもそちらに密集しているのだろう。それに加えて、宿屋も南側にあるのだから、そこで目を覚ました旅行者たちは、露店区域の賑わっている南側のエリアで買い物を済ませてしまうというのも、まあ道理だ。

　とにかく中天を過ぎて人通りが増えるまでは、数少ない通行人をピンポイントで狙っていくしかない。

「そういえば、ここを北上して西側には城下町がありますけど、それを無視してさらに北上すると、いったいどこに繋つながっているのでしょうかね？」

「さあ……？　北の王国マヒュドラじゃないのぉ……？」

「マヒュドラは北の果ての国なんでしょう？　まあ、このジェノスは西の王国でもかなりの南側に位置しているっていう話だったから、西の王国の色んな町が待ち受けてるっていう感じなのですかね」

「知らなぁい。……わたしはあんまりそういうことを考えていると、ふらふらそっちに歩いていっちゃいそうだから、できるだけ考えないようにしているのぉ……」

「……そうですか」

「うん……そっかぁ、西の王国にも色んな町があるのよねぇ……ジェノス以外の町でだったら、森辺の民も《ギバ喰くい》とか呼ばれずに済むのかしらぁ……」

　と、なかなかアンニュイな眼まな差ざしで、北の最果てに視線を飛ばすヴィナ＝ルウである。

「ヴィナ＝ルウは、それが嫌いやだから遠くに行きたいんですか？」

「ううん……そういうわけでもないんだけどぉ……いや、そういうわけなのかなぁ……とにかくわたしは、裸になって生きたいのよねぇ……」

「は、裸？」

「うん……森辺でのわたしは、ルウ本家の長姉……宿場町では、《ギバ喰い》の女……わたしをわたしと認めてくれるのは、わたしの家族だけ……わたしはもっと、色んな人間に裸のわたしを見てもらいたい……っていうことなのかもしれないわねぇ……」

　そして、艶っぽい流し目で俺を見る。

「だからわたしは、アスタに惹ひかれちゃったのかしらぁ……森辺の常識にも宿場町の常識にもあてはまらないアスタだから……そんなアスタなら、わたしをわたしとして、きちんと見てくれるのかなあってぇ……」

「そ、そこまで考えた上で、あのような蛮行に及およんだわけではないはずですよね？　あの頃の俺とヴィナ＝ルウはほとんど会話らしい会話すらしたこともなかったんですから」

「うん……最初はただ、この大陸の名前すら知らないぐらい遠くから来たっていう、アスタの素す性じように惹かれただけよぉ……それでもアスタに魅力がなかったら、あんな真ま似ねはできなかったと思うけどぉ……」

　仕事は仕事で熱心に取り組んでくれるヴィナ＝ルウであるのだが、やはり、ひまをもてあましてしまうと色々不穏な方向に気持ちがそれていってしまいそうだ。

　またこのタイミングでターラでもやってきてくれないかなあとかこっそり思いつつ、俺は街道に目線を巡めぐらせてみた。

　すると、いい感じのターゲットが発見できた。

「あ！　あれはもしかして、ジェノスの民ならぬ異国人じゃないですか？」

　黄おう褐かつ色しよくでも象ぞう牙げ色いろでもない、少し赤みをおびた白い肌はだの男性である。

　ずんぐりむっくりの体型で、髪の色は濃い褐かつ色しよく。まだちょっと距離が遠いので詳細はわからないが、口もとに髭ひげをたくわえているのが見てとれる。

　袖のない胴どう衣いと筒つつ型がたのズボンを穿はいており、ちょっとレイト少年にも似た洋風の装束で、左右の露店を冷やかしながら、てくてくと南の方角から歩いてくる。

「ああいう白い肌をした御お方かたは、どこの国のお生まれなんでしょうかね？」

「ええ……？　あれは南の王国ジャガルの民でしょぉ……？」

　やっぱりそうなのか。

　まあ、敵対国である北の民はいないはず、と考えれば、消去法でそれしかなくなるのだが。もともと南の民であったという森辺の民がけっこう浅黒い肌をしているのだから、他の人々もそういう系統の人種なのかと思ってしまうのが人情であろう。

「で、黄褐色の肌をした人たちが、このジェノスの土着の人たちなんですよね。それじゃあ、それと同じぐらいたくさんいる象牙色の肌の人々は？」

「あれはみんな、西の民よぉ……ジェノスは西の王国の中でもとびぬけて平和で豊かだから、色んな町の人間が移り住んできたり、仕事を探して足をのばしてきてるんだって、小さな頃にジバ婆ばあから聞いたことがあるわぁ……」

　なるほどなるほど。

　それでは、もう何十年も前からこのジェノスに定住している人や、中にはこの地で生を受けた人などもいるのだろう。南や東の民ほどは超然としておらず、それでいて生粋のジェノスの民よりは森辺の民を恐れたり蔑んだりしていなさそうな人間も多く見受けられる理由が、これでわかった。

　異国からの旅行者ばかりでなく、それらの人々にも最初から照準を合わせておくべきだろう。そこを切り崩すことができれば、きっとジェノス土着の人々をも巻き込むことは、可能であるはずだ。

　まあ、何はともあれ、今は目の前の商売である。

　南の民である男性は、いい感じでこちらに近づいてきてくれている。

　荷物らしい荷物も携えていない軽装であるから、たぶんこのまま北に抜けてはいかないだろう。大声を出さなくても届く範囲にまで近づいてくれることを祈りながら、俺はこっそり試食用のミニバーグを切り分けた。

「アスタ……南の民を相手にするのは、あなたのほうがいいと思うわぁ……」

「え？　どうしてですか？」

「年をくった南の民だと、いまだに森辺の民を敵視している人間も多いのよぉ……森辺の民は、南方神ジャガルを捨てた裏切りの一族だ、とか言ってねぇ……」

　蔑さげすみでも恐れでもなく、敵視か。

　だけど、白い肌をした南の民は、黒い肌の東の民と同じぐらいの比率で見かけるが、そこまで不穏な目線を向けられた覚えはない。

「うん……それより何より、敵対国のシムの人間のほうがよっぽど多くうろついてるから、普段はそっちをにらみつけるので手いっぱいなんじゃないかしらぁ……？」

「え？　東と南って、敵対国なんですか？」

「……アスタって、本当に何も知らないのねぇ……」

　と、半分呆あきれつつ、もう半分はちょっと愉快そうにヴィナ＝ルウは微笑する。

「北と西と同じぐらい、東と南は古くからの敵対国よぉ……でも、おたがいにとって友好国である西の領土では、一いつ切さいの争いが禁じられてるのぉ……その禁を破ったら、西の領土へ足を踏み込むことが許されなくなっちゃうから、そうそう騒さわぎも起きないみたいだけどねぇ……」

　やはり、血けつ縁えんの少ないファの家のアイ＝ファより、ルウ家の人々のほうがより多くの情報を抱かかえ持っているのかもしれない。

　しかし、とにかく商売だ。

　どうもその南の民は時間をもてあましているらしく、何を買う様子もないのに露店の一つ一つを入念に見回っているようだった。

　その足が、ついに隣となりの飾かざり物を売る老人のもとにまでのばされるのを見て、（よし！）と俺は心中でガッツポーズを作る。

　そのとき――その男性と、目が合ってしまった。

　思ったよりも、年配だ。もう五い十そ路じを越えているぐらいかもしれない。

　顔は四角く、頭が大きく、背は小さいががっしりとしており、ジェノスの民よりも固太りの印象だ。口もとにも下した顎あごにも立派な髭をたくわえている。

　その、もしゃもしゃとした眉まゆ毛げの下に光る緑色の瞳が、ちょっと穏おだやかでない感じに、ぎらりと光った。

　そうしてその人物は飾り物の店を通過して、ずんずんと俺たちの屋台に近づいてくる。

「ギバ？　……お前らは、ギバの肉なんぞを売りに出しているのか？」

　俺は笑顔で応じようとしたが、しかしその人物の追撃によってそれは封じられてしまった。

「馬鹿かお前らは？　臭くさくて固いギバの肉なんぞが食えるか。そんなものを食えるのはお前たちだけだ。なんだ生意気にタラパなんぞを使いおって。お前らのように物の味もわからないうつけ者どもはアリアとポイタンだけを食っていればいいんだ。大事な牙きばと角を全部なくしてしまう前に、こんなどうしようもない店は畳たたんで、失うせろ」

　こちらが口を差しはさむスキも与えぬような、機関銃のごとき舌ぜつ鋒ぽうである。

　で、言いたいことを言いたいだけ言いきると、その人物はさっさと身をひるがえそうとしてしまった。

「あの！　そうはおっしゃいますが、ギバの肉は美味おいしいですよ？　良かったらこの器うつわの肉を一つ味見してみてください」

「あん？」と振ふり返り、不ふ愉ゆ快かいそうににらみつけてくる。

「馬鹿かお前は？　どうして俺がギバの肉なんぞを食わなくてはならないのだ？　町にはキミュスも、カロンも売っている。ギバなんぞとは比べ物にならないような肉が山ほど売られているのだ。そんな中でギバなんぞが売れるわけないだろうが馬鹿たれどもが。そんな肉を食っていたらお前らのように浅黒い肌になって俺まで白い目で見られてしまうわ」

「そ、それは偏へん見けんです！　俺だってギバの肉を食べまくっていますけれども、ご覧の通りの姿ですよ？」

　これぐらいの客質は、想定内である。

　むしろ、恐れや蔑みの感情などが希薄である分、まだ扱あつかいやすい客質である、とさえ言えるかもしれない。

「……どうしてお前のような小こ僧ぞうが森辺の民の格好をしてギバの肉なんぞを売っておるんだ？　ははあん。そのむやみに色っぽい森辺の女にたらしこまれたのか。馬鹿だなお前は。まあどんな馬鹿な人生でもお前の人生だ。そんなに森辺の女が気に入ったのなら、森の中で大人しくしていろ。そうすれば誰も文句をつけたりはしない」

「いやあ、でも本当に、ギバの肉は美味しいですよ？　こんなに美味しい肉を森辺だけで食べているのはもったいないと思って、俺はこの店を出すことに決めたんです。こちらの試食品は無料ですから、良かったら、騙だまされたと思ってお試しいただけませんか？」

　俺の営業スマイルは完璧だったと思う。

　男は「ふん」と鼻息を噴いて、屋台の真正面に立った。

　そして、お客側の台に置かれた試食用の木皿を覗のぞきこみ、「不味まずそうな肉だ」と言い捨てる。

　さっきから暴言の嵐なのだが、まったく声を荒らげる様子がないせいか、そこまではっきりとした敵意や悪意は感じられない。

　ただひたすらに、武骨な容よう貌ぼうのわりによく舌が回るなあという印象だ。

「これは、無料なんだな？　俺は死んでも銅貨なんぞ払わんぞ？」

「はい。もちろんです」

　俺はにこにことうなずき返す。

　男は白い額に気難しげなしわを寄せながら、太い指で爪つま楊よう枝じをつまんだ。

　そうして、六分の一サイズにカットされたミニバーグの欠片かけらを口の中に放ほうり込み、入念に咀そ嚼しやくしてから、飲み込んだ。

　で、再びにらみつけてくる。

「……不味い。やっぱり騙された」

「え？」

「思ったほどは臭くなかったし、固いことは全然なかった。しかしぐちゃぐちゃとして歯は触ざわりは悪いし、何だかねっとりと鼻の奥おくに抜けていくようなしつこい風味だ。キミュスやカロンとは比べ物にならん。せっかくタラパはいい感じに煮込んであるのに、これでは台無しだ。こんなものに銅貨を払はらう人間がいるか。こんな肉をありがたがっているから、お前らは《ギバ喰い》などと馬鹿にされているのだ」

　これは、もしかして――正真正銘、口に合わなかったということなのだろうか？

　ハンバーグの食感も、そして、ギバ肉の味すらも。

　こういう事態を想定していないではなかったが、それにしても急転直下の展開ではあった。

「……アスタ」と、そこでヴィナ＝ルウに腰こしあての布をつままれた。

　ちょっとまだ内心で動揺しつつ、ヴィナ＝ルウの目線を追いかけると――

　見覚えのある革マントの一団が、足速に接近してくる姿が見えた。




５




「な、何だお前らは！　この西の領土で、騒ぎを起こすつもりか!?」

　男の声が、そこで初めて大きくなった。

　革マントの集団は、男と屋台をちょっと遠巻きにしつつ、それでも半包囲の隊形を整えている。

　明らかに、昨日よりも人数が増えていた。

「……騒ぎを起こすつもり、ありません」

　と、その内の一人がちょっとたどたどしいながらも西の言葉で答えたので、俺はまた驚おどろいた。

「私たち、ギバの料理、買う。順番、待ちます」

　そう言って、その人物が前に進み出て、革のフードをはねあげる。

　闇のように黒い肌と、切れ長の目。細い鼻び梁りようと、薄い唇くちびる。

　その風ふう貌ぼうは、昨日の若者ととてもよく似ていたが――しかしその人物は、まるでジバ婆さんのような白銀の髪をしていた。

　だけど、若者だ。加か齢れいによるものではなく、生まれながらの銀髪なのだろう。

「順番、待ちます。私たち、十個、お願いします」

「ば、馬鹿かお前らは？　こんな不味い肉に銅貨を出すなんて、正気の沙汰とは思えんな。銅貨をかまどに捨てるようなものだ。ギバの肉なんぞ森辺の民に食わせておけばいい。お前らはそれ以上黒くなりようもないが、こんな不味い肉を食っても不愉快になるだけだぞ？」

　銀色の髪をした若者は、不思議そうに小首を傾かしげる。

「私、まだ食べていません。でも、同どう胞ほう、七名、昨日食べました。全員、美味、言いました。だから、十名、来ました。……十個、お願いします」

「……はい。毎度ありがとうございます」

　まだちょっとギバ肉を否定されてしまったショックを内心に抱え込みつつ、俺はティノとアリアを刻むことにした。

　その間に、十名のお客様がまた無言でかちゃりかちゃりと台の上に銅貨を置き始める。

「信じられん。シム人は肉の味もわからんのか？　そんなもんはまともな人間の食べるものじゃない。肉を食うならキミュスを食え。カロンを食え」

　営業妨害も甚だしいが、相変わらず声を荒らげるでもないし、シムの客人方はしれっとした顔つきで相手にもしていないし、店主としては悩なやましいところであった。
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　とにもかくにも、十食分の『ギバ・バーガー』を作製していく。

　真っ先にそれを受け取った銀髪の若者は、やはり無表情なまま黙々と完食し、大きくうなずいてから、南の民の男を振り返った。

「ギバ、美味です。赤、二枚、満足です」

「そんな馬鹿なことがあるか。お前らの舌はどうかしている。……おおい、みんな、ちょっと来てくれ！」

　と、男の声がまた大きくなった。

　その声に導かれてやってきたのは――いずれも白い肌をした新たな一団である。

　その者たちにスペースを譲る格好で、革マントの集団はすーっと密集隊形を取る。

　ただし、両手で『ギバ・バーガー』をぱくつきながらだ。

「どうしたんだよ、おやっさん？　何だか剣けん呑のんな雰ふん囲い気きじゃねえか？」

　新たなる一団の内の一人、まだけっこう若そうな顔をしたジャガル人が、少し乱暴な声をあげる。

　やはり褐色の髪と緑色の瞳を持ち、背は低いがかなり頑健な体格をした若者だ。

　ジャガル人は、総じてそんなに大おお柄がらではないらしい。最初の男と合わせて八人ものジャガル人がそこに集まったことになるが、俺よりも上背がありそうなのは一人か二人ぐらいしか見当たらなかった。

　ただし、全員ががっしりとした骨太の体格をしており、顔つきもなかなかに猛たけ々だけしい。

　髪の色や年ねん齢れいなどはさまざまであるが、その大半がもしゃもしゃの髭をたくわえている。

「こいつらを見ろ。こいつらは、ギバの肉なんぞを美味い美味いと食っているのだ。俺も食ったが、とうてい銅貨を払えるような代物ではなかった。シム人とは、こんなにも味のわからない連中だったのか？」

　どうにも不穏な言い様である。

　何だかすっかりムキになってしまっているようだ。

「おやっさん、ギバの肉なんかを食ったのかよ？　そんなもん、美味いはずがないじゃねえか」

　と、ジャガルの若者はちらちら俺たちのほうをうかがいつつ、男の太い腕うでを取る。

「……それに、森辺の民なんざに関わらねえほうがいいよ。こいつらは、シム人以上に厄やつ介かいだ。あんまり騒ぐと、あとでどんな目に遭わされるかわからねえぜ？」

「俺は間ま違ちがったことは言っていない。間違っているのは、こいつらだ。……嘘うそだと思うなら、お前たちも食ってみろ」

「ギバの肉なんざ、食いたくもねえよ」

「いいから、食ってみろ。……おいお前、ギバの肉をこいつらに食わせてみろ」

　横暴きわまりない言い分だ。

　しかし、これは貴重な機会でもあるだろう。

　町でもそんなに数の多くないジャガルの民ではあるが、彼かれらが根本的にギバ肉の味を受けつけないようであれば、それは由々しき事態である。

　この『ギバ・バーガー』は、しょせん変化球だ。独特の食感だけが問題であるならば、いずれシンプルな焼き肉料理も提供していく予定なので、そこで挽ばん回かいできると思う。

　しかし、このおやっさんと呼ばれる御ご仁じんは、ギバ肉の味そのものに文句をつけていた。けっこう風味の強いタラパのソースを使用しているにも拘かかわらず、である。

　それがジャガルの民の一いつ般ぱん的てきな味覚であるのか、このおやっさんの個人的な好みであるのか。どんなに悪態をつかれようとも、向こうから試食を望んでいるのだから、このチャンスを逃す手はない。

　俺は鉄てつ鍋なべに沈んでいたミニバーグを木皿にすくいあげて、そいつも六分割にしてやった。

　まだ最初の分も五つ残っていたので、そいつを台に置き、「どうぞ」と人数分の爪楊枝を刺してやる。

　まず真っ先に、年をくった三名ほどが恐れ気もなく手をのばしてきた。

　それから「ほら、お前らも食べてみろ」と、おやっさんに背中を押される格好で、若い連中も爪楊枝をつまみ始める。

　ちなみに、この間にすっかり『ギバ・バーガー』をたいらげた革マントの集団は、何な故ぜか帰りもせず、かといって興味をひかれている様子もなく、ただ黙然とその場に居残っていた。

「どうだ？　不味いだろう？」

　おやっさんが、腕を組みながら仲間たちの姿を見回した。

　男たちの表情は……実に、さまざまである。

「不味いなら不味いと言え」

　その声に応じたのは、二名だけだった。

　年配組の一名が「不味い」と言い、若者組の一名が「美味くはない」と述べる。

「たった二人か？」と、おやっさんは目を剥いた。

　何だか、在りし日のドンダ＝ルウみたいである。

「お前らはどうなんだ？　まさか、美味いとでも抜かすつもりか？」

「……不味くはない」と、年をくった一名が言い、「まあまあ美味い」と、若者の一名が言う。

　そして、一番大柄な年配の男と、俺より若そうな顔をした少年と、そして最初に乱暴な口をきいていた若者が、呆然とした顔で立ちつくしていた。

「……美味い」と、その若者がつぶやく。

「な、何なんだ？　おい、これは本当にギバの肉なのか？」

「はい。正真正銘、ギバの肉ですよ。カロンやキミュスではございません」

　内心ではまだそれなりの緊張感を強いられながら、俺はそれでもにっこりと微ほほ笑えみ返すことができた。

「お代は、銅貨の赤が二枚です。よかったらどうぞ」

「赤が二枚か」と、大柄な男がその若者をおしのけるようにして進み出てきた。

　体格はいいし、年齢もかなりいっていそうであったし、風格だったらおやっさんにも負けていない、かなり強こわ面もての人物である。

　その人物が「一つもらおう」と、銅貨を差し出してきた。

「ありがとうございます！　少々お待ちくださいませ」

「おい、アルダス！　お前はこんな不味い肉に銅貨を払うつもりなのか？」

　アルダスと呼ばれたその人物は、うるさそうにおやっさんを振り返る。

「おやっさん。あんたの口に合わなかったんならしかたがないが、店の前で大声でわめくな。衛兵が来たら引っ張られるぞ？」

「し、しかし……」

「あんたには不味くても、俺には死ぬほど美味うまかった。そんなものは人それぞれだろ。別に騒ぐようなことじゃない」

　そんなものは、人それぞれ――

　そう、ギバの肉は、クセがあるのだ。牛肉よりも豚ぶた肉にくよりも、そしてキミュスの肉よりも美味い、と思えるのは、俺の個人的な好みに過ぎない。これだけ大勢の人間がいれば、口に合わないという者が一定数いても何ら不思議なことはなかった。

　そんなことは、想定済みであったのだ。

　そうであるにも拘わらず、俺の胸中にふつふつと熱いものがわきたってしまうのは――やはり俺が半人前であるせいなのだろうか。

「おい。俺にも一つくれ」

　と、ぽかんとしていた最年少らしきジャガルの少年も、銅貨を差し出してきた。

「ありがとうございます！」と応じながら、完成品を最初のお客に手渡すと、「何だか美味そうだな」と別の男も進み出てきた。「まあまあ美味い」と発言していた若者だ。

「にいさん、俺にも一つ頼たのむよ」

「はい！　ありがとうございます！」

「お、お、俺もくれ！」

　最初に悪態をついていた若者も、それで心を決めたように銅貨を差し出してくる。

　七名中――いや、おやっさんを含めれば八名中、これで四名が購こう入にゆうしてくれたことになる。

　五割の人間が、俺の料理を認めてくれたのだ。

　一抹の悔しさを抱え込みつつ、今はこの結果を厳粛に受け止めるしかなかった。

（東の民にはのきなみ好評で、南の民には五割の好評か。やっぱり生まれた国によって、求める味が違ってくるっていうことなのかもしれないな）

　そんなことを考えながら、俺はティノとアリアを刻んでいく。

　その間に、最初に購入してくれたアルダスという大柄のジャガル人が、「うわ、美味いなこれは！」と感嘆の声をあげてくれていた。

　岩のように厳いかつい顔に、素す直なおな驚きと喜びの感情があふれている。

「ギバとはこんなに美味い肉だったのか。誰だ、ギバが固くて臭くさいなんて言っていたやつは？　俺はカロンより、断然こっちのほうが好きだな」

　ちらりと見てみると、この集団のリーダー格であるらしいおやっさんは、苦虫を噛かみ潰しながら頭をかきむしっていた。

「このタラパも最高だな。酸っぱさが丁度いい。それに、ティノにまじっているこの野菜は何だ？」

「それは、薄く切った生のアリアです」

「生のアリアか！　ちょっと辛いが、この肉には合ってるな。何だか果実酒でも飲みたい気分だ」

「本当だな。おい、昨日の昼下がりには見かけなかったが、夕暮れ時に店は出していないのか？」

「はい。森辺の家に帰るのに時間がかかるので、昼下がりには閉めてしまうんです」

「そいつは残念だ。宿屋の晩飯に銅貨を四枚払うぐらいなら、こいつを二つ食いたいぐらいだよ」

　むっつり黙りこんでいるとけっこう強面ぞろいの南の民であるが、東の民と違ってなかなか表情は豊かなようである。

　美味い美味いと大きな声ではしゃいでいるその姿を見ていると、俺の心はまた色んな方向にひっかき回されてしまった。

「いやあ、美味かった！　おい、明日もこの時間にはやってるのか？」

「はい。とりあえず九日後までは毎日開くつもりです」

「そうか。俺たちも来月いっぱいまではこの町に留とどまるから、毎日食いに来てやるよ」

「ありがとうございます！　ご来店をお待ちしております」

　そうして南の男たちは、解散し始めた。

　まだ苦い顔をしているおやっさんの肩かたを、アルダスというジャガル人が拳こぶしで小突く。

「さ、行こうぜ、おやっさん。そろそろ仕事の時間だろ？」

　それでもおやっさんは動かずに、怖こわい顔をして「おい」と俺に呼びかけてきた。

「せっかくそのタラパは美味いんだから、ギバなんかじゃなく、キミュスかカロンの肉を使え。そうしたら、俺も銅貨を払ってやる」

「……すみません。今のところは、ギバ以外の肉を使う予定はないんです。でも、いずれはまたギバ肉を使った新しい料理も売りに出す予定ですので……」

「どんな料理でもギバ肉では台無しだ」と言い捨てて、おやっさんも去っていった。

　で――視線をそろりと動かしてみると、革マントの一団は微動だにせず同じ場所で立ちつくしていた。

　その先頭にいた銀髪の若者が、すっと歩み寄ってくる。

「ギバ肉、不味い言う、不思議です。私、とても美味でした」

「ありがとうございます。よかったらまたいらしてください」

「毎日、来ます。九日、終わったら、店、終わりですか？」

「いえ。続けられるものなら、もっと長く続けたいところですが」

「続ける、嬉うれしいです。私たち、毎日来ます。私たち、青の月、ずっといます」

　青の月――とは、やはり来月のことなのだろうか。

　たしか来月の十五日にカミュアの仕事が始まるという話であったので、そろそろ月の変わり刻どきであるはずなのだが。

「私、商団《銀の壺つぼ》団長、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノ、いいます」

「え？」

「シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです。あなた、名前、いいですか？」

「はあ……俺はファの家のアスタといいます」

「アスタ。ありがとう。毎日来ます」

　それだけ言い残して、シム人の集団もさーっと立ち去っていった。

「すごぉい……いっぺんに十と四つも売れちゃったわねぇ……？」

　ずっと無言で鉄鍋の中身を攪かく拌はんしてくれていたヴィナ＝ルウが、ひさかたぶりに口を開いた。

「残りはたった六つよぉ……？　これなら、全部売れるんじゃない……？」

「そうですね。無む茶ちや苦く茶ちやに嬉しいです」

「……それじゃあどうして、そんなに難しい顔をしているのぉ……？」

「いや……やっぱり、ギバ肉を不味いと言われたのが悔しいんですかね。そんなのは、ドンダ＝ルウにハンバーグを毒だと言われて以来のことだったので」

「そんなの、不味いって言うほうがおかしいのよぉ……ドンダ父さんははんばーぐのやわらかさが気に食わなかっただけだけどぉ、さっきの男たちはギバの肉そのものが不味いって言ってるみたいだったもんねぇ……きっと、舌が腐くさってるんだわぁ……」

「そんなことないですよ。人の好みは、それぞれですから」

　ドンダ＝ルウとの対決を経て、俺はその当たり前の真実を思い知らされることになったのだ。

　それでも森辺の民やシムの民たちが総じて美味いと評してくれたのは、きっとそれまでの食生活でそういう味覚が培つちかわれてきた、というだけのことなのだろう。

　そんなことは、わかりきっている。

　わかりきっているのだが――胸中に渦巻く敗北感が、それでなだめられることはなかった。

　もしかしたらそれは、料理人の矜きよう持じなどではなく、ただ自分の好きなものを否定されたという子供じみた悔しさであるに過ぎないのかもしれない。

（だったら、そんな感情は胸の奥にしまいこんでおけばいい。……だけど、西の民よりは差別感情の薄いはずの南の民が、ギバの肉を美味くない、と言ってくれたんだ。そのことだけはしっかり踏まえて、今後のやりかたを考えていかなくちゃな）

「あ……アスタ、野菜売りの親おや父じさんよぉ……？」

「え？」と顔を上げると、ドーラの親父さんとターラが南の通りから近づいてくるところだった。

　何だかちょっとほっとしながら笑え顔がおを浮かべようとした俺は、「おや？」と首を傾げることになった。

　親父さんとターラの背後に、二名の見知らぬ男性がつき従っていたのである。

　どちらも黄褐色の肌をした、親父さんと同どう年ねん輩ぱいの男性たちだ。

　初めて出会った頃の親父さんばりに、かなり引きつった笑えみを浮うかべている。

「やあ、調子はどうだい、アスタ？」

「どうもどうも。今日は好調です。なんだかんだで十四個も売れてしまいました」

「え!?　それじゃあもうすぐ品切れなのかい？」

「残りは六個ですね。まだまだ中天まで時間はたっぷり残っているのに、嬉しい悲鳴ってやつですよ」

「そうか。それなら良かった。あの……こいつらにその、試食品っていうのか？　そいつを食べさせてやってほしいんだが」

　俺とヴィナ＝ルウを前にして、いよいよその男性たちの顔は引きつってしまっていた。

「それはもちろん、食べていただけるなら、こちらからお願いしたいぐらいですが……あの、こちらの方々は？」

「俺の古い馴な染じみだよ。ひとりは布屋で、ひとりは鍋なべ屋だ」

「あっ！　もしかして、俺が鍋を買った店のご主人ですか？」

「そ、そうだよ。よ、よく覚えていたねぇ」

　壮年の男性は肉づきのいい人間の多いジェノスの民の中で、珍めずらしくひょろひょろに痩せていたものだから、印象に残っていたのだ。

「こいつらがさ、ギバの肉が美味いって言っても信じないもんだから、無理矢理ひっぱってきてやったのさ。なあ、こいつらに味見をさせてやってくれないか？」

「もちろん！　ちょっと待っていてくださいね。今、温めなおしますから」

　ちょうど木皿には二名分の試食品が残っていたので、俺おれはそいつを熱々のソースに浸してから、もう一度それを木皿に載せてやった。

　鍋屋と布屋の親父さんがたは、泣き笑いのような顔で目を見み交かわした。

　それを横目に、ターラがくいくいと父親の腕を引く。

「父さん、お腹なかが空すいたよう……」

「そうだな。アスタ、とりあえず俺たちに一つずつ頼むよ」

「ありがとうございます。ドーラの親父さんたちに気に入っていただけて、俺は本当に嬉しいです」

「俺も嬉しいよ。……あんたたちみたいな森辺の人間と知り合うことができて」

　言いながら、親父さんはヴィナ＝ルウのほうをちらりと見た。

　ヴィナ＝ルウは、ちょっと困こん惑わく気味に微笑む。

「同じ西の民でありながら、俺はどうしても森辺の民を同胞だと思うことができなかった。今でもおっかない男衆の姿なんかを見ると足がすくんじまうんだが……それでも、あんたがたみたいな森辺の民たみもいるんだなってことを知ることができたのは、本当に良かったと思ってる」

『ギバ・バーガー』を受け取りながら、ドーラの親父さんは、にっと笑った。

「またうちの店に来てくれよ。あんたたちには、俺の作ったアリアを食べてもらいたい」

「……ええ、それじゃあ家族にもそう伝えておくわぁ……」

　嬉しそうに笑いながら、ドーラの親父さんは『ギバ・バーガー』にかぶりついた。

「ああ……本当に美味いな、このぎばばーがーってやつは。俺の売った野菜でこんなに美味い料理を作ってもらえて、俺は幸せだよ、アスタ」

「いえ、もともとの食材が美味しいからこそ、美味しい料理が作れるんです。これからも美味しいアリアとタラパをお願いしますね、ドーラの親父さん」

「そいつだけは、胸を張って引き受けてみせるよ」

　そうしてドーラの親父さんは、二人のお友達を振り返った。

「で？　お前さんたちはいつまでそうして縮こまってるんだ？　わざわざ店番を放り出してまで来たんだから、味見ぐらいしていけよ」

「む、無理矢理ひっぱってきたのはお前さんじゃないか」

　非難がましく言いながら、それでも鍋屋の親父さんがついに試食のギバ肉に手をのばした。

　ちょっと震ふるえる指先で爪楊枝をつかみ、えいっとばかりにパテの欠片を口の中に放り込む。

「ど、どうだ？」と、布屋の親父さんがその腕を引っ張った。

「美味い……というか、不思議な味だな……」

「あ、これは肉をこまかく刻んでから丸めて焼いた料理なんです。ちょっと風変わりな食感かもしれませんね」

　鍋屋の親父さんは、なんだかものすごい勢いで目を泳がせ始めた。

　そして、意を決したように、細い指先を懐ふところに潜り込ませる。

「お、俺にも一つくれ！　もう少し食べてみないとよくわからない」

「はい！　ありがとうございます」

「お、おい、本当かよ……？」

　布屋の親父さんも爪楊枝に手をのばした。

「うわ、何だよ、普ふ通つうに美味いじゃないか！」

　と、驚愕に見開かれた目で、鉄鍋の中身を覗きこんでくる。

「これが本当にギバ肉なのか……？　というか、このタラパもものすごく美味いな！」

「当たり前だろ。俺が作ったタラパなんだぞ？」と、ドーラの親父さんが胸を反らし、布屋の親父さんは「な、何だよ、調子のいいやつだな」と、気弱げに笑った。

「よ、よし、俺も一つもらう！　……あ、あのさあ、これで角が生えてきたり肌の色が黒くなったりはしないよな……？」

「そんな迷信を信じてるのか？　角の生えた森辺の民なんて見たことはないし、森辺の民は南の森からやってきた頃からこの姿だと、俺の婆さまは言っていたぞ？」

「わ、わかってるよ！　一つくれ！」

「……ありがとうございます」と、心の底から言うことができた。

　不味いと言われれば落ち込んで、美味いと言われれば嬉しくなって、いちいち心を揺らさずにはいられない、とことん半人前の俺である。

　しかし何にせよ、勝負はまだまだ始まったばかりなのだ。

　明日からは、四十食の『ギバ・バーガー』を準備しよう。

　それであるていどの売れ行きが見込めれば、想定よりもうんと早いが、新しい献こん立だてを披露してしまってもいいかもしれない。

　考えることは、山積みだ。

　そうしてその後にはまたふわりと幽霊のように姿を現したカミュア＝ヨシュがレイト少年の分も含めて二食分を購入していき、その日も俺たちは開店一時間足らずですべての商品を完売させることになってしまったのだった。
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　その翌日。

　営業三日目――の、夕暮れ時。

　俺がファの家の広間で大の字で寝ね転ころがっていると、戸板が外から二回ノックされた。

「アスタ。私だ」

　アイ＝ファの声である。

　俺は、えもいわれぬ疲労感に包まれた身体を毛皮の敷しき布ふから引き剥がし、かんぬきを外すために玄関口へと向かった。

　そうして戸板を開けると、半日ぶりに見る親愛なる家長に「何だその腑ふ抜ぬけた顔は？」と、いきなり悪態をつかれてしまう。

「今日はついに一個も売れなかったのか？　そうだとしても、そのように情けない顔をさらすな。不愉快だ」

「ううう。そういうお前はどうだったんだよ？　最近はギバの数もじょじょに少なくなってきてるんだろ？」

「一頭、仕留めた。しかし、あちこち余分に傷つけることになってしまい、うまく血ち抜ぬきをすることはかなわなかった」

「そうか。お疲つかれ様。怪け我がもないようで何よりだ……」

「だから、何なのだ、その顔は？　大概にしないと、本当に怒おこるぞ」

「ちょっと疲れているだけだから気にしないでくれ。アイ＝ファと一いつ緒しよにいれば、すぐに元気を取り戻もどせるさ……」

「たわけたことを言うな。不愉快だから、すぐに改めろ」

　容赦もへったくれもない家長様である。

「いったい何があったのだ？　お前がそこまで腑抜けてしまうからには、何か事情でもあるのだろう？」

「事情というか何というか……今日は、衛兵を呼ばれる羽目になっちまったんだ」

「何？　どういうことだ？」と、いきなり胸むなぐらを引っつかまれてしまった。

「お前はいったい何をしでかしたのだ？　真ま面じ目めに仕事を果たしていたのではないのか？」

「俺は真面目にやってたよ！　おかげさまで、今日は四十個完売さ！　……だけど、そのせいで衛兵を呼ばれる羽目になっちまったんだ」

「……さっぱりわからん。いいから、わけを話せ」

　俺の身体を突き放し、マントを壁かべにかけ、大刀をたてかける。

　そのいつでも凛り々りしい姿を目で追いつつ、俺はかまどのかたわらまで引き下がって、腰を下ろした。

「今日は店を開くなり、南や東の人たちが集まってきて、あっというまに最初の二十個が売れちまったんだよ」

「うむ」

「で、今日は追加分も準備していったから、大急ぎで新しい二十個を用意したんだけどな。完成するなり、ターラが親父さんたちの分まで、四個ばかりも買っていってくれたんだ」

「うむ」

「それで、残りは十六個……ってところで、例の《銀の壺》っていう商団と、ジャガル人の集団がいっぺんにやってきちまったんだ。それぞれ十名ずつの大所帯で」

「うむ？　その連中は、店を開くと同時に買っていったのではないのか？」

「違ちがうんだ。朝一番に来てくれたお客さんたちは、その人たちに噂を聞いて買いにきてくれた、初見のお客さんばかりだったのさ。どうも、南の人たちは南の人たち、東の人たちは東の人たちで、あまり顔を合わさないように常宿を決めているらしいんだな。そのそれぞれの宿屋でもって、『ギバ・バーガー』がかなりの話題になったようなんだよ」

「……うむ」

「で、各十名ずつの団体様に対して、商品はもう十六個しか残ってなかったから、ぎりぎり先にやってきていた《銀の壺》のほうに十個を売って、南の民のお客さん方には、申し訳ありません残りは六個でございます、と告げたところ――ならばせめて等分に八個ずつ売れ！　と騒ぎだしてしまったんだ」

「うむ」

「だけど東のお客さんたちもまったく譲ろうとしなくてさ。……で、騒ぎが全然収まらないもんだから、通行人の皆さん方に衛兵を呼ばれてしまったというわけだ」

「何だ。そのようなことならば、騒いだ者たちが罰ばつせられるだけではないか」

「うーん、ところがそうはならなかったわけだな。最終的には騒ぎを引き起こした俺がすべて悪いという結論に至り、あやうく宿場町への出入り禁止をくらいそうになってしまったよ」

「……それが都の法なのか？」と、アイ＝ファの瞳ひとみに怒りの火がゆらめく。

「そ、それは俺にもわからないけどさ。でも、何とかそのあたりのことは説得できたから心配しないでくれ。実際、満足な数をそろえられなかったのは俺の不手際なわけだしな。……その事実だけは、俺も重く受け止めているよ」

「そうか。……それは大変だったな」

　アイ＝ファは小さく首を振り、芽生えかけていた怒りの火を消した。

「ご苦労だった。――では、腹が減ったぞ、アスタ」

「……容赦ないっすね、家長」

「ご苦労だったと言っているではないか。お前が疲弊した理由もわかった。……わかったから、その腑抜けた顔はすぐに改めろ」

　そんなに腑抜けているかなあと、俺は左右から自分の顔をもみほぐしてみた。

　まあ確かに、衛兵の詰め所から解放されて数時間、俺は頭も身体もフル稼働させることになったので、残存エネルギーが底を尽きかけているのかもしれない。

　こんなときは、栄養摂取だ。

「よし！　それでは晩ばん餐さんの準備に取りかかります！」

「……無む駄だに明るくふるまえとは言っていない」

　そうですか。

　俺は大人しく、完成済みのスープを温めなおすために、かまどへ薪まきをくべることにした。

「それにしても、わずか三日目で四十食もの料理が売れたというのは、目覚ましい成果なのではないのか？」

　かまどのかたわらに片かた膝ひざあぐらをかいたアイ＝ファが、ちょっと不思議そうに問うてくる。

「それなのに、お前はまたちっとも喜んでいるようには見えないのだが」

「そりゃあまあ、予想以上の売れ行きなのは嬉しいけど、ただ嬉しがっていられる立場でもないからなあ。俺としては、崖っぷちに立たされた心境だよ」

「崖っぷち？」

「俺たちの最終目的は、ギバ肉の味を宿場町に浸透させることだろ？　だけどまだ、ジェノス生まれの人たちはたったの四人しか『ギバ・バーガー』を口にしていないんだ。いくら東や南の人たちに好評だからって、彼らは時期を過ぎれば町からいなくなっちまう人たちなんだからさ。これじゃあ小金がたまるばっかりで、ちっとも目的に近づけやしないじゃないか」

　本日の衛兵の取り調べによって、俺はお客さんたちの素す性じようを正確に知ることができた。

　シム人の集団は、自分たちで名乗っていた通り、商団《銀の壺》の関係者。祖国である東の王国から、貴金属などの商品を携えて、西や北の町を一年ぐらいかけて巡り歩き、旅をしながら商売をしていく予定なのだという。

　そして、ジャガル人の集団は、ちょっと名のある建築屋の一団で、何でもジェノスの宿場町の建物の多くは、彼らがこしらえたものであるらしい。

　あの、ギバ肉を全否定してくれた「おやっさん」が責任者で、現在は年に一度の、老朽化した家屋の修繕を行う時期なのだそうだ。

「だからな、《銀の壺》や建築屋の人たちは来月いっぱいでみんないなくなっちまうんだよ。それにその他ほかの皆さんだって、あくまで旅の途と中ちゆうであったり出で稼かせぎに来ている人ばっかりで、ジェノスに定住しているわけじゃない。そんな人々に『ギバ・バーガー』を九割方買い占められて、ジェノスの民の口にはまだ全然届けられていないっていうのが現状なんだ」

「しかし――まずは南や東の民から商品を売っていく、というのがお前の計略だったのではないのか？」

「それもまあその通りなんだけど、料理の評判が広まる前に衛兵を呼ばれたりしてたらお話にならないだろ。次に何か騒さわぎが起きたら、本当に俺は出入り禁止になっちまうかもしれない。……だからやっぱり、崖っぷちだよ」

　衛兵たちや、ミラノ＝マスの冷たい目が、今でも心に焼きついている。

　やっぱり森辺の民は町の調和を脅かす異い端たん者しやなのだと、その目は如実に語っていた。

　理不尽といえば、理不尽だ。もしも俺たちが森辺の民でなかったら、ここまで厳しい扱いは受けなかったのだろうなと思う。

　だけどそれでも俺たちは森辺の民であり、敵地で商売を敢かん行こうしようと決断した身なのである。

　これ以上の下手を打つことはできない。

　やっぱりこれは、宿場町を相手取った戦いなのだということを、俺は再さい認にん識しきさせられることになったのだ。

「……ようやくいつもの顔つきに戻ってきたな」

　と、近い距きよ離りからアイ＝ファの声が述べてくる。

　びっくりして振ふり返ると、いつのまにかアイ＝ファが俺のかたわらに立っていた。

「そしてお前は、意外に強欲な人間だったのだな、アスタよ」

「ご、強欲？」

「この三日間で、お前はどれほどの銅貨を得たのだ？」

「うん？　そりゃまあ三日合わせて七十食分なんだから、赤銅貨百四十枚だよ。初期経費と人件費を日割りにして食材費も差っ引いたら、純粋な利益は赤銅貨七十七枚分ってところかな」

「それは、わずか三日間で六頭分のギバを狩かるのと同等以上の稼ぎを得た、ということなのではないのか？」

「そんなの比較にならないだろ。どんなに銅貨を稼いだって、ギバの数が減るわけじゃないんだし。狩人かりうどの仕事とは別物だよ」

　そういえば、十日間を通してのノルマが六十食――などという話もあった。

　それを三日でクリアすることになろうとは、予見できなかった俺である。

　スープを攪拌する俺のかたわらで、アイ＝ファは微び笑しようする。

「それは、森辺の人間の考え方だ。石の都の人間は、その銅貨を稼ぐためにこそ働き、汗あせを流しているのではないか？」

「だから、俺らの目的はそこじゃないだろ？　そりゃまあこの銅貨で新しい鍋とか刀とかが買えれば、すごく嬉しいけどさ」

「……だから、強欲だと言っているのだ」

　そう言って笑うアイ＝ファの瞳は、何だかとても穏おだやかな光を浮かべているように感じられた。

　だけど俺は、まだ腑に落ちない。

「何だよ、予想以上の売り上げを稼いでるのに満足してないから強欲だっていうのか？　だとしたら、俺はけっこう心外だぞ？」

「そうではない。銅貨の稼ぎには目もくれず、当初の目的にのみ邁まい進しんしているお前を、勝利に対して強欲な人間だと評しているのだ」

「……だったらせめて、負けず嫌ぎらいとかにしてくれよ。強欲って言葉は印象が悪すぎる」

　だいぶん温まってきた鍋の中身を攪拌しながら俺が文句を言うと、「わかった」と言いながら、アイ＝ファがさらに近づいてきた。

　そして、すでにタオルを外していた俺の頭をわしゃわしゃとかき回しつつ、顔を寄せてくる。

「お前は負けず嫌いな人間なのだな、アスタ」

　その顔は、にっと白い歯を見せて、悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑みを浮かべていた。

　アイ＝ファにしては珍しい、ちょっとルド＝ルウを思わせる笑い方だ。

　そもそもそうやってはっきりとした笑顔を見せること自体が珍しいアイ＝ファであったので、俺は大いに驚かされることになった。

「……それはそうと、腹が減ったぞ、アスタ？」

「あ、ああ。こっちは十分温まったかな。肉を焼くから、こいつの移動を手伝ってもらえるか？」

　これは、さきほど完成したばかりのギバ・スープである。鍋にもまだ熱が残っていたし、しょせんは二名分のわずかな量なので、すぐに温めなおすことができた。

　そうしてそいつをかまどの裏に敷しいておいた板の上に移動して、新しい鉄鍋をセットして、仕込み済みの木皿を取り上げると、アイ＝ファが不思議そうに覗のぞき込んできた。

「今日の晩餐は、何なのだ？　何やら嗅かぎなれない匂においがするが」

「そうそう。今日は新しい食材を購入させていただいたんだよ。食材っていうか、香辛料みたいなものだけど」

　木皿の中では、ギバのバラ肉と肩ロースが赤い液体に浸っている。

　果実酒に、こまかく刻んだアリアと、新入りの食材ミャームーをあわせた、漬け汁じるだ。

「ミャームー？」

「そう、ミャームー。あの俺が食べたキミュスの肉にく饅まん頭じゆうで使われていた野菜なんだ」

　それは、ニンニクとパクチーを合体させたような、なかなか複雑かつ非常に食欲をそそる香かおりを有する香こう草そうなのだった。

　ストローぐらいの細さをした緑色の茎根で、生でかじると、無茶苦茶に辛い。そいつをアリアと一緒にペースト状になるまでこまかく刻んで、漬け汁に投入してある。

「ずっと前から興味はあったんだけど、名前も何もわからなかったからさ。今日、ドーラの親父さんに尋たずねて、ようやく突き止めることができたんだ。こいつはきっとタラパのソースにも合うんじゃないかな」

　そんな風に説明しながら、俺はまず薄めにスライスしておいたアリアを炒いためた。

　そいつがしんなりしてきたら、漬け込んでおいた肉を広げながら投入していく。

　とたんに、果実酒とミャームーの香りがいっそう室内に広がった。

「どうだろう？　この香り、苦手じゃないか？」

「……何だかむやみに腹が減ってきた」

　そうだろうそうだろう。パクチーに関しては俺も素人しろうとだが、やはりニンニクの香りは肉を焼く香りと並んで食欲中枢を刺し激げきする双璧だと俺は思っている。

　もっとも、俺のいた世界ではその強すぎる匂いのために忌き避ひする人々も少なくはなかったが、ミャームーはニンニクほど食べた後に匂いが残らないし、キミュスの肉饅頭などは女性や子供にも大いに受け入れられている様子であったので、俺もこの刺激的な香辛料を自分の料理に取り入れる気持ちを固めることができたのだった。

　ちなみにこいつは野菜売り場ではなく、岩塩や干物などを取り扱あつかっている店に置いてあり、ルウ家の食しよく糧りよう庫こでも見かけなかった食材だ。

「よし。肉の表面が焼けてきたら、こいつも投入する」

　と、俺は木皿に残っていた漬け汁もすべて鉄鍋にぶちこんだ。

　手順的には、生しよう姜が焼きと一緒である。

　名前はだから、『ギバ肉のミャームー焼き』とかでいいのかなと、頭の中でこっそり考える。

「アスタ」

「うん？」

「腹が減ってきた」

「ああ、うん、四度目だな。もう完成だから、しばしお待ちを」

　肉の中までしっかり火が通ったら、アリアと一緒に木皿に移す。

　ギバ肉にはあらかじめ岩塩とピコの葉をまぶしているので、これ以上の味付けは必要ない。

　で、鉄鍋に残った汁をあるていど煮に詰つめたら、そいつを肉とアリアの上にかけて、完成だ。

「あ、焼きポイタンは食糧庫だった。悪い、スープをよそっておいてもらえるか？」

「うむ」

　俺は急ぎ足で食糧庫に向かい、朝のうちに焼いておいたポイタンと、そしてさきほど仕込んでおいたティノの千切りを食しよく卓たくに運うん搬ぱんした。

「これは、ぎばばーがーにも入れている、生のティノだな？」

「ああ。たぶんこの料理にも合うと思うんだ」

　生姜焼きには、やはりキャベツの千切りであろう。

　だからミャームー焼きにはティノの千切りが合う、はずだ。

　まあ、あくまで異世界育ちの俺の感性に照らし合わせればの話であるが。

「よし！　それじゃあ、いただこうか」

「……何だ、お前の皿はずいぶんと肉が少ないではないか、アスタよ？」

「ああ、うん。漬つけ汁で使うアリアとミャームーの割り合いとか、漬けておく時間の長さとかを色々比較してたら、試食でずいぶん肉を食べる羽目になってな。だから、こんなもんで十分なんだ」

　俺の言葉に、アイ＝ファはけげんそうな顔をする。

「ずいぶんと熱心に取り組んでいたのだな。……もしかしたら、これも宿場町で売りに出す料理なのか？」

「おお、鋭するどいな！　実はそうなんだよ。『ギバ・バーガー』を四十個以上も作るのは手間がかかりすぎるから、明日からはこいつも店で出そうと思ってる。食べ方は、こうだ」

『ギバ・バーガー』よりも薄うすくのばしたポイタンの生き地じに、まずはどっさり千切りのティノを載せて、その上に肉とアリアを置き、クレープのように下側を巻いて、完成である。

「晩餐だから、アイ＝ファは二個な。使いきれなかった分のアリアはスープで使ってるから、決して残さないように」

「……晩餐を残す森辺の民など、存在しない」

「うん。ちょっと言ってみたかっただけだよ。さあ、どうぞ」

　アイ＝ファはうなずき、食事開始の儀ぎ式しきをしてから、そいつを手に取った。

　が、俺の視線に気づいて、少し眉まゆをひそめる。

「……人の顔を凝ぎよう視しするな」

「あ、ああ、ごめんごめん。どんな反応をするか気になってな」

「ふん」と、顔をそむけてから、アイ＝ファは『ミャームー焼き』に歯をたてた。

　やっぱり両手でつかんでいるので、その姿はひどく愛くるしい。

　それはともかくとして――お味のほうは、どうだろう？

　出来は、悪くないと思う。
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　生姜も調理酒も醤しよう油ゆもないのだから、生姜焼きの味に近づけよう、と目もく論ろんだわけでもないのだが。糖度の高そうな果実酒と、ニンニクっぽい辛みと香りを持つミャームーに浸して焼いたギバ肉は、濃厚かつ甘辛い味をしており、千切りティノや焼きポイタンとの相性もばっちりであろう。

　肉の厚さは五ミリ未満。噛み応えは、それでもけっこうしっかりとしている。火加減を間違うと、町の人間には固すぎると思われる危険性もあるので、要注意だ。

　同じように自分の分も作製しながら、俺はアイ＝ファに「どうかな？」と問うてみた。

「美味い」と、アイ＝ファは相変わらずである。

　まあ、美味いにせよイマイチであるにせよ、なかなかそれを言葉であらわしてくれるアイ＝ファではないので、それ以上の感想を引き出すのは難しいところであるのだが――

「香りがいい。この肉に合っている。すてーきと同じぐらい、美味い。……すてーきにも、この香りは合うのではないか？」

　と、今日は珍しく具体的な感想を口にしてくれた。

「ただ……ここまで甘あまい味は、すてーきには合わないかもしれない。それに、普通のはんばーぐにはこの香りをつけないでほしい。ぎばばーがーのタラパには……どうなのだろうな。私にはわからない」

「あ、ああ、すごいな？　お前がそんなに長々と感想を述べてくれたのは初めてじゃないか？」

　しかもその内容は、どれも俺には腑に落ちることばかりだった。

　なおかつ、アイ＝ファはまだ目を伏ふせて、何か言葉を探しているような面おも持もちである。

「それと……美味いは美味いが、やたらと咽喉のどが渇いてしまうな。もしかしたら……私はここまで味が強くないほうが、もっと美味く感じられるかもしれん」

「ああ、そうか。干し肉の岩塩以外では調味料を使っていなかった森辺の民には、ちょっと味付けが強かったかもしれないな。ごめん、晩餐で出す分は漬ける時間をもっと調整してみるよ」

　アイ＝ファは少し疲れた感じで息をつき、またじろりと俺をにらみつけてくる。

「……私に言えるのは、それぐらいだ。これ以上は聞くな。これ以上考えると、頭が痛くなる」

「わかった。ありがとう。すごく参考になったよ！」

「……しかし、ぎばばーがーの次には、すてーきや普通に焼いた肉を売るつもりだ、と言っていなかったか？　そのほうが、ギバの肉の美味さをはっきり伝えられるはずだ、と」

「ああ。本当はそのつもりだったんだけどな」

　俺は少し居住まいを正す。

「でも昨日、試食で何人かのお客さんに駄だ目めを出されたって話はしただろ？　その人たちはハンバーグのやわらかさだけじゃなく、ギバ肉の風味自体がお気に召さなかったみたいなんだ。それで、今まで以上に強い味付けに挑ちよう戦せんしてみたんだよ。ギバ肉の美味さを損なわず、それでいてちょっと強い肉のクセを抑おさえられる食べ方はないかなってね」

「ふむ」

「南の民も東の民と同じぐらいの勢いで買いに来てくれてるけど、あれはたぶん、美味いか美味くないかで大論争になって、それでみんな興味をひかれたんだと思うんだよ。だから、今日は面と向かって文句を言われることはなかったけど、内心では満足していない人もいたんだと思う。下手をしたら、半分ぐらいの人は不満に思っているのかもしれない」

　それに、東の民だって、無表情かつ無言であるので、本当のところはどれだけの人数が満足しているかは、計測のしようがないのである。

　日に日にお客は増えているが、その内の何人がリピーターであるのかもわからない。特に東の民はみんな風ふう貌ぼうが似ている上に、フードで顔を隠かくしている人間が多いため、俺にはよけいに判別がつかないのだ。

「まあ何にせよ、そこそこ強い風味を持つタラパソースの『ギバ・バーガー』でも、肉の風味が気に入らない、と仰おつしやるお客さんがいたんだから、肉の風味を前面に押し出したステーキとかより、肉のクセを抑えた料理を先に試したほうがいいのかなと思ったんだ。《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》でいただいた塩しお漬づけ肉なんかはかなり塩しお辛からかったから、町の人たちは強い味付けにも抵抗はないと思うしな」

「……何だ、しっかり頭は回っているようではないか」

　早くも一つ目の『ミャームー焼き』をたいらげてしまったアイ＝ファが、じっと俺を見つめてくる。

「さっきまでの腑抜けた顔は、いったい何だったのだ？」

「え？　それはだから、疲れていただけだよ。昼間はあんな騒ぎだった上に、その後はこの新しい献立を大急ぎで完成させなきゃいけなかったし。それに、考えることは他にも山ほどあったからな」

　アイ＝ファのために新しい『ミャームー焼き』を作製しつつ、俺はちょっと身を乗り出した。

「なあ、アイ＝ファ。南や東の人たちだけで、まさかここまで商品を買い占められるとは、俺も予想できてなかった。明日は『ギバ・バーガー』とこの新商品で何とかつなぐつもりだけど、これじゃあ根本的な解決にはならないと思う」

「……ふむ？」

「屋台が一つだと、『ギバ・バーガー』が売り切れた後にこの『ミャームー焼き』を売るっていう売り方しかできないからさ。それじゃあ二種類の料理を出す甲か斐いもない。……だから、予定がずいぶん早まっちまうけど、屋台を二つに増やすことを本格的に検討するべきだと思うんだ」

　俺の差し出した『ミャームー焼き』を受け取りつつ、アイ＝ファは「うむ」と厳かにうなずく。

「お前がそう思うのならば、そうすればいい。私はお前の判断を信じる」

「いや、だけど、こいつはけっこうな大事だぞ？　屋台や人手を増やすなら、そのぶん経費もかかっちまうわけだし――」

「だけどそれが、お前にとっては成功への近道だと感じられたのだろう？」

　アイ＝ファは静かに、俺を見返してきた。

「私はお前の判断を信じる。何度も言わせるな」

「……わかった。ありがとう」

　大きくうなずく俺の姿に、アイ＝ファはふっと穏やかに微ほほ笑えむ。

「……本当に強欲な男だな、お前は」

「いやだから、強欲って言い回しは――」

「本当に負けず嫌いな男だ、お前は」

　それなら、反論のしようもない。

　ここまでの三日間で思うような成果があげられなかったのは、すべて俺の見通しの甘さが原因であったのだ。

　俺が判断を間違えば、この計画は大失敗に終わる。それは今日の騒ぎで実感できた。

　そもそも、南や東の民たちに商品を喰くらい尽くされて、西の人たちにお届けできない……なんて嘆かなくてはならない状態が、おかしいのである。

　最初の十日間で成果をあげることができたら、新しい料理をお披露目する、というのが当初の予定であったわけだが、もうそのように悠長なことは言っていられない。オープン三日目で店はキャパオーバーを起こしてしまったのだから、迅速に対応しなくてはならないだろう。

　ヴィナ＝ルウには、すでに話を通してある。

　ドンダ＝ルウの許可を得られれば、明後日あさつてから新たな人手を借りることも可能になる。

　何とか明日一日を乗りきって、明後日からは反撃に転じてやろう。

「よし！　これからが第二ラウンドだなっ！」

「らうんどとは、何だ？」

　その声に振り返ると、アイ＝ファが立てた片膝に頬ほお杖づえをつきながら、俺の姿を眺めていた。

「あ、あれ？　アイ＝ファ、もう食べ終わったのかよ？」

「お前が遅おそいのだ。この後にも仕事が控ひかえているのだろうが？　とっとと食べねば、眠ねむる時間を削ることになるぞ」

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。余った時間で『ギバ・バーガー』のパテは作っておいたから。『ミャームー焼き』の肉の切り分けとタラパソースの作製だけなら、楽勝だよ。一番大変なのは、明日の朝のポイタンの焼き作業だろうな」

「…………」

「ん？　何だ？」

「……お前をファの家に留とどめておいても、私以外の人間が益を得ることはない。だからお前はルティムとともにあるべきなのではないかと、私は思っていた」

「な、何の話だよ？　またファの家から出ていけとか言い出すつもりじゃないだろうな？」

「今の私がそのようなことを言うと思っているのか？」

　アイ＝ファの眼まな差ざしは、穏やかだった。

　いくぶん冷めてしまったスープをすすりながら、俺は頭をかいてみせる。

「だったらどうして、そんな話を持ち出すんだよ？　あんまり俺の不安感をかきたてないでくれ」

「私は、喜んでいるのだ。お前がファの家に留まってくれたことを。……そしてお前が、ファの家にあっても、そうして自分を活いかす仕事を見つけだせたことを」

　そんなことを言いながら、アイ＝ファは両手と両りよう膝ひざを使って俺のほうに這はい寄ってきた。

　で、またわしゃわしゃと俺の頭をかき回してくる。

　俺が頭を撫でたときにはボディブローをくらわせてきたのに、なかなか遠えん慮りよのないスキンシップである。

「あ、あのさ、お前にそれをやられると、俺は何だか小さな子供にでもなっちまったような気分になるんだけど」

「そうか？　父ギルはよくこうやって私をほめてくれていたのだが」

　と、ちょっとひさびさに唇くちびるをとがらせる。

「ああ、うん、全然嫌な気分ではないんだけどな？　ちょっとばっかり気き恥はずかしいだけだ」

「……そうか」と、アイ＝ファは目を伏せた。

　余計なことを言ってしまったかな、と俺は少し反省する。

　すると。

　アイ＝ファはやおら片膝立ちになり、いきなり両りよう腕うでで俺の首を抱きすくめてきた。

　アイ＝ファの体温と、香りと、力が、一瞬の内に俺の身体と心を包み込んでくる。

「あの夜に、お前を失わずに済んで良かった。……お前がルティムでなくファの家を選んでくれて良かった」

「ア……ア、ア、アイ＝ふァ？」

　思わず声が裏返ってしまった。

　ぎゅうっと容赦のない力で身体を抱きすくめられて、頬のあたりに柔やわらかい髪をすりつけられる。

　心臓が、止まりそうだった。

　目の奥おくに、玉虫色の光がちらつく。

　あともう数秒でもこの感覚が続いたら、どこかの神経が灼やき切れてしまうかもしれない――とか、ぼんやり考えたとき、熱と力と香りがすうっと遠ざかっていった。

　床ゆかに座りなおしたアイ＝ファが、子供のように鼻の頭をかく。

「……それが今の、私の気持ちだ」

「あ……あんまりびっくりさせないでくれよ……」

　俺はそのまま崩れ落ちそうになってしまったので、床に手をついて身体を支えなくてはならなかった。

「お、お前の親おや父じさんは、ずいぶん情熱的な人だったんだな？」

「うむ？　父ギルがどうかしたか？」

「え？」

「父ギルは関係ない。今のは、私がそうしたいと思ったからそうしただけだ」

「…………」

「お前が不ふ愉ゆ快かいだったのなら、今後はつつしもう。ただ、今はどうにも気持ちを抑えきれなかったのだ。……食事の邪じや魔まをして悪かったな。さあ、とっとと食べるがいい。私も少し眠くなってきた」

　すました顔で言いながら、アイ＝ファは俺の分の木皿を指し示した。

（こいつ……こいつはヴィナ＝ルウよりも、百万倍もタチが悪い！）

　俺の内心の絶叫などにはまったく気づいた様子もなく、アイ＝ファはとっとと髪をほどき始める。

「私は十分な成果をあげていると思うが、自分自身でそう思えぬのなら、いっそう励め。……それに、以前から言っている通り、お前の手もとにある銅貨は好きに使ってよい。足りなければ、私に言え」

「……そんな全面的に信用しちまっていいのか？　俺おれが稼いだ銅貨でお前に髪飾りでも買ってきたらどうする？」

「叩たたきのめす」

「あっそう。……わかったよ！　そうしたら、明日の売り上げ次し第だいで、本当に売り場を拡張するからな！　後で文句をつけるなよ？」

「何をいきりたっているのだ、お前は」

　髪をほどいたアイ＝ファが、またすっと顔を寄せてくる。

「……やはり私は、お前を不愉快な心ここ地ちにさせてしまったのか？」

　その顔は、ちょっと不満そうであり、そして不安そうでもあった。

　ちっとも食事を進められないまま、俺は深々と溜ため息いきをついてみせる。

「そんなことないです。どうもすみませんでした……」

「……おかしな男だな、お前は」

　そんなことは、決してないと思う。

　しかし、安心したように微笑むアイ＝ファの顔を見ていると、反論も何もできなくなってしまった。

　何はともあれ――俺たちの戦いは、まだまだ始まったばかりなのだった。







箸休め　～宿場町の少女～







「いいか、これ以上はむやみに森辺の民たみと縁えんを重ねるんじゃないぞ、ターラ？」

　アスタたちが店から立ち去っていくと、ドーラは少し怖こわい顔をしてそのように言ってきた。

　ターラはちっとも納なつ得とくできなかったので、「どうして？」と反問してみせる。

「アスタおにいちゃんはいい人だよ。だから父さんもお礼が言いたいって思ったんでしょ？　なのに、アスタおにいちゃんたちとも仲良くしたらいけないの？」

「あのアスタっていうのは、きっとそんなに悪い人間でもないんだろうさ。森辺の民の格好をしてはいるけど、生まれはどこかの町か村なんだろうしな。……それに、あのアスタと一緒にいたアイ＝ファっていう娘むすめも、きっと立派な狩人なんだろう。だけどやっぱり、森辺の民に近づくのは危険なんだよ」

　そう言って、ドーラは顔を近づけてくる。

「お前だって、町で暴れる森辺の民を見たんだろう？　森辺の民には、そういう凶暴な人間も多いんだ。だから、むやみに近づいちゃいかん」

「でも……森辺の民じゃなくっても、お酒を飲んで暴れる人は、みんな怖いよ？」

　ターラがそのように言っても、ドーラは「駄目だ駄目だ」と取り合ってくれなかった。

「森辺の民は、罪を犯おかしても衛兵に許されちまう。だから平気で罪を犯そうとするんだよ。そんな物騒な連中と関かかわっても、こっちがひどい目にあうばっかりだ。……ターラを助けてもらった件に関してはこれできっちり礼も言えたんだから、これ以上こっちから近づく必要はない」

　そのように言いながら、ドーラは屋根の下から顔だけを出して太陽の位置を確かく認にんした。

「そろそろ二の刻だな。ちょっと早いが、御用聞きに行ってきてくれ。寄り道をするんじゃないぞ？」

「……うん」

　けっきょく納得のいく答えは得られないまま、ターラは店を離はなれることになった。

　街かい道どうは、人であふれている。この宿場町の住人や、ターラたちと同じように農村から働きに出向いてきている者たち――それに、南や東の旅人たちなど、さまざまだ。

　そこに森辺の民の姿を見かけることも、珍めずらしくはない。森辺にもたくさんの人々が住んでいるため、彼かれらはしょっちゅう食しよく糧りようを買うために宿場町へと下りてくるのだ。

　ただしその大半は女性であり、ギバの毛皮を纏まとった狩人が姿を現すことは滅多にない。

　だから、十日ほど前に森辺の狩人と出くわしたときは、本当に怖かった。

　その狩人は昼から酒を飲んでおり、町中で刀を抜ぬき、獣けもののように吠えていた。ぎらぎらと光るその青い目も、まるで獣のようだった。

　しかし、その無法者からターラを守ってくれたのも、また森辺の民だった。

　森辺の民には見えないのに森辺の民の格好をしたアスタと、綺き麗れいな若い娘なのにギバの毛皮を纏ったアイ＝ファだ。

　あのアイ＝ファという娘も、獣のように目を光らせていた。どちらかといえば、無法者の森辺の民よりもアイ＝ファのほうが怖い目つきをしており、そして強そうだった。

　だけどそのアイ＝ファが、無法者の罪を諌いさめて、ターラを救ってくれたのである。

　それなのに、衛兵たちはアイ＝ファやアスタを罪人として、詰め所に連れていこうとした。あの場にカミュア＝ヨシュという旅人が現れていなかったら、無法者の罪は許されて、アスタたちが罪人にされてしまっていたのかもしれない。

（どうしてだろう。あの酔よっ払ぱらいは、ぞくちょうすじとか名乗ってたけど……それなら、ぞくちょうすじっていう森辺の民だけが、悪い人間なんじゃないのかな）

　歩きながら、ターラは考える。

　シム人のように黒い瞳をきらきらと輝かがやかせているアスタのことが、ターラは好きだった。

　ちょっと怖いけどとても凛々しい姿をしたアイ＝ファのことも、ターラは格好いいと思っていた。

　父親のドーラだって、あの二人のことは悪く思っていないようなのに、それでも森辺の民には近づくな、と言う。それがターラには不思議であり、悲しくもあった。

（アスタが作るギバの料理っていうのも、食べてみたいなあ）

　だけどきっと、ドーラには食べるなと言われてしまうだろう。

　とても賑にぎやかな宿場町を一人で歩きながら、ターラは小さく溜息をついた。





◇






　その翌日。

　朝の仕事を終えたターラは、いつもの通りに町の子供たちと遊んでいた。

　宿場町の仕事を手伝っているターラは、村よりも町の子供たちと遊ぶ機会のほうが多いのだ。

　その日に遊んでくれたのは、宿屋の男の子とキミュス屋の女の子だった。

「昨日はさ、城下町で働いてる兄ちゃんがひさしぶりに帰ってきたんだ！」

　追いかけっこに疲つかれて少し休んでいる間に、男の子のほうがそのようなことを言い出してきた。

「それでさ、お土産にカロンの背中の肉を買ってきてくれたんだよ！　すげーだろ？　足じゃなくって、背中の肉だぜ？」

　宿場町において、カロンは足の肉しか売られていない。背中や胸の肉などはとても高価なので、城下町でしか手に入らないのだ。

「やわらかくって、すっげー美味かった！　あんなの食べたら、もう足の肉なんて食べる気になれねーよ！」

「ふうん？　キミュスの肉よりもやわらかいの？」

「あー、やわらかさだけなら同じぐらいかな？　でも、やわらかいだけじゃないんだよ！　何ていうか……とにかく、すっげー美味いんだってば！」

「へえ。だけど、キミュスの皮だってとっても美味おいしいんだよ？」

　女の子が、張り合うようにそう言った。

「皮つきのお肉は高いから、みんな買わないでしょ？　でもね、皮をつけたままお肉を焼くと、すっごくすっごく美味しいんだから！」

「キミュスの皮なんて、外套とか革かわ袋ぶくろの材料じゃん。そんなのより、絶対カロンのほうが美味いって！」

「そんなことないもん！　うちだって、皮つきのお肉は月にいっぺんのご馳ち走そうなんだから！　嘘うそだと思うなら、今度皮つきのお肉を食べてみなよ！」

　ターラは楽しくその話を聞いていたが、昨日の話をふっと思い出して、自分も口をはさむことにした。

「ねえ。ギバのお肉って美味しいのかな？」

　二人は、きょとんとターラを振り返ってきた。

「ギバって、畑を荒あらすあのギバか？　そんなの、美味いわけねーじゃん」

「そうだよー。それに、ギバを食べると角が生えてきて、身体も森辺の民みたいに黒くなっちゃうんだよ？」

「えー、そうなのかなあ」

　だけどアスタは西の民と同じような色をしていたし、角なども生えていなかった。

　髪や瞳ひとみは黒かったが、それを言ったらシム人などは最初から全身真っ黒だ。そもそも黒くて悪いことは何もないと思う。

「ギバの肉なんて、臭くさくて固いから森辺の民にしか食べられないんだよ。そんなまずい肉しか食べられないなんて、森辺の民はかわいそうだよなー」

　男の子が、笑い声をあげる。すると、そこに通りかかった水みず汲くみの女性が、「こら」とその頭をひっぱたいた。

「大きな声で何てことを言うんだい。森辺の民に聞かれたら、森の中にさらわれちまうよ？」

　何となくターラはまた悲しい気持ちになってきてしまった。

　それから、「あ！」と慌あわてて立ち上がる。

「もう中天だ！　お店に戻もどらないと！　二人とも、また明日ね？」

「うん、またねー」

　ターラは手を振り、北の方角に足を急がせた。

　その行き道で、キミュスの肉饅頭を購こう入にゆうする。宿場町の軽食では、この肉饅頭がターラのお気に入りだった。

（……ギバってどんな味がするんだろう）

　そんな考えが、頭から離れない。

　カロンの足肉はとても固いので、念入りに煮に込こんだ汁物以外では、あまり好きになれなかった。

　ギバの肉は、カロンの足肉よりも固いのだろうか。

　キミュスの肉は、やわらかくて食べやすい。だけどあんまり味がしないので、ミャームーなどの香草と一いつ緒しよに食べないと美味しいとは思えない。

　ギバの肉は、キミュスの肉よりも味気ないのだろうか。

　カロンの背中の肉や、キミュスの皮つき肉なんて、きっとターラには一生食べる機会など訪れないのだろう。そんな贅ぜい沢たくが許されるのは、宿場町でも一部の人間だけなのだ。

　それでも自分は毎日のようにキミュスやカロンを食べることができているのだから、きっと幸福なのだろうと思う。貧しい頃には肉なんて買えなくて、キミュスの卵ばかりを食べていたんだぞ、と父親もよく言っていたものなのである。

（……ギバのお肉、食べてみたいなあ）

　そんなことを思いながら、ターラは街道をひた走った。

　そうしてようやく父親の店まで辿たどり着くと、そこにまた黒い髪をした少年の姿を見出すことになった。

「あっ！　アスタおにいちゃんだ！」

　思わず喜びの声をあげてしまう。

　が、そのかたわらにいた人物の姿が、ターラの足をすくませた。

　アイ＝ファではない。

　アイ＝ファと同じぐらいの背丈をした、それは森辺の狩人であった。

　アスタよりも背は小さい。が、その身体にはギバの毛皮を纏いつけ、腰こしには刀と鉈を下げている。黄おう褐かつ色しよくの髪と淡い茶色の瞳を持つ、それは狩人の少年であったのだった。

　その少年が、獣のようになめらかな足取りでターラのほうに近づいてくる。

「ちびっちぇー！　ちょうどちびリミとおんなじぐらいだな。お前、何歳さい？」

　とても大きな声だった。

　光の強い目が、じろじろとターラの姿を眺め回してくる。

　だけど、怖い感じはまったくしなかった。

　少年の背後では、アスタが心配そうな目つきをしながらも、ターラに向かって笑いかけてくれている。

　だからターラは、懸けん命めいに「八歳」と答えてみせた。

「ちびリミと一緒か。だけど細っけーから、よけいにちびっこく見えんな」

　少年が、ターラの目の前で膝を折る。

　その明るくて強い光をたたえた瞳が、不思議そうにターラの顔と肉饅頭を見比べた。

　考えごとをしていたので、肉饅頭は手つかずでターラの手に残されていたのだ。

「何かいい匂いだな。それ、美味いのか？」

「……うん」と、ターラはうなずき返す。

「ふーん」と、少年は肉饅頭に視線を固定する。

　何だか少年は、お腹が空いているように見えた。

　なのでターラは、「食べてみる？」と問うてみた。

　少年はいっそう不思議そうな表情を浮かべたが、けっきょくは肉饅頭を口にした。

　だが、「美味くねーじゃん」と文句を言われてしまった。

「美味くねー。アスタのほうが、もっとずっと美味い料理を作れるぞ？」

「そ、そうなんだ？」

　怖くはないが、ものすごく堂々としているので、何だか圧倒されてしまう。

　アスタよりも小さくて、アスタよりも幼く見えるのに、この狩人の少年は町や村の大人たちよりも、うんと強そうに見えてしまうのだ。

（だからみんなは、森辺の民が怖いのかな）

　もちろんターラも、まったくの平静でいられるわけではない。

　だけど、怖いと思う気持ちよりも、格好いいと思う気持ちのほうが、まさっている気がした。

　アイ＝ファも、この名も知れぬ少年も、格好いいと思う。

　理由は、よくわからない。ただ、真っ直すぐに人を見るその眼差しや、周囲からの視線などを気にもかけていないその立ち居振ふる舞まいが、とても颯さつ爽そうとして見えるのだ。

　その後はカミュア＝ヨシュまでもがやってきて、少し立ち話をしてから、アスタたちは帰っていった。

　話の内容はよくわからなかったが、とにかくアスタが宿場町に店を出すという話は決定されたようだった。

「すごいね、アスタはほんとに店を出すんだね？」

　嬉うれしくなってドーラに呼びかけると、「ああ……」という不ふ明めい瞭りような声が返ってきた。

　さきほどまでずっと心配そうな表情をしていたドーラの顔に、何やら苦しそうな表情が浮うかんでいる。

「どうしたの？　どこか痛いの？」

「え……？　いや、何でもないよ。ただ、森辺の民にも色んな人間がいるんだなって考えてただけさ」

「うん。アスタの周りにいる人たちは、みんな格好いいよね」

「格好いい、か」

　ドーラは力なく首を振ふった。

　父親の様子はとても気がかりだったが、ターラはそれよりも伝えたい言葉があった。

「ねえ、ターラはアスタの料理が食べてみたいな」

　ドーラは暗い表情のまま、また首を振る。

「ギバの肉なんて、俺たちが食べて美味いと思えるはずがないよ。あんな風にあちこちでギバの肉は美味いなんて言いふらしてたら、そのうちアスタも嘘つき呼ばわりされちまうんじゃないのかな」

　それは何だか、アスタを心配しているような口調であった。

　ターラは父親の太い腕うでに取りすがって、その打ち沈んだ顔を覗き込む。

「美味しいか美味しくないかなんて、食べてみないとわからないじゃん。父さんからもらった銅貨でアスタの料理を買ったら、だめ？」

　ドーラはしばらく無言であったが、やがてその大きな手の平で、ぽんとターラの頭を叩いてくれた。

「ターラに渡している銅貨は仕事を手伝ってくれている駄賃なんだから、好きにつかえ。……ただし、腹を壊したって仕事は休ませないぞ？」

「うん！　ありがとう！」

　ターラは父親の顔を見上げながら、にっこり微笑んでみせた。
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　アスタの店が開かれたのは、それから四日後のことである。

　短くて強い雨がやむのを待って、ターラはアスタの屋台に駆けつけた。

「本当にお店を出したんだねっ！　すごーい！」

　ちょっといつもより元気のなさそうな顔をしていたアスタも、すぐに笑え顔がおになってターラを迎むかえてくれた。

　一緒に働いていた森辺の娘も、柔らかく微笑んでくれている。

　以前に顔を合わせたときはちょっと冷たい印象であったのだが、そうして笑うとその娘もとても優しそうに見えた。

「タラパのいい匂におい！　それ、ギバのお肉の料理なの？」

「そうだよ。ターラのお口に合うかなあ？」

　鉄てつ鍋なべの中では、タラパがぐつぐつと煮えていた。

　タラパ以外にも色々な材料を使っているようだ。ものすごく食欲をそそられる香かおりである。

　ターラがそれを購入しようとすると、まずは味見をしてほしい、と木皿を差し出された。

　タラパの煮に汁じるで真っ赤に染まった、奇き妙みような形の肉である。

　最初はまん丸の平べったい形をしていたのだろう。それがさらに小さく切り分けられて、ちょこんと皿の上に載のせられている。その断面から覗く質感も、何だかでこぼこしていて不思議な感じだった。

（そういえば、ギバってどんな動物なんだろう）

　ターラは、ギバを見たことがない。

　ときおり畑の周囲に仕し掛かけた罠わなでギバが捕らえられることもあるようなのだが、それがターラや母親などに見せられることはなかった。近所に住む老ろう婆ばなどは「目にするだけで呪われる」とまで言っていた。

　だけどギバ肉は、とても美味おいしそうだった。

　とにかく、香りがたまらなかった。

　だからターラは、躊ちゆう躇ちよなくそれを口にすることができた。

　そうしてターラは、打ちのめされることになった。

「何これ……」

　タラパの酸っぱい風味が、とても強い。が、家で食べるタラパよりは、うんと甘い。城下町に売られていく小粒のタラパみたいに、とてもまろやかな甘みが感じられた。

　小さく刻まれて一緒に煮込まれているのは、きっとアリアだろう。この甘みは、もしかしたらアリアからもたらされるものなのだろうか。

　それに、ぴりっと舌を刺し激げきしてくるのは、たぶんピコの葉だ。そういえばモルガの森にはたくさんのピコの葉が生えているのだと聞いたことがあるような気がする。

　とにかくそれは、ターラがこれまで食べたこともないような、とても美味しい煮に汁じるであった。

　そして――その煮汁に負けないぐらい、ギバ肉の味が鮮烈だった。

　全然固くないし、全然臭くもない。軽く噛んだだけで肉はほろほろと崩れていく。そして、タラパの煮汁と混ざり合い、えもいわれぬ旨うまみを口の中に広げてくれた。

　こんなに美味しい肉が存在するなどとは、ターラは想像したことすらなかった。

　噛んでも噛んでも味がなくならない。ほんのひと欠片かけらを口にしただけなのに、ターラはいつまでも幸福な心地を味わうことができた。

　キミュスよりも、カロンよりも、断然美味しい。

　キミュスの皮つき肉やカロンの背中の肉などは、このギバ肉よりも美味しいというのだろうか。

「美味しい！　すごく美味しいよ、アスタおにいちゃんっ！」

　いくぶん不安そうな顔をしていたアスタが、ほっとしたように頬をゆるめる。

「すごいすごい！　もっと食べたい！　父さんに銅貨をもらってくるね！」

「あ、ちょっと待って！　良かったら、ドーラの親父さんにも味見をしてもらえるかな。そのほうが、安心して銅貨を出してもらえるだろうから」

「うん！」と大きくうなずいて、ターラは街道を駆け出した。

　幸福感が、まだ口の中に残っている。

　その幸福感が、ゆっくりと全身にまで巡っていくのを、ターラは感じていた。

　これならきっと、ドーラも喜んでくれるだろう。

　この数日間、ドーラはずっと様子がおかしかった。それは、森辺の民とどのようにつきあっていくべきかを思い悩なやんでいるように、ターラには感じられた。アスタやアスタの周りにいる森辺の民に心をひかれながら、当たり前に縁を結ぶことを躊躇ためらっているような、そんな様子であったのだ。

　おそらくドーラには、ドーラにしかわからない苦悩があるのだろう。

　村で働いている母親や兄たちだって、「森辺の民なんかと関わるべきじゃない」と口をそろえて言っていた。

　ターラがそれに反論している間も、ドーラはずっと苦しそうな顔で黙りこくっていた。

　ターラにはわからない複雑な感情に、ドーラは苛さいなまれてしまっているのだ。

（だけどきっと、これで大丈夫だ）

　アスタは、嘘つきなんかじゃなかった。

　嘘つきで乱暴者なのは、きっと「ぞくちょうすじ」の人間だけなのだ。

　ずっと苦しそうな顔をしていた父親も、これで楽になれるだろう。そんな風に考えたら、いっそうターラは幸福な気持ちを得ることができた。

　ぱしゃぱしゃと雨水をはねとばしながら街道を駆け、やがてターラは父親の前に立った。

　屋根の下で座り込んでいたドーラが、ぼんやりとターラを振り返る。

「ほら、アスタの料理だよ！　父さんの作った野菜を使って、アスタがこんなに美味しい料理を作ってくれたよ！」

　ドーラは力なく笑い、木の針に刺さったギバ肉の欠片を受け取った。

　その顔がどれほどの驚おどろきを爆ばく発はつさせるのか、ターラは期待に胸を高鳴らせながら見守った。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第四巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　本作の第一巻が刊行されたのが今年の二月でありましたので、それから半年強が経過したことになります。

　あっという間であったような、ずいぶん時を経てしまったような……不思議な感覚です。

　何はともあれ、皆様の温かいご支援なくして、ここまで巻数を重ねることはできませんでした。

　厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　今回は奇しくも「俺たちの戦いはこれからだ！」的な締めくくりとなってしまいましたが、文字通り、アスタたちの奮闘はこれからが本番です。

　ありがたいことに、すでに続刊のスケジュールが練られておりますので、引き続きお楽しみいただければ幸いでございます。




　物語の舞台は、いよいよ宿場町へと移行しつつありますね。

　次巻も宿場町でのあれこれが話のメインとなる予定です。

　しかし森辺の集落にもまだ色々と厄介な問題が残っておりますため、そちらも同時進行で何とかしなくてはなりません。

　今回の巻では出番のなかった森辺の厄介者たちが、いよいよ満を持してアスタたちの前に立ちはだかることでしょう。




　それにつけても、登場人物の多い物語となってしまいました。

　現時点で、三十名ぐらいには達しているのでしょうか。

　そもそも第一巻で登場したルウ家が乳幼児もふくめて十三人家族、という時点で素っ頓狂です。

　本作の書籍化が決定され、ホビージャパンの担当様と最初に打ち合わせをさせていただいたときに一番心配であったのは、「こんなにキャラが多くて大丈夫かしらん」というものでありました。

　ともあれ、これらの中から次はどのキャラがこちも様の筆によりビジュアル化されるのか、それが作者としても毎回の楽しみとなっております。




　今回は、カミュア＝ヨシュがカラー口絵で登場いたしましたね。

　こういう敵か味方かもわからない飄々としたキャラは、個々で抱くイメージが異なってくるため、非常にビジュアル化が難しいようにも思えるのですが、作者としては大満足でありました。

　個人的にお気に入りの東の商人も今巻でイラストにしていただくことがかない、感無量であります。




　自分の頭から生み出されたキャラたちが、自分以外の手によってビジュアル化されるというのは、とても不思議で、かつ幸福な感覚です。

　今後もこの幸福感を胸に執筆を続けていきたいと思います。




　さてさて。

　よもやま話は、これぐらいでありましょうか。




　毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！

　俺たちの戦いはこれからだ！





二○一五年八月　ＥＤＡ
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